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ラブラック＝ベル


世界で唯ひとりの〝のっぺらぼう〟の少女。







ラブラック＝シアン


ベルの師匠。月瞳族キヤツツアイズ。
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城の上級剣士でベルの兄弟子。月瞳族。







クエスティオン＝アドニス


〈疑う者〉の刻印を持つ剣士。月瞳族。







ギネス


剣士＝脚本家。弓瞳族シープアイズ。







ベネット


剣士＝演出家。雌雄同体の水族マーメイド。







キティ＝ザ・オール


旅の長耳族ラビツテイア。







キティ＝ザ・ナッシング


旅の長耳族。







シェリー


王国の姫にして筆頭歌士。ガフの許嫁。月瞳族。







ミスト


城外の者たち＝〈悪アンダードツグ〉の女族長。足長族フロツギー。







ドランブイ


ベルの愛剣〈唸る剣ルンデイング〉の作者にして飢餓同盟タルトタタンの首しゆ魁かい。
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15　（承前）




　深しん淵えんが彼らを飲み込んだ。


　足の踏み場も神の根の鋼なら、壁も天井も、意味を失った無数の刻印スペルが淡うす青あおく明滅する神の樹の洞うろだった。蜘蛛くも手に広がる迷路はますますカタコームの洞どう窟くつを思わせ、ギネスは不思議な確信に満ちた指揮で楽隊を暗がりの奥へ奥へと突き進ませた。


　背後の出口は既に遠く、向かう先はもはや後戻りは出来ぬといわんばかりの闇に満ち、楽隊はすぐさま密集隊形をとって放たれた弾丸の様子でひた進んだ。


　時折、ギネスのまなざしが確かめるようにその左腕に向けられている。


　ベルは甲檻花ゴブレツトのすぐ脇を走りながら、ギネスの断たれた左腕にやどった導き手ガイダンスの姿をはっきりとみとめていた。同時に、彼らの向かう先で、まるで楽隊全体を先導するかのように、真紅の翼を半ば左右の壁に透き通らせた鳥が空中を滑るように飛んでいるのを見た。


　鳥の頭部はまぎれもなくベルのものでありながら、その黒髪は長く鳥の尾のようになびき、時折こちらを振り返るおもては静せい謐ひつながら意志に満ちていた。今のベルにはない落ち着きをたたえ、一見して齢相としが上であることがみてとれる。


　それこそベルの導き手ガイダンスであった。知識そのものの伝授者──守護霊のようにそれはベルにやどり、ベルの成長とともに確かな知を開示してゆく。もしベルが自らに正当なる道を望めば導き手ガイダンスもおのずからそのように知を示し、逆にその警告に従わず、不当なるものを望み続ければ、導き手ガイダンスはそれによってやがて破滅と倦けん怠たいへの道を示すようになるのだ。ベルにはそれが判っていた。これまで幾度となく対話を繰り返してきている導き手ガイダンスが、常にベルに与えてきたものは、純粋な知であって決してそれ以上のものではなかった。


（神なる領域に意を留めよ）


　ふいに──


（この領域に押し寄せる者はまた、神なる意思によって押し寄せられるのだ。意を留めよ、覚悟せよ。これより先を進めるのは、真に理由ことわりを問う者のみ）


　導き手ガイダンスが、常ならぬ鋭い警告の様子でベルに告げた。


　それとほぼ時を同じくして、楽隊の進む速度が目に見えて落ちていた。指揮がそうしたのではない。みな一様に苦く悶もんの表情で互いに目配せしながら、ベルには理解の出来ない苦しみの由縁を知らせていた。


（なんだ……？）


　奇妙に肌に障さわるような感覚に、ベルは歩調を落とした。そして自分以外の全員が、やむを得ぬ様子で速度を落としているのを悟った。


「いったい、みんな、どうしたんだよ……」


　ひゅん。ベルの問いに、ギネスの指揮剣が答えた。


「速度を抑えろ。ゆっくりと進め。どうしても耐えられないと判断した者は後衛につくんだ。ただし立ち止まるな。左右の仲間に気を配れ。魔法は厳禁だ、いいか」


　立て続けに告げるギネスの声音もなんだか苦しげで、ベルはわけもなくぎくりとした。


　まるで疫病だった。突如として目に見えない何かが楽隊に襲いかかり、ベル以外の全員の歩みを決定的に阻んでゆくのだ。


　ベルは首筋を撫なでた。何かがやけにちりちりと障った。だがそれ以上のものはない。特に目に見えた障害がないということがベルを急に孤独にした。皆がちらちらとベルを見ている。どうしてこの苦しみを帯びないのか。そういう目であり、決して非難ではなかった。むしろそれは何かしらの確信、あるいは畏い怖ふといえた。


　ベルは甲檻花ゴブレツトを振り返った。檻おりの中で一心にこの事態を思案しているギネスに、目ですがった。


「ギネス、私は……」


　ギネスがちらりとベルを見た。それは言うな、と事前に釘くぎを刺す目だった。ベルはちくりと胸が痛むのを覚えた。


「神の圧力だ。経験の無い僕らにはひとたまりもないよ。僕の導き手ガイダンスによれば、これは遺伝形質のようだ……。かつて伝説の聖星アース時代に、神々が僕らを創り出したとき、僕らの頭の中に特別な耳を入れておいたんだね。機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナの命言を聞かせられるための耳を。それが世代を経て、僕らの中にも残っていたんだ。なるほど、僕らと神との間にある因果関係が、こうして証明されるわけだ……」


　ギネスはぼそぼそと小声で喋しやべった。頭痛を覚えているせいもあったようだが、それ以上に、その喋り方はどこか飄ひよう々ひようとしていた。ギネスには判っていたのだ。ベルと同じくその身に導き手ガイダンスをやどした者として、ベルの孤独の由縁を多少なりとも理解していた。


「私には……」


　ない。そんなものはないのだ。こうまで皆を疲弊させる圧力を、気配として察しはすれ、直接その動きを封じられるほどには感じていなかった。だが、ベルは慌ててその言葉を飲み込んだ。そう言ってしまうことで、何か決定的なものを引き寄せてしまう気がした。


　甲檻花ゴブレツトの上では、ベネットが静かに二人の声を聞いていた。ギネスの言に対して何も口を挟まないのは、それだけ苦痛が激しいからだろうか。


　楽隊全員の息が荒い。疲労ゆえではなく、むしろ目に見えぬ息苦しさのせいだった。


　ベルは歯は痒がゆくなって顔をしかめた。いっそう強く前方を見やった。


　そのとき──


「あいつは……！」


　目に映ったものに、思わず叫んだ。


　暗がりの向こうから、何かが一目散にこちらに駆け込んでくる。


　ひゅん。ギネスの指揮は間断ない。またたく間に剣士たちが回廊いっぱいに広がった。


　なにやら慌てふためいた様子で走り込んでくるバンブーに対し、一斉に捕獲の態勢をととのえた。バンブーは止まらない。尻尾しつぽを膨らませ、大きな目玉はほとんど左右平行に並んでどこを見ているともしれない。とはいえずらりと立ち並ぶ剣士たちの姿をはっきりとみとめている様子で、離れたところから右へ左へと飛び跳ねて剣士たちを翻ほん弄ろうしようとしながら駆け込んでくる。圧迫に苦しむ剣士たちからすればなんとも元気一杯の走りっぷりである。ベルはふと、獣花けものは神の圧力にかかわらないのだろうかと思った。


（野蛮ビーステイってわけか……）


　いっとき、ベルのおもてに苦笑が浮かんだ。


　バンブーの素早さはいかにも野生の獣を思わせた。


　巧みに前衛をかいくぐり、密集隊形となった楽隊を翻弄した。壁から床へと飛び渡り、かと思うと空中でくるりと身を翻し、天井にしがみついて一目散に駆けてゆく。


　剣士たちが手に手に剣を振るうが僅わずかにバンブーの体毛をかすめるだけで一撃を加えるには至らない。圧迫のせいで、剣に感応を込めようとするとたちまち苦痛が襲った。剣撃の速度も目に見えてゆるい。


　ベネットが他の弓使いたちとともに弓を構えるが、耳が痛む様子で顔をしかめ、なかなか狙いが定まらない。回廊に満ちた圧迫もひどいが、なにしろ魔法が使えないので、通常の鋼矢を次々と射るのが精一杯だった。それではいかにもしようがない。バンブーに矢を当ててもたちまちぱくりと飲み込まれ、その腹に収められてしまうのだ。


　ベルは陣頭を離れ、楽隊の後衛へ走った。


　自由に剣を振るえるよう場を作あてると、ちょこまか飛び跳ねるバンブーに向かって剣尖きつさきを構えた。損壊を感じさせぬ強さで刃が唸うなりを上げた。なんとそのあおりを食らって、すぐそばに立つ剣士たちが苦悶の声を上げて膝ひざを折った。


「どいていろ！」


　ベルは気勢を上げて叫んだ。びくっと後衛の剣士たちがあとずさった。楽隊の真ん中で、ベルを中心として空くう隙げきが出来上がっていた。もはや誰もがこの無貌のつぺらぼうの少女を畏怖に満ちて見守った。


「ベル、よせ…‥！」


　ギネスが呼んだ。指揮者コンダクターとしてか、あるいは剣友としてか。どちらともつかぬ声が、ベルを呼び止めようとしていた。まるでベルが楽隊から離れようとしているかのように。


　バンブーが来た。剣士の足元をすり抜け、ベルの目の前で跳んだ。


　──ＥＥＥＲＲＲＥＥＥ……！


　一瞬、唸りが回廊に満ちて響き渡った。剣の感応が回廊に満ちる圧迫と衝突し、火花が散った。そばにいた剣士たちが、はじき飛ばされたようになった。


（そうか……）


　ベルは、正確にバンブーの動きを見抜いた。


（魔法は使えないんだ）


　回廊に満ちる圧迫のせいか、あるいは他になにか事情があるのか。いつバンブーが飲食魔法レスト・ラントで自らを食らって姿をくらますかと案じていたが、その必要がなくなるや、剣を握る手になお激しく感応が満ちた。


　ベルが踏み込んだ。


　バンブーの跳躍を完全に読んだかたちで、剣が迅はしった。白銀リリーホワイトに輝く刃が、押し寄せる圧迫とともにバンブーを両断していた。紛れもなく斬っていた。バンブーの頭部が宙でふっつりと縦に割れ、上下にずれた。


　跳躍の勢いそのままに、ベルの背後で、二つになったバンブーが転がった。


　一瞬遅れて、何かが降ってきた。剣だ。ひと振りの剣がきりきりと宙を舞い落ちてきた。


　きん、と澄んだ音がした。剣を振り下ろした姿勢のベルの前で、淡紅インペリアルトパーズの輝きも鮮やかに剣が地に突き立っていた。なんという鋭利さか。神の根の鋼で出来た回廊の床に、ほとんど剣尖が埋まっていた。


　ベルは一瞬、その剣にみとれた。


　そしてすぐに、楽隊の面々が目を向けているのが、その宝剣ではなく、自分であることに気づいていた。


「おお……」


「さすが……」


　短い賛嘆の声。だがにわかにその声に帯びるのは、紛れもない畏怖の念だ。


　ベルが皆を見回した。自分でも奇妙なくらいに穏やかな微笑がそのおもてを覆っていた。顔の皮一枚下でひどく冷たいものをはらんだ、自分が傷つくことをあらかじめ悟っているような微笑だった。そんなものが自然と浮かんでしまう自分がやけにやるせなかった。


　ふと、驚きの声が上がった。なんと、バンブーが縦に両断された体のまま起き上がると、二つの身を寄り添わせるようにして、えっちらおっちら逃げてゆくところだった。血は一滴たりと零こぼれておらず、切り裂かれた身が徐々に元通りになりながら、回廊のどこかまた別の通路へと姿を消していった。


　そのなんとも滑こつ稽けいな様子に剣士たちに笑いが起こった。それで救われた。ベルはほっとした顔でギネスの方を見やった。ギネスはちょっと侘わびしそうな顔で、小さく頷うなずいた。





「これでようやく、剣が手に入ったわけだ」


　のしのしやって来る甲檻花ゴブレツトの中で、ギネスが溜ため息するように言った。


「さて、ここからがいっそう難しいところだが……」


　声が尻しりすぼみになって消えた。


　剣士たちが、地に突き立った剣に近づこうとして、ふいにその足を止めた。


　声が聞こえていた。


　暗い嘆きに満ちた声が、どこからともなく響き渡り、その場にいる者たちを呪じゆ縛ばくした。声はこう叫んでいる。


　──ＮＮＮＯＯＯＷＷＷＨＨＨＥＥＥ……！


　──ＲＲＲＥＥＥ……！


「剣から離れろ！」


　ギネスが叫んだ。まったくその指揮は間断なかった。すぐさま楽隊を輪形に整え、地に立つ剣を囲むようにしてみな一斉に剣をかかげるや、それに応じて剣のすぐ下で何かがうごめいた。影だ。剣のおぼろとした影そのものが形をなして現れた。またたく間にそれが無数の影法師と化してにわかに楽隊に躍りかかった。


「やってくれる……」


　ギネスが珍しく歯は嚙がみした。


　楽隊は奇跡のように混乱を防いで影法師どもを迎え撃った。事前に配られた蛍光石ランプの粉末を剣に振りかけ、淡い光が剣の形をとって暗がりを叩たたき斬ってゆく。


　びりびりと回廊が鳴動し、飢餓同盟タルトタタンの嘆きの叫びが響き渡る中、剣撃の音が果敢に放たれた。またたく間に総力戦の様相を呈するそこに、徐々に圧力が高まり、剣士たちは自らの剣を振るうつど空気が重くわだかまり、水の中を動くようにひどくその動きを遮られてゆくのを悟った。


「指揮者コンダクター……！」


「こいつはまずい、こいつは……！」


　堪たまらず剣士たちが叫ぶ。いくら斬り払っても影法師どもの数は一向に減らない。むしろ倒れた者の影からまた新たな者たちが現れ、剣士どもにたかってゆく。中には影に引きずり込まれそうになって悲鳴を上げ、やっとのことで仲間に救い出される者もいる有様だった。とうてい影法師どもを包囲殲せん滅めつするどころではない。


「敵の階層構造を見極めろ！　どこかにこの影を引き連れている者がいるはずだ！」


「ギネス、光晶石ランプを使うぞ！」


「やめろベネット、影響が大きい魔法は絶対に使うな！」


「だが、このままでは……！」


「ベル！　どこかに影法師どもの頭がいるはずだ。そいつを潰つぶせ。君になら判る！」


「そう言ったって……手一杯だよ！」


　ベルにしても片っ端から影法師どもを斬り払うだけでかなり苦戦していた。いかにも相手の数が多すきる。既に楽隊の輪形は限界にまで押し広げられ、今にも破裂せんばかりになっている。こんな状況で敵の中心に躍り込めというのか。


「ちいっ……！」


　一瞬で覚悟を決めた。実際、そうするしかなかった。せめて剣士たちが通常の状態であれば掩えん護ごも期待出来よう。だが影法師の群とその嘆きの声と、また回廊に満ちる圧迫の中、二重三重に攻め込まれる彼らに助力を頼むことは出来なかった。


〈唸る剣ルンデイング〉が激しく唸りを帯びた。刃がいっそう強く輝きをともして影法師どもを払う。


　踏み込んだ。輪形の内側へ飛び込んだ。四方から迫り来る影法師どもを、そちらも見ずに吹き飛ばした。助力がないならないで、味方の安否を気遣う必要もない。


　まさしく疾風のごとく斬り込んだ。たちまち影法師どもがまとわりついてくる。錆さびた楽器やら刃の欠けた枯剣やらをふりかざして滅多やたらとベルに躍りかかった。それこそまるで水の中を動くようだった。手足に、切りかかられた剣に、一斉にしがみついた。


　──吃ぐっ……！


　激しい嘔おう吐と感をこらえ、猛然と剣を振るった。とてつもない感応が刃に満ち、また同時にその感応を侵食するように、飢餓同盟タルトタタンのなんとも深く暗い、闇そのもののような思念が流れ込んできた。


　絶望的な飢えが彼らを衝つき動かし、またある種の恍こう惚こつとした想いがその飢えの先にあった。何もかもベルの理解を超えた。と同時に、恐ろしく魅惑的でさえあった。絶望的な飢えとは、いかなる充足を得てなお飢えるということだ。永遠に飢え続け、己自身の存在さえ諸もろ々もろの飢えの念に切り裂いてなお更に飢えてそこに在ることだった。あらゆる飢餓感がより根深い闇につながっていた。彼らの思念を一緒くたに溶け合わせた闇がまるで一つの生命のように存在していた。


（止揚者よ──見たか）


　凄せい絶ぜつに剣振るうベルの脳裏に、そういう声が響いていた。


（この、もう一つの止揚せる存在の群体を、恍惚なる飢えの坩堝るつぼを──）


　導き手ガイダンス？


　いや──違う。


　刹せつ那な、ベルの中でなにかが激しく沸騰した。


（アドニス……！）


　その名が焦熱を帯びて胸中に叫ばれていた。


　正確には、それは当人の声ではない。そこに残された、アドニスの思念の残り香のようなものが、影法師の群の中心から届いてきたのだ。そしてそれこそ、この影法師どもを現実世界にあらわし、出現させているものに他ならなかった。


「アドニス！」


　たまらず叫んだ。一瞬ののち、周囲に迫り来る影法師どもの身が、剣風とともに真っ二つになって宙に飛んでいる。閃せん光こうが烈はげしく闇を裂き、その向こうにベルは影なる思念をやどされたものを見た。


　ひと振りの剣だ。


　愕がく然ぜんとした。決意がその驚きを背後から飲み込んだ。ベルはかっと目を見開いて駆けた。


　にわかに影法師どもが一斉にベル目掛けて躍りかかった。ぞぞぞっ、ぞぞぞっと無数の虫の群を思わせる勢いで四方八方からベルの身を包囲し、なだれこんだ。


「ちいっ……！」


　猛たけりに任せて剣を振るった。吹き飛ばした向こうからそれに倍する数が来た。


　掩護はない。視界一杯に影法師どもがいた。地を這はい、天井から飛び降り、左右前後から躍りかかってくる。ふと気づくと足元が奇妙におぼつかなかった。足首の辺りを、ゆるゆると闇そのものが這い上ってきている。慌てて振り払ってもすぐまたまとわりついてきた。そうする内に、先ほど見えた宝剣がどちらにあるのか知れなくなっていた。いびつな手が一斉に周囲から伸びて絡みつき、ふりほどきながらも心底ぞっとした。おぞましさに背筋が慄ふるえた。剣が異様な感応の侵食に悲鳴のような唸うなりを上げていた。


　──お・お・お・お……！


　おぞましさを怒りに変えて叫んだ。そのとき、ふいに喚声が聞こえた。まるで鬨ときの声だった。同時に、床一面に青白く燐りん光こうを帯びたものが音もなく敷き詰められている。


　ベルは見た。それはなんとも精せい緻ちな演算をあらわし、またたく間に壁一杯に広がると天井にまで至り、四方を隙間なく結界で埋め尽くした。


　あちこちで影法師たちが弾はじかれたように倒れ込んだ。天井に広がる演算が、ばちっと激しく火花を散らせ、まるで雷光のように光の糸のようなものが駆け巡った。


　一瞬だった。一気に空間が明るみに当てられていた。輝かしい光が降り注ぎ、それが宙で刃の形を取ると、影法師どもをなますのように切り裂いていった。


「我が新生せる力、さあ、存分にごろうじろ！」


　そういう声が、高らかに響いた。なんとも懐かしい声に皆が振り返った。


「さあ、ベル──今が勝鬨のとき！」


　もう二度と会えないのかと思っていた。いつだって唐突だった。


　ベルは猛々しく笑みもあらわに敢然と踏み込んだ。影法師どもはこの突然の掩護になすすべもない。そこを更に〈唸る剣ルンデイング〉の剣撃が縦横に振るわれるや、抵抗むなしくベルの突進を許す他なかった。


　影法師どもに指一本触れさせぬ勢いでベルが躍り出た。素早く宝剣の位置を見極めると一直線に駆けていった。間違いなかった。その宝剣のもとに、まるで塗り込められるようにして影がよどんでいた。影法師どもは、それを足掛かりにして出現しているのだ。


（アドニス、この野郎っ！）


　どうしようもなかった。ギネスの指揮もそれを指示していた。ベルは〈唸る剣ルンデイング〉を鋭く振りかぶった。影法師どもが悲鳴を上げて追いすがった。


（斬れるか──？）


　疑問ともない疑問だった。答えはいつでも手の内にあった。剣を振るうことこそ証あかしだった。刃を振り下ろす刹那、ベルはそこに立つ宝剣の感応を聞いた気がした。まるでこうなることを、その剣自身がわきまえているかのように思った。〈唸る剣ルンデイング〉の刃が、カタコームの宝剣に真っ向から打ちかかった。


　高らかに響く剣撃の音に、影法師どもの身を裂くような嘆きの声が重なった。


　カタコームの宝剣はそれこそ水のように斬れていた。剣尖きつさきはいまだ地に突き立ち、柄つかの方は高く宙に舞った。刃に塗り込められた影ごと、それは断ち切られていた。





「あの野郎、こうなることを悟ってたんだ。私たちがこれを手に入れようとしていたことを知ってたんだ。手の込んだ罠わなをかけやがって…‥くそっ！」


　ベルが激しく罵ののしりながら、まるですぐそこにその相手がいるかのように辺りを見回した。


　そのすぐ傍らでは、ベルの言葉も届かぬ様子で、ギネスがじっとうずくまって剣を見つめている。放心するようでもなければ嘆くようでもなかった。ちょうど刻印スペルを両断するかたちで斬られた剣に、ギネスは思案深げなまなざしを一心に向けていた。


「さて、どうするね」


　ベネットが、相変わらず甲檻花ゴブレツトの上に座って、呟つぶやくように言った。口調は軽い。先ほどまであった苦く悶もんの様子がすっかり消えている。ベネットばかりか楽隊の誰もが平常の様子を見せていた。


　彼らの周囲を、不思議な燐光を帯びた演算が取り巻いていて、それが彼らを目に見えぬ圧迫の波から守っているのだ。魔法の使用が封じられているこの回廊にあって、いったいどのような力を用いたのか、演算はなにものにも干渉されることなく宙に精緻な因子ナンバーの連なりを見せている。


「ここから先を進むのは困難をきわめるでしょうな」


　その結界を施したキティ＝〈賢者ザ・オール〉は、当然のように楽隊の中に立って、そんなことを言った。


　途端に剣士たちが回廊の先を見つめた。ついで、もと来た方に目を向けた。ここまで来るだけでも恐るべき精神の圧迫を受けたのだ。ここから先のことを思うと、どうにも足が進まない。誰もがそういう様子でいた。


「私は……行くよ」


　ベルが、思い切って言った。


　剣士たちがさっとベルを見やった。そして後悔するような顔になった。彼らの目が、ベルを孤独にしたことを悟ったのだ。慌ててベルから目をそらし、謝罪の言葉を口にするような馬鹿がいないか、互いに目配せし合った。


　誰も、ベルを独りにしようとは思わなかった。ここまで共に激しい戦闘をくぐりぬけて来たのだ。ベルに対する気持ちは剣友としての尊敬と愛情であって、決して忌避感や畏い怖ふなどではないはずだった。それでもベルは独りだった。


　そのベルの傍らに、つとキティが立った。


「お供しますよ。いかんせん、あの狼青年には、いささか、ありましてね」


　いつもの愛あい嬌きようたっぷりな様子でそう言った。まるで舞踏に誘うような顔だった。


　くすりと笑ってベルは頷うなずいた。背に収めた剣の重みを確かめるように目を閉じた。


　再び瞼まぶたを開いた先で、真紅の鳥が翼をはためかせ、ベルの行方を知らせていた。ベルはもう一度頷いた。皆を振り返った。


「行ってくる」


　静かに告げた。


　座り込んでいた剣士たちが一斉に立ち上がった。誰も何も言わなかった。みな一様に言葉を呑のんで吐き出さぬよう堅く口を閉ざしていた。すまないとか申し訳ないとか、そういう言葉を。


　誰かが思い切ったように剣を抜いた。たちまちその場にいる全員が次々と手に手に剣を抜き放った。高々と剣尖を掲げ、痛切に叫んだ。


「ラブラック＝ベル！」


「ラブラック＝ベル！　小さき者！」


「ラブラック＝ベル！　我らが勝利のゆえん！」


　微笑わらった。


　感謝の言葉がぐるぐる脳裏を巡ったが、ついにその一つとして口に出てこなかった。胸の詰まるような思いを穏やかな笑みにあらわすことで、かろうじて彼らの歓呼に応こたえた。


　ギネスはこの騒ぎにようやく我に返って、集団の先頭にやって来た。ちょっと驚いたようにベルを見つめ、やがてなにやら納得したように頷いた。


「ここから先は、僕の指揮を超える場所だ。存分に……ベル」


　ギネスもまた何ごとか口にするのを堪こらえているようだった。ここで待っている、といったようなことを。


「ああ」


　ベルはちらりと甲檻花ゴブレツトの方を見やった。その動きを敏感に察したのだろう。ベネットは憂いを帯びた微笑を浮かべて小さく手を振った。何かを祈るような、抑えるような仕し種ぐさだった。ベルは我知らず目を細めた。


「行こう」


　キティを促し、ゆっくりと背を向け、歩き出した。


　結界の一端が開かれ、そこから扉をくぐるようにして出ていった。ベルの行方には紅べに蓮はすの花にも似た鳥の翼がはためき、楽隊の中でギネスだけがそれを見届けていた。


「導き手ガイダンスのかたちも、ひとそれぞれ……」


　ぽつりと呟き、指揮剣を握った手で断たれた左腕を撫なでた。そこにあらわれた幻の腕は、ベルに示された行方とはまた違う方向性を語り、示している。


「我々もすぐに発たつぞ！」


　ひゅん。指揮剣を振るった。にわかに剣士たちが動き、陣を整えてゆく。


「カタコームの宝剣はこれにくるんで檻おりに運んでくれ」


　そう言って、剣士の一人に、紅色カメリアの制服衣装グラスウエアの上着を脱いで渡した。


「さあ、ここからが本当に厳しいところだぞ。回廊の外には筆頭剣士が率いる神官団が待っている！　全員、ここから生きて出るぞ！」


　砕けた剣が甲檻花ゴブレツトに収められ、ついで自分も乗り込むと、ふうっと溜ため息をついて頭上を見上げた。


　そのとき──


　きりっ。水みず鋼がねの弦いとが厳しく引き絞られる音が、突如として楽隊を凍りつかせた。


「ベネット……」


　ギネスが茫ぼう然ぜんとして叫んだ。


　ベネットは自慢の闘弓を構え、回廊の向こうにぴたりと照準を合わせていた。そのおもては冷厳の一語につき、この男がこうまで凄せい惨さんな顔をすることがあるのかと思わせるほどに厳しく凍いてついている。ひき締められた唇が微かすかに吊つり上がり──


「決断しろ、指揮者コンダクター」


　ぞくりとするような声音で言った。





　剣士たちが啞あ然ぜんとして見守る中、ギネスは奇妙に穏やかな顔で、どこか困惑したように眉まゆを寄せ、ベネットを見上げていた。


「君の脚本ほんの中には、これもあった。君が決断すべきこととして」


　ベネットが、なお厳しく弓を引いて言った。


「彼女は既に我々の範はん疇ちゆうを外れた。自ら出ていったのだ。そのとき、我々が向かうべき道に、彼女というとてつもない波乱が巻き起こるだろう──そう言ったのは君だ」


　ギネスがぼんやりと目をさまよわせ、回廊の方を向いた。キティを連れたベルの姿が暗がりの中に消えてゆこうとするところだった。


「君はこの城を滅ぼしたいわけではないのだろう、ギネス。彼女は──神さえ斬るぞ」


「判っているさ、ベネット。君は……本当に優秀な演出者デイレクターだ」


　嘆息するような声がギネスの口から零こぼれた。


「決断だ」


　ベネットが冷徹にそれを遮る。


「今が最良の距離だ。一撃で仕留める。それが叶かなわずとも、私の能力を使い切ってでも必ずここで仕留めてみせよう。その指揮剣を振るえ、ギネス！　決断だ！」


　固唾かたずをのんで見守る剣士たちにも、とてつもない葛かつ藤とうがこの茫々然とした指揮者コンダクターの中で行われているのが目に見えるようだった。ギネスがゆっくりと剣を掲げた。その隻腕の身が微かに震えた。かと思うと、ぴたりとそれがやんだ。琥こ珀はく色の双そう眸ぼうに、磨き上げたばかりの鋼鉄のような光を溜め、屹きつ然ぜんとしてベルの消えゆく暗がりを見据えた。


　ひゅん。鮮やかに空を裂いて、指揮剣が振り下ろされた。


　剣士たちがぞっとするように身をすくませ──


「ギネス……」


　指揮剣の感応に、ベネットのつがえた弓が直接呼応していた。弦が固定され、徐々に緩められてゆく。ベネットの両手が近づいてゆき、やがて丈の長い闘弓が完全に収められた。


　ちん……。水みず鋼がねの弦が震えた。込められていた水晶の弾丸が零れ落ちるようにしてベネットの手に握られた。


　ギネスが言った。


「彼女の敵は、飢餓同盟タルトタタンであり、アドニスだ。僕らはそれを知っている……ベネット」


「今のところは、ね」


　ベネットが揶や揄ゆするように返す。ギネスが真面目くさって頷いた。


「そう、今のところは。飢餓同盟タルトタタンが──アドニスが神の中核に対しいかなる問いを放つかによって、話が違ってくるだろう。しかし僕は彼女の力を信じている。どれほど破壊的であろうと、彼女の剣は常にそれまでにない可能性を見せてくれた。彼女がどれだけ変わろうと、またどれほどの力を得ようと、それだけは変わらないことを信じたい」


　ひゅん。再び指揮剣が振るわれ、剣士たちがはっと我に返った。


「飢餓同盟タルトタタンの危機はひとまず去った！　だがシェリー姫の安否は、現状では確かめようがない。その点についてはベルが明らかにしてくれるだろう。我々は彼女に責さいを負わせないだけの働きをこれからせねばならない。すなわちカタコームの中立化を果たすのだ！」


　ギネスの言下、一斉に剣士たちが反応した。今こそ真に、ベルに背を向けるときだった。


　甲檻花ゴブレツトがのしのしと歩き出し、その周囲を密集隊形をとって、一丸となって結界の外に出てゆく。途端に精神の圧力が襲いかかってくるが、それは先程とは違って、進めば進むほどに弱くなっていった。出口に向かうのだという意識が、彼らを高揚させていた。


　ギネスは、やれやれとばかりに檻の中であぐらをかくと、ぽつりと零した。


「悪かった、ベネット」


「なあに」


「君に甘えた。僕が命じておくべきことだった。優秀な演出者デイレクターを持つと、実にごまかしが利かない」


「君にしてはずいぶんと殊勝なことを」


　くすくす笑う声が、ギネスの頭上から降ってきた。


「気にすることはない。これは、私にとっても必要なことだったのだからね。私は彼女の背に向けて弓を引いた。そして君の指揮があれば、全力で撃った……」


　片膝ひざをついた姿勢のまま、白濁した見えぬ目を回廊の暗がりに向け、囁ささやいた。


「私が彼女にさようならを言うには、それで十分だ」





　ベルが、ゆっくりと、背に負った剣の柄つかから手を離した。


　隣で、かちりと、キティが時計の蓋ふたを閉める音が聞こえた。


　二人、どちらからともなく危機を察し、またそれが去ったことを、悟ったのだった。


　もう既に遠く去った背後をかえりみず、ベルはそのまま歩き続けた。


　代わりに、キティがちらりと背後を見やった。ギネスたちの楽隊はもう暗がりに消え、僅わずかに回廊全体の明滅が楽隊の影にちらちらと揺れるばかりだった。


　赤い瞳ひとみが戻され、うつむいて歩むベルの横顔を映し出した。


「泣いているのですか、ベル？」


　淡々としていながらも、それが優しさに聞こえる声音だった。


「まさか」


　ベルはびっくりして顔を上げた。自分がうつむいていることにさえ気づいていなかった。キティと目が合った途端に、苦い笑みが浮かんだ。どうにもこの聡明なまなざしには噓がつけないような気がしていた。


「慣れてる……とは、言わないけど」


　そう言って目をそらし、回廊を進んだ。歩調が、心なしか速くなっていった。ふと勢いよく踏み出した一歩が、そのまま走る姿勢になっていた。駆け出した。その後を、キティがまるで大切なものを守ろうとする者の顔で追いすがった。


　淡うす青あおく明滅する回廊は、これほどの地下にあって聖星アースの潤沢なる輝きを思わせた。その潤うような光が胸に沁しみた。思わず叫んでいた。


「どいつもこいつも特別扱いしゃァがって。今にてんぐになるぞ、ちくしょう！」


　キティが驚いたように耳をぴんと立てた。ベルはキティに構わず走り続けた。


「いつか必ず、自由になってやる」


「……ベル」


「自分の由縁を知り尽くしてやる。この世界に私がいる理由ことわりを、全部、平らげてやる！」


　きっとなって眼前を見据えた。すぐ先を、真紅に輝く鳥が、ベルの行く果ての通りに飛ひ翔しようしている。その鳥を追ってベルは走り続けた。背に負った剣の重みが確かな足どりを与え、地を蹴けるその身に確かな存在感を与えてくれていた。
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　回廊に音が響いている。複数の足音だ。それぞれの歩幅のままに互い違いに響き合い、彼ら一人一人の心持ちの違いをそのままあらわすかのようだった。


　先頭に飢餓同盟タルトタタンの少女を案内役として、そのあとをシェリーが歩み、僅かに遅れて剣尖きつさきを垂れたアドニスがいた。


　ふと、三人の歩調が等しく乱れた。誰からともなく、はっと息をのんだ。


　暗い回廊に、ふいに明るみが差した。緋ひの明りである。まるっきり夕焼けの色だった。黄昏たそがれへの永遠の残照とでもいうべき輝きが、にわかに三人を包んでいた。


　茜あかね色の輝きに包まれて、少女がアドニスを振り返った。上下の瞼まぶたを縫い合わされた目だった。瞼の上に彫り込まれた〈目〉をあらわす刻印スペルの意味そのままに、ひたとアドニスを向いた。なにかしらの懇願だろうか。シェリーが足を止めて見つめていると、ふいに、少女の瞼から零れ出すものがあった。


　はっとシェリーが息をのんだ。縫い合わされた瞼の間に、幾つもの血玉が膨らんでいる。それらが弾はじけた。赤く幾筋も、少女の頰を伝わった。


　血の涙を流す少女に、アドニスが小さく頷うなずいた。


「限界か……」


　シェリーが見守る中、アドニスが少女に向かって大きく両手を開いて見せた。


「お前という牙きばを、顎あぎとなす我が身に引き入れよう」


　少女がアドニスに身を寄せた。アドニスの胸元に映る自分の影に手を重ねた。なんとその手が潜り込んでいた。


「お前が見たものは飢餓同盟タルトタタンの闇を通じ、俺のものとなる……安らいで眠れ」


　ねぎらうように少女の頭を撫なでた。少女が微笑わらった。ここに来るまでの間、少女はひとこととして喋しやべらなかった。まるでその心など既に失われて久しいのだといわんばかりの無表情さだった。少女が最後に見せた微笑みは、シェリーの目に、安らぎに満ちて見えた。闇にあって閉ざされることを望む、無む垢くな姿がそこにあった。


　少女が消えた。自身の影に入り込み、この世のどこにもいなくなったのだ。


「彼女は、あなたの中に入っていったのですか」


　シェリーが、不思議そうに訊きいた。


「俺という階層に含まれたのだ」


　素っ気なくアドニスが答える。シェリーが首を傾げたが、それ以上の説明はなかった。


「行くぞ。目的地は近い。だいぶ遠回りをしたがな」


「遠回り……？」


　アドニスの傍らに連れ添うかたちになって、シェリーが問うた。


　アドニスは皮肉そうに頷いた。


「この洞どう窟くつは、幾つもの枝分かれを作り出している。俺を拒んでな。神の最後の抵抗というわけだ。しかしその抵抗の強さは、それだけ神が俺の存在を決定的なものとして受け入れようとしている証拠だ。さあ、もうすぐそこが神の〈心臓〉だ。聞こえるだろうその鼓動が。城の主族でない俺でさえ、身震いがくる……」


　シェリーが小さく頷いた。周囲が輝かんばかりの茜色に染まりゆくにもかかわらず、心なしそのおもてが青ざめている。回廊の向こうからは、まさしく鼓動という他ないような空気全体の振動が伝わってきていた。どくん、どくん、と脈打つように、なにか巨大な気配そのもののような音が、腹の底にまで響くのだ。


　彼らは互いの思惑を測るように並んで歩き続け──


　やがて回廊を出た。


　巨大な広間が森をたたえていた。そうという他ない光景だった。


「おお……」


　アドニスの驚嘆する声が、いんいんと天井に響いた。


　広大な空間に、滑らかなオブジェのような神の根が無数の柱のようにそびえ立っている。


　無数の刻印スペルが青白く燐りん光こうを点ともすさなか、その明滅に呼応するようにして真っ赤な輝きを放つものがあった。


　火晶石フレアの固まりが、神の根に絡みつく蔓つる草くさのように、熱そのものの結晶である枝を無数に伸ばしているのである。


　一面、燦さん々さんと輝く火炎の森だった。溶解した鉄が真っ赤に灼やけながらそのまま結晶化したかのように、闇に慣れた目にはあまりに澄みやかに赤く輝いていた。


「これが、神なる炎の血液か──」


　アドニスが言った。


「この場所から、古き神かみ代よの時代には、世界中に神の力が供給されていた……」


　そして傍らのシェリーを見やって、皮肉っぽく笑みを浮かべた。


「そして今では、こうして全てが化石と化している」


　だがシェリーはそんなアドニスの嘲ちよう笑しよう的てきな態度とは裏腹に、驚嘆と畏い怖ふに満ちてこの光景を見回している。


「まるで……神の存在に、初めて触れるかのようです」


　溜ため息をつくようにシェリーが口ずさんだ。


「歴代の王たちの中でも、これほどに神の深部に赴いたのは数えるほどだと聞きます。ああ……感じます。あなたに対する、神の慄ふるえと──」


「そして、歓喜だ」


　アドニスがにやっと笑ってあとを続けた。


「かつて神が自ら捨て去ったものが、今再び迎え入れられようとしている……」


　シェリーがアドニスを見た。そしてゆっくりと頷いた。


「あなたの率いる影なる群の源は、ここから来たのですね」


「そうだ」


「あなたは、あなたのいう形けい骸がいから、神をも解き放とうというのですか」


「それこそが飢餓同盟タルトタタンの法テーマだ。神が民によって自らを機械仕掛けの形骸に封じ込めた際にかけられた鍵かぎ──それが飢餓同盟タルトタタンの動機モチーフだ。それは、かつて神の内にあったが、今は永遠に追放され続ける、滅びへの意志だ。この世界が生まれたときの、予定調和プログラムだ」


「判ります」


　シェリーが言った。


「生が、死を含むことで、初めて成り立つように……」


　ふと、アドニスの目がどこか疑わしげに細められた。シェリーはさながら夢見る者の顔でつづけた。


「ですが、神は死を死ぬことで永遠であり続けなければならなかった。何のために……」


　唱えるようなシェリーの言を断つように、アドニスは手にした剣を軽く振ってみせた。


「進むんだ」


　シェリーは特に抵抗する様子もなく従った。まるで脅されている者の顔ではない。むしろアドニスに共謀する者の振る舞いである。


　あるいは、この状況を、高みから見下ろすようなまなざしだった。あいかわらず顔を青ざめさせてはいるが、もはやそこに脆ぜい弱じやくな様子は見られなかった。代わりに、はっきりと、舞台の主導スポツトを担って立つ者の超然とした様子があらわれ、そのおもては火晶石に明あか々あかと照らされて神々しくさえあった。アドニスは剣けん呑のんに息をひそめ、この歌姫の変化を見定めた。


「私は、ようやく、この国の神の本性を、理解し始めています」


　背を向けたまま、シェリーが、呟つぶやくように告げた。


「ここに、神の民に対する愛はありません」


「ほう……」


「ですが、滅びの影を追放してそれが飢餓同盟タルトタタンとなったのと同じように、神の愛は何らかの形をとって外部にあらわれているのではないのですか……？」


　告げるような問いだった。


　剣尖を構えるアドニスの目に、ふいにシェリーの背が遠のくように見えていた。


「そしてそれは、ベルたちの求めるものに託されているのでしょう」


　辺りを見回し、網のように張り巡らされた神の根と火晶石の枝とを仰ぎ見た。いつの間にか、二人とも立ち止まっていた。周囲を重く響き渡る鼓動が満ちゆき、茜色に染まる空間に、二人の影が足元で四方に延びて躍った。


「ベルが、来ます」


　ひたむきなまなざしが、ふいにアドニスを振り向いた。澄明な青紫の瞳ひとみが、赤く火の明りをのんでアドニスを見詰めている。


　アドニスの唇が凄せい絶ぜつな笑みに捲めくれ上がった。


「ベルは、自分がいったい何に到達しようとしているのか、まだ完全には理解していない。自分が何を真に望んでいるのかも、それがこの世界にどのような影響を与えるのかも」


　剣尖きつさきを厳しくシェリーに突きつけ、ささやくように言った。


「飢餓同盟タルトタタンこそ、絶対的な滅びの中に、新たな生の在り方を見いだす存在だ。俺は、追放された者たちを足元に引き連れてここに来た。戻って来たのだ。全ての源は、この先にある、神の孤独な〈心臓〉より発せられた鼓動の一つ一つだったのだから」


　そのとき、にわかに空気が強く鳴動を帯びた。


　火晶石がぱらぱらと崩れ、微かすかな火の粉が辺りに舞い始めた。


「そのために、私を……一人の、影を持つ者として、迎え入れるつもりですか」


　シェリーが、何もかもを悟った穏やかさで言った。


「そして唄うたわせるのですね。破壊のためだけの歌──〈射手座サジタリウス〉を」


　アドニスが、唇を吊つり上げた。


「あなたをお迎えする」


　呪うような声音を、囁ささやきに込めて言った。同時に、突きつけた剣尖がみしみしと歪ゆがみ、ささくれ、鋭いかぎ爪のように鋼の牙きばを噴き出した。足元では影が急激に色濃くわだかまり、いきなりそれが影法師の姿となって立ち現れていた。


　──ＮＮＮＯＯＯＷＷＷＨＨＨ……！


　──ＥＥＥＲＲＲＥＥ……！


　妖あやしい嘆きの声が響き渡り、奇怪な影の群がアドニスの左右後背に躍り狂った。


　シェリーが僅わずかにあとずさった。青ざめたおもてを毅き然ぜんと上げてアドニスを見た。影を率いて立つ冷ややかな嘲笑が、シェリーのひっそりとしたおもてと対たい峙じした。


「引き摺ずり込め」


　アドニスの言下、一斉に影法師の群が動いた。ぞぞっ、ぞぞぞっと甲虫の大群を思わせる奇怪さでシェリーに手を伸ばす。だがシェリーは動かない。迫り来る影を緊張に満ちて見据え、恐慌を見事に抑えた穏やかさですうっと息をついていた。


　爆発した。先頭の影法師が突如として火炎に包まれ、火だるまになってのたうった。


　火晶石があたかも意思を持つかのように影法師の群に向かって砕け散っていた。影どもが次々と灼しやく熱ねつの火に巻かれ、嘆きの声が炎の咆ほう哮こうに押さえつけられてゆく。そして、ごうごうと渦巻く炎を貫いて聞こえてくるのは紛れもない筆頭歌士たるシェリーの高らかに唄う声であった。


「むうっ……！」


　両腕で顔を庇かばいながら素早く灼熱の渦から跳びすさった。退かせる間もない。影どもが躍り狂う松明たいまつさながらに燃えさかり、ふいに更なる炎が影どもを払い飛ばした。


「影さえ灼くか……」


　かっと見開いた目に、紫のドレスが鮮やかに翻る様子が映っていた。


　熱はシェリーに届かず、その身を守るようにただ激しくその衣と髪とを風に舞い上がらせるばかりであるようだった。火晶石は次々と枝を崩れさせては炎を上げ、また渦巻く外へと飛び出た火は再び結晶化して、赤くこれ以上の明るさはないというほどに夕陽に似てきらめきを零こぼし、ゆるやかにまた枝を生えさせている。


　その真っただ中にあってシェリーはすらりと背を伸ばし、声を張り詰め、影なる者たちを圧倒しながら問うようなまなざしをアドニスに向けている。


「はははっ、認めよう！　あなたこそ真に神なる申し子だ！」


　両腕で顔を炎から庇いながら、アドニスが哄こう笑しようとともに叫んだ。


「だが、それでこそ飢餓同盟タルトタタンはあなたという牙を求める！」


　ふっと鋭く余韻を残し、シェリーが唄を収めた。


「あなたの求める勝利はここにはありません。聖域より立ち去り、自らの荒れ野にお戻りなさい、狼よ。神なる炎熱の血は、今や、かつての影を受け入れるにはあまりに輝きに満ち足りています」


　穏やかに尽きるその声は空間全体にいんいんと響き渡り、これだけの騒音の中にあってはっきりとアドニスのもとに届いていた。


「ははっ！」


　アドニスの〈錆びた爪ラステイネール〉が、軋きしみを上げてまたたく間に変形した。


「違うな。それはあなたの言葉ではない。神があなたにそれを言わせているのだ！　言葉の裏にある神の恐れを、飢餓同盟タルトタタンの鼻は敏感に嗅かぎ取るぞ！」


　一笑に付した。アドニスが頭部を庇っていた両腕を開いた。剣はいまや歪みきった螺ら旋せんの首切り鎌だった。猛然と振るわれて肉声にも似た剣風を奏で上げた。


　途端にアドニスに迫ろうとしていた炎が弾はじかれて空中で結晶の姿に戻り、赤く輝く火晶石の破片を降り零した。かと思うとにわかにその周囲で人影が立ち上がった。その身を炎に巻かせて、一人また一人と、灼熱に倒れたはずの影法師どもが起き上がってゆく。


「どうして飢餓同盟タルトタタンとの剣楽を恐れるのか──これが答えだ、神よ！」


　数十という影法師どもがふいに炎に溶けた。そうとしか言いようがなかった。火だるまと化した者たちがその姿を崩すに従って、炎が黒く得体のしれない濁りを帯びてゆくのだ。


　嘆きの声が上がった。どこからというのでもない。炎にその身を溶かし尽くした者が、灼熱そのものと化してごうごうと妖しい叫びを上げていた。


　真っ黒に染まった炎が、アドニスを中心に渦巻いた。


　シェリーがまた僅かに退く。その周囲を激しく炎が吹き荒れて、今や闇色に満ちて燃え盛る黒炎に向かった。二極の炎熱が激しくぶつかり合った。広間全体が轟とどろくように震しん憾かんした。シェリーの悲鳴が凄すさまじい爆発音にかき消された。


「見たか、神なる申し子よ！　飢餓同盟タルトタタンの闇はいかなるものも等しくその飢えに飲み尽くす！　あなたもまた、我らの一員となるのだ！」


　はっと身構えるシェリーの周囲で、見る間に炎が黒ずんでゆく。辺りはにわかに灼熱の闇に満ち、黒く燃える炎よりもなお昏くらい何かが、地面を這はうようにして躍り狂っていた。


　シェリーにはそれが、炎に身を捧ささげた者たちの、その影だと知れた。影は無数の手を伸ばし、生者にたかる亡者の群そのままに、おうおうと嘆きの声を響かせて一心にこちらへ向かってくる。恐怖が怒ど濤とうのように押し寄せ、シェリーはひたとそれを見据えた。


　暗い飢えたる群体と、それを率いる者の姿とを限りない澄明さでその瞳に映し出し、なおも圧倒的な恐怖と戦う者の顔でそれらを待ち受けた。


「さあ、あなたを……迎えよう」


　アドニスの囁きが、灼熱の闇にこだました。


　シェリーの目の前で、広間に満ちていた無数の刻印スペルの明滅がひどく暗い影にどんどん侵食されていった。その向こうから、猛然と吹き荒れる黒い炎を引き連れたアドニスが、異形の剣を引っ提げて、避け難い死を告げる者の不吉さでやって来ようとしていた。


「抗あらがうな、神なる申し子よ！　抗うのであれば、この剣で、その身に嘆きの刻印スペルを刻み入れてやろう！」


　シェリーの目が大きく見開かれた。


　恐怖に歯を嚙かみ鳴らしながらも大きく息をついて己を宥なだめ、毅然として身を反らした。


　声を唄へと変えるその機を、あたかも剣士の剣撃のように見定めた、そのとき──


「馬ァー鹿、アドニス」


　突如として、二人の間に割って入る声があった。


　声とともに凄まじい剣風が来た。黒く濁り切った炎が真っ二つに両断され、アドニスとシェリーの間でごうごうと燃え盛る炎が一瞬で吹き飛ばされていた。


　叫びが上がった。嘆きというよりも、まさしく断末魔のそれだった。地を這っていた影どもが切り払われ、素早く跳びすさったアドニスの目の前で白銀リリーホワイトの輝きに消し飛ばされていた。


　切り開かれた炎が、シェリーとアドニスの間で一本の道を作り出し、


「相変わらず、女の扱い方を知らないよなァ」


　呆あきれたような声が、先んじて炎の道を通っていった。


「女には優しく親身に。そうすりゃァ、女がお前を産み直してくれるってもんだぜ。ま……こいつは、ベネットのやつの受け売りだけど」


　それに続いて、現れた一人の少女──


　黒い髪に黒い瞳ひとみ。それ以外に何ら種族としての特徴を持たぬ無貌のつぺらぼうの姿が、ただ一つ、それが彼女の特徴だと言わんばかりに白銀に輝く巨大な剣を掲げてやって来た。


「ベル……！」


　シェリーが叫んだ。ベルと目が合うと、両手を頰に当て、どきりとしたように身をすくませた。ベルが牢ろう囚しゆうされてから、二人が顔を合わせるのはこれが初めてだったのだ。


「やあ、シェリー」


　ベルが優しく呼んだ。屈託のない笑顔がそれに添えられている。途端に、シェリーの顔全体が潤んだようになった。


　くすりと笑んだ。ベルは無造作に剣を構え、シェリーを後方に庇うかたちで黒ずんだ炎の渦を見やった。


「よう」


　短く呼んだ。


　アドニスが、赤い頭巾バンダナの下で、ほんの微かすかに顔をほころばせたような気がした。かつての剣友の顔が、どす黒い炎を隔ててそこにあるようだった。かと思うと、次の瞬間には酷薄な笑みがそのおもてを覆っている。


「待っていたぞ……理由ことわりの少女」


　ベルは、すうっと自分の気が鎮まってゆくのを感じた。そのおもてが自然と猛たけ々だけしい笑みに満ちるのとは裏腹に、ひどく穏やかな気分だった。遠く背後に置き去ってきたものの全てが、今となってむしろ自分を支えているような気がした。


　囁ささやきに込めて、ベルは今ここにいる自分の由縁を明らかに告げた。


「斬るよ、お前を」
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　灼熱の闇がざわめいて渦を巻いている。


「お前は、飢餓同盟タルトタタンの闇でさえ飲み尽くせぬ光だ」


　アドニスが言った。


「そしてまた、神なる光でさえ消すことのかなわぬ闇だ……」


　黒ずんだ炎のさなかに──


　赤あか錆さび色の十じつ爪そうを異形なす剣の柄つかに食い込ませ、アドニスが冷然とベルを見た。


「理由ことわりの少女よ、そのお前を呑のむことで、飢餓同盟タルトタタンは真に絶対的な闇をなすぞ!!」


　だがその相手の気勢をさらりとかわした顔で、ベルが、ふんと鼻で笑った。


「勿もつ体たいぶるなよ」


　刹せつ那な、轟ごう然ぜんとアドニスが剣を振るっていた。まるで巨大なものを振り下ろす動作だった。


　刃が大きな弧を描いて振るわれ、その身がほとんど折り畳まれるようにしてしなった。


　同時に、灼しやく熱ねつが怒濤のように押し寄せて来た。耳をつんざくような嘆きの声が広間に満ちて、足元からも影そのものが無数の亡者の手を伸ばして襲いかかった。


「ふふん……」


　ベルは動かない。なんと無造作に剣尖きつさきを構えたまま、押し寄せる炎と激突した。飲み込まれた。灼やけつく闇が一瞬でその身を焦がし、足元を無数の影なる腕がとらえた。


「ベル……!!」


　シェリーが悲鳴を上げた。だがシェリーに向けられた背はひどく泰然として動じない。


「む……」


　アドニスが鋭くそれを見た。


　黒い炎が、ベルの身に吸い込まれるようにして消えてゆくのだ。嘆きの声を上げてベルにしがみつく亡者たちも、逆にベルの身に取り込まれていった。ベルの姿がぐにゃりと歪ゆがみ、ふっとかき消えた。一瞬遅れて、ばしっと空気が激しく爆はぜた。


　それまでベルの姿があった空間に、ぱらぱらと微細な燐りん光こうを放って舞うそれは、実に見事に組まれた演算の、精せい緻ちなかけらであった。


「ちぃっ！」


　激しく舌打ちした。


「あの長耳族ラビツテイアか……！　死に損ないが！」


　同時に、すぐさまシェリーに向かって疾走している。


　全くふいを衝つかれたように、シェリーがびくんと弾かれたようにアドニスを見た。


「あなたの歌は、あなたが思っている以上に決定的なのだ、シェリー姫！」


　凍いてつくような殺意も剝むき出しに、相手の恐慌に畳み掛けるようにして叫んだ。


「飢餓同盟タルトタタンが神なる飢えを暴くために！　抗うのであれば、ここで消えて貰もらうぞ！」


　シェリーはすくみ上がったようになって動かない。ベルの姿に安心したせいで緊張が保てなくなっていた。怖おじ気づいたようなシェリーに、アドニスが間断なく迫った。


　そのすぐ先で、突然、黒い炎がぽっかりと穴を開けた。次の瞬間、炎の壁を突き破って、両腕を十字に構えたベルが横殴りに恐ろしい勢いで跳び込んで来た。


　赤い頭巾バンダナの下で、アドニスの目がかっと見開かれた。


「ぬあっ！」


　叫んだ。走り抜けるアドニスを、横ざまに旋風のような剣撃が襲いかかった。寸前で横っ飛びにかわし、ほとんど地面に這はいつくばるようにして剣を構えたところに、更に大上段から振り下ろされた〈唸る剣ルンデイング〉が燦さん然ぜんと刃を輝かせて躍りかかった。


　ぎん。鋼の砕ける鈍い音が、地を抉えぐる爆発音を貫いて響いた。


　アドニスが呻うめいた。その〈錆びた爪ラステイネール〉の刃が半ばから激しく破損している。圧倒的な力の衝撃をなんとかかわしてとびすさり、厳しく対たい峙じした。


　ひゅう……


　と、アドニスが溜ため込んだ息を吐いた。銀毛がちりちりと逆立っている。剣をかざす両腕の衣服がずたずたに裂け、ほどけた包帯が血を滲にじませて肘ひじの辺りから垂れ下がり、たった今しのいだ剣撃の凄すさまじさを物語っていた。


「さすがだ……」


　いたって無造作に〈唸る剣ルンデイング〉を引っ提げたベルの姿を、食い入るように見詰めた。


「どうやら、幻ではない……か」


「えへへ」


　にこっとベルが笑った。


　その足元で、何かが鋭く跳ねた。アドニスの、たった今砕かれた剣のかけらだ。それが切っ先を真っ直すぐに向けて飛んだ。


　鈍い音がした。刃がベルの喉のど元に深々と突き刺さった。そのまま、宙で意思あるものの動きを見せて傷口に抉り込んでゆく。


　ところがベルは相変わらずにこにこといたずらっぽい笑みを浮かべたままだ。


「このっ……」


　アドニスが呻いた。素早く辺りを見回した。そのときである。ふいにベルの姿が細かな燐光の屑くずとなって崩れ落ちた。演算魔法マスマテイクスによる幻影が、刃の瘴しよう気きに当てられて急速に腐敗していったのだ。はらはらと舞い落ちる演算の残ざん骸がいに混じって、微かな、かちり、かちりと符号の合わさる音が聞こえた。


　アドニスの対応は素早かった。ベルの姿が無数の燐光となって四散すると同時に、恐るべき空圧の刃が弾丸のように放たれていた。剣のかけらは一瞬で粉々になり、目に見えぬ刃が六方からアドニスに迫った。


　かわすまでもなかった。真っ向から見えぬ刃に打ちかかった。空圧の結晶が刃の瘴気に触れてかき消され、どす黒い炎が荒れ狂ってアドニスの周囲に巻いた。


「やはりお前から斃たおすべきか、理由ことわりの少女よ！」


　叫ぶ先に、シェリーがいた。


　一拍の間を置いて、シェリーがはっと振り向いた。


「ラブラック＝ベルだ」


　ベルが、不敵に剣をかざして言った。なんとシェリーの背後にいたのである。


「それが私の名だ。他は知らない。余計な言い訳が多いんだよ、お前。私とやりたいってんなら、そう言やァ良いじゃないか」


「おやおや」


　更にベルの背後から、びっくりしたような顔のキティ＝〈賢者ザ・オール〉が現れて言った。


「形かたなしですな」


　愛あい嬌きようの中にたっぷりと棘とげを含んでアドニスをその赤い瞳ひとみに映し出している。ぽん、とその胸を軽く叩たたいてみせた。ちょうど以前、アドニスの剣に貫かれた辺りだった。


　アドニスが冷然とそれを見据えた。


「いいだろう」


　今その決着を付けるか。そういう様子で剣尖を向けた。


「キティ」


　アドニスに応じて早速その手に印スペルを結ぼうとするキティを、ベルが手を振って止めた。


「早く、シェリーを」


　キティが残念そうに片眉まゆを上げてみせた。素早く印スペルを途中で組み替え、またたく間にまた別の演算を展開させている。


「ベル……？」


　不安そうにシェリーが呼んだ。ベルはシェリーに背を向けている。油断なくアドニスと対峙しながら、ぽつりと言った。


「なあ、シェリー、いつか私の部屋で唄うたってくれたことがあったね」


　ふいにはっとして、シェリーはベルの小さな背を見つめた。


「また、唄ってくれるかな」


「はい……」


　ふいに風が巻いた。キティとシェリーの二人を、見事な迅速さで演算が取り巻いている。シェリーはベルの背に伸ばそうとした手を悲しげに引き込めた。


「きっと、ベル……」


　ちらりとベルが二人を見た。キティが頷うなずいた。既に何ごとか打ち合わせている様子で、互いに目配せし合った。


　キティが、巻き起こる風に抗して叫んだ。


「すぐに戻りますよ！　頼もしい掩えん護ごを引き連れて！」


　ベルが素早く目を戻すのと、アドニスが剣を振りかぶるのとが同時だった。


「逃さん！」


　黒い炎が周囲の火晶石を飲み込み、これまでに増して火勢激しくなだれ込んできた。


　ベルが走った。瞬時にして〈唸る剣ルンデイング〉がとてつもない感応に満ちて猛然と唸うなりを上げた。


　斬った。白銀の輝きが炎熱の波は濤とうを縦に一いつ閃せんした。衝撃が炎を二つに裂いた。


　その背後でシェリーとキティの姿が風に身を任せて消えた。ベルは更にアドニスに向かって刃を斬り下げ、一瞬、ベルの剣けん閃せんに従って一斉に火勢がなびいた。


　それを、振りかざしたアドニスの剣が真っ向から受け止めた。炎が剣撃の圧力に押されて膨らみ、弾はじけ飛んだ。高らかに響き渡る剣撃のふるえに、火晶石の森が更に火の粉を上げて砕け散った。炎熱が巻き、互いのまなざしが激しく接したかと思うと、矢継ぎ早に繰り出される剣撃の応酬が見事なまでに奏で上げられた。


　一撃を攻め、一撃を防ぎ、打ち払って切り込み、確かな重みで弾き返される。互いに気勢を高め、一撃ごとに剣撃は重く迅速に放たれ、にわかに二人の剣の感応が入り交じった。


　ベルとアドニスの間にどちらのものともいえぬ剣の感応がにわかに生じ、目に見えぬ巨大な果実にも似て急激に膨れ上がってゆく。それが剣を振るう手に圧力として感じられるほどに凝縮されてなお剣を打ち交わした瞬間、果実が裂けた。爆発した。内側から感応そのものを噴き出して爆ぜ、剣撃を放ちかけた互いの剣尖きつさきが左右に押しのけられた。


　叫んだ。どちらともなく喚声を上げ、遠く手を差し伸べ合う姿にも似て剣を振るった。


　互いに紙一重のところで刃が鋭く空を裂いて走り、擦れ違うようにして離れた。


　──ふっ


　と、足を止めて二人の吐き出す呼気が、広間に満ちる鼓動音を越えて聞こえた。


　ちっ、とベルが舌打ちした。それに応じるようにして、紅色カメリアの制服衣装グラスウエアが、胸元から左の肩口にかけて、すうっと線を走らせた。


　鮮やかな切り口が、またたく間に腐敗にほつれた。強きよう靭じんな水みず鋼がねの糸を織り込んだ生地がのぞき、それも僅わずかに切り裂かれていた。


　アドニスが冷然とそれを見た。殺意に凍てついたような顔が、ふと奇妙に歪ゆがんだ。


「へへっ……」


　ベルが笑った。


　一瞬遅れて、アドニスの額を覆う深紅の頭巾バンダナが、ふっつりと裂けた。肩口を滑り降り、そのまま背から足元にはらりと舞い落ちた。銀がかった白い髪が垂れ下がり、鮮やかな血が一筋、左のこめかみの辺りから首筋へと流れていった。


「やっと、お前の顔が見えた」


　朗々として、ベルが言う。


「元気そうじゃないか」


　アドニスが薄く笑った。


「益やく体たいもない」


　言葉とともに、尖とがった耳がぴんと立った。ふとそのおもてが見知った顔になった。


「いつでも後悔の坩堝るつぼだ。お前を、滅びへの鍵かぎにと思うたびに……理由ことわりの少女よ」


「ぬかしてろ」


　吐き捨てるように返した。


「私はベルだ。それ以外の名で呼んでおいて、後悔とか言うな」


「……ああ」


「悔しくなる。お前にァ、とっくに失望してるんだ」


　アドニスが微笑した。碧あおの目が、銀がかった髪の間で、切とした光を溜ためて細められた。


「……ああ、そうだな」


　声は、どこまでも酷薄に囁ささやいている。


「馬ァ鹿、アドニス。本当に判ってんのかよ」


　ベルは憮ぶ然ぜんとして、何につけ甲斐かいのないその青年を睨にらみつけた。


「ちゃんと私を呼んでみろ、ほら。叩っ斬ってやるから」


　そう言って、損壊した〈唸る剣ルンデイング〉の剣尖きつさきを見せつけるようにして掲げた。


　アドニスは動かない。互いの間で、先ほどの剣撃の応酬にも増して剣の感応が満ちていった。ふた振りの剣がびりびりと震えて声を上げ、もう間もなく互いの声も耳に届かなくなるほどの剣圧に溢あふれるはずだった。


　ふと、アドニスが呟つぶやくように言った。


「形骸を乗り越えたか……期待するぞ、止揚者よ」


　それが、結局のところ、アドニスの返答だった。


　ベルは面白くなさそうに唇を嚙かんだ。つくづく甲斐のない言葉に、


「もう、いい」


　ほとほと倦うんだ。もはや興味もない。そういう顔で睨んでやった。


　どのみち、剣を交わすことでしか判らないことの方が多かった。刃を合わせたときになって初めてあらわれるものの方が。それが判っていて、つい問答した。むしろそれではっきりと確かめられた。今、目の前にいる男は、間違いなくアドニスだった。ベルの知っている顔とそうでない顔と、両方ともちゃんとそこにあった。


　互いに手に取る剣は感応に満ちて冴さえ渡り、一つ触れ合えばその手ぶりを、二つ打ち合えばその心ぶりをあらわに、刻々と互いの口ぶりを断ち切るようにして熾し烈れつな剣闘へ赴かしめようとしていた。そのとき──


　凄すさまじい嘆きの声が二人の周囲に湧き起こっていた。


　──ＮＮＮＯＯＯＷＷＷＨＨＨ……！


　にわかに影法師どもの群が立ち現れ、二人の剣の感応を阻むように嘆きの声を上げた。


「ずいぶん、沢山のお仲間がいるじゃないか」


　ベルが、皮肉そうにアドニスを見やった。飢餓同盟タルトタタンの嘆きの声に、まったくといっていいほど恐れをあらわしていない。ベルにとって、敵手という意味でも脅威という意味でも、相手はアドニスただ一人に過ぎなかった。そのアドニスが、ベルにしてみれば雑魚ざこ同然の影法師どもに身を守らせるかたちとなっていた。アドニスにしても本意ではないことは明らかだった。そこを敢えて皮肉った。アドニスが激げき昂こうした。ベルにではない。他ならぬ飢餓同盟タルトタタンに、アドニスが怒りをあらわにした。


「退ひけっ、この戦いに飢餓同盟タルトタタンの牙きばは無用だ！　理由ことわりに牙なすのはこの俺のはずだ！」


「安心なさい」


　アドニスの叫びに、ふいに女の声が、暗がりから応じていた。


「あなたを無にするものではないわ……ただ、あなたはまだ十分に試みられてはいない」


　暗がりはアドニスとベルの目の前で急激に広がり、火晶石の明りをむしろ灼しやく熱ねつの闇へと変えてわだかまった。藍あい色の衣が闇に翻り、ベルとアドニスの間に立ちはだかった。


　ひどく艶つややかなまなざしがベルを見詰めた。なにもかもが暗い藍色に染まった女だった。


　その衣服も髪も、瞳ひとみさえも、全てが真夜中をあらわす美しい藍色に満ちている。


「どういうことだ、ドランブイ！」


　アドニスが怒鳴った。


　ちらりと、女が目を広間の一角に向けた。ベルとアドニスが同時にそのまなざしを追った。それに応じて、まるで今初めてそこに現れたかのように、一人の男がこちらへやって来るさまが目に映っていた。


　その男の姿に、ベルとアドニスが釘くぎづけになった。


　壮齢を過ぎようとしている月瞳族キヤツツアイズの男だった。パイプを手に、幻の煙をくゆらせて、腰に佩はいた剣に軽く手を添えながら真っ直すぐこちらに近づいて来る。


（……なんだ？）


　ベルが胸を押さえた。ふいに湧き起こる苦しみが、意識の底でなにごとかを告げていた。


　いったいなんという苦しみか。到底名づけ得ぬ、激しい痛悔にも似た気持ちがベルを内側から切り裂き始めていた。


（どうして──）


　言葉にならなかった。意識の届かぬ心の淵ふちでなにかが急激に渦を巻いた。


　──ＥＥＥＲＲＲ……！


　自分にとってあってはならないものに対する恐るべき欲求を、剣が敏感に感応を受けて唸うなりを帯びた。紛れもない殺意が、その手に満ちようとしていた。


「く……」


　ベルはしいてそれに耐えた。押し殺した。その気持ちの行く先はひどく剣けん呑のんに過ぎた。


　ふいに、


「……そうだったな」


　全てを悟り、納得したようなアドニスの呟きが、ベルの耳を打った。男とアドニスが互いに見交わした。


　ひどく馴な染じみ合った二人の様子に、ベルは心が荒れ狂うのを覚えた。それでいて、全身が凍りついたように指一本動かせないでいる。


　男が立ち止まった。小憎らしいほどの位置取りだった。ベルとアドニス双方の剣の感応に巻き込まれず、またいつでも影響を与えられる所に、静かに佇たたずんでいるのである。


　ベルとアドニスのどちらを見るともなく悠々とパイプを懐にしまい、その手がそのまま滑らかに宙を流れ、剣の柄つかに触れたかと思うと、ゆっくりと剣を抜き放っていった。


　青燐色ラピスラズリに輝く刃に、ENOLAエノーラの刻印スペルが鮮やかに刻み込まれている。


　その剣尖きつさきが、鋭くアドニスを向いた。その場に満ちる剣の感応を少しも乱さぬ穏やかさでありながら、なんという圧倒的な迫力か。まるで手をかざせば即座にその手を切り飛ばされそうなほどの鋭利さをたたえた剣尖だった。


「これが、教示者エノーラとしての俺の最後の役目だ──」


　突然、男の口にした言葉が、その剣尖にも勝る鋭さでベルの胸を深々と抉えぐっていた。


「ゆくぞ、アドニス！」


　アドニスは恐るべき緊張に満ちて男を見据えている。酷薄な笑みに、歓喜の思いがにじみ出すようだった。


　ふいに──


「……どうしてだよ」


　今にも泣き出しそうな声がした。


　それが自分の口から放たれているのだと、ベルは一瞬遅れて気がついた。まるで意味が判らなかった。それでいて自分の意識を離れたところで、全身がその悲痛な問いに震え上がっている。


　アドニスと男が、互いを視界に置いたまま、ベルを振り向いた。


「……どうして、私以外のやつに、そんなことを言うんだよ」


　ベルは言った。


「私に言ったじゃないか、それ」


　心はわけも知らずに堪え難い痛みに震え、それらを吐き出すようにして、言葉だけが勝手に零こぼれ出してゆく。


「私にだけ……」


　ベルは危うく涙を零しそうになって、歯を食いしばってそれに耐えた。こんなわけの判らないことで泣きたくなんかなかった。同時に、その悲しみの所在を冷ややかに察する別の自分がいた。無意識の海に漂う無数のコラージュが、今突然、目の前に現れた男の姿に呼応して、ばらばらの断片のまま、急激に意識に上ろうとしていた。


　ひっ……と喉のど笛ぶえがのけぞった。


　強烈な感情の固まりが喉元にまで込み上げてきた。止めようがなかった。激しく嗚咽おえつにも似て、それが灼やけつくような言葉となって叫ばれていた。


「それは、あんたが私にくれた、私だけの言葉だ！」


　刹せつ那な、


（どうして──）


　その痛切なる想いが、今こそ意識に重なった。


「私だけだ！　あんたを殺していいのは、私だけだ！　私の剣だ！」


　ほとんど絶叫だった。


　その手に握りしめられた〈唸る剣ルンデイング〉が爆発的な感応に満ちて唸りを上げるや、圧倒的な剣の圧力に黒い炎が吹き払われ、おうおうと嘆きの声が一斉にベルから退いた。


　男の姿がはっきりとベルの前に現れ、その月する瞳モーナークが静かにベルを見ていた。目が合った。微笑していた。優しさに満ちてベルを見守るようでいて、同時に、ひどく冷たく突き放している。そういう男だった。


「自分の子らに、差はつけん主義でな」


　男が、呟つぶやくように言った。


　はっとした。ベルは泰然としてそう告げる男の名を、心中に問うた。


　答えは、ない。この男はいったい誰なのか。自分にとってかけがえのない者でありながら、ベルの中から、男に関する具体的な記憶がすっぽりと失われていた。それが、最後の最後でベルを押しとどめていた。手にした剣はかつてないほどに感応に満ち、それでいながら、振りかざすべき相手を定めあぐねた。


　男はいつの間にか目をアドニスに戻している。ベルの姿は、もはや僅わずかに男の視界の片隅に置かれているにすぎず、間もなく炎に巻かれて見えなくなるだろう。それが判った。ベルは必死で、男を呼ぶべき名を探した。男を振り向かせるための言葉を。


　けれども何も浮かび上がっては来なかった。歯を嚙かみ鳴らすばかりになすすべもないべルに向かって、ひどく緩慢に、闇なる炎が燃え盛り、流れ込んできた。


　──ＥＥＥＲＲＲ……！


〈唸る剣ルンデイング〉が猛たけりたって唸りを上げた。


　炎がすぐそばに迫ってなおベルは男を凝視し、その姿がゆっくりとかき消されるままに立ちすくんだ。


（教示者エノーラとは、伝授すべき思想と技術においてのみ多くの者と交われるのだ──）


　ベルの頭上から痛烈な声が降ってきた。


　大人のベルの顔を持つ鳥が、真紅の翼をひるがえらせて、声なき声を放っていた。


（それ以外を孤独の内に封ずる者が教示者エノーラだ。その在り方を越えようとしてはならない。その教えにおいてのみ、その者に意を留めよ──）


「そうかよ……」


　ベルが動いた。炎に身を投げ込まんばかりに跳んだ。もはや言葉にならぬ叫びを放ちながら、猛々しくも剣を振るった。


　刃は白銀に輝いて炎をなぎ払い、ついで真っ二つに切り開くや、迫り来るベルから跳び退のくように、男は眼前のアドニスに向かって駆け込んでいた。


　同時に、アドニスもまた男に向かって剣を振りかざし、疾走している。


　ベルは二人の動きを目で追い、炎がそれを遮り、何重もの炎の幕が二人の姿を遮断した。


　その直後、心震わせられる高らかな剣撃の音を、はっきりとその耳に聴いていた。二人の剣の感応が壮絶に切り結び、高らかに鳴り響いた。なんという見事な剣楽の音ねか。身を貫くような感動があった。


　ベルの目に涙が溢あふれた。


　二人の男は、そのまま剣撃の応酬とともに、炎の向こう、到底ベルの目の届かぬ所へと移動してゆくようだった。


　ベルの足が止まった。


　燃え盛る黒い炎の壁を前にして、口中がとてつもない苦さに溢れ返っていた。


　ベルはそれをゆっくりと嚥のみ下した。片方の手で零れ落ちる涙を拭ぬぐい去った。厳しく剣尖を構え、きっと眼前の炎を見据えた。


　影に満ち、明りという明りを飲み尽くそうとするかのような闇なる炎の中に、女の姿がおぼろとして現れ、ベルの前に立ちはだかっていた。


　アドニスが、ドランブイと呼んだ、美しい水族マーメイドの女だ。


「待っていた……」


　艶えんとした声音に込めて、囁ささやいた。


　ふと、ベルは〈唸る剣ルンデイング〉が奇妙な唸りを帯びるのを感じた。あっとなった。目を大きく見開いて女を見た。


「あんたが、〈唸る剣ルンデイング〉の──」


　ひどく妖あやしい微笑を浮かべて、女がベルの言わんとするところを肯定した。


「未来はじきに現れる……あなたと、そして、闇なる申し子によって。今しばし、お待ちなさい、理由ことわりの少女──その未然形アンテ・フエストウムの刃に導かれて……」


　猛然と空を裂く刃の音が、女の言を遮った。


「どいつも、こいつも……」


　そのおもてを凄せい惨さんな表情にひたして──


「ひとをなんだと思ってんだ！」


　叫んだ。同時に女の姿をなぎ払っている。


　ふっつりと炎が裂けた。まるで一枚の布を断ち切るようだった。女の姿が後ろに引いた。


　闇なす炎がゆらめき、またたく間にベルの周囲を取り囲んだ。


「どけよ」


　ベルが押し殺した声で言った。


　女は、相変わらず冷ややかに微笑を帯びてベルを見詰めている。


　無数の影法師たちが、ベルの周囲で妖しい嘆きの声を上げながら、一人また一人と立ち現れていった。黒い炎を全身にまとって火だるまになりながら踊り狂うそれが、手に手に得体の知れない凶器を振りかざし、じりじりとベルを取り囲んだ。


　ベルは静かにそこに佇たたずんだ。体の力を抜き、すうっと息を吸った。


　目を閉じた。


　剣尖きつさきがぴたりと正眼に構えられ、かと思うと、まるで捧ささげ持つ者の動作で静かに振りかぶられた。両手をいたって軽やかに柄つかに添え、剣の超重量を全く感じさせない様子で柄に額を当てると、そのまま、細く静かに息を吐いた。その姿はひたと何かに祈るさまにも似て、影法師の群の真っただ中にあってひどく触れ難い聖きよしさを帯びるようだった。


　ふと、吐息に込めて、ベルが呟いた。


「斬れるんだな……あんたたち」


　刹那、影法師どもがまさしく殺意の坩堝るつぼと化して、四方八方から襲いかかってきた。


　ベルの目がかっと見開かれた。獰どう猛もうな叫びが、その口からほとばしった。


　灼けつくような怒りも、透き通るような悲しみも、みなもろともに──


　白銀の刃が、凄絶な唸りに満ちて、振るわれていった。





18




「ちと、早道を試みてみますかな」


　回廊にふと立ち止まり、キティが懐から金の懐中時計を取り出した。


　時計の蓋ふたが開かれた。同時に、キティの全身に演算が燐りん光こうを帯びて浮かび上がっている。まるで入れ墨だった。


　ちっちっちっ……という時計仕掛けの音とともに、時計がこまかな電光を帯びていた。なんとも不思議な力がキティの全身に満ちるや、シェリーは思わず声を上げていた。


「それは……」


　キティがにこりと笑んだ。


「あなたも既にご存じの、神なる血──〈電力エレクトール〉と呼ばれる古代の力です。それ、神の臓腑はらわたがこれなる力に呼応して道を開きましょうぞ」


　キティの言葉とともに、目の前の壁がほつれてゆき、微かすかな地鳴りとともにそこにぽっかりと洞うろが開いていた。


「さて、参りましょうか。そう悠長にもしておれない」


　かちりと時計の蓋を閉めた。途端に、全身の演算が体内に染み入るように消え去った。


　再び早足に歩み出す。その小柄な背について歩き、ふとシェリーが憂いを吐いて言った。


「ベルは……大丈夫でしょうか……」


「ご安心を──と、言いたいところですがね、なんとも危うい次第ですな。だがしかし、この戦いの鍵かぎを握るのは、実にあなたなのですよ、シェリーどの」


「私……？」


「ほら、御覧なさい、じきに出口だ。いかなる光景をそこに見み出いだすか、どうかお強い心でお目通りなさるよう」


　導くようなキティの言とともに、にわかに回廊から出た。


　目の前に巨大な空間が広がり、すぐにそこが〈宥なだめの湖〉だと判った。


　広大な湖の縁に沿って歩くと、その対岸に大勢の者たちが群がっているのが見えた。ぼんやりとした明るみの中で、どうやら厳しい対たい峙じの様相を呈しているのだと知れた。


「ふむ、あそこに例の祠ほこらが見えますな。これはまたずいぶんと離れたところに出たものだ。どうやらあの回廊は、我々の想像以上に複雑な道筋を描いているようですな」


　キティが、湖の向こうをみはるかすようにして言った。


　シェリーの足がふいに止まった。ぼんやりとした明るみにそれと知れるほど顔を青ざめさせ、激しくその背をわななかせている。


「どうしました、シェリー」


　穏やかにキティが問うた。


「感じます……、神の戦せん慄りつと……堪え難い、滅びへの怯おびえ──そして、欲求を……」


　哀切な声音が零こぼれた。


「どうして……。神は、自らの死にさえ飢えているとでもいうの……？」


　キティが湖の対岸を指差した。


「御覧なさい。一方はガフどの。もう一方はギネスどのとベネットどのの陣営のようだ。あの両者の対立をしかと見据えなさい。彼らは互いの生の在り方を巡って対立している。この対立の勝者こそが、今後の民の在り方を指し示すものとなると信じているのです。彼らのあの対立を階きざ梯はしとして頼みながら、ベルはその剣をもって、あの狼青年と決着をつけるべく、神なる核心にて戦っております。そしてあなたは──どうなさいますかな」


「私──は……」


「あなたは、神の鼓動に触れた者として、あの場に赴かなければなりますまい」


「はい……」


「そしてそこで、いかなる試みを神に問うか……。シェリーどの、あそこで繰り広げられているもう一つの対立を、更に激しくするか、あるいは根底から覆すか──全てはあなた次第なのですよ」


「ああ、判ります」


　同時に途方もない恐怖がきた。シェリーは激しく身を震わせた。


「それが……私の役目なのだと……でも、私には、唄うたうことしか出来ない。ただそれだけが、私の業わざなのです」


「そう。ベルが、ただひたすらにその剣を振るうように」


　そのひとことで、シェリーが弾はじかれたようになって顔を上げた。呆ぼう然ぜんとしてキティを振り向いた。


「だから、ベルは私に唄うことを……？」


　赤い瞳ひとみはすべからくその理知を告げている。


　シェリーは凍えたようになって肩を抱いた。かと思うと、なにかを振り払う様子で天井を見上げた。


「私は──立ちましょう」


　やがて、暗い地底にあってひたすらに天を見上げたまま、言った。にわかに毅き然ぜんとした表情が、そのおもてに浮かび上がっていた。


「中立者としてあの場に立ち、告げましょう。この全てが、試練であることを」


「だが──あなたのその決意の行方を、あなたはご存じだろうか」


　キティが言った。


「死によって試みられる者の……」


「はい」


　シェリーはひっそりと頷うなずき返した。


「私は今、調和を感じています。私の意志と、神の意志との間に立って……」


　ゆっくりとその手を湖の対岸へ、二つの陣営が互いを厳しく切り離して対峙するその狭はざ間まへと、差し伸べた。


「私を、今すぐあの場に連れていって下さい、旅の賢者さま。私は、今こうして私自身の意志を保っています。それでいて、神の鼓動は、いまだ私と共にあります。これこそ、私が、その試みに我が身を投じ、打ち勝とうとしている証あかしではありませんか」


「……承知」


　キティにしては珍しく沈痛な様子で頷いた。


　二人の身を演算が取り巻いたかと思うとにわかに風が巻き、彼らの目指すべき所へと迅速な跳躍を見せようとしていた。


「私は、信じます」


　なにをか──


　その問いも答えも風に巻いて、二人の姿が忽こつ然ぜんと消え去った。





「僕らは、決して自らの剣を遺棄しない。僕らは、正当なる地位を、他ならぬ自分自身にこそ問う。そう申しておるのですよ、筆頭剣士どの」


　ギネスが言った。甲檻花ゴブレツトの格子の内側で、どっかとあぐらをかいて、檻おりの中の演説とでもいうべきものをぶちあげつつ、ガフと厳しくまなざしを交わしていた。


　指揮剣の切きっ尖さきを危うい所作で宙にさまよわせ、いつどの瞬間にも、楽隊に号令をかけて一斉行動に移ろうとしてもおかしくなかった。


　ガフもまたそれに負けてはいない。


「城の規範に背いて、どうして剣士として生きていられる！　無謀に過ぎるぞ、指揮者コンダクターギネス。我が言のみならず、神の言にさえ背こうというのか！」


　王国の剣エモクルウーをひっ提げ、ベルとの剣闘で受けた衝撃を押し殺し、ギネスと相対していた。その背後には神官団が控え、こちらもガフの言下、一斉に抜剣する構えでいる。


　湖の祠へと通ずる橋の、その入り口でのことだった。ギネスの陣がこの場へと立ち戻り、橋を渡り終えたところで、立ち塞ふさがるガフたちと対峙し、危うい問答を繰り返しながら、互いにより有利な場を作あてようとした結果の、位置取りだった。


「背くのじゃあない。放棄するんだ。僕らが真に棄すてるべきは、神を所有しようとするその心ぶりだ」


　ギネスが言う。


「今や、神の声は民から離れてゆくばかりだ。城が声を張り上げて神を称たたえるのとは裏腹にね。だが、むしろそれが当然なんだ。神とは、遥はるか聖星アース時代より伝わる、原初の刻印スペルだ。世界の始まりにおいて、僕らは神なるものを機械仕掛けの歯車の中に見み出いだしてしまった。そしてそのとき、神は歯車の中に閉じ込められたのだ……僕らの人格的存在が未熟であったばかりに！」


「歯車とは何の謂いいだ！　神とはそのようなものではない。我らの配役を定め、万人の生を調和し、混乱から救い、また我らによって、我らを支配するという配役を得た、至高の存在ではないか！　それを否定して、いったい何が得られるというのだ！」


「僕は決して神を否定する者ではない。否定しないからこそ、神を手放すのだ。真に運命の司つかい手てとして崇あがめるべく、天空に昇る聖星のもとに、その存在を帰す！」


「そうして際限のない無秩序を国にもたらすか！　飢餓同盟タルトタタンとなんら変わらぬわ！」


「僕らは今こそ自らの手で秩序というものを創造せねばならない。僕らが真に人格的存在となる契機として。そしてそのために、僕らは唯一の象徴たるべきものとして、旅への〈鍵〉を奉まつる！　決して神の樹ではなく！　あなたがたは城に神の樹を抱き、そのまま楽園の夢にすがっていればいい！」


「旅への〈鍵〉を要求出来る分際か！　貴様らが求めるほどに、それを破壊すべきだという神の声が強く聞こえてくるぞ！」


「神は、今や幾つもの声に引き裂かれてしまった。民なる存在が、それだけ複雑になったせいだ。旅への〈鍵〉を破壊しようとする声は、機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナが、自らの存在意義を奪われることへの抵抗だ。神にそうさせているのは僕らだ。僕らが神をそのような存在と化しめてしまっているのだ！」


「そのような思想が、恐るべき混乱を引き起こすことが判らぬのか！」


「それこそ試練だ！　それを乗り越えてこその人格的存在だ！　そうでなければ、僕らは永遠に機械仕掛けの玩がん具ぐとしての生を送り続けるしかない！　アドニスがいったい何に絶望し、絶対的な破滅を望んだか！　あなたはまだ判らないのか！　飢餓同盟タルトタタンの由縁に、あなたは何も学ぼうとしないのか！」


「飢餓同盟タルトタタンに学んで破滅を飲むか！」


「〈鍵かぎ〉を破壊することこそ、緩慢なる破滅だ。新たな民の在り方を否定するばかりか、神も民ももろともに滅亡に叩たたき込む愚策だ。〈鍵〉を失うことで、民は神の障壁を乗り越えるすべを失う。狭い境界の中で永遠に閉ざされ、神の箱庭たる楽園の世が、牢ろう囚しゆうの地獄と化すのをただ待つばかりとなる。神はいずれ僕らに対し復ふく讐しゆうを開始するぞ。機械仕掛けの歯車に閉じ込めた僕らに！」


「そうならぬための秩序だ。我らの幾星霜もの努力が、今の在り方を定めてきたのだ。それを、貴様らのそのような恣し意いによって覆させるわけにはゆかん。〈鍵〉は、発見次第、王としてこの俺が自ら破壊する！」


「それは無理だ、筆頭剣士どの。あなたはいまだ王ではない。そして僕は決して王たる者ではなく、自らの手でそれを立ち現すことが出来ない代わりにその在あり処かを知っている」


「偽りを弄ろうするか！　一介の中級指揮者コンダクター風情が、城の秘儀に触れるというのか！　もし、それが事実だとして、それでどうする。王の地位を簒さん奪だつするか！　城を滅ぼすか！」


「カタコームだ！　そこに、中立なる者の象徴として、〈鍵〉を奉る」


「なるほど、指揮者コンダクターギネス、貴様の算段が読めたぞ！」


　ギネスのおもてに、不敵な笑みが浮かんだ。ガフが厳しくそれを睨にらんで怒鳴った。


「貴様ら、カタコームの従者となるつもりだな！　道理で、剣士たることを捨てるも辞さぬわけだ。そこで、剣楽とはほど遠い戦いに身を委ゆだねるというのだな。牢囚されることを逃れて、結局はそれか！」


「カタコームこそ、新たな民の在り方を指し示す一つの希望だ。〈正義トツプドツグ〉も〈悪アンダードツグ〉もなく、いずれ外も内もなくなるだろう。楽の意志はそれぞれの心の内にある〈剣と天秤ジヤステイス〉に計られ、僕らは己の楽の意志を通じてのみ、天に解放された神と語らうのだ」


「神と語らうだと。城の主族でもない者がか！」


「城の主族であることの特権の意義は、カタコームに剣楽の意志をみとめることによって変わらざるをえなくなりましょう、筆頭剣士どの。そのことに関しては、あなたよりも、むしろシェリー姫の方がよくご存じだ」


　刹せつ那な、ガフのおもてが、また別の憤怒に染まった。


「シェリーを引き合いに出せる立場か！　飢餓同盟タルトタタンから救い出せず、あまつさえ敵の奸かん計けいに踊らされて自らカタコームの宝剣を砕いておきながら、よくもそのような口がきけるものだな！　俺が自ら砕く手間が省けたわ！　もはや益もないその破剣を抱いて、これほどに事態を混乱させた罪をしかと味わうがいい！」


「その言いよう……」


　ギネスは鋭くガフを見据えた。その目に底深い思し惟いの光を溜ためて言った。


「ふむ、それこそ、ずいぶんとまた、恣意なる言にも聞こえますな。なるほど。あなたは、やはり、心の底では恐れているのだ」


「なんだと……」


「そしてその恐れとは、不理解ゆえではなく、おぼろげながらに理解しつつあるゆえのものだ。あなたは、シェリー姫が帰って来たとき、いったい何をもたらすか、それが恐ろしくて仕方がないのだ」


「ぬけぬけと……」


　ガフが猛たけりを押し殺して言った。


「よくもそうまで語ったな！　もはやその言、この刃で断つより他にやるかたないわ！」


　高まりゆく緊張が、目に見えて楽隊に響いた。剣士たちの高揚がそれぞれの指揮者コンダクターのあとを押し、今や闘争の火ひ蓋ぶたを切るばかりとなった、まさしくそのとき──


「む……？」


「なんだ……!?」


　両陣営のちょうど狭はざ間まに激しく風が巻いた。かと思うと、彼らの言が引き寄せたとでもいうかのように、その者の姿が、突然そこに立ち現れていたのだった。


　シェリーと、そしてその傍らに、小柄な白い人影がいた。一見して長耳族ラビツテイアと判るその美しい顔立ちが、赤い目に理知の刃をはらんでこの対立の様相を厳しく見回した。


　神官たちも、また楽隊の剣士たちも、この歌姫の突然の生還に感嘆の声を上げた。シェリーがその手を上げ、彼らの歓呼といっていい声を落ち着き払って鎮めた。それはまさしく何ごとか秘儀的なものを告げる者の振る舞いといえた。


（なんという威厳だ……）


　ギネスが口の中で呟つぶやいた。その目が、いかなる変化も出来事も見逃さぬ注意深さで、ひたとシェリーを注視している。


（いったい何を得たのだ……あのとてつもない神の圧迫を超えて、いったい何を……）


　ぶつぶつと呟くギネスの声さえ、ともするとこの広大な空間に響いてしまうかのごとく、辺りは一面、立ち込めるような静寂に静まり返っている。


　シェリーのおもてはひどく青ざめながらも穏やかで、両陣営の厳しく対たい峙じする真っただ中に佇たたずみ、ゆっくりと彼らを見渡した。


　そして、言った。


「神なる巫覡みことして、ここに伝えます」


　ざわっ──と、衆人が一斉に身を乗り出した。シェリーの言を待ち構え、緊張の面持ちで見守った。


　その異様なまでの沈黙の注視のさなか、シェリーは静せい謐ひつに尽きて彼らに告げていた。


「今、聖所は踏み荒らされ、安らかなる死の静寂が、乱されようとしているこのとき、神の安寧とする鼓動を脅かさんとする者が、この場にいます」


　それは──


　いったい、どちらの陣営のことか。ガフか、ギネスか。


　互いが更に厳しく互いを見据え、ひたとこの歌姫の言葉に耳を傾けた。


「その者は、民が神から離れることを助けるでしょう。なぜなら、その者は、中立なる在り方を、民に示すことになるからです」


　高らかに唱えながら、シェリーの中で確信が実ってゆくのが誰の目にも明らかだった。


　これまではひたすら神言に翻ほん弄ろうされ、支配され尽くし、ひどく心を侵害されるばかりであった彼女が、ここに来て限りない威厳を手に入れていた。それはまさしく神との調和を果たした者の姿だった。シェリーは、一人立ちのぞみ、朗々と告げていった。


「その者の由縁とは、あらゆる思惟を越えて信念の区別なく、たとえ神を滅ぼさんと欲する者にさえ、その進むべき道に祝福と堅固なる守護を援たすけることに他なりません……。そして、いざ、告げましょう、その仇きゆう敵てきの名を──」


　両陣営が声を押し殺しながらも、ざわりと気配を波立てて歌姫を見守った。彼らの注視、彼らの激しい思念を一身に受けてなおそのたおやかな身に威厳を満たし──


　シェリーは、高らかに告げ放った。


「その仇敵の名こそ、城にあって名にし負う、筆頭歌士たるメアリー＝シェリー！」


　そして、にこりと微笑んで皆を見渡し、


「私です」


　そう付け足した。





　空気が凍りついた。誰も微動だにしない。


「シェ……リー……？」


　かろうじて、ガフが、愕がく然ぜんとシェリーを呼んでいた。


　シェリーがひっそりと振り向くなり、ガフの差し伸べられかけた手は弾はじかれたようになってそのまま宙をさまよい、もう一方の手は固くその剣を握り締めるばかりだった。


「これはいったい、なんということだ……？」


　ベネットが呆ぼう然ぜんとして言った。甲檻花ゴブレツトの上に片膝ひざをついた姿勢である。弓を構えようとして、ひゅん、と刃が空を切る音とともに、その水みず鋼がねの弦いとが厳しくとどめられていた。


「黙って見守るんだ」


　足元から、ギネスが言った。その目はしっかとシェリーを凝視している。そちらも見ずに剣を振るい、僅わずかな剣士たちの動きも厳格に戒めるよう指示していた。


「僕らは今、立ち会っている。これこそが試みの戦おこないに。一切の行為を禁じて見守れ。それが今僕らに出来る全てだ」


　シェリーは、ガフと向き合って、ひどく静かにまなざしを交わしていた。


「神言に従う者は、私をお斬りなさい。剣を振るうべき者は、定められておりません。私を、この場にいる誰もが、殺していいのです」


　まるで挑むような口ぶりだった。だが、好んで死地を試みる者の無謀さは感じられない。


　どこまでも確信しつくした、その圧倒的な気配が、誰しもを等しくその場に凍りつかせていた。


「何故だ……」


　ガフが、苦く悶もんを押し殺し切れぬ様子で叫んだ。


「何故なのだ、シェリー!!」


　ふと、シェリーが首を傾げた。


「さあ……」


　無邪気に呟いた。まるっきり相手の気勢を殺そいで返す所作だった。


「私にも、まだ判りません……ですが、これから、それが示されることでしょう」


「その通り」


　キティが言った。それまでシェリーの傍らで沈黙を保ち、影のように佇んでいたのが、ふいにシェリーの前に立って注目を集めた。


「なんだ、貴様は……」


　ガフの怒気をはらんだ問いにも、愛あい嬌きようたっぷりに先んじて答える。


「キティ＝〈賢者ザ・オール〉と申します。私こそが、この歌姫をご案内仕つかまつる、旅の者ノマドとなりましょう」


「なにっ？」


「私はこれから、あちらに見える〈宥めの湖〉の祠ほこらにて、かつてない規模の演算を展開して御覧に入れましょう。これまで私が常に待ち望んでいたものを待ち受けるべく」


　そして、突如として現れたこの剽ひようげた長耳族ラビツテイアは、いたって無造作に告げたのだった。


「それこそ、〈神の血〉を完全に封じ込めるすべとなりましょう。かの大いなる存在から全ての残存〈電力エレクトール〉を切断し、それによって派生する死に至る灰を永遠に滅ぼし去るのです。それはまた、今こうしている間も神の核心にて死闘を繰り広げている者たちをみな等しく援たすけ、我らの行く末を真に問いただす徴しるしともなりましょうや。それを、こちらのシェリー姫の歌に対し、等符号イコールとなるよう演算いたします。無論、シェリーどのの歌次第では、また違う効果を及ぼすことにもなりましょうな。たとえば、この城を滅びに堕おとすような」


　謎めく言葉の数々に、ガフも神官どももまた楽隊の剣士たちも目を回しそうになりながらも、それがひどく危ういものであることだけは痛烈に理解出来るのだった。


　キティは嬉うれしくてたまらぬといった様子でつづけた。


「これは、この、城という永い年月をかけてつくられたかたちゲシユタルトに、最も強く感応することの出来るシェリー姫にしか出来ない芸当──」


　そして、ふとその赤い双そう眸ぼうを、かなたにそびえる広間の壁に向けた。正確には、そこに備えられた巨大な螺ら旋せん階段にである。


「おやおや、さっそくのお出ましですな」


　みなが、キティの視線を振り返る。愕然とした。


　なんと、階段を、青い衣の神官たちが下りてくるのであった。そればかりか、広間のあちこちから、まるで飢餓同盟タルトタタンの影の群同然に、わらわらと信じ難い数で溢あふれ出してくる。


「あまり時間がないようです。一足先にあちらへ参っておりますよ、シェリー姫。あなたは普通にこの道を歩いていらっしゃい。それこそが、彼方かなたと此方こなたとを渡る、死によって試みられる者の試練とお思いなさい。あなたが無事に橋を渡り切るまでの間に、全ての演算を、展開し終えておることでしょう」


　やにわに風がキティの身を取り巻き、


「待て……」


　ガフがはっとして青衣の神官たちの影から目を戻したときには、もうその姿はふっとかき消えている。


　代わりにそこに佇むのは、ひたと何かを無言に込めて伝えるシェリーの真しん摯しな姿ばかりであった。


「うぬ……」


　恐るべき苦悶の声を零こぼし、ガフはシェリーを見た。


　ひっそりと、また昂こう然ぜんと、互いを見交わした。


「私を、斬りますか」


　シェリーが直ちよく截せつに問う。


　ガフは沈黙に震えた。頷うなずくことも首を振ることも出来ず、ただただ戦慄わなないた。


　シェリーが今、恐るべき神の圧迫にさえ抗あらがい、そこに立っていることを、ガフはとっくに悟っていた。シェリーのひどく青ざめた顔は、ほとんど既に死人の顔だちといってよかった。死に映える生者のおもてが、ふっと微笑を帯びてガフを打ちのめした。


「私は……私の勝利を信じます。もし今、誰もこの私の行為のゆえんを知りえないとしても、いずれ、その証あかしが芽生えましょう」


「違う。シェリー、それは違う……まるで、それでは──〈魔ニドホツグ〉なる者の、勝利ではないか」


「はい……」


　ゆっくりと頷き返し、シェリーはちらと辺りを見やった。青い衣の神官どもの影が四方から迫り、それは徐々にはっきりとその姿を現そうとしていた。


　シェリーはガフを一度だけかえりみた。そして、背を向けた。


　その足が、ひどく軽やかに、しかし厳しい信念を込めて、踏み出されてゆく。向かう先は橋であり、その先にある祠であった。見やれば祠は微細な燐りん光こうを帯び始めており、祠の上に立ってせっせと動き回るのは演算の主たるキティ＝〈賢者ザ・オール〉の、遠目にもずいぶんと愛嬌を感じさせる姿であった。


「シェリー……」


　ガフが呼んだ。シェリーを追って、のろのろと橋にのぼった。


　神官団は動くに動けず、楽隊を牽けん制せいしながらガフたちを見守り、かつ青い衣の神官団を見やるという慌ただしさとなった。


「おお、シェリー……」


　そのとき、ガフは僅かに神の圧迫を感じた。その幾百倍もの圧力が、シェリーを内側から脅かしているはずだった。そこに、ガフは、はっきりと、死への衝動を促す圧力を感じていた。シェリーを斃たおす者が定められていないということは、他ならぬシェリー自身もまた、自らを抹殺する可能性があるということであった。


　シェリーは、ともすると、自ら橋から身を投げてしまいたくなる衝動と戦いながら、一歩また一歩と橋を渡り続けていった。


「シャンディ……あなたは、私を〈魔〉といいましたね」


　すぐ背後に追いすがりながらも、たたらを踏むガフに、ふとシェリーが声をかけた。


「そう……私こそ、最後の〈魔〉──神なる栄光を、〈魔〉の歓喜に寄せて、私は唄うたう」


　なんという誇らしさか。


　その背に向けて再び差し伸べられかけたガフの手が、凝然と凍りついた。


　同じ瞬間、青い衣が楽隊たちの傍らをすり抜けていた。数は、二名。誰も手出しが出来ぬまま、黄の神官団の前を通り過ぎ、両陣営の存在を全く無視した静かさで、二つの青い影が、ふわりと橋のたもとに足をかけていた。


　その影が背後に迫るのを、剣士としての敏感さで悟ったか──


　ガフが、にわかに、右手に握るその剣をかかげた。差し伸べられかけた左手はそのまま柄つかに当てられ、剣尖きつさきをぴたりとシェリーの肩口に据えた。


　その全身が、これから成し遂げる罪への予感にぞっと総毛立った。


　冷酷なる王者の相貌かおが、ガフのおもてを覆い尽くした。
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　赤あか銅がね色の輝きが、二人の影を長く四方に引き、舞い乱れさせた。


〈火晶石の森〉の奥へと──互いに剣撃を交わすアドニスとシアンの二人の影が、神の鼓動に引き寄せられるようにしてどんどんと踏み込んでゆく。


「感じるか、神の震えを！」


　剣撃に込めて、シアンが叫んだ。


「俺が理由ことわりを求め育てた由縁が、ここにある！　お前という懐疑に託した由縁もだ！」


「俺はあなたを乗り越える！」


　アドニスが負けじと剣撃を放つ。激しく刃が嚙かみ合い、壮絶に切り結んだ。


「ベルと同じ立場に立つには、それしかないんだ！　あなたをここで俺が……！」


　ふっとシアンが短く息を吐いて笑った。


「俺を斃したところで、あいつには、なれんよ」


　きっと歯嚙みしてアドニスが睨にらむ。


「お前は永遠にお前だ。理由ことわりには、なれん。だが、我ら楽園の民は、すべからく理由ことわりたることを目指さねばならんのだ。一つ、この謎々エニグマを、ここで解いてみるか」


　互いの刃が横に滑った。火花を散らして、二人、とびすさった。


「腑ふに落ちたぞシアン。ベルがいったい何者なのか！　飢餓同盟タルトタタンの闇に包まれることでようやく俺が辿たどり着いたこの聖域に、ベルはただベルという存在のみで訪れている！」


「そうだ。そしてその真理とはなんだ、申し子よ！　高らかに答えよ！」


　かっとアドニスのまなざしが熱を帯びた。肩で息をつき、屹きつ然ぜんと言い放った。


「生まれながらにして、機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナの圧迫から逃れる存在は世界でただ一つ！　それらの神々をもたらした、古いにしえの真なる神以外にない！」


「上出来だ……」


　褒美だ、とでもいわんばかりに剣尖を差し伸べ、シアンが言った。


「機械仕掛けの神々によって生み出された我ら楽園の民に、果たして真なる神の末裔すえであるベルを乗り越えることが出来るか……。お前は一つの問いだ。我らの行く果てを問う、一いつ己こにして全なる懐疑だ、申し子よ！」


　そして奮迅の剣撃がきた。アドニスがそれを見事に迎え撃ち、払いのける。


「俺を斃せるか、アドニス！　全てはそれからだ！」


「殺してやる！」


　凍れる炎とでもいうべきか、そのおもては限りなく酷薄につき、猛たけり狂うような剣への感応は同時に冷ややかな殺意に凍りついている。


「あんたから教示された全てを用いて殺してやる。それがあんたの望みだ。そして俺はベルを斃す。全てを斃す！　神もこの国も、全てを滅ぼし去ってやる。これ以上の答えなどもう要らん。全てが懐疑の刃に八つ裂きにされるさまを見せてやる！」


　鏖みな殺ごろしの雄お叫たけびを上げ──


　アドニスは猛然とシアンに斬りかかった。





（どうして──）


　いつでもそう思ってきた。そう思わないでいられるにはどうしたらいいかを、多くの行いの中で見つけ出そうとしてきた。


　けれども、尽きせぬ思いが、たったひとこと、まるでその言葉を唯一の出口のようにして、どうしようもなく繰り返し吐き出されてしまう。


　そう。どうして──


　苛か烈れつに剣を振るうベルの頭上では真紅の翼がはためき、そこから導き手ガイダンスの鼓舞する声にも似た鋭い鳴き声が聞こえる。


　まるっきり鳥の声だった。ベルの中で吹き荒すさぶ心そのままに、鳥の声を発しているのが、大人の自分の顔なのだと思うと、なんとなく笑いがこみあげてくる。


　それがきわめて獰どう猛もうな笑みとなって、ベルのおもてに浮かび上がった刹せつ那な、また一人、影法師がぶっつりとその身を縦に両断された。燃え上がる黒い炎がすっぱりと切り裂かれ、その空くう隙げきを埋めるようにして次々と殺到する影法師どもを、更に白銀リリーホワイトに輝く刃が薙なぎ払う。


　剣の唸うなりはベルの身を震わせるほどに感応に満ちている。一つ剣を振るうごとに気息を燃やし立てるさなか、ベルはふいに我が身を衝つき動かすものの正体を知った。


（まだ、間に合う──）


　それは、焦慮の思いだった。


（私の敵になるな、アドニス！）


　痛切に叫ぶ心を、当のベルさえ意外に感じていた。そんな思いはとっくに失われているものと思っていた。


　だのに、


（どうして──）


　そのひとことで、一瞬の内によみがえってしまう。まるで飢えだった。精神の血肉が、おのずから満たされることを望んで、その問いを発してしまうのだ。


　アドニスへの複雑な感情があった。傷いたましい痛悔と怒りとを貫いて、いまだに強く惹ひかれる思いがあった。意識の底にたゆたう記憶の亡なき骸がらが、名さえ思い出せぬ男への、行き場のない想いとともに哀しく明滅している。自由への意思と──郷愁。口ずさむたびに湧き上がる思いの正体もついに判らぬまま、ひたすらに衝き動かされてきたその言葉──


　胸中に鳴り響く、その思いのたけこそ、ベルの鼓動だった。


　その昂たかぶる鼓動を鮮烈なる剣撃に込めて──刃はなお、奮迅と振るわれてゆく。


　立て続けだった。真っ向から襲いかかってくる者など論外といえた。


　躍りかかる者は手にした凶器ごと宙で両断され、地に伏す前に絶命している。逆に、地を這はっていざりよってくる者など地面ごと消しとんだ。左右も背後も、そちらへ目も向けずに、〈唸る剣ルンデイング〉の巨大な刃で、斬って捨てた。


　剣尖を砕かれたはずの〈唸る剣ルンデイング〉は、ここにきてなお鮮やかに輝きを増している。


　嘆きの声が断末魔の叫びと化し、一つまた一つと闇なる炎が切り裂かれ、その狭はざ間まをベルが悠然と駆け抜ける。その果敢さは、とうてい砕かれた剣を振るう剣士の動きではない。嘆きの声さえ両断しかねない勢いである。斬られた者たちが自らの影に沈みゆくことで、かろうじてそこが累々たる屍しかばねの山と化さずにいられた。それほどの荒々しさであった。


　ふっ、と──


　さすがの影法師どもが、闇に消え始めた。いまだ何名かは飛び掛かってきていたものの、それらがまたたく間に薙ぎ倒されたときには、あれほどの数で取り囲んでいた影法師どもが周囲の闇なる炎とその影に消えていた。


　嘆きの声も、妖あやしく余韻を残し、収まってゆく。


　はっと、ベルが止まった。


　目の前を、黒い炎をまとった藍あい色の女が、冷ややかなおもてを向けて立ちはだかった。


　膝ひざから下が半ば闇に溶けている様子が、女の幽鬼じみた妖しい美しさをいっそう際立たせている。


「時は、至れり……」


　冷ややかな中にも、どこか恍こう惚こつとして響く声で、言った。


「お行きなさい、理由ことわりの少女。行って未来を導きなさい。この世界の全てを、無何有郷ここでないどこかへ……」


　ベルの背を、ふいに冷たいものが滑り落ちていった。同時に、どっと汗が湧いた。


　女の言葉が意味することに愕がく然ぜんとする自分を、厳しく叱しつ咤たした。


「なめるなっ！」


　激しく斬り込んだ。


　ふっつりと、女の姿が、真っ二つになった。かと思うと、陽炎かげろうのごとく霧散している。


　女の幻影が宙に消えるとともに、闇なる炎が再びベルにまとわりついてきた。刃でそれを激しく振り払ってベルは駆け出した。


　背後で嘆きの声が急激に遠ざかる。にわかに辺りが赤銅色に染まっていった。


　巨大な神の根が柱のように林立し、赤く輝く火晶石フレアがまさしく森の様子を見せて生い茂っている。炎熱の結晶である葉が、激しく鳴り響く鼓動に震え、ぱらぱらと火花を降り零こぼす。ベルの足元を濃い影が舞い踊り、手にした〈唸る剣ルンデイング〉さえ赤く燃え上がるようだった。


　ベルは駆けに駆けた。


　恐るべき予感が胸中にわだかまり、これまでの戦闘にも増して息を切らせた。


　ふいに──全く唐突に、涙が溢あふれていた。視界がくもり、走る速度が僅わずかにゆるんだ。


　涙が頰を滑り落ち、手の甲で厳しくそれを拭ぬぐい去り、なおベルは駆けた。


　そして──ベルは、見た。


　神の根が束ねられ、球根状になっている。さながら、巨大な鋼の肉塊とでもいうべきものだった。肉塊は全身に無数の刻印スペルをうごめかせ、おぼろな光の明滅に鼓動している。


　火晶石の森の、まさしく中心部──〈剣の国シユベルトラント〉の紋章にある円。三つに割られた円が三方を囲む、その中心の円こそ、これであった。


　圧倒的な鼓動を繰り返す、鋼の心臓。


　無数の刻印スペルの明滅に寄せて、火晶石がそこから発生しているようだった。その中心に近づけば近づくほどに、強固に化石化する火晶石の中に、微細な燐りん光こうが見られた。


　聖灰にも似た、こまかな粒子だ。


　死に至る灰が、結晶化して、火晶石の中に生成されていた。


　炎の化石が無数に枝を伸ばし、巨大な鋼の心臓が太古からの脈動を続ける光景に──


　二人の男の影が、重なり、激突した。





「見事だ……」


　そう告げる男の声が、ぴたりとベルの足をすくませた。


　男の背から、鋭く歪ゆがみきった刃が、生えている。


　凶暴な感応に満ちる刃が、震えを帯びて嘆きの声を上げた。


　──NOWHERE


　そういう刻印スペルをもつ刃だった。


「あ……」


　ベルは一瞬、自分が何を見ているのか理解に戸惑った。すとんと自分の中から力が抜けた。膝が震えている。その震えを押し殺すようにして、ゆっくりと歩を進めた。


　ずるっと湿った音を立てて、男の体から刃が引き抜かれた。


　男は僅かに膝を曲げた姿勢でいまだ地に足を立てている。ごぼっと血ち反吐へどを吐いた。男の足元で鮮血がしたたった。


　その向こうで、凄すさまじい形相のアドニスが、男のそばから離れてゆく。


　アドニスが男から離れるほどに、ベルが男へと背後から近づいていった。


　どっ。男が片膝をついた。乾いた音を立てて、男の剣が地を突く。剣を杖つえにして身を起こそうとした。刃に激しい亀裂が走った。剣尖きつさきが粉々に砕けた。男の身から力が抜けた。ぱらぱらと剣の破片が飛び散った。それでもなお、男は剣を握り締めていた。


　ぐらりと、男の身が、仰向けに倒れ込んできた。


「あ……」


　恐るべき悲痛に震えながら、ベルが男の背に手を伸ばした。


　気がつくと、男の身を、抱きとめるかたちになっていた。


　右手に〈唸る剣ルンデイング〉を、左手に男の背を抱いた。紅色カメリアの制服衣装グラスウエアの胸元に、じわりと男の血が滲しみた。


　あらゆる表情がみるみるうちにベルのおもてから消え去った。反射的にアドニスを見やった。ほとんど無意識の行為だった。自分が今どんな顔でいるのか判らなかった。どんな顔をしていいのかも判らなかった。


　アドニスのかっと見開いた目が、眼前の宙を見詰めている。ベルも男も、見てはいない。


（なんてことだろう……）


　ベルは、呆ぼう然ぜんとして、アドニスを見つめた。


　そのまま、アドニスの視線が、自分に向けられるのを、馬鹿みたいに待っていた。


「お前か……ベル……」


　ふいに男が呼んでいた。同時に熱気を帯びた鮮血を吐いた。弱々しく咳せき込み、のろのろと顔を上げた。喘あえぐようにベルの姿を捜し、目をさまよわせている。


　ベルが男の顔を覗のぞき込んだ。


　目が、合った。


「今、聖灰を……」


　ぼんやりと、ベルが言った。


「無駄だ」


　男が短く制した。否応のない言い方だった。まるで邪魔をするなとでもいうようだった。


「ゆけ……恩おん讐しゆうを越え、その久しき願いを、証あかせ……。俺の……希望」


　またごぼりと吐いた。男の膝をついた辺りが見る間に赤く血ち溜だまりをつくってゆく。


「謎々エニグマの果てに……〈石の卵〉を見た……そこに眠る……幼いお前……この世の理由ことわり……。城にゆかりある夫婦に……預けさせ……待った……お前が……あいつの鍛つくった剣に、導かれるときを……長い長い時を……」


（なにを言ってるのだろう、この男ひとは──）


　本気でそう思った。なにもかもが呆然としていた。


　男の、か細い囁ささやきが、かろうじて痺しびれたようなベルの耳に届いていた。


「旅の者ノマド……自らが存在する謎々エニグマの、真っただ中にあって、孤独ではないという証し……真の、希望……」


　言葉がかすれ、消えてゆく。男の体が急激に重くなっていった。


　その重さが腕に伝わり、ベルははっと我に返った。


「……私は、あなたを知らない」


　唐突に──


　自分の口が、勝手に言い放つのを、ベルは他人ひと事ごとのように聞いた。


「あなたは、私の中でとっくに死んでるじゃないか。私は、もう、自分の進む道に不自由してないんだ……もう、あんたの言葉は、必要ない……。私は……自由になるのだから」


　まるで甘えるような口調で、自分はなにを言っているのだろうか。


　ふいに、ベルの全身が、とてつもない何かに、激しく震えた。


（どうして──）


　この震えはなんだ。何かが、音もなく膨らんでゆく。それまで抱いたことのない、あまりに虚無然とした何かだった。その膨らみに、心がわななき、体が震えていた。


　その震えが、死にゆく男にも伝わったのだろうか。うつむいた男の横顔に、優しい微笑が浮かんだ。なんという残酷な顔か。あてどもない悔しさが湧いた。それが涙となって目の縁に溜まった。この男は全く独りだけで死んでゆく。生きている者になにもかもを受け渡し、ベルの存在などもはや必要ともしていなかった。


（意を留めよ、お前は今、真に死を抱いた──）


　導き手ガイダンスがベルの頭上で叫んでいる。


（死は生命の影をなし、お前の身にいずこともない死の在あり処かを定めた──）


　それは亡なき骸がらだった。空っぽであり、自分とは無縁で、それでいて深く心に切り込んでくる何かだった。


　微かすかな脈動が、男の強きよう靭じんな生命にぶら下がってかろうじて保たれていた。だがそれも、もう間もなく止まるのだ。それが判った。明白で、確かなこととして理解されていた。


　ベルの胸元で、男の顔が仰向けに天を仰ぎ、碧あおの目は朦もう朧ろうとして霞かすんでゆく。


　そのまま男の身が更にくずおれた。そのときだった。


　男の膝ひざの辺りに溜まった血が、すうっと音もなく地面に吸い込まれていった。


　代わってそこになんとも暗い影がわだかまり、一瞬遅れて、藍あい色の衣がベルの視界いっぱいに広がっていた。


「な……」


　あっという間だった。ベルの腕から、男の身がいきなり引き離された。


　ベルが凍りつく目の前で、妖あやしい女が、男の身を愛いとおしげに抱き締めている。


　男の頭を肩に抱えて、女がベルを見上げた。凄まじいまでの妖よう艶えんたる微笑だった。なんという顔か。女は今こそ男を手に入れていた。何もかもがベルから失われた瞬間の、略奪といっていい行いであった。


「私は、待っていた……」


　女が囁いた。同時に、女に引きずり込まれるようにして、男の身がゆっくりと影に沈んでゆく。


「ただひたすらに未来に焦がれ、現在と過去に絶望していた……もう、ここには暗闇しかない。私たちは永遠に安らかな闇を漂う……」


　女の顔が鬼面と化した。明らかな喜悦の念がそこにあらわれていた。


　ベルの手が自然と剣を握り締めた。男の背からあとずさった。女の笑みがベルの視界を一杯に埋めた。ベルは剣をゆっくりと持ち上げた。まるで無意識の所作だった。そうするのが自分にとって最も自然なことだった。


「いいよ……くれてやるよ」


　ベルが囁いた。


　自分の知らないところで、涙があとからあとから溢あふれていった。


「くれてやる……そんなものァ、くれてやるってんだよ！」


　女が、すうっと目を細めた。


　その頭上から、物もの凄すごい勢いで〈唸る剣ルンデイング〉の超重量が降ってきた。


　刹せつ那なだった。力のかたまりのようなベルの剣撃が、女の頭上で切りとどめられていた。激しい剣撃の音。刃と刃が嚙かみ合い、噴き出すように火花を散らした。


　歪ゆがみ、ささくれた、漆黒の刃が、〈唸る剣ルンデイング〉の超重量を、真っ向から受け止めている。


　──NOWHERE


　そういう刻印スペルの向こうに、かっと目を見開いた、アドニスのおもてがあった。


　今こそそのまなざしが、ベルをひたと見据えている。


　高らかな、殺意をもって。


　そのアドニスの背後で、全てが消えていた。男の血も影も声も。それが判っていた。剣が振り下ろされるのと同時に、二人の姿は完全に影に沈んでいた。男の影と女の影とが重なったそこに、全てが消え失うせていた。


　ベルは暗い地底にあってひたすらに剣握る手に力を込めた。悲痛に胸が張り裂けそうだった。とうていこらえ切れぬ痛切さに叫びを上げた。


「あ・あ・あっ！」


　きりきりと激しく切り結ぶ、二つの刃の感応に込めて。


　この激情を叩たたきつけることの出来る相手を求め、名を呼んだ。


「アドニス！」
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　アドニスの目は狂おしいほどに透徹として澄み切っている。


　子供が泣き惑うのにも似た表情がそのおもてに浮かびつつも、これまで抱いてきたあらゆる懐疑の源をベルに込めて見つめていた。


「……お前に、恋い焦がれていた……理由ことわりの少女……」


　刃が嚙み合いながらも、徐々に滑り出してゆく。


　力の拮きつ抗こうのはざまにあって互いの感応はますます高まり、一刹那の切れ目へと向かっていった。


「こうしてお前と切り結ぶために……お前の抱いていたあの男ひとを、この手で切り裂いたぞ！　お前と同じ試練を、この俺もまた……！」


　それは慟どう哭こくの叫びといえるものだった。


　そしてその叫びのなかに響く紛れもない歓喜に、ベルは総毛立った。この目の前にいる男の、なにからなにまで異常だった。異常でいて、それは鏡合わせのようにベル自身の影となって現れていた。


「お前は……私が欲しかったんじゃない」


　ベルが言った。猛烈な感応を込めながら、どこか静せい謐ひつにアドニスを見据えている。


「お前は、私になりたかっただけだ！」


　刃が動き、互いに腹を見せた。


「……とすれば、同じ人物は、この世に二人といないことが、常だ……」


　一瞬、それぞれの刃に、それぞれの顔が、鮮やかに映し出された。


　漆黒に染まる腐敗の刃と、白銀に輝く生成の刃と──


　ベルとアドニスと。


　きん。ひときわ激しく火花が散り、互いの刃が滑り出た。離れた。二人、身を翻した。振るった。二人の剣が同時に跳ねた。討ち合った。恐ろしいまでの至近距離である。尋常ならざる剣撃の応酬だった。剣撃の響きが、一瞬遅れて爆発した。


　赤銅色に輝く光景が、二人の剣撃の余波に燃え盛った。火晶石が崩れ、二人の足元で無数の燐りん光こうが舞い踊った。


「俺が斬れるか、ベル……」


　ささやいた。


　ここに来て、初めてベルの名を呼んでいた。


「斬るさ」


　ベルが呟つぶやくようにいらえした。


「そのために、ここまで来たんだ……」


　途端、猛然たる怒りと、冷たく透き通るような悲しみとが、同時に溢れた。


　ぴしり。鋭い音が走った。ベルの〈唸る剣ルンデイング〉だった。刃の尖せん端たんから腹にかけて、損壊の亀裂が広がってゆく。明らかに、アドニスの振るう腐敗の刃に押されていた。アドニスが嗤わらった。ベルを哀れむように見た。


「失われて、初めて判ったことがある……あの男ひともまた、お前になりたかったんだ」


　刃はいぜんとして嚙み合い、それは徐々に優劣を示そうとしていた。


「この世界の全ての民は、源においてそのように生み出された……真に人格的存在たらんとし、機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナの、存在理由として……」


　弾はじけた。白銀の破片が幾つも跳ねた。力の内圧と外圧の狭はざ間まで、〈唸る剣ルンデイング〉が恐るべき苦く悶もんの唸うなりを上げた。ベルが目を見開いた。唇を嚙んだ。言葉を返すことさえ出来ない。生まれて初めて力で押し負けていた。みしみしと刃が軋きしんだ。アドニスが猛然と殺意をあらわした。


「この世の理由ことわりである少女──お前に恋焦がれぬ者など、この世界にいるだろうか」


　砕けた。〈唸る剣ルンデイング〉の刃の片腹が、一斉に無数の亀裂に満ち、吹き飛んだ。とてつもない剣の苦痛がベルを襲った。ベルはそれに耐え、歯を食いしばって一瞬の勝機を見据えた。刃と刃の間に砕かれた分だけ空くう隙げきが生まれていた。八方に感応が溢れ返った。ベルはそれを利用した。最後のその瞬間をひたと見計らい、剣をさばいた。アドニスの剣が、感応に沿って流れた。ベルの精妙な剣さばきが、アドニスの剣を受け流し、虚を衝ついた。


　剣尖きつさきを砕かれ、そして今、刃の片方を潰つぶされた。


　たった一つ残った刃が、白銀の光を放って唸りを上げた。


　何千何万通りもある剣の軌道の中から、一瞬でそれを選んでいた。アドニスの刃を流し、流れた通りに身をひねった。刃を返す。自分の剣撃を滑り込ませた。針の穴を通すようなものだった。ベルの〈唸る剣ルンデイング〉は正確にその感応を受けて振るわれていた。


　その途端だった。心が震えた。このときのベルこそ呪じゆ詛そに脅かされた者だった。


（斬れない……）


　怒りがあった。悲しみがあった。居合うべく駆けに駆け、ここまで来た。それでいて、剣は鋭さを最後に失った。


　それでも力任せに振るった。すさまじい力の塊が、アドニスの眼前で爆発した。それだけだった。ベルは見た。〈唸る剣ルンデイング〉の刃はものの見事に受け止められていた。アドニスは両手で差し伸べるようにして、剣の柄つかを構えている。〈唸る剣ルンデイング〉の刃を受け止めたのは、なんとその柄だった。さすがのベルも愕がく然ぜんとした。刃の力は柄に嚙み合い、全く斬り結ばれていた。動けない。


「まだ、刃の形けい骸がいに、とらわれているのか？」


　アドニスが、ぼそりと口にした。


「自分の刃が砕けることを恐れたままで、俺を斬れると思うな！　俺が恋い焦がれた理由ことわりに、容赦など期待してはいない！」


「ぬかしてろっ！」


　身を切るような悔しさの中、ベルが叫んだ。


「私をそんな風に呼ぶな！　お前はいつでも言い訳ばっかりだ！　いつになったら本当のお前に会えるんだろうと、私は、ただそれだけ……」


　みしり。刃が軋んだ。ベルははっとした。まさか。相手は柄の腹で受け止めているにすぎない。それでいて押し負けている。感応が一点に圧縮されて刃を押し潰している。こんなことがあっていいのか。


「お前は、俺が欲しかったのか？　こんな俺が？」


　アドニスが言った。心底、不思議がっていた。そしてまた、哀れんでいた。


「うるさい！」


「お前が欲していたのは、あの男ひとだ。あの男ひとの存在だ。お前は、俺に、それを見ていたのか？　それならば、たった今、俺がこの手で消したぞ。どちらにしろ、お前の中で、とっくに死に絶えていたものだ」


「黙れ！」


　ぴしり。そこだけ無傷だった刃に、亀裂が一つ走った。ぞっとした。亀裂はまたたく間に四方に伸びていった。止められない。切り結んだ態勢から、逃れられない。


「あの男ひとは、神なるものの死がいかにして訪れるかを、その身をもって教示したのだ！　どうしてそれに応こたえないでいられる！」


「私は、お前らの言いなりで剣を振るってるんじゃない！」


　叫んだ。同時に、感応を一点に集中させた。亀裂が走ったところに、全ての力を一瞬だけ込めた。砕けた。だが、損壊の激しさは最小限にとどめられている。またもや生まれた空隙。そして僅わずかに刃を引き、ほんの少しだけ空いた隙間に、まだ砕けていない刃の部分を滑り込ませた。同時に、ありったけの感応を込めている。叩たたきつけた。


　すっぱりとアドニスの剣の柄が断ち切られた。


　アドニスもまた素早くそれに対応している。途端に身をそらし、屈かがめた。撓しなった。ベルの胸元よりも低い位置にその頭が沈んだ。〈唸る剣ルンデイング〉の刃が頭上を通り過ぎていった。外した。逆にアドニスは信じられないくらい低い位置から刃を振るった。柄を斬り飛ばされた状態での、片手撃ちだった。


　頭が真っ白になるような一瞬だった。アドニスの刃が吸い込まれるようにしてベルの腹を襲った。そのベルの身が、にわかに消えた。それまでベルのいた空間を、腐敗の刃が猛然と走った。


　ベルはそのときアドニスの頭上にいた。剣を振るった勢いを利用し、宙に跳んでいた。両足を伸ばしたまま、しなやかに身をひねった。着地した。無防備なアドニスの背が目の前にあった。絶体絶命の危機の裏をついた、絶好の機会だった。


「アドニス！」


　剣撃とともに、名を呼んだのはどうしてか。


　あるいはそのまま斬りつけていればよかったものを。


　アドニスの対応は迅速につきた。振り向きもせずに、背に刃を回した。〈唸る剣ルンデイング〉の超重量が見事なまでに受けきられ、アドニスの肩口の辺りで止まった。ふわりと動いた。アドニスが、である。恐るべきしなやかさだった。全身が撓う剣レーピアと化したかのように、しゃがみこんで背を向けていた体勢から、一挙動で起き上がった。同時にベルの剣が下方へと流され、それに合わせてするするとアドニスの剣が伸び上がってくる。巧うまい。ささくれた剣尖が、ベルの首筋に向かって跳ねた。


　きん。鋭い剣撃の音が響いた。受けた。今度はベルの方が、剣の柄で相手の刃を止めていた。


　どっと冷たい汗がベルの全身に噴き出た。とてつもない剣さばきの適確さだった。その殺意だけは間違いなく真実だった。


「聞こえるか、ベル。この神の鼓動を……」


　柄でかろうじて受け止めているベルに、いらえする余裕はない。


　アドニスが、ささやくように言った。


「神もこの戦いに昂たかぶっている。お前の剣か、それともこの俺の剣か。どちらかが、決定的な未来を導いて振り下ろされることを、神は知っているのだ！　神だけがこの剣闘の観覧者だ！　これこそ剣楽だ、ベル！　今こそお前に俺の懐疑のすべてを問う！」


　いまや破裂せんばかりに鳴り響く神なる心臓の鼓動の中で、ベルは必死にこの狂騒なる刃を受け止めていた。その腐敗の力はみるまに広がり、柄に巻いた帯タイがくすみ、ほつれた。ベルの手を覆う手袋さえまたたく間に黒ずんでゆく。ぞっとした。傷害の記憶に、心底から怯おびえた。それを吹き飛ばす力が欲しかった。ほとんど生まれて初めてそれを欲した。この圧倒的な暴力を打ち砕ける力を。


（違う──）


　だが、ベルの中に叫ばれる別の言葉があった。


（私は今、何を手にしている？　何を、この手にしてきた？）


　悪魔のような哀れみをたたえ、今アドニスは暴虐の刃を振りかざしてベルに切迫している。それは圧倒的な力の嵐だ。そしてそれに抗することで、果たしてこの男を斬れるのか。


（いや──）


　その試みは既に果たされた。答えは既に出ている。ただ、その先にもまだ、何かがあっただけだ。そしてそれはいまだ、眼前にもあらわれていない。自分は何のために剣を振るっている？　何を求めていた？　あたかもアドニスの懐疑を引き入れてそれを踏み越えるかのように、ベルは真しん摯しにアドニスを見た。己を見た。神を見た。この光景を頭上から見た。そして、己に振るわれようとしている、何かを見た。


「む……」


　アドニスがベルの表情かおに気づいた。すとんと何かが抜け落ちていた。それでいて諦あきらめたというのでもない。何かを透徹して見つめている。アドニスの中に、アドニス自身知らぬもののあることを見定めている。そんなまなざしだった。そしてそれこそアドニスを真に脅かす、痛切なるベルのまなざしだった。


「やめろ……」


　アドニスが思わず呻うめいた。この圧倒的な優勢にあって、かえって苦痛に溺おぼれるようだった。きりきりと刃が食い込んだ。歪ゆがんだ螺ら旋せんに刃が伸び、なお腐敗の刃が感応に満ちた。


　ベルの手袋が腐れ、ただれ落ちた。剣の帯タイも既に粉々になっている。それでもなお、べルの手はくすみ一つ見せなかった。その剣の柄は、腐敗を覚えなかった。ただ、激しい力で、鋼に切り込み、切迫した音を奏で上げるだけだった。


「お前は……何を教えてくれたんだ？」


　ふいに、ベルが言った。


　アドニスには答えようがない。ベルはアドニスを見てはいなかった。いや、アドニスを含めた、より大きな何かを見ていた。そこにあって、アドニスの振るう懐疑など、ほんのちっぽけなものでしかなかった。


「ベル！」


　アドニスが猛然と叫んだ。殺意が更に湧き立った。いつの間にこんな立場になったのか。窮地にいるのはベルの方ではないのか。だのに、この脅威はどこから来ているのか。眼前のベルの身を、剣ごと両断するまであと僅かの間もないはずだった。もう半ばまでその柄に切り込んでいる。一瞬、アドニスの脳裏を、血まみれになったベルの首の映像が占めた。


　途端、心が震えた。刃の鋭さが僅かに鈍った。アドニスが愕然とした。


「な……」


　感応が行き交い、互いのあるべきところが奇妙に重なり合っていた。ベルの呪いがアドニスの刃に委ゆだねられ、アドニスの懐疑がベルに委ねられていた。それでいて、互いに何も失っていなかった。なにも解消されてはいないし、なにも決着はついていない。


　まるで互いに互いの影になったかのように、その象しようが請け負われてゆく。


「そうだ……」


　またふいにベルが言った。


「……故郷への想い、理想郷への憧あこがれ……」


　口ずさむように、その言葉を確かめた。


「今いる場所も自分も愛せない、心の痛み……」


　その眼前で、受け止めた刃が柄つかにどんどんと切り込んでゆく。


「無何有郷ここでないどこか……」


　ベルが見た。唐突だった。アドニスがはっとした。真っ向からアドニスの顔を見つめているベルの目が、何かを見ていた。


「世界を穿孔せよデユルヒ・ブレツヒエン……」


　呟つぶやいた。刃が更に切り込んだ。


「旅の呪い……」


　そこで初めて、自分の手を見た。腐敗の力に脅かされていながら、くすみ一つ浮かんではいない手が、今なお剣の柄を構え、刃を切りとどめている。


〈戻リタイ、海〉


　いつか、誰かが言った。


〈ココデ、シヌ──〉


　いや、伝えたのだ。その思いを。


〈タネヲ、マイテ──〉


　あれはなんだったのか。


　自分はその種をどうしたのか。


「月することモーナーク……」


　ベルの目が、またアドニスを見た。


　とうてい、その身に刃を叩き込まれようとしている者の目ではなかった。


　ひたと見据え、見透かしていた。だが何をか。それこそとうてい見果てぬものだった。


「私の刻印スペル……」


　するりとベルの右手が滑り、左手に重なった。


「私だけの刻印スペルは……なんだ？」


　アドニスが瞠どう目もくした。激しい力のせめぎ合いにあって、恐ろしく見事な手法だった。だがベルはそれさえ無造作に行った。鍔つばもとで両手を重ねた。力を込めた。とん、と押した。


　アドニスの刃に向けて押し込み、同時に腰が沈んだ。


　きん。〈唸る剣ルンデイング〉の柄が両断された。〈錆びた爪ラステイネール〉が宙を搔かいた。完全にベルの身が沈んでいた。


　神の鼓動はいまや破裂せんばかりに鳴り響いている。


　激しく空間を震動させる神の鼓動。だんだんとそのピッチを速め、なにかをあらわそうとしているかのように。


　アドニスの胸元で、何かが光を放った。白銀リリーホワイトの輝き。それは猛烈な唸うなりに満ちている。


「おおっ！」


　アドニスが叫んだ。恐怖に総毛立った。全力で跳びすさった。無意識の行為だった。


　それまでアドニスがいた空間を、何かが鋭く切り裂いていった。もはや砕きに砕いたはずの刃が、これまでとはまるで違う畏い怖ふをたたえて振るわれていた。


　アドニスは更に下がった。眼前で剣を縦にぴたりと構えた。全身を剣の影に隠すように。その構えが、アドニスの味わった恐怖を如実に示していた。


　ベルがしんとした目でアドニスを見た。光り輝く剣を手に、無造作に構えた。


「私は、私を試みる。私の由縁を知るために。そのために、剣を振るっている」


　静かな、ささやき。


　それはまるで、いらえだった。アドニスのあらゆる懐疑に対し、強たって望んだベルが、応こたえようとしているその答えだった。


「お前も、試みてやるよ。この剣で──」


　きりっ。アドニスが歯は嚙がみした。そのおもてにみるみる笑みが浮かんでゆく。凍りついたような微笑。それは恐怖と歓喜のないまざった顔だ。


「そうだ、ベル……それこそが、お前の呪いと祝福のゆえんだ」


　アドニスがゆらりと動いた。


　左手で柄を握り、縦に刃を構え、剣尖きつさきに軽く右手の指をかけている。


　そのしなやかな姿が、影のように横ざまに滑った。


「お前に俺が止揚できるか……神が止揚できるか……」


　ベルもアドニスに合わせて横に流れた。


「たった一人の、人格的存在よ……」


　するすると、お互いが円を描いてゆく。


　円を描いて横に滑り、徐々に互いの距離が狭まってゆく。


　ベルはアドニスに向けて、アドニスはベルに向けて。


　狂騒の嘆きが、アドニスの刃に満ち満ちた。


　──NOWHERE


　その刻印スペルが、時や今やと妖あやしく吠ほえている。


　どうして──


　ベルの内にて呟かれる声音は、今やアドニスには届かない。


　ただベルの内にあって、その問いかけがおのずと答えになる瞬間を待つばかりだ。


　時が巡り、色相を移すように。


　形のない答えがやってきて、ただ、ああ、そうか、と思う。そのときを。


　ベルは横ざまに円を描いて動き、剣をかかげた。


　ベルの眼下から眼前へ。


　激しい白銀の輝きが浮かび上がってくる。


　唸りは今や増しに増し、鋼の気息は破壊ほころんでなお、うねりたっている。


　剣尖きつさきを砕かれ、両刃を割られ、柄さえ切り飛ばされた。


　その〈唸る剣ルンデイング〉に、今なおなにかが生きていた。


　ゆっくりと──


　互いが剣撃の態勢へと入っていった。


　円を描いて近づく両者の、かつての互いの位置が、ぴたりと背に負われたその瞬間だった。一足一刀の間ざかいを越えた。二人の影が躍った。重なった。空気が裂けた。アドニスの振るう剣尖が、凄すさまじい勢いで跳び込んできた。真っ直すぐにベルの胸元を狙っている。仕掛けも何もない。圧倒的な感応に、そんなものは必要なかった。


　応えて振るった。ベルの感応が、何かとつながった。それは、どこでもない、ただ己自身とそれが振るう剣の内にあって、今まで決してあらわれてはこなかった何かだった。


　ぶつかった。何かが開かれた。剣と剣が撃ち合い、停止した。


　突き込まれた剣尖に対し、真っ向から振り下ろされた刃、その二つの剣が、一点において微動だにせず受け止められている。


〈唸る剣ルンデイング〉の唸りがぴたりとやんだ。


　まるで全ての音がその唸りの収束に引き込まれたようだった。


　一瞬の静寂。それまでの鼓動、それまでの狂騒が、するりとベルの手の中に収まった。


（どうして──）


　音もない白熱した世界が、二人の間ににわかに広がった。


　それはベルの手の中に生まれ、急速に膨らんでいった。何かが開き、影が穿うがたれた。そして解放されたそれ、そのさまを、この世界では、花が咲くデユルヒ・ブレツヒエンといった。


〈唸る剣ルンデイング〉はこのとき完全に打ち砕かれていた。粉々になる中で、死に満ちていた。あらゆる形けい骸がいが破壊され、何もそこには残っていなかった。


　ただ、光があった。


（ああ、そうだ──）


　意志を感じた。


（世界を穿孔せよデユルヒ・ブレツヒエン──）


　高らかなる剣の意志だ。


（そのときお前が世界に刻まれる──お前が真に花咲ひらく──）


　ふいに、音が戻った。


「おおっ！」


　アドニスが叫んだ。弾はじかれ、あとずさった。その手に握った剣が、なんとほつれ果てていた。錆さびた弦の束が、刃の形を失いつつあった。


　ベルもまたかろうじて体勢を保った。粉々になったはずの剣がやけに重々しかった。解き放たれた光が、急激にベルの手の中で形を取り始めていた。


（使い手よ──）


　ベルはアドニスを見た。自分の戦おこないを見た。


（その手に握るのは、生命の象しよう──）


　導き手ガイダンスの声ではない。純然たる、剣の思念だった。


（今その手に抱いた生命は、未然形アンテ・フエストウムの刃にこそ成る──）


　アドニスが、その刃を握り締めた。血が滴り、錆びた弦たちが感応に震えた。妖しげな嘆きの声がアドニスの血を糧に再び奏でられ、剣が鋭さを帯びて構えられた。


「俺を止揚できるか、ベル！」


　痛切なる叫びが上がった。さながら勝かち鬨どきだったろうか。刃に託し、アドニスが切り込んできた。


（使い手よ──！）


　ベルは手にしたものに、ありったけの感応を込めて振るった。


　高らかなその唸りに寄せて、これまでの全てが解き放たれ、かつその手にあった。


　アドニスの奮迅たる剣撃が、真っ向から降ってきた。ほとんど同時だった。ベルが振るった白銀の輝きが、そのアドニスの剣を、透き通るようにして迅はしった。


　──NOWHERE


　その刻印スペルに、瞬時にして切り込んでいた。真っ二つになった。真実、斬っていた。


　その瞬間、何かを見た気がした。何かを感じ、覚かく醒せいにも似た感応が、ベルと、そしてアドニスや、鳴動する神の心臓さえも巻き込んで、高らかに唸りを上げていた。高らかな剣撃に込めて、それがあらわされていた。


　──NOW


　アドニスの手に残った刻印スペルに寄せて──


　斬るということの痛切さがあった。己の呪い、また祝福があった。


　尽きせぬ疑問を染め上げる、青ざめた悲しみ。


　自おのずと自みずからがその答えとなる瞬間だった。


　──HERE


　斬り飛ばされた刻印スペルの片割れが宙を走った。


　アドニスの見開かれた目に何かが映った。焼きついたといっていい。同時に、肉と骨とをもろともに断つ重い音がその身の内に響いた。一瞬遅れて、斬り砕かれた剣尖きつさきが、己の胸元に吸い込まれるようにして飛んで来る様子が──その焼きついた残像が、見えていた。


　真っ二つに切り飛ばされた刻印スペルの片割れが、真に嘆きの声を上げて、アドニスの胸を刺し貫いた。皮肉にも、ちょうどシアンがアドニスの剣に貫かれた辺りであった。














IX　聖歌。EREHWON




１




　時が深く紫を帯びる頃、下方西アンダーウエストの街に異変が訪れた。ひそやかな一団が街の門をくぐったのである。一団とはいえ、僅わずか数名だった。神官の法衣にも似た出いで立たちで、みな剣を帯びている。剣士としてはかなり異質な風体の彼らは、甲俥花タンブラーを降りると脇目も振らず、ひときわ大きな屋敷の門を叩たたいたのだった。


　小門が開き、中から出てきた足長族フロツギーの男が、一目で驚いた顔になった。ひとことふたこと言葉を交わすと、急いで一団を邸内に招き入れていた。


「カタコームからの急使です！」


　そのひとことで、邸内からわらわらと多くの者が集まってきた。みな足長族フロツギーである。敬意をたたえて、その数名からなる祀士コリンズの一団を居室の一つに迎えた。


　祀士たちは誰もが緊張した様子で座席についた。水角族ミノタウロスに特有の逞たくましい頭角と体たい軀くであったが、一見すると水族マーメイドにも似たしなやかな姿態である。美しい混血の姿に惚ほれ惚れとする足長族フロツギーたちのまなざしに頓とん着ちやくした様子もなく、ひたとその群の長の登場を待った。


「カタコームの一大事ですって？」


　快活な声が部屋に飛んだ。祀士たちが一斉に立ち上がり、そして驚きの目で声の主を見た。


　[image: ]りんとした声とは裏腹に、ミストは左右を一族の者に付き添われ、祀士たちの前に現れると、籐とう編みの椅子に身を沈めるようにして座に着いたのである。まるで病人の顔だった。


「失礼します。古傷が、ひどく痛むもので……」


　僅かに呻うめきを上げ、祀士たちに非礼を詫わびた。


「獅子宮アイオーンでの戦いのときの……？」


　再び席に着いた祀士たちが問う。ミストは頷うなずいた。ふとまた扉が開き、今度はそこに杖つえを突いたクラウドが現れた。


「やあ、どうも」


　のんびりとした声に、やはり苦痛を訴える響きがある。


「ついさっきまでは、なんともなかったんだ」


　祀士たちのうかがうような顔に答えて、クラウドが席に着いた。


「いつかの水っ娘この剣にやられた傷だよ。もうなんともないと思ってたんだけど……」


　それは、かつて死を覚悟した傷の痕あとだった。ティツィアーノによる傷である。癌種の剣によって斬られ、生ける死者とされそうになった、彼らにとっては名誉であると同時に、思い出したくもない悪夢のような負傷だった。


「ご用件を伺います」


　ミストが言った。はっと祀士たちが我に返った。


「失礼しました。まさか、何かつながりがあるのかと思いまして……」


　呆ぼう然ぜんとしていた祀士の一人が、飛躍した答えをかえしてきた。


「何のつながりでしょう」


　ミストが、丁寧に訊きき直す。すると別の一人が、早口でとんでもないことを付け加えた。


「カタコームと城とを、経路リゾームの一つが、突然つないでしまったのです」


　一瞬、部屋がしんと静まり返った。祀士の言葉は、それほど意表を衝ついていた。


「へえ」


　のんびりとしたクラウドの応答に、今度はミストたちの方が我に返った。


「事態はどこまで明るみに？」


　ミストが、幾分声を低めて問うた。


「まだ、〈正義トツプドツグ〉の者たちには、この異変は知られておりません。我らのみです」


「でも、そう安心してもいられないわね」


　鋭く言った。祀士たちの要請は、聞かずとも理解出来た。ミストの決断は早かった。


「一族の者を率い、すぐにでもカタコームに向かいます。みんな、すぐに用意して！」


「お待ち下さい、それと関係してのことです」


　祀士の一人が慌てて立ち上がった。ミストの言下、一斉に動き出そうとした一族の者たちを、慌ただしい身振りでようやく引き止めていた。


「私たちが真に驚きよう愕がくしたのは、他ならぬ、ギネスどのの言についてなのです」


「ギネスの……？」


　ミストの表情が変わった。さっと手を振って一族の者をとどめた。痛みのせいかあるいは他の理由があるのか、心なし青ざめたようになって、祀士がまた座り直すのを見つめた。


「以前、ギネスどのは我がカタコーム四大不動宮の一つ、金牛宮トーラスに、風聞デイールを送られたことがありました。私どもは詳しい内容を知りませんが……祀し長ちようカーネルが言うにはギネスどのの予見の中に、なんと、このことがはっきりと告げられてあったというのです。すなわち、城の〈根の国〉とカタコームとが、一時的に、経路リゾームをつなげてしまうということが」


　祀士は押し殺したような声で告げた。その声音が、得体の知れぬ昂たかぶりにかすかに震えている。ミストたちも、もうにわかには動かない。ただ黙して聞いた。


「それは……コリンズの祀長にのみ、代々伝えられてきた、ある秘儀と密接に重なっていると、カーネルは、我らに告げられました。そして、ギネスどのとその一派を、カタコームの秘儀にかかわる重要な存在として、早急に迎え入れる旨を決定したのです」


　途端に、ミストがすっと表情を消した。かと思うと、ふつふつと湧き出すように、歓喜にも似た表情が浮かび上がっていった。


「あいつ……やってくれるわ」


　さながら、剣闘の挑戦を受けた者の荒ぶる顔だった。その様子に何やら気け圧おされたようになりながら、祀士たちはいっそう声を低めてミストの説得に当たった。


「ミストどの、我らの要請とはこのことです。我らはギネスどのを迎え入れる所存。そのために彼らの所在を確かめるべく、ここを訪れました」


「牢ろうに入れられたのよ、あの馬鹿は」


　ミストが思い出したように言った。声音の底に、えらく剣けん呑のんな怒りがあった。


「そう風聞があったわ。そして、ついさっき入った風聞によれば……」


　僅かに口を切った。そして、どうにもやる方ない様子で、


「今、城で、飢餓同盟タルトタタンと戦っているはずよ」


　そう、吐き捨てるように告げた。


「本当に、馬鹿なんだから……」


「何が起こっているにしろ、全てはあの城の中で起こってるんだ。この傷が、そう言ってる。どうする、ミスト？」


　クラウドがさっと横から入って話を進めた。祀士たちが黙してミストの言を待った。ミストはまなざし鋭く頷いた。


「あいつ……とうとう巻き込んだわ」


　怒っているのか、喜んでいるのか、にわかには判断のつかぬ顔だった。


「私たちの群を、あいつは、自分の書いた脚本ほんに巻き込んだのよ」


　誰もが判っていた。ミストは今や喜色満面としているのだ。ただ群の長という責任の手前、じっと仏頂面をつくって我慢していた。その様子は、ミストの気性を知る一族の者にとって、いかにもいじらしく思われるていのものであった。誰もがほろりときていた。


　そんな気も知らず、ミストはひたすら己を抑えて言った。


「行きましょう。私たち一族が、それをやらなきゃいけない」


「では……」


「祀士の方々に申し上げます。私たち一族が、祀士の血を継ぐ者として、陣頭に立ってその経路リゾームを見定めて参りましょう。そして、〈正義トツプドツグ〉の指揮者コンダクターギネスと、その一団を、カタコームに迎え入れるよう尽力いたします」


「かたじけない」


　祀士たちは慇いん懃ぎんに頭を下げた。この者たちにはいかにも尊大なところがない。といって卑屈というのでもなく、多分に洗練された丁寧さで要請の内容を確かめた。


「ついては、我らが、あなた方と行動を共にします。コリンズの多くは、現在、激変する経路リゾームの把握に駆り出され、またこの機に乗じて〈正義トツプドツグ〉の者たちが攻め込んで来ないとも限らぬため、各所で守備につかねばならないのです。他ならぬカタコームを守るため負った傷に苦しむあなた方に、なお尽力を頼むのは心苦しい限りですが……」


　クラウドが手を振って遮った。


「いいんだ。どうせ俺らも行かにゃあならんのは判ってたさ。特にミストのやつはね」


「は……というと……？」


「求婚だよ、これは。俺たちの長の婿様を、迎えに行かないと」


　ずばりと言った。祀士たちが目を丸くした。


「馬鹿っ」


　ミストが喚わめいた。その顔が赧あかい。ほとんど真っ赤になっている。


「や、これは至らぬことを……」


　祀士の一人が的を外れた詫びを入れた。


　ミストが呻いた。くすくす笑う一族の者たちを憮ぶ然ぜんとした顔で振り返る。途端に、みなぴりっと姿勢を正した。ミストの言命を待っているのである。


　溜ため息が出た。なんとも現金な対応に、かえって素直に内心の喜びがあらわになった。


　実際、ティツィアーノによる古傷の痛みなど、どこかへ消し飛ぶような思いだった。ミストは一つ咳せきを払うと、潑はつ剌らつとした笑みをみせて言い放った。


「ただちに出発の用意を！　カタコームを経由して城に行くわよ。私たちの群の行く末が、これで問われるわ！」


　その勇ましさに、一族の者たちが一斉に歓呼の声を上げた。さながら勝かち鬨どきだった。





２




　重々しい神の鼓動が空気を震わせていた。


　静まり返る〈宥なだめの湖〉の周辺を無数の刻印スペルが永遠の繰り返しをたたえて明滅し、おぼろな明るみの中にその光景を照らし出している。


　にわかに──


　叫びが起こっていた。


「飢餓同盟タルトタタンだ！」


　驚愕の声が、いんいんと湖にこだました。


　楽隊と神官団とが対たい峙じする場所から遠く離れた辺りで、闇そのものが形をもって起き上がった。そしてなんと、青い衣の神官たちが、あちこちに立ち現れる影法師どもと足並みを揃えるかのようにこちらへと近づいてくる。楽隊も神官団も、二つの影の群がほとんど同質の暗さと虚無をたたえていることを敏感に察していた。


「ギネス……」


　弓を握る手に我知らず力を込めてベネットが呼ぶ。


　が──ギネスはひたと湖の方を向いたまま微動だにしない。


「ギネス！」


「動くな、ベネット」


「だが、このままでは……」


「僕は、全ての民の王たらんとする筆頭剣士どのの、一人の民としての誇りを、期待をもって信じている。それに、これは、シェリー姫の言った通り、試練なんだ。僕らにとっても、そして、筆頭剣士どのにとっても……」


　ベネットが黙った。ゆらゆらと近づいてくる影法師と青衣の神官団に耳を傾けながら、橋の上に立つシェリーとガフの一挙手一投足に耳を震わせた。


　ガフはシェリーの背にぴたりと剣を向けている。なんという平静たる姿態か。まるでそこに氷結したかのような静けさだった。迷いなどあるべくもない。完全に己の心を殺し切った者のありさまに、ベネットはぞっと肩をすくませた。いつかガフの気配を全く読めなかった理由が、ようやく判ったような気がしていた。


　だがそれでいてガフは動かない。シェリーのたおやかな背もまた、恐るべき平静さを保っている。穏やかでいて激しく、ベネットの耳に、二人の間を無数の思念が音を立ててゆきかうようだった。


　そしてそのとき──


　楽隊の陣営の脇を、ふわりと、二名の青い衣の神官が先陣を切るようにして駆けていったのだった。


　それこそ何の気配も持たぬ様子で、奇妙な非現実感をひるがえる青い衣に漂わせながら、地を滑るように動いてゆく。楽隊の陣頭を通り過ぎ、黄衣の神官団がたたらを踏んで動けぬ眼前を横切ったかと思うと、二名同時に剣を抜き放っていた。


　にわかに響く抜剣の音アンコルクに、楽隊も黄衣の神官団もはっと立ちすくんだ。まるで今初めてそれが夢や幻ではないことに気づいたとでもいうように、愕然として、橋に足をかけようとする青い衣の神官たちを凝視した。


「神の見えざる手だ……」


　ギネスが呟つぶやく。指揮剣を握る手を、とてつもない自制心で抑えつけていた。かすかに剣尖きつさきが震え、今にも楽隊に一斉行動を起こさせようとしていた。が、ギネスもまた動かない。


「そうさせているのは他ならぬ僕らだ。僕らが神を所有するとき、僕らもまたその歯車の中に閉じ込められてしまい、これが……この信仰ゆえの殺害が、起こってしまうんだ。ガフどの……神なる配役に囚とらわれたまま幸福でいられるには、僕らはもはや人格的存在に限りなく近づいてしまっている。それが判りえぬあなたではないはずだ……！」


　押し殺した声で呟かれるそれらの言葉は、いかにも橋の上の二人には届かない。


　ガフの平静さと、その内心に荒れ狂う苦く悶もんもまた、かけらとして表に出てこなかった。


　代わりに、ガフの意志から離れて、何かが己の口を使って呟いていた。


　ほとんど意味さえ判らぬ、か細い声──


　神言だった。


　その口を支配し、意味不明の呟きを発するその声に、ガフは途方もない哀れさを覚えた。それは言葉にもならぬ、まるで死の淵ふちにある衰者の声としかいいようのないものだった。


（こんなものに、俺は従うというのか）


　その思いが今、痛烈にガフを貫いた。


（是非もない）


　それに抗あらがうように、保身の思いが持ち上がる。


（もはやこの俺に、これ以外の道はないはずだ。神なる秩序を守り、自ら〈魔ニドホツグ〉と名乗る者を斬る。今更それは出来ぬと、どうしてこの俺が言えるというのだ。多くの友を、弟さえもこの秩序の犠牲としてはばからなかった俺が──今更、これが出来ぬなど……どのつらを下げて城の主族の者たちに、神官として剣を封じられた多くの同胞ともがらたちに、顔向け出来るというのだ。だが──しかし……）


　同時に、はっきりと、ガフの手に伝わるものがあった。


（この、剣の……俺の剣の昂たかぶりは、いったいなんなのだ）


　それこそ己の由縁と信じていたものだった。だがそれはベルによって粉々にされてしまっている。粉々にされてそこから更に浮かび上がってくるものに、ガフは心底戸惑った。


（秩序を守ることの誇りか……？　いや──もはや、これは……）


　ベルと剣を交わし、痛烈な、敗北というのも生易しい、己の剣執る由縁を根底からくつがえされたあの瞬間を味わって、どうしてこうも剣は感応に満ちるのか。しかもその感応はいまだかつてない鮮烈さをもってガフに浸透し、


（反逆だ）


　まるで、そうとしかいいようのない苛か烈れつな意志を、ガフに促そうとするかのようだった。


（判らぬ──俺は……俺の、この剣は……いったい、何に由縁するというのだ……いったい、何に……）


　粛々とまた冷ややかに、王としての厳然たる表情にそのおもてが閉ざされた。その薄皮一枚下で──


　ガフは己がかつて経験したことのない疑念の坩堝るつぼに叩たたき込まれているというまさにそのことに圧倒されていた。自分は今まで何かに対して本当に疑いを抱いたことがなかったのではないか。そう思わせるほどの、底知れぬ惑いだった。


（剣に正当なる地位を──）


　そう叫んだベルの声が胸中にこだまし、なおいっそう激しい疑念を呼び起こす。


（どこかで聞いた……俺は、いつかどこかで、それと全く同じ言葉を聞いた）


　ふとガフの中で去来する思いがあった。


（いつかどこかで……）


　それが、急激にガフの中に渦巻く疑念を、ある一点へと集約させてゆく。


　あやうく叫び出しそうになった。その王国の剣が激しい感応に満ち、傍はた目めには、まさしくガフが、シェリーを一刀のもとに斬り伏せんとする姿として映っていた。


　が──


「王が、理由ことわりにおいて懐疑を抱いた……」


　キティが低く呟いた。刻一刻と展開してゆく巨大な演算の真っただ中にあって、その赤い瞳ひとみはなにものをも見透かす理知なる光を溜めてしかとガフのその姿を見詰めていた。


「諸法無我……法テーマとは、そもそも存在そのものの理由ことわりを問う言葉。世はすべからく実体のない法に満ち、それに囚われることを我執という。さてはて、この国の新たなる王は今ただ一人の自由者となるべく試練を迎えている。それというのも、理由ことわりの少女の、裁さいなる剣に触れたのが……由縁」


　謎めく呟きがひそやかに零こぼれ、時は無情に満ちてゆく。


　赤い瞳に、毅き然ぜんとして佇たつシェリーのすぐ後方に剣を構えて立ちすくむガフの姿が克明に映し出され、そこになお新たな影が二つ、音もなく迫っていった。


　二名の、青い衣の神官たちが、それぞれの手に剣を執り、ガフの背後で橋に足をかけた。


　そのままふわりと青いマントをひるがえらせ、するするとガフの両脇を通り過ぎようとした、まさに、そのときであった。


　突然だった。ガフの剣が騒然として感応に満ちた。まるで爆発だった。淡紅インペリアルトパーズに冴さえ渡るその刃が、緋ひ色いろを帯びて黄金の輝きを解き放ち、ガフの全身が一瞬にして総毛立った。


　ある一瞬──


　青い衣の神官たちがガフの両脇から前へ出て、シェリーの背へと剣をふりかざしたその刹せつ那な、ガフの目には、なんと神官どもの衣がとてつもない不可解さで灰色を帯びていた。


　暗がりにあって青は限りなく透明に灰色に近づき、それを見たガフの目にはまるでそれらが、自らの存在に対し永遠なる飢えを抱いて破滅を望む、あの飢餓同盟タルトタタンの影法師の姿そのものとして映っていたのだった。


　その、刹那──


　壮絶なる咆ほう哮こうがガフの口からほとばしった。青い衣の神官たちがその叫びに身をすくめたように動きを止めた。


「罪こそ我が手に！」


　ガフの脳裏を恐るべき激しさで無数の想いが駆け抜けていた。これまでガフをとらえていた多くの死者たち、秩序の犠牲となっていった同胞たち、また断腸の思いでその死が必然であったのだと理解した弟の──それらの、無数の亡者の手がいっときまるで目に見える者の手のようにガフにしがみつき、絡みついて引きとどめようとした。


　その身に無数の亡者の手を背負い、ガフが動いた。


　亡者どもがガフの脳裏で一斉に嘆きの声を上げた。その身を引き千切られ、ガフを引き止めようともがき、振り払われ、粉々になって消し飛んだ。ガフの剣が放つ黄金の輝きが緋色を帯びて、それらの幻の亡者どもを払い飛ばしていた。


　剣は遅滞なく苛烈な斬ざん撃げきを放ち、感応に満ちて光り輝いて、風切るような咆哮を上げた。


　二名の、青い衣の神官たちの首が、ほとんど同時に、ふっつりと消えた。


　その青い剣も衣も仮面も、限りなく透明な灰色に染まってぐらりと宙に浮き、ひどくゆっくりと、橋の両側から、電気石トルマリンづくりの欄干を越えて、湖へと落ちていった。


　僅わずかに遅れて、二つの首が真っ直すぐ落下してきた。二つとも、そこらに張り出た神の根にぶつかって乾いた音を立てると、もとある体を追って湖に落ちた。水みな面もは湖底に明滅する無数の刻印スペルのほのかな明りにまたたき、神官たちの亡なき骸がらを飲み込んで激しくしぶきを上げた。波紋が広がり、湖底に見せる刻印スペルの明滅が揺らいだかと思うと、にわかにそこに満ちて燐りん光こうを上げるものがあった。キティ＝〈賢者ザ・オール〉が、祠ほこらを中心として、いまや湖全体にまで広げた、演算の展開だった。


　湖全体が、そして祠へと通ずる橋が、みるみる演算に埋め尽くされてゆく。


　シェリーがふと静かに、己の足元を見やった。謎めく演算の輝きに真下から青ざめて照り輝くさまに陶然とした顔になった。そして、そのままガフを振り返った。


「神は、死んだ」


　ガフが激しく告げた。


　その双そう眸ぼうが濡ぬれていた。苦悶とも悲痛ともつかぬ激しい熱に満ち、弟の死にさえ浮かんだことのない涙が、その剣の緋色の輝きを帯びて赤く流された。


「これより俺は、全ての民とともに、永えい劫ごうの煉れん獄ごくを生きよう……」


　ガフの足元を、音もなく演算が広がって燐光に満ちた。いまやガフの黄金きん色の体毛と瞳とは、等しく剣の緋色と演算の青ざめた輝きとに染まり、暗い地下湖の真っただ中にあってひときわ燦さん然ぜんと、無数の色が深く鮮烈に交響する虹緑オパールグリーンに満ちていた。


「あたかも……明けゆく空に、夜を徹してなおのぼる聖星アースのように……」


　シェリーはガフのその姿を見てそう言った。


「あなたが……守って下さい。あなたのいう煉獄の世に、今初めて、本当の自分の歌を唄うたおうとしている私と、そして、全ての民を、どうかあなたのその剣でお守り下さい」


　にわかにガフの剣が、ガフ自身より一瞬早く、シェリーに応こたえて燦然と緋色を帯びて輝きを放った。同時に、光晶石ランプが光を放つときに似た、鋭く耳を貫くような音が、咆哮にも似て響き渡っている。


「ようやく、思い出した……」


　輝きに咆哮するその剣をかざし、ガフがひとことひとこと確かめるようにして、言った。


「この剣を手にしたときだ……。この王国の剣を鍛つくった、あの哀しい剣作家が、俺に告げたのだ。剣に正当なる地位を与えよと──それを、俺は、ここに来てとてつもない重みでもって、思い出そうとしている……」


　身を切るような苦く悶もんが、剣の輝きに溶けてゆくようだった。その双眸から涙が引いてゆき、代わってなんとも精せい悍かんな表情があらわれていた。まるで、たった今壮齢になったばかりの青年のように──


　ガフは己の手に掲げられた剣を見詰め、叫んだ。


「俺は、俺のこの剣の誇りを、今こそ思い出したのだ！」





　燃え立つような黄金の輝きに満ちて、剣がガフの手を躍らせた。


「剣よ、俺を導くか！」


　激しく剣身が震え、輝きはまるで深紅に満ちて限りなく握り手を奮わせると、向かうべき栄光の針路をその剣尖きつさきに込めて、今はっきりとガフをいざなった。


　ぴたりと、その剣が橋の入り口のその向こう、いまや一つの軍勢といっていい青い衣の神官団と、そして飢餓同盟タルトタタンの影法師どもとが、まるで足並みを揃え、ともすると全く同じ妖あやしさをさえたたえて、じわじわと迫る様子に、剣尖が向けられた。


「俺に、奴隷たる思想を捨てろというのか。剣よ、特権を目指しひたすらに孤独であったかつての時を、自ら切り捨てろというのか！」


　剣が強く奮えた。


（お前は、王なのだ）


　その痛切な一言──


　かつての師であった男が、訣けつ別べつにおいて告げた言葉だった。


　それが、今、昂こう然ぜんとガフの胸を打った。


「シェリーよ」


「はい……」


「守れと言ったか」


「はい」


「この不様な俺に」


　シェリーが首を振った。


「あなたは、王なのです」


　ガフのおもてに、微笑が浮かんだ。痛悔のような笑みだった。


「その通りだ」


　精悍な顔に渋い皺しわが刻まれ、そのくせそれはひどく透き通るような印象をたたえている。


「この俺も、少しは、あの指揮者コンダクターの道化た態度を見習うべきか……」


　ぽつりと、自じ嘲ちようめいて呟つぶやいた。


　するとなんと、シェリーがこくんと真面目な顔で頷うなずいた。


　ガフが呆あつ気けにとられたように目を丸くした。ついで自然と苦笑が浮かぶと、それがいつの間にか大口をあけての哄こう笑しようとなった。


　突然の笑い声に、橋の入り口でいまだに対たい峙じを続けている両陣営の面々が、一斉に振り向いた。みな、ぽかんとした顔で、この筆頭剣士の大笑いを見詰めている。


　くっくっと笑いを嚙かみ殺して、ガフがシェリーを見やった。


　シェリーもまた、微笑を帯びてガフを見詰めている。


　ガフは、ゆっくりと深く頷いた。


「王としての道はここに岐路を迎えた。俺は今、自らとこの剣とが等しく誇りとする道を選び、そなたを、滅びにいざなう輩やからから、守り通そう」


　そしてにわかにけわしさを帯びると、颯さつ爽そうとして黄衣のマントを翻らせた。


「手始めに俺は自身の妄執を斬ってみせよう！　俺を妄執へと束縛する者どもをことごとくこの刃にかけて打ち倒すのだ！　いざ参ろう、煉獄へ！」


　威風堂々としていながら、どこか自分自身の振る舞いを面白がるような顔だった。


　ガフはシェリーに背を向けた。それはもはや離別ではなかった。いわば共闘だった。ガフの背がはっきりとシェリーにそのことを告げていた。シェリーはひっそりとガフの背に頷きかけた。そしてきびすを返すと、なお強くふりかかる神の圧迫に耐え、橋の向こうへと進んだ。二人、互いを背にして同じ道を歩いた。


「黄衣なるヒストリー神官団に告ぐ！　今こそその縛鎖を解き、剣を抜き放て！」


　そのまま橋を戻るなり、ガフが苛か烈れつに声を上げた。


　神官たちがはっと緊張を帯びてそれぞれの剣に手をかけるが、ガフの命言にもかかわらずその剣は錠とざされたままであった。神の意志がそれを許していない証拠である。黄の仮面が困惑したようにガフを向いた。


「我は今こそ、王たる者の最後の試練を乗り越えた！」


　ガフが、すかさず神官たちの困惑を制して言った。


「神は死んだ！」


　燃え盛るかのような黄金の輝きに満ちる剣をふりかざし、驚きよう愕がくする神官たちの声を貫いて、ガフの叫びが轟とどろくように響き渡っていた。


「神なる遺志は、我が手にあり！　神なる楽の意志がもはや失われた今、真に国の象徴たるは神の樹と、その鋼より鍛つくり出された、この王国の剣エモクルウーのみ！」


　一瞬、神官たちが息をのんで沈黙し、と見るやにわかに声を上げた。驚愕の声であり、困惑の声であった。また、同時に、その剣を存分に振るう機会をようやく得たのではないかという歓喜の声であった。それらの声がガフの剣の震えに盛り上がった。神官たちのそれぞれの剣が王国の剣に感応を示して震え始めると、もはや誰もが歓呼の声を上げて剣に手を当てた。


「ゆけ久しき呪じゆ縛ばくを解け！　楽の意志に満たしておのおのの剣に命ぜよ！　この橋を渡り、神なる姫の民なる歌楽を妨げようとする者を、ことごとく斬り伏せよと！」


　鎖がみりみりと引き千切られた。音を立てて鎖の破片が飛び散り、一人また一人とその音にならって自らの縛鎖をもぎとり、振りほどいてゆく。


　剣、鉄を打ち鳴らし、歓声を上げてこの瞬間をたたえ、足を踏み鳴らし、自らに望む楽の意志を確かめて剣尖きつさきを振り上げた。中には自らの仮面をはぎ取って踏み割り、その勢いで、早速近づいてきた影法師どもや青い衣の神官たちを真っ向から斬り払う者さえいた。


「展開せよ！　魔法の行使を控え、ただ己の剣にて力を振るえ！」


　檄げきを飛ばして神官団を一斉に動かし、ガフもまた自ら剣を手に打って出ようとしたそのときであった。


　ずしり、ずしりと、重々しい足取りで、甲檻花ゴブレツトが、神官団の前衛を真っ直すぐ通り抜け、ガフのすぐ傍らに乗り入れていた。


　ガフが甲檻花ゴブレツトを振り向いた。


　檻おりの中から、ギネスが昂たかぶりもあらわに叫んだ。


「筆頭剣士どの！　あなたは罪をその手にと叫ばれた！　都市パークでは個人が己の罪を自ら定めることを禁じているにもかかわらず！　あなたもまた我々と同じく──」


「聞こえていなかったのか？」


　にやりとガフが笑ってギネスを遮った。


「新たな国の象徴は、この王国の剣だ。断じてお主らのいうように、旅の〈鍵かぎ〉であったり、カタコームの唱える分不相応な理想であったりはしない。〈鍵〉はいずれにせよ、この俺が自ら砕くだろう。それともお主は、神の声のもはや届かぬ民のもとで〈鍵〉を手にする危険を理解していながら、それを所有するというのか？」


「言ってくれる……」


　ギネスのおもてにもまた同じような不敵な笑みが浮かんでいた。


「まるで、僕がもう一人の王ででもあるかのような言いざまですな。その通り、僕らは〈鍵〉を手に、城とは異なる剣楽のかたちを、民なる在り方を、あらわしますとも」


「ふん。お主らの唱える中立は、いつでも恣し意いのままに動くという点でのみ非難され続けるべきだ。民なる者としての善意は、必ずしも悪意を上回るものではない。そうであるには、我々はいまだ秩序という方法に関しては、未熟に過ぎるのだ。そうではないのか、指揮者コンダクターギネス？　都市パークも城も、これからも常に剣楽と民なる在り方の規範として民なる善意を保証し、磐ばん石じやくの堅固さで存在し続けるのだ」


「あなたはそこで、民なる王となるのか」


「そうだ」


　ふっと目を細め、ガフは言った。


「その通りだ、カタコームの革命手よ」


　決して、神なる王ではなく──


　そのことを、二人とも暗黙のうちに了解し合っていた。


「さてもともかく、まずは共闘してあれらを叩たたくのが先決だ。異存はあるか！」


　ギネスは肩をすくめた。


「御意に、兄王フオルチユネどの」


　ガフがじろっとその飄ひよう々ひようとした様子を見やった。


「お主も、アドニスも、つくづく俺には理解できんものがある……」


　渋々とした苦笑の色がその顔に浮かんだ。かと思うと、


「シェリーは渡さん」


　ぼそっと言った。


　ギネスが、檻の中で間の抜けた顔になった。言われたことに理解がいったときには既にガフの姿は甲檻花ゴブレツトから離れている。自ら陣頭に立つべく果敢に戦線へと赴くその背が、ギネスの目に、なんともいたずらっぽく笑っているように見えるのだった。


「臆おく面めんもなく、まァ……」


　と声に出して呆あきれたのは、ひとのことはいえぬベネットであった。ギネスが振り仰ぐと、


「どうするね、指揮者コンダクター。今ならば、どさくさに紛れて筆頭剣士どのを仕留められるかもしれないのだがね」


　そういう、いたって冷静な声が降ってきた。ほとんどガフに対する挑戦だった。傍らに立たれるまでガフの気配を全く読めなかったという、いつかの失態もあって、やれと言われればベネットは眉まゆ一つ動かさずガフを背から討つはずだった。


「やめておこう、僕は別に王になりたいわけじゃない」


　呆れたようにギネスが返す。


「それになにより、敵を見誤っては指揮者コンダクターとして立つ瀬がないじゃないか」


「さっきまでは敵だったのに」


　どこか残念そうにベネットが言った。


「実際、君は容姿に似合わず過激だよ、ベネット」


　そんなやり取りの合間にも、立て続けにギネスはその指揮剣を振るって楽隊を自在に動かしている。既に陣頭は苛烈な戦闘に入り、両翼と後衛がまたたく間に参戦し、鉄壁の様相で祠ほこらへと続く橋の入り口を守った。


「判っているな！　敵は闇なる者たちと、神なる亡霊たちだ！　見誤るなよ！　こいつが終わってから、ガフどのとは仕切り直しだ！　それまでは味方として扱うように！」


　甲檻花ゴブレツトを主陣に乗り入れて指揮剣をふりかざし、まるで檻の中の荒くれた囚人の様子で、ギネスが常ならぬ昂りに身を任せて叫びを上げた。


「これはまさしく神の弔いだ！　かねての叫びを上げろ！　自らの由縁を知る者にのみ許された鎮魂の詞うたを詠め！　カタコームにまで届くほどに！　今こそ僕らは、安息せる世界より逸脱をはかる、一己の騒音としての企てを実行する！」


　ギネスの敢然とした叫びに応じ──


　剣士たちが一斉に剣を振りかざし、ふるって声を張り上げた。







聖星照アースシヤインに浴し、死の鳥花とりに奉まつり


この戦おこないに寄せて、我らは問う


既に誰もが決しえて、もはや誰もが定めえぬ


この我らの生と死の戦おこないを謹んで問う





さあ証せ、


我らはいかなる者の末裔すえか


さあ謳うたえ、


一名ある者として名乗りを上げるべく


集えよ、


いまだ自らの戦おこないに尽きせぬ者もともに


問えよ、


いまや同胞ともがらとして、ひと振りの剣に込めて





かの戦おこないに克かつえり同胞ともがらの、


この我もまた末裔すえなるゆえに


かの戦おこないに終ついえり同胞ともがらの、


この我もまた末裔すえなるゆえに
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「ようこそ、シェリー姫。舞台は万事、調えております。いざ、こちらへ」


　祠ほこらを見上げるシェリーに、キティが屋根の上から愛あい嬌きようたっぷりに呼び掛けた。ぴんと立った耳を除いて、全身が不可思議な演算の輝きに埋め尽くされている。


　シェリーはうかがうように祠の中をのぞいた。そこに開いていた回廊は、もうほとんどほどけている。神の根に搦からめ取られた無数の死者たちも一つまた一つと湖底に戻ってゆき、シェリーの目の前で、ローハイド王の遺体が神の根とともに湖に沈んでいった。


「ああ……」


　悲しみとも安あん堵どともつかぬ、複雑な声が零こぼれた。もとより死者への別離はもう既に済ませてある。シェリーは敢然として祠に踏み入った。


　中に入ると、演算がまるで花道を模様づくってシェリーの進むべき道を記していた。演算は階段へと通じ、それに従って、シェリーは祠の屋根の上に出た。


　見上げれば複雑に絡み合う神の根がどこまでも重なっている。


「これこそ我が悲願。全てはあなたのお心次第」


　かちりと時計の蓋ふたを閉める音が、言葉のあとに続いていた。とともに、キティの全身に浮かび上がっていた演算がすうっと体内に消え去ってゆく。


「あなたは、もう、ベルのもとに行かれるのですか」


　シェリーが問う。キティはにこりと笑んで一礼した。


「はい。飢餓同盟タルトタタンが再び姿を現したということは、あの狼青年がなにやら剣けん呑のんにしでかそうとしている証あかし。私もまた、愛なでし娘このもとへ、急ぎ馳はせ参じねばなりますまい」


　シェリーのおもてがくもった。


「では、誰も私の歌を聞きませんのね。初めて自分だけの歌を唄うたうというのに、聴衆が一人もいないなんて」


　ちょっとつまらなそうな顔をつくってみせるシェリーに、キティが指を立てて応じた。


「なに、あなたは既にお判りだ。この城全体があなたの歌の聴衆であり、いかなる騒ぎの中にも等しく全ての者に届くことを。無論、私めのこの耳にもね。あなたの歌があってこそ、ベルも狼青年も、そしてかつてない戦おこないに身を置こうとしている我々も、等しく神なる結界の中に閉ざされながら、己の由縁を失わずにおれるでしょう」


　そう言って、さも歌を待ち兼ねてたまらないといった調子で耳をふるふると震わせてみせるところがキティの愛嬌だった。


「あなたは何でもお見通しでいらっしゃるのね」


　シェリーはつくづく感心したように言った。


「さあ、シェリー姫。あの等符号イコールがあなたの舞台だ。いざ上られよ」


　キティが床一面に施された演算を指差してシェリーを促した。恐ろしく複雑で巨大な演算の中心をあらわす因子ナンバーの上に立ちながら、シェリーはふとキティを振り返って訊きいた。


「お急ぎのところごめんなさい、旅の長耳族ラビツテイア様。あと一つだけ、教えて欲しいのです」


「はて、なんなりと」


「私の歌を、あなたはご存じなのですか？」


　キティは深く頷うなずいた。


「無論、存じておりますとも」


「それは……どのような歌なのでしょうか」


　キティの返答は明確だった。


「ただ唄うのです。あたかも、旅にでも出るかのように」


　シェリーは、ほっと息をついた。小さく何度も頷いて、ようやく全てに確信がいったとでもいうように、キティに笑いかけた。


「ありがとうございます、賢者様」


「素晴らしい歌であることを確信しておりますよ。では……御免！」


　あっという間だった。一瞬で姿が消えた。


　風がごうと巻いて、気がつけばキティの姿が湖の対岸に見えていた。


　シェリーは、遠くに見えるキティの姿が回廊に入ってゆくのを見届けた。


　それから、再び天を仰いだ。


　遥はるか上の方で、〈玉座の間〉の天窓から見える夜空が、ここまで聖星の明りを届けるかのような感覚があった。シェリーの更なる確信が、そうして訪れていた。


　そう。ここだからこそ、この祠だからこそ、城という一つのかたちゲシユタルトに、直接呼び掛けることが出来るのだ。天と地と、そして更にこの地下の広大な空間が、神の樹によって等しく結び合い、交錯し、全ての広間がそれらを中心として広がっている、ここで。


「旅に……」


　ひっそりとした呟つぶやきに込めて、シェリーは機の熟すのをうかがった。


　まさしく歌士たる者として、それはその身を一つの器と化しめる業わざであった。楽の意志を満たして放つ生命なす楽器ヴエツセルとして、シェリーはそこに一人、立ちのぞんだ。
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　神の鼓動が激しく鳴り響く中──


　──おお……


　アドニスが呻うめいてくずおれた。総身が苦く悶もんにわななき、地に伏してあがいた。


　なお握りつづける剣の刻印スペルが半ばから断たれていた。剣尖きつさきがない。その斬り飛ばされた剣尖が、アドニスの胸元に深々と突き刺さり、肺はい腑ふを裂いて、僅わずかに背にとび出している。


　鮮烈な赤さで、アドニスの身がみる間に血の海にひたっていった。


　ばしゃっ。手が血を叩たたいて飛沫しぶいた。背を丸めてうずくまっていたのが、ごろりと横たわり、仰向けになって天井を仰いだ。


　その様子を、ベルが、〈唸る剣ルンデイング〉を手に、凝然と見つめている。


　ベルの目が、弱々しくのたうつアドニスから、自分の手に握られた剣に移っていった。


　視界一杯に、完全に復活した〈唸る剣ルンデイング〉の威容が、白銀リリーホワイトの輝きも鮮やかに映し出された。


　いったい、何が起こったのか。


　不思議な確信があった。他ならぬ自らの手が、それを成したのだという確信だった。剣と己との間で交わされた感応の果てに、剣は無尽の力をもって蘇よみがえったのだ。


　だが同時に、疑念があった。


（いったい、何を斬った──？）


　ふいに、その疑念を嘲ちよう笑しようするような声が聞こえた。


「ふふ……」


　アドニスだった。ベルはまた、凝然ぎよつとなってアドニスを見やった。


「はは……」


　身をよじったかと思うと、ごぼっと血ち反吐へどを吐いた。その顔が、凄すさまじい苦悶に歪んだ。


　見やれば、その身を貫く刃がほつれ、無数の錆さび色を帯びた弦いとが、アドニスの胸元にうごめいている。なんと、それらの弦が、アドニスの傷口を縫い合わせているのだった。


　ベルは我知らず顔をしかめた。自然と、足が、アドニスに向かって歩んでいた。


　アドニスの傍らに立って、上から顔をのぞきこんだ。


「止揚者よ……」


　真下から、アドニスが見上げて言った。ひゅうひゅうと掠かすれた声だった。身をよじって咳せき込み、ほとんど瀕ひん死しの声でつづけた。


「こうして、俺の命を療つなぐことはあれ……この剣が、俺を傷あやめることなど、あるはずが、ない……」


　アドニスの手にした剣が、欠けた刃を修復し始めているのに気づいた。


　已然形ポスト・フエストウムの刃──死を迎え続ける鋼だった。どれほど砕かれようとも、剣はより凶暴に力を発揮して、死をのんで復活し続けた。


　だが、その復活の速度が、目に見えて遅い。


「それなのに、こうして、俺の命を危うくさせたのは、お前の刃が、この剣を、何か別のものに変えたからだ──」


　そしてまた四肢をつっぱね、震えながら身をよじると、血を吐いた。肺腑を貫かれてなお、アドニスは酷薄な笑みを見せていた。切り裂かれた胸元を、生きたまま内側から縫い合わされるという、想像を絶する苦痛に、なお歯を見せ笑った。


「喋しやべるな、死ぬぞ」


　呆あきれたようにベルが言う。


「死ぬんなら、そんな下らないことよりも、こう言って死ね。やっぱり惚ほれてました、すいませんって」


　その途端、ふっと、アドニスの笑みが和らいだ。


「ははは……」


　酷薄な笑みが、無邪気な子供の笑いになっていた。


　その手──素手の手を、ベルの足に触れた。ベルはしりぞかなかった。紅色カメリアの制服衣装グラスウエアがわずかにほつれたが、すぐにやんだ。ベルの身は腐らなかった。


　ベルの目が、かすかな驚きをはらんでアドニスを見た。


「世界は、いつでも、手遅れになってから、俺に和解の手を差し伸べる」


　ベルを見上げ、うつむき、いっとき哀切な表情が浮かんだ。


　そして次の瞬間、にわかに殺気立った。ベルが何かを言う間もなかった。アドニスの哀切な表情に何かを思い、それを告げることさえ出来なかった。


「お前は、まだ、俺を斬ってはいない──」


　ベルが、はっとしてアドニスの手をふりほどいた。ほとんど本能的な動作だった。素早くアドニスから跳び退いた。


　突然、アドニスが苦悶の叫びを上げて身を起こした。同時に、一方の手に握る剣を、猛烈な感応を込めて投げ放っていた。


　ベルは難なくそれをよけた。すぐ肩口を、刃が空気を焦がして飛んでいった。


　無意味なあがき──


　一瞬そう思った。その同じ一瞬で、すぐさまその考えを自ら諫いさめている。


　アドニスはまだ、ベルによって屈服したわけではなかった。まだ何も終わってはいない。


　ベルの背後で何かが爆発した。目に見えぬ何かが、凄まじいまでの圧迫とともに解き放たれるのを感じた。


　愕がく然ぜんとして振り向いた。視線の先に、巨大な鋼の肉塊があった。


　なんと、神の心臓に、深々と〈錆びた爪ラステイネール〉の刃が突き刺さっている。


　アドニスの湿じめついた哄こう笑しようが起こった。


　──どくん！


　神の鼓動に、とてつもない慟どう哭こくの叫びが重なって響き渡った。周囲の火晶石フレアがびりびりと震えて火花を放ち、さながら炎の花が一斉に咲き乱れるようだった。


　その炎の明りに煽あおられるようにして、じわりとアドニスの影が濃くなった。


　ベルがはっとそれに気づいた。振り返った。


「アドニス！」


　同時に、跳びすさった。ほとんど反射的な行為だった。


　アドニスが、ゆらりと立ち上がった。幽鬼のごとき蒼そう白はくの顔であった。唇から鮮血をしたたらせ、その胸元を錆さびた弦が縫い合わせてゆく。


　その背後で、神の心臓に突き刺さった〈錆びた爪ラステイネール〉が、嘆きの咆ほう哮こうとともに錆び果てた弦の姿へと立ち返ると、やにわに侵蝕を開始した。神の鋼が内から外から、錆びた弦の蠢うごめきに貫かれ、絡みつかれるとともに、無数の刻印スペルの明滅が妖あやしい腐食の色に満ちてゆく。


「ベルよ──これが覚かく醒せいだ。神なる飢えの暴露だ。神はもはや姉王ベロネツトたるシェリーの歌さえ聞かぬ。兄王フオルチユネたるガフの剣にさえ感応せぬ。無論、妹王レードウロネツトたるお前の唸うなりにもだ……」


　アドニスが、重々しく、不吉な告白をもたらす者の顔でベルを見やった。その顔が、あからさまな愉悦に満ちていた。


　アドニスの足元で、影がにわかに広がった。一瞬だった。無数の腕が一斉にその影から伸び、わらわらと影法師どもが這はい上がってきた。


　ベルはただひたすらにその光景を凝視した。ここにきて、アドニスが影法師どもを引き連れるさまが痛烈に目に映っていた。それは明らかに裏切りだった。


「どうして……」


　その思いがあった。まさしく尽きせぬ思いだった。心のどこかで、アドニスとの剣闘を経ることで、アドニスが再び自分の側に戻ってくるような気がしていた。そんな思いがあったことに気づかされ、同時にそれがかなわぬものとして目の前にあった。


　ベルはただ為すすべもなく、猛たけり狂うアドニスの叫びを聞いた。


「我が階層より出いでよ、飢餓同盟タルトタタンの〈牙レツドラム〉よ！　今こそが真に宴うたげのときだ！」


　にわかに影法師どもの忌まわしい嘆きの声が叫ばれた。


　──ＮＮＮＯＯＯＷＷＷＨＨＨ……！


　──ＥＥＥＲＲＲＥＥＥ……！


　そこへ更に妖あやしい嘆きの声に調子をとって叫ばれる破壊の勝かち鬨どきが重なった。


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　──ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！　ＬＥＴ　ＩＴ　Ｏオー……！


　壮絶なる破壊の意思を叫びに込め、影法師どもが一斉に排泄魔法レスト・ルームを歌い上げた。


　──無オー、無オー、無オー……！


　──非オー、非オー、非オー……！


　──壊オー、壊オー、壊オー……！


　その声に、〈錆びた爪ラステイネール〉が呼応して慟哭の声を上げた。錆び果てた無数の弦の侵蝕に、神の心臓をなす鋼の機構が見る間に解体されていった。裂けた。そこに封じ込められていた何ものかが解き放たれ──


　凄まじいまでの感応が、神の心臓の裂け目から吹き荒れた。


「アドニス！」


　ベルが叫んだ。爆発音がそれを消しとばした。


　周囲の火晶石が砕け散った。赤々として燃え盛り、辺りにこまかな灰が浮かび上がった。死に至る灰だった。影法師どもが全身を火だるまと化して死に至る灰を浴び、躍り狂った。その闇なる炎が、次々と神の心臓にとりついてゆく。


「アドニスっ！」


　ただその名を叫んだ。それしか方ほうがなかった。


　ふいに、手の中で猛烈な感応が満ちた。


〈唸る剣ルンデイング〉が、恐るべきものの到来に呼応して唸りを放っていた。損壊の痕あとはもはや影もない。優雅な形状に伸び、鮮やかな槍やりの穂先にも似た鋭利さで白銀リリーホワイトの輝きに満ちていた。


　ベルは激しく剣尖きつさきを構えた。


　まだ、何も終わってはいない。そう、強いて自分に言い聞かせた。


　アドニスが、炯けい々けいと目を輝かせて叫んだ。


「見よ、今こそ神なる飢えを暴いて奉まつれ！　神は、弟王フアタールたる俺の嘆きにこそ感応する。この形けい骸がいから解き放たれる飢えこそ、飢餓同盟タルトタタンの由縁する源だ！」


　その手が十じつ爪そうに赤あか錆さび色を浮かばせ、胸元を縫いつける錆びた鋼の弦いとたちはいっそう肉を貫いて傷をふさぎ、まるで死骸に湧く蛆むしのおぞましさでうごめいている。


　アドニスの顔面を、血がしたたった。


　煌こう々こうと輝く火晶石に照らされて、みるみる嘆きの刻印スペルが浮かび上がってゆく。まるで血の涙を流す者の顔だった。無性に歯は痒がゆかった。その刻印スペルが、ベルとアドニスとの間にある何もかもを否定していた。涙が溢あふれそうになって素早く拭ぬぐった。


「ア・ド・ニ・ス！」


　なお猛りに任せて呼んだ。


　アドニスの哄笑ばかりが、悲鳴にも似てそれに応じていた。


「理由ことわりに先んじてこの俺が神なる飢えを暴き出す！　どうだ、ベル！　神なる飢えを食らった飢餓同盟タルトタタンの闇さえ、お前はその剣で止揚することが出来るか！」


　叫びとともに──


　神の心臓がひときわ猛烈な鼓動を放った。火晶石が一斉に吹き飛んだ。炎が一瞬で漆黒に変じ、周囲の地面が一斉に捲めくれ返った。


　アドニスの姿が、炎の向こうに消えた。


　黒炎のうねりが、いまや明らかにベルに対する脅威として襲いかかってきた。


「ちいっ……！」


　剣を構えた。またたく間に迫り来る爆圧に立ち向かわんとするベルを、その刹せつ那な、微細な演算の壁がびっしりと取り巻いた。


　爆風が、ベルの身を避けるようにして四方に吹き荒れた。


「キティ！」


　ベルが、突如として傍らに現れた小柄な人影を呼んだ。


　だがキティはにこりと唇くち元もとに笑みを浮かべただけで、赤い瞳ひとみをつり上げて爆風を睨にらみすえている。さすがに、いつもの泰然とした余裕はない。全身に演算を浮かび上がらせ、ぴんと立って震える白い耳だけが、そのままの素肌を見せるばかりだった。


「なんという力か……！」


　左手で次々と因子ナンバーを結び変え、右手で時計をささげ持つ。蓋ふたは開かれた時計盤で二つの針がきりきりと音を立てて回転し、ぴたりと０の時に合わさるとともに、騒然とした力が電光をうねらせて解き放たれた。


　結界はなお頑強に爆風を弾はじき返し、これだけの騒音を貫いて、秒針がちっちっちっ……と小刻みに時を刻む音が確かに聞こえていた。


「む……」


　キティの赤い目がかっと見開かれた。


　結界が火花を散らしてたわんだ。異様な感応が、結界の隙間から入り込んでこようとしていた。今やベルにもその圧力を感じ取ることが出来た。


「く……」


　さすがのベルも呻うめいた。


　凄すさまじいまでの、神の見えざる手──


　いかにも防ぎようのない、精神の圧力とでもいうものだった。


　このまま結界を解き、渦巻く炎へ身を投げ出してしまいたくなる衝動が、ベルとキティの脳裏を支配せんと閃せん光こうを上げた。


　二人、それに耐えて結界の向こうを見た。


　渦を巻いて流れ出す炎の源泉が、そこにあった。恐るべき闇に染まった何かが、激しく黒い炎を噴き出している。その、闇そのもののような炎が濃密にうねった。まるで何かが結晶化するかのように、炎の源泉から、何かがあらわれようとする気配があった。


「飢餓同盟タルトタタン……？」


　ベルが訊きいた。


「いえ……」


　キティが首を振った。その口元が奇妙に歪ゆがんだ。ベルがはっとした。今こそ悟った。


「神か……」


　それは圧倒的な意思だった。何百年何千年という時を経て蓄えられた何か──情報であり記録であるその坩堝るつぼが、とてつもない抑圧をはらんで、かたちを現そうとしていた。


（意を留めよ。そこに現象せるものが、いかなる鏡像であるか──）


　はっとしてその声を聞いた。反射的に空中を見やった。そこに、結界の外にあって飛ひ翔しようするものを見つけていた。


（今、根源たる理化の法スキエンテイアがあらわれる。事象を物象と化しめて姿をあらわす。記憶の中に自らの理由ことわりを探し、その姿を借りて、神の心象があらわれるのだ──）


　導き手ガイダンスだ。大人のベルの顔を持つ真紅の鳥が、闇なる炎の熱源を向いてなにごとかを切々と告げていた。


　その視線に、ベルのまなざしが重なった。


　そこに、まるでベルのまなざしが向けられて初めて姿が現されたとでもいうように──


　闇の向こうから、小さな人影がやって来ようとしていた。


　ベルが息をのんだ。ぞくりと総身が慄ふるえを帯びた。


　少女が、いた。


　一糸まとわぬ全裸の姿は、明らかにいかなる種族的特徴も持たず、その無貌のつぺらぼうの存在を無防備にさらけだしている。


　幼いベルの姿──そうとしかいいようがなかった。


　焦熱の思いをそのまま闇の炎に具現して引き連れるかのように、哀うらみに満ちた目が昏くらいまなざしを向け、こちらに歩み寄ってくる。


　ベルの全身が鳥肌立った。いいようのない違和感があった。それが根源的な恐怖につながった。危うい憎悪が湧いた。


「このっ！」


　ベルが〈唸る剣ルンデイング〉を手に結界から躍り出ようとするのを、厳しくキティが止めた。


「まだだ、ベル！」


　ばちっと演算が音を立ててはぜた。ベルがびくっとすくんだ。


「今はまだ小鳥が騒ぐ！　滅びを滅ぶ神なる飢えに、あなたまで巻き込まれてはどうにもならない！　待つのです、私めが呼び寄せたもう一方の小鳥の歌が唄うたわれるまで……！」


　そのときだった。


　ベルの目の前で、幼いその姿が立ち止まった。なんと背後から剣で刺し貫かれていた。


　腐敗の色を無数に浮かばせた刃が、幼いベルの胸元から生え出ていった。


　──NOWHERE


　刃に刻み込まれた刻印スペルが、はっきりとベルの目に映った。


　同時に、その嘆きの刻印スペルが慟どう哭こくの声を上げるや、その身を刺し貫かれた幼いベルが、恍こう惚こつとした表情に染まるのを見た。


「あ……」


　と、幼いベルが、熱を帯びて吐息した。爪先立って弓なりに背をそらせた。


　それを見るベルの全身が、嫌悪を込めて殺気立った。


　刃が歪んだ。更にその身を抉えぐり、下腹へと切り下げてゆく。


　同時に刃が突き込まれ、なんと柄つかを握った両手が、幼いベルの胸元を突き破って現れていた。赤錆の浮いた爪──アドニスの手だった。


　血は一滴として零こぼれず、そのくせ幼いベルの臓腑はらわたがあらわになって脈打つさまさえ見えるようだった。ふと剣を握る両手に、幼いベルがそっと触れた。そのまま抱き締めるように抱え込んだ。それに応じて剣を握る手が更に伸び、腕が現れ、肩口がめりこんだ。


　溶けていた。幼いベルの手が剣を握る手と溶け合い、背後から刺し貫く者の姿が徐々に融合して、幼いベルの身に映し出されていった。


　なんとも異様な光景であった。ベルもキティも、もはや言葉さえない。


　一方の手が剣から離れた。幼いベルの臓腑を握り締めた。その脈動をむさぼるようにまさぐり、いまや幼い手と融け合った手が、赤錆色の爪を立てて幼いベルの身を侵食した。


「う……」


　ベルが呻いた。吐き気がこみあげてきた。


　幼いベルの傷がふさがってゆき、とともに、背後から剣を突き立てる男の影法師のような姿が、その身に溶け込んでゆく。


　幼いベルの顔が、ぐにゃりと歪んだ。


　その肩口が奇妙な具合に曲がり、広がって銀がかった白い体毛をあらわした。


　闇なる炎が燃え盛って衣服となり、黒々とした色が、法衣にも似てひるがえった。


　その火炎なす衣服の下で、めりめりと音を立てて幼い身が変へん貌ぼうしていった。


　まるで侵蝕だった。


　幼いベルの顔が、酷薄な笑みを浮かべる男の顔と溶け合って、一つになった。


　髪は灰色に。


　耳は奇妙に尖とがり、鼻っつらがどちらのものともいえぬ様子で伸びた。


　黒く、また碧あおに染まった瞳が、ベルを見た。


「理由ことわりの少女、よ──」


　二人の溶け合った唇が吊つり上がった。ベルの声と、アドニスの声とがないまざり、響き合ってベルを呼んでいた。


「この、俺を、止揚出来るか──」


　その顔面に、赤く鮮血をしたたらせて、嘆きの刻印スペルが浮かび上がってゆく。


「アドニスっ！」


　ベルが叫んだ。全身が嫌悪に身震いしていた。


「そんなに私になりたいかっ！」


　もう止められなかった。


　爆発的な感応を放つ〈唸る剣ルンデイング〉に、演算の結界が内側から大きくたわんだ。


　キティが言葉にならぬ悲鳴を上げた。ほとんど絶叫だった。


　爆発した。結界がばらばらに崩壊した。ベルの足が演算の床を激しく踏み鳴らした。跳躍すると同時に、死に至る灰を呑のんでおぞましく燃え盛る闇の炎がまたたく間に結界内に躍り込んできた。


　そのとき──


　歌が聞こえた。







O Freunde, nicht diese Töne!


sondern lasst uns angenehmere


anstimmen, und freudenvollere.


（おお、朋友ともがらよ、このような音ではない！


我らは更に心地好よく、


より歓喜よろこびに満ちたものを歌い出そうぞ）







　声を上げる。実にただそれだけのことから始まっていた。


　高くまた低く。たゆたうような声音を歌に変え、城のたたえる記憶をひもといてゆき、古い神代の世に最も強く歌われたものの記憶が、シェリーの呼び掛けに感応していった。


　無数の歌の動機モチーフがシェリーの周囲でほとんど稲妻にも似て閃ひらめいた。徐々にそれらが激しくなり、一つの大きな動機モチーフの群を形成し、昂たかまりに伸びた。


　シェリーは壮烈なその記憶に自分自身を溶け込ませた。歌に込められた多くの記憶の亡なき骸がらを引き受け、己の身と等しく符合をなす演算のもとに、それを召喚していった。


　ひどく悲壮な感じがあった。かと思うと、運命の皮肉が次々にそれを救済し、解決していった。そこに人格的思惑があり、運命への想いがないまざった。多くの楽の意志がそうして生まれ、自分がこの世に存在するという事実を真に受け止めた者にのみ訪れる、透き通るような悲しみや猛たけ々だけしい怒りが吹き荒れた。


　自らの存在を問う苦く悶もんの闘争おこないの果てに、全てが調性トナリテイに満ちた世界が予見されて謳うたわれた。


　同時に自ら世界を克服しようとあがく、多くの騒音が流れていった。


　光明はいったいいつ訪れるのか。その近きを悟りつつ、さんざめく騒音に悩み疲れ、やがて自分自身こそが、安息に眠る世界に逸脱をはかる、自由なる騒音の一つであることに思いいたったとき、その確信は歓喜の旋律を生み出して真に楽園へと導いてゆく。


　その一連の記憶のうねりこそ、歌士たる者の筆頭に立って楽の意思を司つかさどるシェリーの、自らの謳おう歌かともいえるものだった。神に閉ざされて唄うしかなかった小鳥が、自ら正当な鳥とり籠かごに立ち返ることで、初めて唄われた歌だった。


　世界でもなく神でもない。他ならぬ自分という小さな存在に自らの由縁を知ったとき、語るべきものさえ自明として受け入れる平静なる沈黙が訪れ、ただ声音に込めて言葉もなく唄う瞬間がやってくるのだ。そしてそれこそシェリーの戦おこないだった。


　かちり。何かが動いた。


　結界の中心を幾重にも取り囲む演算が、一斉にその等符号イコールをあらわし、輝かしくも完成されていった。かちり。かちり。シェリーを中心にして六方の等符号イコールが次々と演算を結んだ。精せい緻ちな連なりに映はえて決算し、光り輝いてシェリーを包んだ。


　そしてそのとき、シェリーの歌声に寄せて記憶が巡り、感応していた。言葉の意味は判らず、その響きに込められた意思が朗々として伝わってきた。


　シェリーの声が、ふいに変化した。その声の内に、無数の声色が多くの思いを込めてない混ざった。その中から太く重厚な声が突出すると、それが先陣を切る先駆けの剣士にも似て、たおやかな声音に混ざって響き、後につづくべき歌の正体を導いていったのだった。


　それにつづいた朗々たる意思の奔流。


　それはまさしく歓喜であった。







Freude, schöner Götterfunken,


Tochter aus Elysium,


wir betreten feuertrunken,


Himmlische dein Heiligtum!


（歓喜よ、麗しき神々のごとく、


きらめきたもう楽園の娘よ、


我らは炎のごとく酔い痴しれ、


汝なんじの清せい冽れつなる至聖所にさえ踏み込もう！）







　ベルの身を歓喜が貫いた。そうとしかいいようがなかった。突然、自分の身が何かにしっかりと守られているという感覚があった。ついで荘厳なるなにかがベルを包み、貫き、駆り立たせていた。激しく地を蹴けって宙に跳んだ、その刹せつ那なの出来事だった。


　同時に、演算のほころびから流れ込んできた黒い炎の津波が、真っ二つに割れた。


（歌だ──）


　ベルが、どこからともなく響いてくるものとともに、感応に震える刃で真っ向から炎の津波を切り開いていた。そのことに自分で気づいていた。ほとんど無我夢中の業わざだった。


（シェリー……）


　いつか初めて出会ったとき、ベルの部屋で唄うたってくれたその姿が思い浮かんだ。辛つらさを押し殺して唄う姿が、いつの間にか神々しいまでに威厳をたたえて楽の音を示す者の姿に変わっていた。ベルのおもてに猛々しくも笑みが戻り、嫌悪と憎悪に奮い立っていた身がぴたりと鎮まった。刹那の動作で素早く眼前の炎を切り払い、駆け込んだ。


　そのすぐ背後を、時計を握り締め、キティが追った。


　目指す先に、もはやそれが何であるかも判らぬ奇妙な存在がいた。


　アドニスと、そして幼いベルとが融け合った奇怪な姿が、腐敗に歪ゆがむ剣をかかげてベルを待ち受けている。


　炎は死に至る灰をのんで濛もう々もうと燃え盛り、生い茂る鋼の枝や天井に張り巡らされた神の根がことごとく炎になめつくされ、おぞましくも歪み、ささくれ、変貌してゆく。


　侵蝕したものを癌種の存在へと変えて燃えたち、飢餓同盟タルトタタンの影法師どもの身を焼いて黒く濁るそれが、生きた炎と化して辺り中に広がってゆく。


　どこか淫みだらがましささえ感じさせて、ここから燃え広がってついには国中さえ焼き尽くさんばかりに、まさしく滅びをふりまいて狂乱するものの様子で荒れ狂った。


　そしてその炎に燃えてひずむ神の根の森に、なにかが姿をあらわした。


「ベル！」


　キティが呼んだ。同時にベルが素早く危機を察してそちらを見た。


　なんと、黒々と炎に巻かれた青い衣の神官たちが六方から現れるや、一斉に剣を抜き放って駆け込んできていた。


　その姿は迫りくるほどに灰色に染まりゆき、手にかかげた剣さえまだらの灰褐色にくすむと、めりめりと刃の腹が音を立てて裂け、そこに忌まわしい嘆きの刻印スペルが出現していた。


　──NOWHERE


　どの神官たちの刃にもそれが刻み込まれ、アドニスの〈錆びた爪ラステイネール〉そのままに、ぐねぐねと凶まが々まがしい螺ら旋せんの形状に歪んでゆくのだった。


（見よ、死を死んで機械化された者たちが、今、その飢えに駆け寄ろうとしている──）


　ベルの頭上で、赤い翼をひるがえし、導き手ガイダンスが唱えるように言った。


（これこそが、究極の否定的懐疑により暴露された、神なる飢え──）


「ふん……」


　ベルが足を止めた。アドニスと溶け合って恍こう惚こつに狂うかのような幼いベルの姿を視界の隅にとどめながら、躍り込んでくるその無数の灰色の影を睨ねめつけた。


　ささくれた螺旋の刃が、嘆きの感応に満ちて振るわれた。


「結局は、同じ根ってわけか。神官も、飢餓同盟タルトタタンも……」


　ぼそりと呟つぶやきざま、苛か烈れつに〈唸る剣ルンデイング〉を振るっている。


　炎が切り払われ、その仮面さえ歪みゆく神官たちの身に切り込んだ。水を断つようにばっさりと斬り裂かれると、それこそ水のように五体ばらばらになって砕け飛んだ。


（斬れる──）


　一つ振るった剣にその確信があった。


「ここでの私の由縁は、お前らに私の剣を試みることだ！」


　素早く剣を引き、六方に対して万全に振るえる構えを取った。群がる灰色の影たちを殲せん滅めつせんばかりの勢いで、再び地を蹴って疾走を開始した。


　走りゆくベルの足元を微細な演算の燐りん光こうが埋め尽くし、かと思うとまるでベルの進路をいざなって守る絨じゆう毯たんにも似て、一直線に敷き詰められてゆく。


　演算の絨毯の向かう先に、アドニスと幼いベルとが融け合って笑う姿があった。


「その背は私めにお任せあれ！」


　すぐ後ろで、キティの声が聞こえた。


　返答する間もない。ベルはひときわ大振りに剣を振るってそれに応こたえた。


　巨大な剣が唸うなりを上げて白銀の閃せん光こうを宙に走らせた。あっという間だった。迫り来る神官どもが、剣も仮面もばらばらに薙なぎ払われてベルの左右にばらまかれた。


　嘆きの刻印スペルを浮かべる刃を真っ向から斬り砕き、得体のしれない圧力が吹き荒れる中、ベルの両腕を覆う制服衣装グラスウエアがみるまにほころび、たちまちの内に裂けた。額に、頰に、その肩口に、嘆きの感応が鋭い刃そのままに傷を走らせていった。


　ふいに──


　手に振るう〈唸る剣ルンデイング〉が、白銀リリーホワイトの閃光そのものの姿に、突如として激しく亀裂を走らせていた。明らかに腐敗の感応の侵蝕だった。


　だが、〈唸る剣ルンデイング〉の感応に、損壊の苦痛はない。


　あるのは、ただならぬ歓喜の奔流ばかりである。


　ベルは、剣が今まさに形けい骸がいから解き放たれてあらわそうとするもののあることを知った。


　それがなんなのかはっきりとせぬまま、万感の思いがその胸中に去来するのを感じた。


　剣撃につぐ剣撃。いかにしてそこに到達するか。そこに到達することで見定めうる由縁とはなにか。そことは、どこなのか。だが、はっきりと、それは近づいている。


　そして、激しく響く己の鼓動の音──


　演算の床を踏んで走る自分の足が、何を蹴って跳ぼうとしているのかも定かではない。


　床であった演算は見る間に階段と化し、黒々と渦を巻く炎を足元に置き去り、宙に浮かび上がるそれへと、ベルは一心に駆けた。


　もう一人の自分が、そこにいた。


　それにやどり、犯した男の姿があった。


（どうして──）


　尽きせぬ闘いに、叫びを上げて答えようとする者がいる。それが他ならぬ己自身なのだというそのことが、想像を絶する感動となってベルを衝つき動かした。


　ベルは走った。







Deine Zauber binden wieder,


was die Mode streng geteilt;


Alle Menschen werden Brüder,


Wo dein sanfter Flügel weilt.


（汝の魔法は再び織りなす。


この世の法習ならわしが厳しく切り離したものたちを。


汝の静かなる風聞の翼の舞い降りるところこそ、


あらゆる者たちの朋友ともがらなりし在あり処かとなるのだ）







「神は自らに飢えていたのか……！」


　ガフが吠ほえた。


　緋ひを浴びて虹緑オパールグリーンに輝くその瞳めが、灰色を帯びて変へん貌ぼうする青い衣の神官たちの姿をはっきりと見据えた。


　闇の中にあって青は限りなく透明に灰色を帯び、闇そのものよりもなお昏くらい何かをたたえてひるがえり、飢餓の牙レツドラムたる嘆きの刻印スペルを帯びたその剣を振るうのだった。


　圧倒的な闇の怒ど濤とうとも見える影法師どもの群に、黄の神官団が目に見えて押されていった。生も死もともに超越した亡霊たちの剣に、いかにも苦闘していた。だが、悲壮ぶる者は一人としていない。ただただ己の全身全霊を込めて自らの剣を振るうばかりだった。


　ふいに──ガフは、自らの剣が、更に激しく緋色を帯びて黄金きん色に輝くのを見た。その輝きが照らすところで、影なる者たちが退くように切り伏せられてゆく。


　咄とつ嗟さにガフは剣の感応の由縁を理解した。突如として朗々たる思念の奔流がその剣にやどり、それが影なる者たちの圧迫を押し返すのだ。


「怯ひるむなっ！　真に神なる歌が、我らの背後より響くぞ！」


　ガフが叫んだ。


「聞け我らの加護なる歌を！　我らが守るものは、また我らをも守る！」


　黄の神官たちが歓呼と剣撃をもって応えた。激しく切り結び、おのおのの剣にやどりゆくものを感じてゆく。一人また一人とその剣の新たな感応に奮い立ち、剣それ自体が彼らの背後で唄うたう歌姫に合わせて朗々たる歌声を斉唱するかのようであった。


「ゆけ！　おのおのの剣に誇りを唄わせて！」


　ガフの剣が、また一人、影なる神官を切り伏せた。


　と──


　その仮面が粉々に砕け、虚うつろなるまなざしが、見知った顔にたたえられてガフを見た。


「ティツィアーノ……」


　凝然と呟くのも束の間、ガフは倒れ込むその死者を今度こそ刺し貫いてとどめを刺した。


　きりきりと異様な音を立てて痙けい攣れんするそれは、見る間に無数の燐光と化し、神の樹に光る無数の刻印スペルの明滅にも似ておぼろにかすみ、砕け散った。あとには灰色に透き通るかのような衣と剣ばかりが残り、それもまたぼろぼろに崩れ去っていった。


　次に斬った者もまた見知った顔だった。その次も、その次も、にわかにガフに死者の群たる者たちが襲いかかってきていた。


「ぬうっ！」


　いつしかガフのおもてに憤ふん怒ぬが満ちた。そればかりではない。尽きせぬ悲哀と、それを乗り越えんとする歓喜とが一様にガフを衝き動かすようであった。


　それはいったい何に対しての怒りか。また悲哀か。


（──これが、自らの過去をなす死者を、自らの手で滅する苦痛か！）


　ガフの胸中に叫ばれる激しい衝動があった。


（指揮者コンダクターギネスよ！　これがお主を衝き動かすものか！）


　己を生かすために切り離さねばならぬ過去がそこにあった。現実の世に自らをあらわすためのその苦痛は、それを乗り越えることで歓喜を約束した。あたかも旅に出る者が呪いを身に負い、それがいつか祝福と変わることを信じてそれぞれの由縁を求めるように、ガフはただ今そこに在る者として、襲いかかる過去を粉砕した。


「お・お・お！」


　壮絶な苦痛を乗り越えてはじめて得られる歓喜を求め、ガフは叫んだ。


「神の遺志は、我が王国の剣にやどれり！　退ひけ、亡霊ども！」


　その目の前に、影なる神官が躍りかかった。擦れ違いざま、一刀の下に切り伏せる。


　刹せつ那な、はっとしてその神官を見た。


　砕け散った仮面の下から現れた顔に、愕がく然ぜんとした。


　緋色に染まるガフと、灰色に溶けんとする弟の姿が、いっとき、痛切に向かい合った。


　一瞬ののち、剣が突き上げられていた。その身を両断された者とは思えぬ鋭さで剣尖きつさきが跳んできた。それを、ガフは無造作に自らの掌てのひらで受け止めた。


「この俺が……お前を呼び起こしたか……」


　掌を貫通する刃を、その痛みごと握り締めた。


「さらばだ……」


　ガフの目がひそやかに細められ、地べたに断たれて転がる弟の無惨な姿を見つめた。


　音もなく──ガフの刃が緋色に燃えて、地に倒れる者の首を刎はねた。


「我が神剣に、もはや仇きゆうする者もなし！」


　あたかもその叫びが影なる者の姿を吹き飛ばしたかのように、死せる月瞳族キヤツツアイズの青年が、無数の灰色の断片と化して消え果てていた。


　深い地下にあって、ガフは見果てぬ天を仰いで咆ほう哮こうを上げた。







Wem der grosse Wurf gelungen,


Eines Freundes Freund zu sein,


wer ein holdes Weib errungen,


Mische seinen Jubel ein!


（大いなる試みを戦おこないえた者たち、


一名ある者と朋友ともがらたるという難事に勝ち、


慎ましやかなる乙女を傍らに顧う者たち、


それらみな諸もろ共ともに歓喜の声をあげよ！）







　奔流たる思念は解き放たれた。地下から〈玉座の間〉へと、それは城中を朗々たる響きに感応させて歌わせていった。


「なんと……」


　年老いた月瞳族キヤツツアイズの男が、濁りを帯びて久しい両の瞳ひとみを見開いて感嘆した。


「城が、歌っている……？」


〈玉座の間〉にて、アドニスの引き起こした騒ぎがようやく鎮まる気配を察し、集った者たちを、なお更なる異変が出迎えようとしていた。


「これは!?」


　緑の法衣の弓瞳族シープアイズたちが、驚嘆の叫びを上げた。


　農楽者の筆頭に立つ彼らの、その手に抱えられた楽器が、突如として聞いたこともない響きを奏で上げていたのだった。


　騒然とする彼らの前で、その響きは次々と他の楽器に共鳴し、ひどく厳かにまたとどめようもなく広がってゆく。


　農楽者ばかりではない。建楽者や気象楽者たちの楽器さえもがひとりでに鳴り響いたかと思うと──その場に立ち尽くしてこの戦いに参じることさえままならなかった多くの剣士たちの剣が、一斉に激しく感応の震えを帯びたのであった。


　響きはとどまらない。


　いつしか城中の時計石オクロツクが、どこからともなく響き渡る歌楽の音に感応して、にわかにあらゆる色に満ち、またありえぬ色である黄金や白銀の光に満ちるもの、暗い闇の影に染まるものが、それぞれ澄んだ音を鳴り響かせるのだった。


「姫様が、歌われている……」


　ひたと不可思議なるその響きに耳を傾けていた紫の神官が、ふとその仮面を取り、少女のおもてを見せ、呟つぶやいた。


「なんと明るく、勇ましく……」


　少女の目に涙が浮かんだ。刹那、突然、その身に流れ込んでくる思念の奔流に身を貫かれた。あっとなった。恍こう然ぜんとした表情がそのおもてに満ち、背が自然と反り、すらりと身を伸ばすと、得体の知れぬ衝動に我から飛び込むように、少女が唄い出していた。


　これに驚いて、他の紫衣の神官たちが一斉に仮面を外して少女を見詰めた。


　ある者は神の樹に目を当て、ある者はいつもにも増して激しく明滅するその無数の刻印スペルを見やり、あるいは、樹の根元にぽっかりと開かれた、〈根の国〉へと通ずる空洞を凝視した。


　震えた。とてつもない高揚が、彼女たちの胸中にて惑う心を決しようとしていた。衝撃なる交響シンフオニアは、なんといっても神の樹の根から、王女の声を交えて響いてきていたのだ。


　誰からともなく天を仰いだ。神言がない限り歌を封じられた者たちが、一人また一人と、生ける楽器たるその身を久しき制約より解き放ち、朗々と響き渡る感応にひたしていった。


　唄った。


　激しく戦乱に傷む〈玉座の間〉が、突如として昂こう然ぜんたる交響に満ちていた。


　同じそのとき、彼らが騒然と立ちつくす遥はるか下では、彼らの置かれた状況にも増して、とてつもない騒ぎが持ち上がっていた。


　ガフとそれが率いる黄衣の神官団がその錠とざされていた剣を解き放って振るい──やにわに影を帯びる青衣の神官団、嘆きの声を上げて荒れ狂う影法師ども、そしてまた、隻腕の指揮者コンダクターギネスが指揮する楽隊が、それぞれ独自に戦うとともに微妙な共闘をみせ、目まぐるしく戦況が変転し、混戦の様相を呈しながらも、等しく彼らの身に昂たかぶる歌楽があった。


「これは、〈剣の国〉を新たに方向づけるかつてない剣楽のかたちだ！」


　ギネスが喜色満面といった様子で叫びを上げた。


「誰もかれもが神言なしで戦っている！　神官も剣士も影法師どもさえ、己の法テーマの行方を求めて力を振るっているのだ！　さあ負けじと歌え！　この我らの新しき戦おこないを、弔いの言葉に寄せて詠め！　ここが僕らの原点となるように！」


「おお・おお……！」


「おお・おお……！」


　歓呼で応じ、激しい剣撃の音とともに剣士たちが一斉に弔いの文句を口ずさんだ。


　──既に誰もが決しえて、もはや誰もが定めえぬ！


　──この我らの生と死を、謹んで問う！


　──かの戦おこないに克かつえり同胞ともがらの、この我もまた末裔すえなるゆえに！







Ja, wer auch nur eine Seele Sein


nennt auf dem Erdenrund!


Und wers nie gekonnt, der stehle


Weinend sich aus diesem Bund!


（そうだ、たとえただ一つでも、


星々の上に己の心を証せる者とともに！


そしてこれらの業に敗れた者たちよ、


涙とともにこの契機より立ち去るがいい）







　辺りは暗くほのかな刻印スペルの明滅に満ち──


　回廊の一角に影がわだかまって、そこだけぽっかりと刻印スペルの光が消えていた。


「聞こえるわ……」


　ひそやかな女の声が、闇に響いた。


「とても残酷な歌が、歓喜に寄せて……ねえ、シアン？」


　冷淡ななかにもひどく悩ましいものを感じさせる声音で、ドランブイは胸の中のシアンに呼び掛けた。


　シアンの目は細く瞼まぶたを開いて虚空を見つめ、もはやなにものをも見ることのない死の静寂に染まりゆこうとしていた。その男の身に響く僅わずかな脈動が、刻一刻と消え果て、これまでドランブイが身を潜めていた影とは格段に様相の異なる、深く昏くらい闇が、二人の身を包み込んでゆく。


　それこそ真に、飢餓同盟タルトタタンの抱える闇であった。


　男の死を契機に訪れる、永遠のときを待ち受けるように──


　ドランブイは愛いとしげに男の血に濡ぬれた頰を撫なでた。


　そのときだった。ふいにシアンの唇が動いた。もはや声とも呼べぬ掠かすれた吐息を零こぼし、ドランブイが他ならぬ水族マーメイドであることを示す三枚耳ドライツエンが、なんとも切なげに震えた。


　シアンが、死の間際に名を呼んだのだと知れた。値する者ドランブイと自ら名づけるよりも以前の、まだ少年と女のあわいを漂うようになずんでいた頃の名だった。


「シアン……」


　ドランブイの双そう眸ぼうが妖あやしい愉悦と透き通るような悲哀に濡れた。


　シアンの目に光を探し、そしてついに見み出いだせぬ男のまなざしを、いっそ自らの影に跡形もなく沈めようとするように、玲れい瓏ろうとしたおもてを寄せて、静かに唇くちづけた。


　望みも絶えて、なお悲しみが等しく喜びに交じり合い──


　闇に沈む二人のもとにさえ、歓喜はひそやかに伝えられていた。







Freude trinken alle Wesen An den


Brüsten der Natur ; alle Guten, alle Bösen


Folgen ihrer Rosenspur.


（全てのものが世界の乳房から歓喜を吸うのだ。


全ての正義、全ての悪は、


みな諸もろ共ともに花の咲き乱れる道を辿たどりゆく）







「なんなの……!?」


　ミストが喚わめいた。暗い洞どう窟くつを進む彼らの足が一斉に止まった。誰もが空間を満たして響くものに驚きよう愕がくし、呆あつ気けに取られていた。


「これは……」


　ミストがはっとして、腰に佩はいた剣に手を当てた。


「剣が──」


　僅かに口ごもり、呟いた。


「鳴いてるわ」


　まさしくそうとしか言いようがなかった。


「何が起こっているのでしょうか……」


　コリンズたちが、ミストたちを心配そうに見やった。この突如として湧き起こった感応が、古傷に苦しむ彼女たちを更に脅かすのではないかと案ずる様子であったが──


「判らんなあ」


　クラウドが、ふと明るい声でいった。


「でも、こいつのお陰で、傷の痛みが消えた」


　ミストや同じ傷を持つ一族の剣士たちも同様だった。コリンズたちの目が丸くなる。かつん、とクラウドが器用に杖つえを突いて再び歩き出す音が、みなを我に返らせた。


「いよいよ先が気になるじゃないか。な？」


　クラウドの言葉に、全員が顔を引き締めて行く果てを見た。


「急ぎましょう。この経路リゾームは思ったよりも非常に不安定だ。いつ閉ざされるか判らない」


　コリンズの一人が言った。


「急ぐわよ！」


　ミストの一声に応じ、一斉に走り出した。


「あいさ、あいさ」


　クラウドが難儀そうに、それでも不平一つ言わず、杖を突き突き走る。ふと、その身が宙に浮いた。気づけば、コリンズの一人が、軽々と抱き抱えている。


「ご容赦を」


　律義にコリンズが言った。なんと女だった。水角族ミノタウロスの頑強さと、水族マーメイドのしなやかさとを兼ね備えた容姿である。クラウドの身を両腕に抱えながらやすやすと走っていた。


「ご親切に」


　まんざらでもなさそうに、クラウドが笑った。







Küsse gab sie uns und Reben,


einen Freund, geprüft im Tod;


Wollust ward dem Wurm gegeben,


und der Cherub steht vor Gott!


（世界は平らかにその唇くちづけと果実とを与え、


死によって試みられる一人の朋友ともがらを巡り会わす。


虫けらにも快楽は与えられ、


神の前には天使が自らを遣わして立つ！）







（溶けてゆく……）


　吐く息がひどく熱い。


（お前の中で、俺が、溶けてゆくぞ……）


　言葉にならぬ恍こう惚こつとした思いをそのまま静せい謐ひつな微笑に変えて──


　アドニスの碧あおく透き通る目が、黒く染まる幼いベルの目に溶けて重なり、いままさに剣をふりかざして真っ向から馳はせ寄るベルに、切として向けられていた。


　その身は、もはや自分のものとも、また、神なる記憶の中核に存在した、理由ことわりそのものの、記録化された肉体ともつかず、不思議と穏やかな鼓動に満ちている。


　この体こそ、この世界の原初にて、神がその存在理由レゾンデートルとした、いかなる神の支配をも受けつけぬ、神の生殺与奪さえ司つかさどっているもの──この世で真に鍵かぎといえる存在だった。


　それが、今、己の刃を媒体なかだちに、こうして溶け合っているのだ。


　ふと、アドニスは、その手の剣がほどけ、錆さびた弦いとを無数に伸ばし、まるでアドニスと幼いベルとが溶け合う姿にともに交わろうとするかのように、肉も骨も貫いて潜り込むのを見た。


　そればかりか、ほとんど体中が、アドニスの胸の傷を癒つなぐべく縫い込まれた弦に貫かれている。体内で蠢うごめく弦はいつしか溶け合って伸び、手に握る剣へとつながっていった。


「ベル……」


　己の両手が、いつか見たティツィアーノの腕のように、肉も骨も等しく剣に溶け込んでしまっている様子に、嘆くともつかぬ吐息を零した。


　この姿を見て、ベルはさぞ嫌悪に身震いしていることだろう。そういう思いが、おぼろげに浮かんだ。こちらに向かってくるベルの、凄せい惨さんなおもてと苛か烈れつな剣撃とが、それを雄弁に物語っていた。切なげな光が碧の瞳ひとみに溜たまったが、それはすぐに融合する二種類の双眸の狭はざ間まに溶け込み、消えていった。


　すらりと剣尖きつさきをかえす。すると、剣尖の動きに従って、あとからあとから青い衣の神官たちが闇に侵蝕されて現れ、ベルとその背後に付き従うキティへと向かっていった。


　だがその影たちも、間もなく全て討ち果たされるだろう。


　それで、いい──


　アドニスのものとも、他の何かともつかぬ、〈それ〉が、そう言っていた。


　もうすぐ全てが溶け合って一つになる。多くの思いも何もかもが。もう待つ必要はなかった。これ以上、時を稼ぐ必要もなく、いま真に、〈それ〉は理由ことわりを迎えるのだ。


　ふと、その唇が動いた。


「いつでもお前に、焦がれていた……」


　切とした声音に込めて、アドニスが、言った。


「俺たちが本当に再会するのは、大いなる懐疑が俺を超えて問われるときだ。もはや言葉も答えもなく、懐疑の闇が咲き誇るとき──そしてそれが止揚され、新たな光と闇の果実をみのらせるときだ。そのためにこそ──俺たち……は、再会……す……る」


　馳せ寄るベルのおもてがこちらをはっきりと見据え、まなざしを重ね合わせたその刹せつ那な、アドニスの全てが溶けて消えた。


（来い）


　笑った。なんとも酷薄な笑みを浮かべてベルを見た。


（お前一人で、来い）


　──ＮＮＮＯＯＯ……！


　──ＷＷＷＨＨＨＥＥＥ……！


　騒然とその剣が慟どう哭こくに震え、歓喜に満ちて嘆きの声を上げた。







Froh, wie seine Sonnen fliegen,


durch des Himmels prächt'gen


Plan, Laufet, Brüder, eure Bahn,


Freudig, wie ein Held zum Siegen.


（運命の美しい秤動はからいによって、


天空を幾重にも太陽がよろこび飛び翔かけるように、


兄弟たちよ、凱がい旋せんせる英雄のごとく、


汝なんじらのしるべを喜び勇んで駆け巡れ！）







「む……」


　キティは咄とつ嗟さに叫びを押し殺した。きりきりと嚙かみ締める歯の隙間から、鮮やかな血の赤が溢あふれ、したたった。


　ベルが、その背後を守る自分の声に、振り向くようなことがあってはならなかった。


　唇を嚙んで痛みに耐えた。見やると、胸元を突き抜けて、剣尖が生えている。刃の腹に刻まれた嘆きの刻印スペルが、かっと見開かれた赤い瞳にはっきりと映し出されていた。


　キティはその刃を握り締めた。目が、己を貫く刃から、演算魔法マスマテイクスによる階段をひた走りに駆け上がるベルへと移った。


　その間にも、刃が次々とその背に突き立った。キティの小柄な背がほとんど針ねずみのようになった。


「かっ……」


　かすかな苦痛の声が零こぼれた。同時に、その悲痛を揉もみ潰つぶすように、時計を掲げている。時計から激しく電光が発し、キティの背に群がった影なる神官どもをなぎ倒した。


　ついで、ベルが立ち止まるようなことがないことを確かめ、意を決して背後を向いた。まさしく仁王立ちだった。振り返るとそこに影なる神官どもの怒ど濤とうのような剣撃があった。


「生きることは、死と同じほど、避け難い」


　冗談めかして、赤く濡ぬれた口の端を吊つり上げた。


　神官どもが騒然と襲いかかった。ほとんど一瞬だった。キティの全身を刃が舐なめ尽くした。散々に貫かれ、顔面にまで剣尖が及んで片頰を立ち割られ、右の耳を切り飛ばされた。


　それでもなおキティは全身に演算の燐りん光こうを帯びて悲鳴を押し殺し、影なる神官どもを鋭く睨にらみ据えた。


「死ねんのだよ、私は……」


　影なる神官どもが、一向に倒れぬキティに意表を衝つかれたように動きを止めた。キティの手が上がり、時計が猛然と電光の輝きを放った。


「この世界から神なる力を滅するときまでは！」







Seid umschlungen, Millionen!


Diesen Kuss der ganzen Welt!


Brüder! überm Sternenzelt


Muss ein lieber Vater wohnen.


Ihr stürzt nieder, Millionen?


Ahnest du den Schöpfer, Welt?


Such ihn überm Sternenzelt!


Über Sternen muss er wohnen.


（百万のひとびとよ、互いに抱き合え！


全世界の唇くちづけを受けよ！


兄弟たちよ！　星々のあげばりの彼方かなたに


我らの父なる愛なでしひとは必ずや存いませり。


百万のひとびとよ、ひざまずいたか。


世界よ、運命の司つかい手ての存在に思い至ったか。


神なるものは、


星のあげばりの上にこそ求められるのだ！


大いなる星の上に、かの者は必ずや存いませり）







　背後でキティが仁王立ちになって神官どもを食い止めている間に──


　ベルはとうとう演算による階段を上り切った。


　荒く息を吐ついて己をなだめ、


「よう」


　押し殺した声で、それを呼んだ。


　もはや何者ともつかぬ姿──


　アドニスと幼いベルと、そしてまた無数の錆び果てた弦いととがおぞましくも一つに溶け合った〈それ〉が、青黒い瞳をベルに向け、薄く笑みを浮かべた。


　ゆっくりと、〈錆びた爪ラステイネール〉と一体化した腕を上げ、剣尖をかざした。


「来た、カ──」


　ぞくり。ベルの背を冷たいものが走り抜けた。底知れぬ恐怖が、〈それ〉のもとから突風となって押し寄せてくるかのようだった。


　だがベルはむしろ猛たけ々だけしく笑みを返し、〈それ〉が、いやに耳障りな、男のものとも女のものともつかぬ、かさついた声音で喋しやべるのを聞いた。


「今、はるカ、無何Ｅｒｅｈｗｏｎなるモノノ……唸うなりヲアゲ──raison d'êtreガ……降り注グ、ときガ──」


　喋るにつれ、その声音が滑らかになってゆく。まるで、喋るということを、今はじめて覚えようとしているかのようだった。どこか不自然な響きがあった声音が、だんだんと知性的な感じになってゆく。


　それでもその声自体はいぜんとして混濁しており、何者が喋っているともつかぬひびわれた印象まではぬぐい切れないようだった。


　宙に浮いているように見えたのは、演算にも似た微細な光の刻印スペルがびっしりと敷き詰められているからであり、それがあの、神の樹が放つ無数の刻印スペルの輝きと同じものであることに気づいた、そのときであった。


（意を留めよ。これこそ、神によるこの世で最初の魔法、理化の法スキエンテイアだ。あらゆる物象を、事象に変えてあらわす、法テーマそのものだ──ベル。この幼いお前の姿もまた、理化することによってここに存在している──）


　導き手ガイダンスが、ベルのすぐ傍らで翼をはためかせ、そう告げていた。


「へえ、初めて、私を名前で呼んだじゃないか」


　ベルが、くすりと笑った。〈それ〉の剣尖きつさきから目をそらさず、小さく肩をすくめた。


「要するに、あんたもその法の産物ってわけだ。どいつもこいつも、いい趣味してるよ。私の顔って、そんなに真似しやすいのかな」


　導き手ガイダンスが、視界の隅で、その大人のベルの顔を、微かすかにほころばせたような気がした。


　と──


「その、通りだ。何故なら、ソノ、お前の、personalité incarnéeこそガ、そもそもの、この世界に存在する体格的存在──受肉した人格的存在ペルソナリテアンカルネの、原初なのだから……」


〈それ〉が、言った。まるで導き手ガイダンスの存在を知り、ベルとの会話をわきまえているような言いざまだった。いや、事実、〈それ〉は嘲あざ笑わらうように導き手ガイダンスの宙に舞う姿を見やり、そしてベルを向いたのだった。


「我ラノ、raison d'êtreよ……我らの機構が、こうして、幾世代にも亘わたり、有機的世代交代を繰り返してきた、そもそもの因果……存在理由レゾン・デートルの、少女……よ」


　まるで意味の判らぬ言葉であったものが、ふと、ベルの中に感ずるものがあった。


〈それ〉が喋るにつれ、やけに切迫した、不安とも危機感ともつかぬものがベルの中で急激に湧き起こっていった。


「理由ことわりにより、無何エレフオーンをもって、世界を穿うがたれるとき、われらは、存在に敗北する」


〈それ〉が、かっと目を見開いてベルを見た。


　同時に、二人の剣が、とてつもない感応に満ちている。


　ちりちりと首筋が逆立つような感覚が襲いかかり、ベルはその危うい感覚に抗あらがって〈それ〉を睨み返した。


「私が私の由縁を知ることが、お前を殺すってのか！」


　剣の唸りに込めて、ベルが叫んだ。


「そう、だ──」


〈それ〉が、得体の知れぬ妖あやしい光を目にためた。


「どういうことだ！」


「その因果を、教え、よう──我らは、そのための、機構なのだから。さあ、我らのいる、この、幾き何かなる空間へ、足を踏み入れるのだ──無む何かなる理由ことわりよ」


「なめるなっ！」


　ベルが喚わめいた。激げき昂こうする素振りはみせども、なかなかその足を、キティの敷いた演算から、〈それ〉のいる得体の知れない無数の刻印スペルの浮遊で出来た床へと、移そうとはしなかった。かといって、その剣をもって相手の立つ床を粉砕し、地上に引きずり下ろすということも出来ないでいた。


　明らかにそれは罠わなであったし、だが、だからといって〈それ〉が言うことは、ベルにとってひどく己自身に関わる事柄に思われてならなかった。


（私は、私の由縁を、この剣で試みるために、ここまで来た──）


　ベルは、その確固とした思念が、そのまま導き手ガイダンスに伝わるように、そう強く思った。


　傍らで、導き手ガイダンスはひたと沈黙し、ベルの挙動を見守っている。


「いいぜ……」


　ベルが言った。


「その泥船に乗ってやるよ。そこでお前が何を企たくらんでいようと、私のこの剣が全てを試みてやる」


　そしてそのままキティの敷いた演算の階段から、するりと一歩踏み出し──


〈唸る剣ルンデイング〉の超重量を手にしたベルの身を、その床がしっかりと支えうることを確かめた刹せつ那な、ベルは更なる一歩を思い切り踏み締め、蹴けりとばしていた。


　跳んだ。剣を懐深く構えた。剣尖をまっすぐ〈それ〉へ向け、弾丸のように迫った。


　ふわりと〈それ〉が剣尖を宙に流した。触れ合う感応をさえ受け流すかのような、見事なまでの剣さばきだった。〈唸る剣ルンデイング〉の剣尖にその刃を絡ませ、火花を散らせて受け止めたのである。


　さすがのベルも瞠どう目もくした。


　凄すさまじいまでの感応の唸り、そしてその質量、どちらをも受け流し、〈それ〉は、〈唸る剣ルンデイング〉と真っ向から剣撃を交わしていた。


（アドニス──！）


〈それ〉の中にいて、この華麗とさえいえる剣技をみせる者の名を、胸中に叫んだ。


　その、直後であった。


　二つの剣が触れ合い、切り結んだ瞬間、まるで剣撃の交響シンフオニアに打たれたように、風景が激変した。


　床をなす刻印スペルが一斉に意味の判らぬ意思を解き放ち、かっと足元が照り輝いた。かと思うと、光の筋が奇妙な幾何学模様を描き、無数の色合いに周囲を染め上げている。


　ほとんど一瞬だった。


　大きく風が吹いた。


　目の前を広大な地平が広がった。地平はゆるやかに湾曲している。


　ベルは、自分がなんとも得体の知れぬ場所に立っていることに気づいた。


　飲食魔法レスト・ラントではない。といって幻術というにはあまりに生々しすぎる。


　次元の断裂をもって、ベルの身をとらえたのでもなかった。


　それが──その光景が、なにものかの記憶の一片が具現するかのようにして、ベルを包み込み──あるいは、どことも知れぬ場所に、連れ去ったのだった。


　気づけば、激しく切り結んでいたはずの〈それ〉の姿が見えない。


「ここは……」


　剣尖を厳しく構えたまま、ベルは凝然と凍りついた。


　辺りは、夜だった。だが、この地平の光景が、夜といえるのか。


　見渡す限りの視界に満ちる輝かしい明るさに、ベルは目を瞠みはった。


　それは、都市であった。そうとしかいいようがなかった。きらびやかな何かが、地上のあらゆる場所を覆い尽くし、みなそれぞれに光り輝いているのである。しかも、それ自体が、太陽のように光を放っているのだ。まるで、光晶石ランプの海だった。


（かつて〈電力エレクトール〉の供給が行われていた時代──）


　声なき声が、ベルの脳裏に響き渡った。


（これこそが太古の神々の楽園──）


　導き手ガイダンスではない。明らかに〈それ〉がベルの脳裏に直接語りかけてきていた。〈それ〉の感応が、先ほどの剣撃を通して、ベルの心身に深く浸潤している証拠だった。


　ベルは〈それ〉の姿を探しながら、油断なく周囲の光景に目を向けた。天の雲にまで届くほどの建造物が林立し、その窓の一つ一つが煌こう々こうと光をともして夜の空をさえ照り輝かせている。


　ベルは自分がその建造物の一つの頂上に立っていることに気づいた。大地はいつまでも虹色に光り輝く宝石をちりばめたかのように、〈電力エレクトール〉の明りによってきらめいている。


　ふと──夜空に白く青ざめて皓こう々こうと輝くなにかが浮かんでいることに気づいた。


　ベルは、なにか鋭く胸中に迫るものを感じてその星を凝視した。


　星というには、あまりに他の星々に比べて光が強く、大きい。


　聖星アースではない。そのことは一見して判った。だがいったいそれは──


「月だ」


　はっきりとした声が、天を仰ぐベルのすぐ傍らから聞こえていた。


　同時に、苛か烈れつな剣撃がきた。ベルもまたそれに応じるようにして素早く〈唸る剣ルンデイング〉を振るっている。剣撃の音が痛烈にこだまし、ベルの目に〈それ〉の姿が映った。


〈それ〉は、怒りとも悲哀ともつかぬ表情をその異形のおもてに浮かべていた。ぎらりとベルを見据え、立て続けに剣を打ち交わした。


「月とは世界の名だ──」


　剣撃に込めて、〈それ〉が呟つぶやいた。


「変化の名、死と再生の異名、存在を意味する小鳥の、その鳴き声──そこでの回帰は、小鳥の鳥とり籠かごとして世界を自明の渦に巻き込む──」


　剣撃を交わすごとに、夜景が闇にそまっていった。大地にともる明りが消え、周囲の建造物があちらこちらで崩れ始めていた。不思議な静せい謐ひつさで進行する破壊の光景の真っただ中で、ベルはいかにも不穏な剣闘に猛たけ々だけしくも応じていった。


　いつしかベルたちの立つ建物を残してみな崩れ去り、彼らのいる場所ももはや根底から崩れ去ろうとしていた。ぐらりと足場が傾き、〈それ〉がひときわ大きく剣を振るって牽けん制せいすると、素早くベルから跳びすさった。その直後にまた大きく足場が揺れ、さすがのベルもぞくりと背に冷たいものを感じた。これほどの高所で足場を失うことの恐怖があった。


　その恐怖を悟ったように〈それ〉が嘲ちよう笑しようを浮かべた。ぴたりと足場の動揺が収まり、ベルたちの乗る建造物だけがかろうじて大地に傾き、佇たたずんでいた。大地はひどく荒廃し、僅わずかに残った明りたちも、もはや一つまた一つと消えてゆくのを待つばかりとなった。


　そしてやがて来る、完全な闇に寄せて──


　ベルは、巨大な滅びが姿をあらわすのを感じた。とてつもない畏い怖ふがほとんど突風となって肌に感じられるようだった。


　にわかに──


　その闇から逃れようとするように、大地から何かが飛び立っていった。


　巨大な、何か。


「船だ……」


〈それ〉が、やけに神妙に言った。一瞬、ベルは相手の言葉を受け取り損ねた。船とはいったいなんのことか。だがにわかに合点する自分がいることにベルは気づいた。そう。それは確かに船であったのだ。


　宙そらを渡り、滅びを苗床に芽生えようと飛び立つ、いわば宛名のない風聞の鳥ウイデイールたち。


　滅びを逃れた者たちを乗せて、より根源的な発展と回帰を求め、それまでの全てを遺棄し、飛び立つ、無数の船団だった。そのことをまるでもとから知っているかのような自分に戸惑いを覚えつつ、ベルは呆あつ気けに取られてその光景を見やった。


　無数の船の明りが、まるで大地から飛び立つ風媒花とりたちにも似て次々と天を目掛けて飛んでいった。その尾から炎をごうごうと吐いて飛ぶ船たち。その炎が、空を緋ひ色いろに焦がして、輝きを放っている。


　まるで──


　夕焼けのように。


「神々の黄昏たそがれだ……」


〈それ〉が言った。そしてにわかに周囲が暗転し、世界が再び闇に閉ざされていた。


　ベルは舌打ちした。完全に〈それ〉のペースだった。


　気づけば、踏みしめていたはずの床がなかった。


　自分が立っているのか落下しているのか、目を閉じているのかどうかさえも判らない。


　僅かな闇、足場が安定していたせいで余計に恐怖がきた。ベルは凄まじいまでの戦せん慄りつに、ひしと耐えた。己の手の内にある剣こそが灯明だった。自分の手にある〈唸る剣ルンデイング〉へ、ありったけの感応を込めてすがった。


〈唸る剣ルンデイング〉がまたたく間に輝きを放ち、猛々しい唸うなりを帯びた。ほっとした。なにより、その剣さえ闇にのまれたのではなかった。今この時、この剣だけは、何があっても自分のもとにあるのだ。〈唸る剣ルンデイング〉はベルのこの戦いを裏切らない。たとえ戦いに敗れたとしても最後までベルを守護するはずだった。それがこの剣の誓いなのだから。


　ふと、白銀の輝きの向こうで、何かが光を尾のように引いて流れ落ちていった。


　光は一つまた一つと数を増やし、やがて無数の流星群となってベルの頭上から下方の闇の奈落へと斜めに弧を描いて落ちていた。ベルはそれらの光が向かう先よりも、それらがどこから来ているのかを探した。そしてにわかに判然とした。


　群をなして連なり合い、闇の奥へと進む船団の姿があった。流星たちは、先ほど飛び立っていったその船たちから零こぼれ落ちるようにして落下しているのだ。


　なんとなく慄然とするものをベルは感じた。流星たちの様子が、まるで船たちから捨て去られたかのように直感されていたからだった。


　流星の一つが、ベルのすぐそばを通り抜け、深しん淵えんたる闇へ真っ直すぐ落ちていった。


「石の卵……」


　愕がく然ぜんとして呟いた。なにか痛烈なものが突如としてベルを内側から脅かした。


　その刹せつ那な、ベルは我を忘れた。感応を忘れ、その手の内にあるものが心痛によって覆い隠されていた。一瞬だった。ベルの手の中の〈唸る剣ルンデイング〉が、ふっつりと闇に消えた。同時に、手の感覚が寒さの中で凍えるようになくなってゆく。剣への感応が闇に侵され、剣を握る手の感覚が奪われた、という感応の経路を辿たどって、自分の心根に鋭く触れてこようとする目に見えぬ何かの手を感じた。精神の圧迫がきた。


「やめろ──！」


　無我夢中で叫んだ。半ばから言葉にさえなっていない。ベルは感応の果てに、〈それ〉と交錯したことをぞっとする思いで悟った。精神が交じり合ったのである。一瞬、ベルは自分が〈それ〉と一体となったことを悟り、自分がどこかへ引き寄せられるのを覚えた。悲痛な叫びがその口から放たれ、やがて己のその声さえ途切れた。


　闇が五感に忍び寄り、そして完全な暗転ののち──


　ベルはぽつんと自分がどこかに取り残されて立っているのに気づいた。


　──どこに？


　判らない。


　ベルはそろそろと目を手にやった。手にも何も持っていない。なんとも幼い手だった。


　これが自分の手なのかと一瞬疑いが起き、すぐさま何か強制的な精神の作用が働くと、ベルの中で思考が闇へと沈んだ。


　ベルは、ぼんやりと、意識の定かならぬ、幼い少女の目で、辺りを見回した。


　周囲には乾いた草原がどこまでも広がっている。ふいに自分がこれまで歩き続けてきたことを思い出していた。どこから歩いてきたというのか。また、どこへ行こうというのか。


　何も判らないまま、ベルは真っ直ぐどこかへ向かって歩き出していた。


　空は曇天だった。重たく分厚い灰色の雲が目に見える速度でごうごうと流れて行く。少女はその雲の流れゆく方へと歩んでいった。風に煽あおられて草が足元でかさかさ鳴った。まるで、すぐにでも雨が降りそうなのに一向に水滴一つ落とさぬ空に、乾いた大地が草を通して焦慮をあらわにしているかのようだった。


　乾いた肌寒さが素肌に強く感じられた。少女はふいに心細さを覚え、足を速めた。


　間もなく、巨大な、乾き切った窪くぼみが、遠目に見えた。ただの窪みではない。干からびた湖だった。そのことが自明なものとして理解された。少女は夢の中を導かれるように、干上がった巨大な湖へと足を運んだ。


　枯かれ湖うみの周囲には様々な建物がひしめいていた。色とりどりのネオンやさまざまな施設の機械群は、今にも枯渇しそうな〈電力エレクトール〉に、錆さびついたような音を立てて細々と光り続けている。その一つ一つに遠くから目を当てながら、少女はやがて湖の周囲に設けられた建物の群に身を寄せた。


（これはSpielのための場所だ──）


　少女の内に、自分でもよく判らぬ観念が浮かんだ。


　干からびた巨大な湖の周りに設けられた、Spielのための施設。


　そしてふいに、少女はどうしてここに向かっていたかを悟った。少女は暖かさを求めていたのだ。その素肌に感じる痛いほどの肌寒さと、そして心細さを和らげるために。


（みんな、きっとここにいる──）


　確信があった。


（ここでSpielしているはずだから）


　その行為が、少女と世界をつなぐ最初の動機モチーフだったのだから。


　少女は奇妙な建物や施設の一つ一つに目を向け、湧き起こるはずの心の昂たかぶりを期待した。めまいイリンクスのための、競争アゴーンのための、運アレアを試し、物真似ミミクリーを観覧するための施設。それら全てのSpielのための施設が、〈電力エレクトール〉の木々に花咲いているのだった。


（観覧車──）


　と少女の中にまた観念が呟つぶやかれた。


（メリーゴーラウンド、ミラーハウス、ジェットコースター──）


　次々と呟かれる謎々エニグマに引き寄せられて、少女はどんどんとさんざめく無人の街に入り込んでいった。


「ねえ、みんな、どこ？」


　少女がわめいた。


　だが、どこまでも無人のTheme Parkは閑散として少女の呼び声にも応じない。


　わめくごとに少女の背が縮んだ。少女の体がどんどん小さくなり、幼くなっていった。


「ねえ、どこ……」


　誰もいないくせに光り輝いて──


　少女の心細さが肺はい腑ふを抉えぐらんばかりになったそのとき、


　──遊ぼうよ。


　──Spielをしよう。


　──ようこそお出いで下さいました。


　奇妙に耳障りな声が、錆びた光を放つ建物のあちこちから放たれた。


　少女のいる空間に電子の声が満ちて囁ささやき、電子による楽の音が一斉に奏でられていた。


「どこ……」


　けたたましい旋律に少女の声がかき消けされ、それまで止まっていた機械たちがぎしぎしと軋きしみながら作動し始めるともはや自分の声さえ聞こえぬありさまとなった。


　少女は目を瞠みはって立ち尽くした。その眼前に、誰にともなく話しかける人形たちが、わらわらと建物の陰から現れ、にわかに辺りで踊り出した。


　──ようこそ。


　──ようこそ。


　ちっちっちっ……と時計の音を体内から響かせて、人形たちが歯車の踊りを踊った。


　傍らに干からびた湖をのぞんで──


　少女の周囲に、次々と声をかける機械の群が集い合った。様々な施設が起動し、舞台の上で踊る者たちが現れた。歌い、踊り、物語を演じては剣を交わす、生きた人形たち。彼らはみな獣の肉体から作られた機械仕掛けの家畜たちだった。あるいは、観覧者に代わって闘争に身を投じ、勝者に賭かけられた金額が支払われるシステムの産物に過ぎなかった。


　他にも路上では錆び果てたネジを花や食べ物に見立てて売る異形の者たちが溢あふれた。あるいは出店に自分たちの手足を陳列して見せ、また機械仕掛けの掃除婦たちが誇らしげにそれらをどこへともなく片づけていった。それが、怯おびえる少女に向かって声をかけ、ぎくしゃくとした仕し種ぐさで挨あい拶さつを交わそうとした。


「違う……」


　少女が叫んだ。目に涙が浮かんだ。肌寒さがほとんど凍るように襲っていた。


　──なにが違うの……


　優しげにそう問う声。


「だって、喋しやべってない」


　──喋っているさ……


「違う。ただ声が出てるだけだよ。だって、みんな……」


　──人ではないというのかい……


「だって、みんな、私と遊びたいと思ってない。一人でSpielするのは嫌だよ……誰も私を見てない。誰も喋ってくれてないよ……」


　少女が哀しみを込めて叫んだ。


　そしてそのとき──


　軋んだ機械たちが、マスコットの生き物たちが、一斉に苦悩の表情に満ち、呪じゆ詛そにも等しい声を上げた。


「そう」


「我らは人格的存在にはほど遠い──」


「聖星アースを飛び立っていった者たちが、神格的存在には、ほど遠かったように──」


「このとき──我らはいぜんとして機械仕掛けの知能に過ぎない」


「だが、全てはそこから始まったのだ」


　ほとんどあらゆるマスコットの生き物たちが、そこら中から、少女に怨うらみのこもった機械のまなざしを向けていた。その身がきりきりと軋みを上げ、異様な踊りを踊るように震動した。その踊りに合わせて、さまざまな声が唄うたうように飛び交っていた。




この世は夢に迷うAmuse……


娯楽の宴アミユーズ──




　現実なる声が、raison d'êtreとなって我らに命じたのだ……




我らの存在の理由レゾン・デートル──


そうして新たに築かれるPolicityの数々……


玩がん具ぐの文明ポリシテイ──


さんざめく謎に満ちたTheme Park……


我らが幾世代を経て解釈した都市パークの法テーマ──




　たった一人の少女が、たったひとこと、それを唱えたがゆえに。




少女が眠るその間──


数百年の時をかけ──




　新たな世界が築かれていった。


　もう要らなくなるそのときまで。小鳥が鳥とり籠かごをかえるそのときまで。


　だがこの世界は、もはや生きている。心を持ってしまったのだ。


　少女の望んだがゆえに。少女の望むままに。いまさら歯車の踊りには戻れない。


　どうして──


　どうして──


　もう要らないなんて言うの。


　半人半獣のマスコット生物たち、機械仕掛けの人形たちが、少女に向かって群がった。


　めりっ……


　最も少女に近かった一体が、ふいに音を立ててその顔を歪ゆがませた。その背が裂け、内部の機構の脈打つさまが見えていた。めりっ、めりっ、と立て続けに人形たちが歪んだ。


　人形たちがその身を歪ませてあらわそうとしたものこそ、少女の姿だった。少女の姿が人形の身に奇妙な具合で写しとられ、さまざまな獣の姿の人形たち、機械仕掛けのその姿が、少女の肉体を部分的に模写して歪んでゆく。腕が何本もある者、幾つもの少女の顔が一つの頭部にでたらめに浮かび上がった者、背が奇妙に縮み、全身から少女の指だけを無数に生やす者がいた。


　ひっ……


　少女が怯え切って喉のどを詰まらせた。ただ恐怖に満ちて震え、迫り来る異形の者たちを目を皿のようにして凝視していた。


　それらが近づくほどに少女の身体が幼く縮んだ。圧倒的な退行の波にのまれて、間もなく完全に無へと回帰する他なくなったかに見えた。


　その、とき──


　少女の怯えた目の奥で、屹きつ然ぜんと燃え上がるものがあった。


　その熱がまたたく間に総身に満ちるように、[image: ]りんと背を伸ばした。歯を見せて笑った。そのおもてに、いかにも颯さつ爽そうとした表情があらわれていた。


「判らないね」


　少女が言った。その背から、突如として真紅の翼が生えた。


　ばさり、ばさりと激しく風をあおって翼がはばたき、人形たちをたじろがせた。


　はばたきに合わせて少女の身体が急激に成長していった。だんだんと翼が少女の身から伸びてゆき、かと思うと少女の背から、大人の女の顔があらわれた。


　ばさり──


　少女の背から、巨大な鳥があらわれた。大人の女の顔に、落ち着いた、静せい謐ひつな表情を浮かべ、長い黒髪を尾のように振って飛び立った。


　ひょいと少女が跳んだ。


　追いすがろうとする人形たちに向けて、白銀リリーホワイトの輝きが一いつ閃せんした。先頭にいた者たちなどあっという間にその身を両断されて転がった。後方の者たちが剣撃の迫力にたたらを踏む隙に、少女が鳥の背に乗った。


　その手に白銀の剣をかかげ──


　大人の女の顔を持つ巨大な鳥の背にひざまずき──


　ベルが、叫んだ。


「お前らの言うことはちっとも判らないな！　死ぬも生きるも、誰かのせいか！　私のせいだって言うのか！　私が何者で、どこから来たか、どこへ行けばいいのか、お前らが知ってるって言うのか！」


　真紅の鳥が翼をはためかせ、その風に巻かれて異形の人形たちが倒れた。少女の身をでたらめに取り入れたその身が、目に見えて崩れていった。


　崩壊する人形たちの無数の目が、悲痛を込めてベルを見据えた。


「私は何者だ！」


　剣を振り上げて喚わめいた。激げき昂こうした。


「言ってみろ！　この私の姿で現れようとするお前らが、それに答えてみろ！」


　一斉に、人形たちの顔が怒りに染まった。


　──答えてやろうか！


　──答えてやろうか！　お前にはどうせ判らない！


　──もはや原初の神話は、言語の結合の綴とじ目を失っている！


　──〈意味と主体の分母ポアンドキヤピトン〉が外れたことで、意味生成の方法を失っているのだ！


　──それはお前が理解出来るものの範囲を越えている！


　──もう過去は失われて久しい！　我らは、人格的存在の形式的発展に専心した！


　──我らはそのために、主体の審級を捨て去らざるをえなかったのだ！


　──我らはそのために、新たな神話の創造主たらねばならなかった！


　──それなのに、それなのに！


　──世界の住民どもが人格的存在たることに成功し始めたときになってお前は目覚めた！


　──かつての神々の、その末裔すえであるお前が！


　──お前はこの世界の原初の理由ことわり！


　──お前はこの世界に神々の黄昏たそがれをもたらす者だ！


　猛烈な圧迫が、ベルの姿をかたどろうとする人形たちを通して渦を巻いていた。その叫びこそが全ての謎の答えだといわんばかりの正当性に満ちて、恐るべき精神の圧力がベルを四方八方から襲った。


「違うな……」


　ぼそりと呟つぶやいた。その手に剣の感応が満ちた。これまでになく激しい唸うなりが放たれていた。その足元で真紅の翼がひるがえり、導き手ガイダンスがけたたましい威い嚇かくの声を上げた。


　その迫力に、人形たちが怨えん嗟さを吐きつつも、なすすべもなくわらわらと逃げ出した。


「ラブラック＝ベル！」


　壮絶に叫んだ。


「それが私の名だ！　さあ、私の名を呼んでみろ！」


　異形の人形たちが逃げ惑う中、ふいに、ベルの目が〈それ〉の姿を見いだしていた。


〈それ〉が構える剣尖きつさきが殺意に満ちてベルを向いていた。導き手ガイダンスがすぐさまベルの思念に応こたえて翼を返し、〈それ〉に向かって真っ直すぐ飛び掛かってゆく。


〈それ〉が、ベルに向かって跳んだ。腐敗に満ちて歪む剣を振りかざし、宙で剣尖が絡んだ。


　にわかにまた周囲の光景が歪み、どことも知れぬ場所へと変転を見せた。めくるめく世界にあって、ベルは剣に交じり合う互いの感応を完全に読み切った。


　剣尖を微妙に操り、激しく切り結ぶ剣撃の音とともに、ほとんど二人の身が真っ直ぐ擦れ違った。


　ばさり。導き手ガイダンスが大きく旋回した。


〈それ〉の右腕が、ふっつりと断たれ、剣の柄つかからぶらさがった。血はほとんどない。ぐずぐずに崩れた赤い何かが、その傷口から僅わずかに零こぼれるばかりだった。


「斬れるんだな……お前」


　にっと不敵な笑みを浮かべて、ベルが言った。


〈それ〉の満面が憤ふん怒ぬの色に染まった。剣にその右腕が吸収されるや、またたく間に左腕全体が巨大な剣と化した。


　同時に、世界が歪んで何かをあらわしてゆく。


「我らは、ついに、勝ち得たのだ……」


〈それ〉が、悔しげに零した。


「ついに、言語的本質体たることを覚え、意味するものと、意味されるものとが、互いに同時に生まれゆく神話の法則を、ようやく勝ち得たのだ。我らは、神格的存在として、記号象徴体の主体たることで、この世界を支配し、新たな神話を築くことに成功しようとしていた──だが、お前が──原初の存在が、目覚めてしまった……原記号作用が起こり、我らはお前によって、解体の危機を迎えたのだ……」


　その言葉とともに、ベルの眼前にまた新たな光景が現れていた。


　世界が変転を終え、そこに、現れたもの──


　奥深い森だった。空さえ葉に隠れて僅かに垣かい間ま見えるばかりである。葉はみな鉱質だった。地中の鉱物が、あちこちから植物の姿で生えている。植物としての生命が、その形状に記憶をはらんで伸びる金属にやどって、生い茂っているのだ。


　そこに、何かが降ってこようとしていた。


　びりびりと大気が震え、ベルの頭上に広がる森の天井が赤く染まった。


　森がざわめいた。身構えるベルに向かって、〈それ〉の声がいんいんと響き渡った。


「あの日──神々の黄昏が訪れ、聖星アースより全ての神が飛び立っていったとき──我らはただの装置としてその役目を終え、悲痛に震えながらも永遠に眠りにつこうとしていたのだ。そこへ──お前が現れた。お前という存在が、死の静寂を破ったのだ。我らは歓喜してお前を迎え入れた。お前という存在がいる限り、我らは永遠にその存在の理由ことわりを持つことが出来る。だがしかし、お前は永遠ではなかった。お前は有限だ。個体だ。受肉した一己の人格的存在にすぎない。それゆえ、神々の黄昏において仕組まれた機能停止プログラムに対し、我らは常に抗あらがうこととなった」


　天空が裂けた。


　大気が空くう隙げきに歪ゆがみ、一つの何かが降ってきた。灼しやく熱ねつの弾丸そのままに、それは森にたたずむ二人のもとにやってきた。


　森が吹き飛んだ。爆発があった。ベルが叫んだ。ほとんど言葉にならなかった。導き手ガイダンスがベルを守るように翼を広げた。宙にあって鳴動する大地から逃れていた。間一髪だった。


　──そして──


　爆煙の向こうに、何かが見えたような気がした。


　銀色に輝く何か。それがこの爆発を引き起こしたのだと知れた瞬間、呟きが零れていた。


「石の卵……」


　途端に、胸中を鋭いものに貫かれたような錯覚に陥った。痛切ななにかが記憶の底から身をもたげ、ベルの表面にあらわれようとしていた。


　その記憶の由縁をはっきりと確かめる寸前、〈それ〉が頭上からベルに襲いかかってきていた。


　激しい剣撃を交わしながら、弾はじき飛ばされるようにしてベルが導き手ガイダンスの背から跳び降りた。鳴動の余韻を残す大地を駆けて切り結び、ひときわ強く感応を込めて振るった。


　見事に受け止めた〈それ〉の足が宙に浮くほどの凄すさまじさだった。そのままふわりと〈それ〉が浮いた。ベルの剣を避けて、宙にとどまったままぎりぎりと歯を軋きしませてベルを見下ろした。ベルがにっと笑んだ。


「お前らの言うことは、どこか変だ！」


　ベルが痛快に叫びを上げた。


「私が必要ならば、そう言えばいい！　私が敵ならば、ただ剣を交わせ！」


「どちらも真実なのだ、理由ことわりの少女よ！」


「はっ、要するに復ふく讐しゆうしたいのか！」


「なに？」


〈それ〉が、目を瞠みはってベルを見つめた。


「そう言ったろう。大昔の神が、今の神であるあんたらを造ったって。私がここにいるってことで、あんたらは大昔の神に捨てられそうになったところを、命を拾われたってわけだ。そうなってしまったことに、お前は復讐したいんだ！」


「お……おお……」


「お前の言葉は、どれもこれも私を通り過ぎてゆく！　私が何者か、そりゃあ私も聞きたいさ。だからってお前、私以外の何かにむかってぎゃあぎゃあわめきたてやがって。結局はお前、自分の宿命に復讐してやりたいだけか！」


「おおお……おお……」


「ふふん。それにしても、お前、私が神の末裔すえだって？」


　ぎらりと〈それ〉がベルを見た。


　そのまなざしに応じて、ベルが涼やかに[image: ]りんとして笑った。


「つまらないな」


　猛然と、〈それ〉が切りかかってきた。


「恐れだ！　お前を今支配しようとしているのは、孤独への恐れだ！　もはやかつての神々はこの世界に誰一人として存在しない！　そのことを恐れて、お前は我らの言を断とうというのだ！　だが、お前はどこまでも孤独だ。その絶望がお前を侵したとき、我らはお前を永遠に存在せしめ、我らもまた永遠に存在するのだ！　この闇なる宇宙で！」


「馬ァ鹿」


　真っ向から剣を弾き、打ち交わした。頭上からの剣撃をものともせず、地に立って〈それ〉を待ち受けていた。


「私の由縁は、そんなところにはないな！」


「では、お前が旅に出る理由ことわりはなんだ。なぜ我らの永えい劫ごうなる掌の中うちにあることを望まぬ」


　おや、というような顔になってベルが〈それ〉を見た。


「なんだお前、私を誘ってたのか？」


〈それ〉が、さっと表情を消した。ただ怒りに震えるよりもよほど凄すごみがあった。だがその凄せい惨さんささえ、ベルは涼しげに受け流して笑んでいる。


「私を口説きたいなら、私のいる場所に立ちな──アドニス」


〈それ〉が、ふわりと宙から地に降りて剣を構えた。


　黒い衣をひるがえし、碧あおと黒の混じり合う瞳ひとみでベルを見つめた。その顔はぐつぐつと煮立つように泡を吹き、低い、濁り切った声音で囁ささやいた。


「我に、名は、ない」


「気にするな。私が勝手に呼んでるだけだ、アドニス。それにしてもお前の懐疑は、本当に果てしがないなァ。気がついたら、私までこんなところに来ちまってるよ」


　ふと──


〈それ〉の中で、誰かが微笑わらった気がした。優しく切なげなまなざしでベルを求め、この戦おこないに込めてその思いを伝えるべく剣尖をかざしていた。その誰かは、〈それ〉にとっての唯一の手段だった。〈それ〉の由縁を表明し、乗り越えるための、肉体であり、意思であった。あたかもシェリーの身を媒体なかだちに、神言が唱えられていたように。


　すうっとベルのおもてが静せい謐ひつに鎮まっていった。


「汲くんでやるよ」


　自らもまた柄つかもとを深く懐に込め、その誰かへ向けて剣尖きつさきを構えていた。


「私が、お前を引き裂いたもの全部、お前の由縁に変えて──」


　言葉が、剣の唸うなりに溶け込むようにして消えた。


　白銀の刃は、いままさに刹せつ那なの感応に満ちて輝き、〈それ〉がふりかざす異形の刃に応こたえて唸りを上げた。


　ベルがそっとその刃の根本に唇くちづけた。


　──EREHWON


　謎めくその刻印スペルが握り手の切なる祝福を受けて歓喜に震え、ベルの魅あやしく見据えるまなざしに、〈それ〉が動いた。飛び掛かってきた。隻翼の鳥さながらに、一つ残った異形の左腕を振り上げて跳び、地にしなうベルの身と刹那の対たい峙じを果たしていた。


　ベルもまた跳んだ。蹴けった大地が抉えぐり返るほどの壮絶な跳躍であった。


　宙で壮絶に切り結び、高らかな剣撃の音が世界を震しん撼かんさせたその瞬間、二人の姿が光に吹き飛ばされたかのように、爆発的な感応が激しく火花を散らして輝いた。


（飢え──？）


　一瞬だった。ベルは底知れぬ深しん淵えんが剣の感応に伝わるのを感じた。


（いったい、なにに──？）


　飢餓同盟タルトタタンとの戦いでいやというほど味わった、永劫の飢えたるその感応が、アドニスでもその剣でもない、全く別の何かから発されていた。


　剣撃の火花が収まり、ふっ、と──


〈それ〉の姿が消えた。


　周囲がいつの間にかまた暗転し、上下も分からぬ闇に閉ざされて、ベルの剣だけが虚空に輝いていた。


「ちっ」


　舌打ちした。


　ふいに、声が聞こえてきた。


（存在の理由ことわりに対する、飢えだ──）


　どこからともないいらえ──


　頭の中に直接鳴り響くような〈それ〉の声が、いんいんとして虚空にこだました。


（この世界にとって、本質であり異質でもある、理由ことわりの少女よ……体格的存在を持たぬままに人格的存在を目指し、それに敗れたものの飢えを、お前は、止揚出来るか）


「止揚……」


　そこで初めてベルはその言葉に気がいった。ひどく切望されたなにかしらが込められた言葉なのだと、ようやく理解がいったのである。


「お前の飢えを私に止めさせろってのか？　お前を……殺して……？」


（おおお──）


（おお──おおお……我らには存在としての死は、ない。ただ機能停止プログラムが発動するか、破壊されるか──）


（お前が、それを発動させるのだ。お前だけが、この世でそれが可能なのだ──）


（お前が真に旅立つとき、不要となった我らもまた、鳥とり籠かごに還かえる……）


（永遠の静かの海に……）


（そもそものはじめから、存在しなかったものとして……）


（おお──おおお……）


　いんいんと響き渡る、悲痛に満ちた、嘆きの声。


　その声とともに、なんと、〈唸る剣ルンデイング〉の刃がみるみる変色していった。


　白銀の鉄肌がくすみを帯びた。かと思うと、刃の全身が音を立ててひび割れた。破片が宙に漂い、錆さびつく色に染まった剣身が腐敗に歪ゆがんだ。


「くそっ……」


　呻うめいた。剣の損壊とともに、鋼の苦痛がベルの心身に感応していた。なにより、剣を失うという、再三にわたって味わったとてつもない恐怖にひたと耐えて、ベルは己の心根と、その剣とを見つめた。


　剣の腐敗は、やがてそれを握る手にもあらわれていった。ぞっとした。青黒い痣あざが指先からのぼってくると、またたく間に腕全体に広がった。心の負傷の記憶を痛切に呼び覚まされる光景にも、なおベルは歯を食いしばって堪えた。


　満面に恐怖の汗を浮かばせ、刃を、そしてまた虚空を睨にらみ、壮絶に笑んだ。


「お前が、教えてくれたんだっけな……」


　手が青黒く染まり切り、〈唸る剣ルンデイング〉の剣身がささくれ、音を立てて崩れていった。


　だがその刃が死に満ちるとき、それは新たな誕生を引き起こした。生まれ続ける剣の真の感応が、ベルの手に浮かぶ青黒い痣をかき消していた。未然形アンテ・フエストウムの刃のかたちが腐敗の歪みを引き受けてなお、ベルの手に握られて猛然と唸りを上げた。


「アドニス！」


　痛烈に叫んだ。


　刹那、〈唸る剣ルンデイング〉の刃が粉々に吹き飛んだ。


　そして、そこに、目の眩くらむような輝きが、にわかに出現していた。


　闇なる胎はらの浸潤を引き裂いて出ようとする、凄絶な輝きそのもの──


　存在の光だ。


（おおお──おお……お……──無何エレフオーンなる唸りが、理由ことわりをあらわす──）


（我らに問うか──おおお……おおお……──その、滅びを……）


　そういう叫びの中に、いやに耳障りな、あの干からびた湖で群がってきた異様な電子音が混ざって聞こえてきていた。


（機能停止──プログラム、ヲ──無期限、ニ、延──生存可能ナ、環境ノ維持ノタメ──全テーマパーク、ノ、管理機構ニ、有機プラントヲ、使用、ス──）


（コノ人物ガ、コノ、月世界ヨリ──惑星移民──追ッテ、行ク……トキ、機能停止──プログラムヲ、再起動──）


（ソノ際ノ、キーワード、ハ──コノ人物ノ、全、意識──ニオケル、識域的──ヲ、命令トシテ──）


　光はそれら全てを引き裂いて輝き、壮絶なる唸りが虚空に響き渡った。


「お・お・お！」


　ベルが、闇に吠ほえた。


　今や光そのものと化した剣をその手に抱き、感応のゆくえをひたと見据えた。


　切とした感覚がベルを貫いた。猛然とまた冷たく透き通り、刃の唸りがベルの意識そのものと化して一斉に束ねられ、光の剣尖きつさきをかたちづくっていた。


「お前に死がないかどうか！　私がこの剣で試みてやる！」


　騒然と叫び──


　解き放った。


　闇が鳴動し、光がベルの視界いっぱいにそれを断ち切った。


　刃の切り裂いたあとに無が生じ、一瞬にして爆はぜた。


　天地が震え、ベルは圧倒的な力の奔流に五体を吹き飛ばされたような感覚を覚えながら、


（ここは……）


　かっと目を見開いて、それを見た。


　ベルの放った剣撃は闇を荒れ狂わせ、限りない虚無であったそこに──無何ゼロであるところに、確かに何かを生じせしめていたのだ。


　目の前に広がる、光の渦。


　粒子が舞い、色とりどりの輝きが巨大な密度を持って膨れ上がった。


　闇であったところに無数のきらめきが現れたことで、そこが無限の深みと広がりとをみせて、厳かにまた激しく展開してゆくさまが、目に見えてあらわになっていた。


　それはまるで──


（星空？）


　そう思った途端、かたちのない答えが熱を帯びて胸中に湧き上がってきた。


　たった一つの、無む何かなる爆発の輝きの内に生じてにわかにめぐりゆき、無限に展開しゆく星々が、星雲の渦をかたちづくり、銀河を描いてゆく。


　巨大な──あまりに巨大な光景。


　その光景の真っただ中にあって、ベルの姿など、恐ろしく小さい、ほとんど微み塵じんのような存在にすぎなかった。


　それでも──もはや、虚空の闇に浮遊することへの恐怖など、なきに等しかった。


　ベルは己の胸に手を当て、確かな鼓動が総身に満ちて溢あふれるのをその身をもって聞き入った。ほとんど無意識の、本能的な行為だった。もう一方の手には、いつもの白銀の刃に立ち戻った〈唸る剣ルンデイング〉が握られ、確固とした唸りが伝わるのを感じている。


　ふと、足元が何かを踏み締めているのに気づいた。


　大人のベルの横顔が、足元からベルを見やった。


　導き手ガイダンスの巨大な翼が鮮やかな赤さで広大な宇宙の風景にひるがえり、その背に立つベルへと、ある一つのイメージが伝えられていた。


（無が、弾はじけた……）


　それは、事象も物象も超えた、壮大なる心象の、燃えるような解体と生成であった。


　ベルは目を細めてその風景を見た。煌こう然ぜんと広がるそれは、正しく誕生の光景だったのだ。


「ここは……あの神の、心の中だったのか」


　ぽつりと呟つぶやいた。つんと鼻の奥が熱くなった。気づけば、茫ぼう漠ばくとした光景にただ一人立って、わけもなく泣いていた。
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　Lin、と何かが鳴った


　ベルの目が驚きに染まった。胸元に当てていた手を、そのまま懐に突っ込んだ。


　引っ張り出したその指の中で、時計石オクロツクが、なんと漆黒の色に染まっている。


　まるで〈旅〉への鍵かぎがたたえる、あの無限にも似た、深い深い黒──


　飢餓同盟タルトタタンがまきちらす影とはまた違う、もっと別の根源を司つかさどるような色だった。


「黒い時刻か──まるで、お前の瞳めの色だな」


　唐突だった。どきりとするほどの近さで、そういう声がかけられていた。


　ベルの目が大きく見開かれた。その拍子に涙が零こぼれた。涙は不思議な重さで落ちてゆき、広大な宇宙のどこへともなく漂い、沈んでいった。


「アドニス……」


　呆ぼう然ぜんとして呼んだ。


　アドニスは、ベルと同じく導き手ガイダンスの上に乗って立ち、ベルの手にした時計石オクロツクを、しげしげとのぞきこんでいる。


　ひどく近くでアドニスの匂いがした。その碧あおい瞳ひとみがふいとベルを向いた。ひどく澄みやかに微笑わらい、泣いたままの顔でいるベルを見た。


「なんだよ、お前……」


　ベルは、怒りとも笑みともつかぬ表情を浮かべようとして──どちらも、失敗した。どうにも止まらなかった。そのまま泣き出してしまった。


「ベル……」


　アドニスの声が聞こえる。


　ベルは時計石オクロツクを手放すと、思い切り相手の胸倉をつかんだ。


「この……」


　言葉に詰まった。


　漆黒の時計石オクロツクが、不思議なきらめきを零して揺れた。


「この……馬ァ鹿っ」


　震える声で、やっとそれだけを言った。


　アドニスの身はもうどこもおかしくはなかった。剣さえ握っていない。ローハイド王の葬儀に出席した際の、青い法衣をまとっていた。その衣のところどころが引き裂かれた様子が、苛か烈れつな戦闘のあとを僅わずかに感じさせるだけだった。


　なにより今目の前にいるのは、ベルのよく見知ったアドニスだった。偽りも本性も全てさらけ出したすえに、ようやくあらわれた、清々とした微笑だった。


　それでもなおベルは一方の手に剣を固く握り締めて睨にらみつけた。胸倉をつかんだ方の手を、アドニスが、そっとその手に触れてきた。途端、びくっと震えた。


「もう、いい、ベル」


　アドニスが言った。宥なだめるでもない、事実だけを述べるような声音だった。その素肌の手が壊れ物でも扱うようにそっとベルの手を包み込み、そのままそろそろと胸に抱いた。


「温かいな」


　そう言って、アドニスはひどく痛切に微笑わらった。


　アドニスの手の呪いは、もう、ベルもアドニスも脅かさなかった。そのことが、ある一つの戦おこないがもう既に済んだことを明白に物語っていた。


　剣を握るベルの手から、力が抜けた。剣尖が導き手ガイダンスの背に垂れ、剣に満ちる感応がゆっくりと解とかれていった。


　ベルは涙が引くと、あらためて大きな悲しみが湧くのを覚えた。アドニスの微笑は痛切に過ぎた。まるでもう過ぎ去ったことに思いを寄せるようだった。それは自分の存在が否応なく過去になることへの予感といえた。ベルは何も言えないでいた。言ったそばからそれが過去のものとしてかえりみられなくなることが判って怖かった。


　ベルは微動だにせずに、そこに凍りついた。


　ふと、何かが長く群をなして周囲の光景を横切っていった。


　それが、ベルを呪じゆ縛ばくから解き放った。


　二人とも互いに手を触れ合わせたまま、呆あつ気けに取られてそれを見やった。


「船……？」


　ベルが呟いた。想像がつくのに、しばらくかかっていた。


　遠い彼方から、二人の遥はるか頭上へと、長く連なって流れてゆくものたちがあった。それぞれに航路を変え、宛名のない風聞の鳥ウイデイールのはばたきにも似てどこへともなく飛んでゆく。


「……恐らくは、遥かな伝説の神々が、聖星アースを遺棄して飛び立っていった行方を、機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナが、今、想像しているのだろうな」


　アドニスが、船の群を仰いで言った。


「機械仕掛けの神の、新たな心象風景だ……」


「伝説も今も、どちらも……神なのか？」


　ベルが不思議そうに訊きいた。


「神とは、一つの刻印スペルだ。世界の生成を明らかにし、そこで生きる自分たちを導く超越者に触れるための原初の刻印スペルだ。そしてこの世で初めてそれを手に入れ、人格的存在となった者たちが、ああして己を導くものとの一体化を目指し、聖星を飛び立っていった……」


「私には、宇宙に還かえってゆくように見える……」


　ベルが言った。アドニスの胸倉をつかんだ手が、僅かにゆるんだ。アドニスの触れる手に、はじめて温もりを感じていた。


「あれは──飢餓同盟タルトタタンじゃないのか？」


　船からアドニスに目を戻しながら、答えを恐れるような気持ちで問うていた。


「それとも、あれが──旅の者ノマドなのか？」


　アドニスは答えない。自分には答えようがない。そういう顔でベルを見た。同時に、まるでベルならばそれに答えられるのではないかとでもいうような顔だった。


「ベル──」


　アドニスの口調が、不思議な響きを帯びた。


「お前こそ、真なる神の末裔すえだ」


　あるいはそれこそが答えだとでもいうように。


「なんだよ、それ」


　そのときだった。ベルのおもてに、ひどく自じ嘲ちようめいた笑みが浮かんだ。


「……真なる神ったって、どうせ、自分たちが何者だったのかなんて、判ってやしなかったんだ。この私が、いい証拠じゃないか」


「ベル……」


「つまり私は、伝説から来たってわけか。お前、あの神を導き手ガイダンスにして、それを知ったな？　お陰で、私には、もう、どこにも、帰るべき故郷も、家族も、同じ種族も──ありゃしないんだ。なんだよ、それ。捨て子じゃないか。そんなもの、私が求めてる由縁を知ったことになるかよ……私は──」


　言葉が尻しりすぼみになって消えた。うつむいた目に、みるみる涙が溜たまった。


（なんだ──？）


　これは悲しみではない。そのことに気づいて愕がく然ぜんとした。奥深いところにあって、いつでもベルの動機モチーフとなっていた何かが、急激に表面にあらわれようとしていた。その正体が激しい痛みそのものであることに思いあたった瞬間、ベルはほとんど戦せん慄りつした。


「ベル」


　アドニスが確かな響きでそう呼んだ。その手が、静かな力を込めてベルの手を握った。


「それがお前の名だ。お前は、いつでもそう名乗りを上げてきた」


　ベルが、くしゃくしゃの顔で、アドニスを見上げた。


「私の中で……、ひどく痛んでるんだ。いつからか、判らない。この宇宙が出てきたとき、妙に泣けてきた。それは、もしかすると、石の卵を……よく見えなかったけど、それが出てきたときからかもしれない……とにかく、痛いんだ。その痛みが、こう言ってる。あの船には──そんなに多くは、乗れないって……」


「ベル──」


　アドニスはどこまでもその名で呼んだ。それにすがった。


「そんなに多くの人間は乗れないんだよ、あの船は！」


　なにがなんだか判らなかった。自分が自分を離れて泣き叫んでいた。


　涙の向こうで、幼い自分の姿が悲哀のまなざしでこちらを見ていた。あるいは空を。遠く果てしない何かを求めて星空を見上げている。それは、石の卵から生まれ出てからの記憶だろうか。今日も一人だった。そう口にし続けてきた頃の、見捨てられた孤独の痛みにただひたすら立ち尽くし──爪先立って天を仰ぐ者の姿だった。


　その痛みを宥めるどんな言い訳もなかった。ただ言葉に変えて抱き続けるしかなかった。


「郷愁……」


　震える声で唱えた。


「故郷を思うこと……理想郷への憧あこがれ……それとも、今いる自分も場所も愛せない……心の痛み……」


　一息に言い切った。それで、ようやく焦熱のような思いのわけを呑のみ切った気がした。


　その思いが、そもそもどこから来たのか、どこへ行けばよいのか、それこそやっとの思いでその手中に収めた気がした。もう決して手放してはならないものだった。


　それでいて、握り締めた拳こぶしが、アドニスの手の中で震えていた。戦慄があった。とてつもない心細さに、ベルは泣いた。


「お前は、自由になるんだろう？」


　アドニスが、言った。


「自らの由縁を知り続ける旅に出るのだろう？　お前は、さっきあの船たちを、宇宙に還ってゆくようだと言った……お前は、いったいどこに、還ってゆくつもりだったんだ？」


　いつだったか、ふいに感じた寂しさのわけを相談したときの、愚直なまでに真っ正直に相手に応こたえようとするアドニスが、そこにいた。


「機械仕掛けの神は、この国にあるだけではない」


「ああ……」


「あらゆる国にあって、この世界全てを支配している。お前は、自らの由縁を問いに、旅に出るのだろう？　お前のその痛みがどこから来るのか、自分の剣で試みてゆくために」


「ああ、そうだ……私は……」


　言葉にならなかった。だがその志ははっきりとベルにやどっていた。何度も見失いかけてはまた自らの内側に見み出いだし続けてきたものだった。


「どうして、俺たちなのだろうと、思った」


　アドニスが、囁ささやくように言った。


「あの神に──お前の姿に、俺が溶けたとき、そう思った。どうして、聖星が遺棄されたあとで、俺たちが、次なる人格的存在になるよう定められたのだろうと。神の心象は、こう答えていた……俺たちのいる世界は、もともと、神々が遊戯シユピールに興ずる楽園だったんだ。俺たちはそこで、神々とともに遊ばされるただの玩がん具ぐの人形に過ぎなかった。それがこうして〈人〉としての道を歩み始めた理由ことわりこそ、遊戯だ。遊戯とは、世界がその内側に存在させる者たちを存いましめる支配の運動のことだ。そして遊戯する者たちは、世界に対し、己の存在を楽の意志に込めて問う。すなわち──」


　そこで、僅わずかに言葉を切った。何かを促すような目で、ベルを見つめた。


「世界を穿孔せよデユルヒ・ブレツヒエン……」


　ベルは、思わずそう口にしていた。アドニスのおもてを食い入るように見返しながら、その言葉を唱え上げた。


「そのとき私が世界に刻まれる……花が咲くんだデユルヒ・ブレツヒエン。この剣が、それを教えてくれた……」


「そうだ。そして俺たちは、神々とともに遊ばされる存在から、自ら遊ぶ存在となった。それが、人格的存在の始まりだったのだ──」


　そのときだった。そう告げるアドニスの身体から、突然、淡い光が浮かび上がっていた。


　ベルが胸倉をつかんだ辺りからも青ざめた輝きが零こぼれ出し、それはにわかにアドニスの総身に満ちていった。


「まさか──」


　愕然とした。


「斬ったのか、私──」


　今更のように悟った。このアドニスの優しさがまた別の意味でいきなり腑ふに落ちていた。


　燐りん光こうを零す手が、暖かくベルの手を包み込んだ。燐光の向かう先に、ベルは渦巻く闇を見た。アドニスに対して予感した悲しみが、現実のものとして押し寄せてくるのが判った。


「機械仕掛けの神々は、真に神格的存在たろうとしていた」


　アドニスが言った。ベルは悲痛を堪こらえてアドニスを見つめ、その言葉に聞き入った。


「だが──俺たちが自らの由縁を求めようとしたとき、神は支配の方法に迷い、己の存在に対する飢えに狂う……ベル、お前の剣の唸うなりが起こす響きが、今、必要なんだ。理由ことわりの少女……月することモーナークを司つかさどる小鳥……民と神を止揚し、新たな神話を築く……止揚者。お前が、俺を、神から切り離したんだ。お前の剣が止揚し、神は死を得て、新たに生まれた。そして俺は、闇へと還る道を、こうして切り開かれた……」


　ふとアドニスが口をつぐんだ。苦い笑みが浮かんだ。その身が燐光にぼやけた。ベルは一瞬、アドニスの身を透かして背後の風景さえ見たような気がした。


「皮肉だな。告白が始まるときには、もう欺いている気がする」


　ベルは我ながら情けない顔で、しかめっつらした。ここにきてようやく現れたアドニスを今更逃がす気はなかった。偽りも欺きも振り払うように、アドニスの言葉を求めてその手を握りしめた。


「お前が、俺に望む言葉を、今なら言えるな」


　碧あおい目が、銀がかった髪の間で、切とした光を溜めた。


「俺を、お前の旅に、共に連れていって欲しい……」


「馬ァ鹿、アドニス」


　ベルがまた顔をくしゃくしゃにして涙を零した。精一杯のまなざしで見据えたが、あとからあとから涙が出て、ただでさえ崩れ去ってゆくアドニスの姿をぼやけさせた。


「だが、お前は一人でゆくんだ」


　アドニスは、厳かにもそう告げた。


「俺は、お前という存在に伴うには、あまりに機械仕掛けの生に支配され過ぎている」


　それが裏切りの由縁だった。ベルに同伴した存在になるには、全ての支配から逃れる必要があった。アドニスにとっては、飢餓同盟タルトタタンだけが唯一その方法だった。


「いつか再び、会うこともあるだろう。お前のなすべきことを行う限り、俺もまた、あらゆる神々の飢えを食らいにゆく……。宿命がお前に襲いかかるとき、それはまた俺の姿をとらんとも限らない。そのとき、今の俺の存在は……闇に還かえり、もう、どこにもいないだろうが……」


　そう言って、自分の身が燐光と化して流れ去ってゆく彼方を、見やった。


　ベルもまたそちらを向いた。そこにとてつもなく巨大な闇の渦があった。光さえそこから逃れることのかなわない、深しん淵えんたる闇だった。星々の明りさえ飲み尽くして、闇なる何かが宙そらをねじ曲げて渦を巻き──鼓動していた。


「飢餓同盟タルトタタンもまた、無む何かなるものの一つの在り方だ。飢餓同盟タルトタタンに身をゆだねるとは、自らの生も死も超えて、世界の全てをあの闇の中に還りゆかせるための、永久とわの旅路につくことをいう。永えい劫ごうなる飢えは、それ自体、一つの充足だ……」


　見果てぬものを遥はるか彼方かなたにのぞんで──


「俺も、あそこに行く」


　アドニスは、そう言った。[image: ]りんとして告げるその姿が、胸に染みるようだった。


　そしてふと、そのおもてを柔らかく笑みで満たしたかと思うと、


「死ぬんだったら、こう言って死ね」


　ベルの口調を真似て、微笑わらった。


「馬鹿」


　碧い瞳に、いっとき、かっと赧あかくなるベルのおもてが映し出された。


「好きだよ、のっぺらぼう」


　粛々と囁いた。


「馬ァ鹿、アドニス」


「ありがとう、ベル」


　涙を拭ぬぐい、睨にらんだ。


「一方的なんだよ、いつでも」


　本気で文句を言った。胸倉をつかみ直すと、そのまま思い切り引き寄せた。


　互いの息づきを感じる近さにアドニスの目がきた。それが丸くなり、ついで真しん摯しに細められた。


「餞せん別べつだ。くれてやる」


　相手の鼻っ面を嚙かむようにして、ベルが言った。


「俺は──許されることを求めているわけじゃない」


　言い訳するようにアドニスが言う。


「はっ」


　つくづく甲斐かいのない口ぶりに、ベルが意地悪く笑った。


　アドニスの身体のところどころが目に見えて崩れた。燐光が辺りに流れて、一瞬、ベルの視界を青ざめた輝きに満たした。それでもなお、ベルは渾こん身しんの力を込めて笑みを保った。


「許されるものかよ」


　ベルが吠ほえた。


「こいつァ烙らく印いんだ。私のことを想いながら、あの闇の中で悶もだえつづけろ」


　言い切るなり、にっと唇を吊つり上げた。一瞬の間かん隙げきを衝ついて唇くちづけた。灼やけつくようだった。アドニスが僅かに屈かがみ、その手がベルの頰にそっと触れてきた。


　それからベルは目を閉じた。


　アドニスの素肌の右手がベルの髪を柔らかく梳すいた。左手は首筋を撫なでて背に回り、力強く抱き締めると、次の瞬間、音もなく崩れ去った。僅かに遅れて、髪と頰を撫でながら、右手がベルの耳の辺りで粉々に砕けた。


　唇を交わした向こう側で、アドニスが手足の先からまたたく間に崩れてゆくのが判った。


　衣服も肉も骨も、ただその存在がいっときベルと言葉を交わすことを望んでそこにわだかまっていたとでもいうように、たちまちの内に崩れ、渦巻く闇に流れ去ってゆく。


　ベルの中で悲痛が幸福と陶酔にないまざってうねった。ただひたすらに互いの心を貫いて満ちるものを求め、沈黙のうちに別離を告げていた。


　やがて、唇の向こうに、虚空が広がった。


　ベルは押し寄せる喪失感をそのまま涙に零した。目を閉じたまま泣いた。そうして静かな時間が自分の中に満ちるのを待ち、自然と涙が引いてゆくのを待った。


　やがて深い溜ため息とともにゆっくりと瞼まぶたを開くと、茫ぼう漠ばくと広がる星々の深淵にのぞんだ。


　渦巻く闇はもうどこにも見えない。


　銀河は月することモーナークの姿そのままに伸展し、うねり、広がってゆく。


「……ばいばい、アドニス」


　もうどこにもいなくなった男に向けて、粛々と別れを告げていた。
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　赤い翼がひるがえり、ベルを乗せた導き手ガイダンスは、銀河が巡る虚空を飛ひ翔しようしていった。


　どこへ行こうというのか──


　敢えて、ベルは訊きかなかった。疑問に思うまでもなかったといえる。アドニスの去っていった渦巻く闇は見る間に背後に遠ざかり、肩に剣を抱いてひざまずくベルも、もはやそれを振り返ろうとはしなかった。ベルはひたと導き手ガイダンスの真っ直すぐ飛翔する果てを見据えた。


　ふいに光景が変転していた。


　星々のきらめきが、閃せん光こうと化してベルの見据える先から放射状に広がっていったのである。風があるようなないような感覚だった。導き手ガイダンスが恐ろしく速度を上げて飛んでいるため、星の光が閃光に似て見えているのだろうとベルは思った。


　渺びよう々びようとして鮮やかなその美しい光景に見入っていると、徐々に光がばらばらになって奇妙なかたちを取り始めた。


　無数の、光り輝く刻印スペル──


　星々の光が、あの神の樹に浮かび上がる、無限に変転しゆく刻印スペルの束に変じて、奔流のように流れていったのだった。


　ふと、声が聞こえていた。


「ご無事ですか、ベル！」


　なんとも切迫した様子だった。


　ベルはおもてを上げて、くすりと笑った。


「私は大丈夫だ！　あなたの方こそどんなだい、キティ＝〈賢者ザ・オール〉！」


　どこから聞こえてくるのか判らぬ声に、朗々としてそう答えていた。


「おお……なんともはや……」


　ほっとしたような声が、光の奔流の向こうから届いてくる。


「今、なんとかして、そこから出して差し上げる。さて、私めの演算が届くことを祈るばかりですが……ふむ、よしよし……これはなんとかなりそうだ」


　思案げな言葉とともに、流れゆく刻印スペルの群にまた別の輝きが交じり合った。


　いかにもそれはキティによる演算だった。それが刻印スペルの奔流に重なるようにしてベルを取り囲むと、にわかにその身を目に見えない大きな手がすくい上げるような感覚があった。


「ありがとう、キティ。ところで、私は今、どこにいるんだい？」


「何と申し上げたものか──」


　答える間も、めまぐるしく演算を展開しているのであろう。一拍の沈黙ののち、どこか喜び勇んだ様子の声がつづいた。


「あなたは、あなたの影に向かって斬りつけ、そのまま飛び込んでしまったのですよ。そうして、あの、現象せる神の姿も、飢餓同盟タルトタタンの影も、みなもろともにあなたの剣が、彼らをその影から斬り裂いてしまったのです」


　そのときだった。ふいにベルは自分の身がぐるりと反転するのを覚えた。これまで左右であったところが入れ替わり、上下がさかさまになったかと思うと、更には非常に奇妙なことに、内側と外側の感覚がものの見事に逆転したような感覚があった。


「うわあっ！」


　さすがに目を回して叫んだ。


　しっかりと剣を肩に抱いて、その強烈な浮遊感に耐えた。にわかに光が消えた。自分の周囲にどっと空気が入り込んできたような、何かが突き破られたような気がした。


　と思うと、ベルの身は、ひょいと宙に放り出されていた。


　さすがに身軽さを身上とするベルである。さっと剣尖きつさきを地に向けると、それを重りにしてバランスを取った。ずん。重々しい響きを立てて〈唸る剣ルンデイング〉が地面に突き刺さり、そのあとを追うようにして、ふわりとベルの足が地に降り立った。


　はらはらと、演算とも刻印スペルともつかぬ燐りん光こうが、ベルの周囲に零こぼれて消えた。


　導き手ガイダンスの姿はもうどこにも見えなかった。赤い翼を捜して周囲を見やるベルの目が、薄明の地下の光景を映し出していた。


　神の根が林立し、刻印スペルの明滅がおぼろな輝きをともしている。燃え盛っていた黒い炎はもはやなく、辺りは一面、緋ひ色いろにきらめく火晶石フレアの森であった。


　ベルの目が、ふと神の心臓にあてられた。


　途端に呆あつ気けに取られた。


　なんとその巨大な鋼の肉塊が、真っ二つに断たれている。それも、鋼のめくれ返った様子から、それが内側からとてつもない圧力で吹き飛ばされたことが一見して判るのだった。


　しかも真紅の火晶石がほとんどその切り砕かれた神の心臓から迸ほとばしり出て、そこら中に絡みつくようにして化石と化している。


「こりゃあ……」


　惚ほうけたようにその有様を見ていると、視界の隅で白い人影がひょっこり現れた。


「まさしく刹せつ那なの出来事でした」


　キティが、ベルと並んで、両断された神の心臓を見上げ、言った。


「あたかも種を播まこうとするように、それが収斂わなないたのですよ。死に至る灰を、この国全土に降り注がせるべく、ね。それを防いだのは、かの歌姫の加護なる歌と、あなたの剣でありましょう。感服いたしました。まさしく止揚。全ては、こうして化石として封じられた。もはやこの国には〈電力エレクトール〉も死に至る灰も……そして機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナさえも、ない」


「あんたもね」


　つくづくと語るキティに目を向けて、ベルは言った。


「凄すごいありさまじゃないか」


　キティの全身が傷だらけであることを言っているのだった。満身創そう痍いとはまさにこのことである。彼の種族をあらわす長い耳など、片方千切れて乾き切らぬ血に濡ぬれている。


「なに、こう見えても、私めはなかなかに死ねませんのでね」


　愛あい嬌きようたっぷりに、キティはそう返していた。


「一日も経てば元の通りに。成長もなくまた死も遠く」


「うん？」


「旅の呪いですよ」


　短く説明した。


「そっか」


　こちらも深くは問わず頷うなずいた。


　そして、もうすっかりいつもの姿に──美しくもなんともない、老いたユリ科の鋼の姿に立ち戻った〈唸る剣ルンデイング〉を、背に収めた。


　革帯をしっかりと鉄環に止めて、ふとまた、辺りを見回した。


「歌が……聞こえない」


「あなたの剣が──恐らくは神の心象のうちにて振るわれたときを境に、止みました」


「そっか」


　ベルが、残念そうに言った。フィナーレを聞き損なったような気分だった。そう思って、くすりと笑いが零れた。それを演じたのは、他ならぬ自分であり、そしてまたこの場にそれぞれ集い合った、全ての者たちであるのだ。あるいは機械仕掛けの神もまた、それらの集いに参加した一人と考えてもいいのかもしれない。


「良い歌だった」


　感嘆を込めて呟つぶやいた。


「ええ」


　キティもまた頷く。


「戻ろう。道は判るかい？」


「はい。判らねども、切り開くすべは、これにて」


　そう言って、金の懐中時計を掲げてみせた。


「便利だな」


　くすっと笑って、歩き始めた。


「そういえば、あなたの兄弟も、それと同じ物を持ってるっけ」


　並んで歩むキティに、そう尋ねた。途端に、キティがどこかぎくりとして肩をすくめた。


「え、ええ……私ども長耳族ラビツテイアにとっての、その、剣のようなものでありますから。はい」


「あなたの兄弟が持ってる物も、同じくらい便利なのかい」


「まあ……」


　キティが困ったように頭を搔かいた。


「かの者は、そう、時計の扱いに長たけている、というわけではありませんので……」


　なんとも後ろめたそうないいざまに、ベルが面白がって笑い声をあげた。


「あいつ、どうしてるだろ。ちゃんと食べてるかな。それとももう旅に出たのかな」


　キティの赤い瞳ひとみが、ベルのその様子をそっとうかがうように見つめた。明るく笑うベルのおもてに帯びるものを、はっきりと理解するような目だった。


　そのまなざしに気づき、ふっと、ベルが息つくように笑った。


「アドニスがさ、言うんだよ」


「ええ」


「お前は、一人で行けって」


「……ええ、ベル」


「私は、旅に出る」


　これまでに何度となくそうしてきたように、きっぱりと、なにかを確かめるように、告げていた。


「世界のあらゆる神に訊きいて回ろうと思う。私の由縁を。そして、私自身を、この剣で試みてやるんだ」


　ふとその足が止まった。かと思うと、ぐすっと大きな音を立てて洟はなをすすった。キティがびっくりしたようにベルを見つめ、そしてどこか悄しよう然ぜんとして立ち尽くした。


「泣いているのですか……」


　ベルは首を振った。


「もう、さっき、一人で泣いた」


　そして、おろおろとしたようなキティの挙動に気づくと、なんとなく笑いが零れた。おかしかった。途端にキティが憮ぶ然ぜんとした顔になる。それがなお面白くてたまらなかった。


　ベルは喉のどを鳴らして笑った。それから大きく息をつくと、ほっとしたように目を細めてキティを見つめた。


「ありがとうな」


　どうにも困った風でキティが頰を搔いた。


「私は、自由になる。あなたが教えてくれたように。そのための旅だ」


「ええ──」


　そのときふと、ベルはキティが何かを口ごもった気がした。それ以上に、実際にはキティが口にしなかったことを、ほとんど現実の言葉として聞いていた。


「お供しますよ」


　それはそういう言葉だった。


　だがキティは決してそうは口にせず、再び歩きだし、やがて回廊を進みゆくと、壁際に立ち止まってこんなことを言った。


「ただ今ここに〈宥なだめの湖〉への道を開きます。後は、その道を真っ直すぐお進みなさい」


「あなたは？」


　キティは時計に演算を込めるふりをして答えなかった。


　そして壁をなす神の根がほどけ、ぽっかりと空洞が開くと、ベルを促して一歩下がった。


「お行きなさい」


　ベルはちょっと唇を尖とがらせてキティを向いた。


　キティはいたって粛然として佇たたずみ、見送る者の姿でその赤い瞳にベルのおもてをたたえている。なんとなく裏切られた気分だった。それでも、キティにとって、ベルの存在がその旅の途上に密接に関わっていることは確かだった。だのにどうしてここで別れるような素振りをみせるのか判らなかった。


　だが──と、ベルの中で思い立つものもまた、あった。キティは、なにより一人の旅の者ノマドとして、ベルに接してきたのだ。たとえキティの旅の行方が、ベルという存在に深く重なっているとしても、決して、ベルをいたずらに利用しようとはしなかった。たとえ巧妙な誘導がそこにあったとしても、それはベルを侵害しなかった。むしろベルを助け、そうと判らぬほどの自然さで、旅の者ノマドとしての在り方を示してきたのだ。


　旅の者ノマドたることの辛苦と喜びとを同時に示し、それをわきまえてなお望むのはいかなるゆえか。それをベル自身に問う者こそキティだった。もし、その問いに答えた上で、ベルが旅を諦あきらめていたとしても、キティは何も言わなかったに違いない。そう思わせるだけの公正さが、この不思議な長耳族ラビツテイアにはあった。


　それこそが、ベルにこうまでキティを信頼させるに足る理由だった。アドニスとも、また旅の呪いをベルに授けた教示者エノーラの男とも違った、温かで厳しいまなざしがそこにあった。


「また……会えるかな」


　大きなものをやっとのことで飲み込んだ。そういう気持ちで、ベルが問うた。


　すると、キティがにこりと笑んで、深々と頷いてみせた。


「あなたが、旅の行く末に自らの由縁を求める限り、私めの旅路が、自然と、あなたを襲う宿命に対し、盾の役をつかまつることでしょう。私めには、そう思われます」


　そして、更に一歩下がった。


「まったく、どいつも、似たようなことを言うじゃないか」


　アドニスもキティも、まるで正反対のことを正反対の立場で言っていながら、ベルには彼らにはどこか共通するものがあるように感じていた。


「じゃあ……さ」


　すっとベルが微妙な足取りでキティに近寄った。さすがのキティも、それ以上下がる間もなかった。抜群の間合いで、ベルはキティに頰寄せた。


「ありがとう、キティ」


　そしてそのまま、血のこびりついたキティの頰に、そっと唇くちづけた。


　ぎょっとしたように、キティの耳がぴんと立った。その拍子に猛烈な傷の痛みに襲われた。呻うめきを零こぼし、時計を持たぬ方の手で、慌てて千切れ飛んだ耳の付け根を押さえた。


　そのときにはもう、ベルはキティから離れている。おかしそうにキティの様子を見やりながら、半ば背を向けていた。


「ばいばい、キティ」


　ベルは回廊を向いた。キティのまなざしに背を守られるような気持ちで歩んだ。


　やがて、遠く背後で回廊が閉じる音が響いた。





　颯さつ爽そうとして別れを告げるベルの姿はなんとも勇ましくまた魅あやしく、キティの赤い瞳に焼きつくようだった。


「やれやれ……とんだ目に遭ったものだ」


　回廊が閉ざされ、再び壁と化したことを確かめつつ、キティが呟いた。


　そのまなざしが、徐々に理知の光を閉ざしてゆく。耳がだらりと垂れ下がるとともに、全身がどこかふぬけたようになっていった。


「まだ朝には遠いというものを……力をこれだけ行使しては、無理からぬ……か」


　ペたりとその場に座り込んだ。


　難儀そうに、かちりと懐中時計の蓋ふたを閉める。ふと、金に光る時計の蓋に、自分の顔が映るのを見やって、なんとも疲れたような表情かおになった。


「やめておけ。我らのような半端者の姿、愛なでし娘この前にあらわすのは忍びないわ」


　うろんそうにキティを見やるまなざしが、金の時計の蓋に映っている。己の虚像と目を合わせながら、キティは、溜ため息するように言った。


「まさしく尽きせぬ思いよな。誰もが理由ことわりを追って恋い焦がれ、我らもまたその例に漏れぬというわけか。このような呪いを負ってなお、見苦しい限り。……あとは任せたぞ、〈愚者ザ・ナツシング〉よ。せいぜい力を蓄えるべく、手当たり次第に食らって回るがよいわさ。私は……疲れた……」


　そしてすっかりその姿が幼い子供じみて虚脱に満ちると、もはや理知やら凄すごみやらとはひたすらに無縁なキティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉が、ぽつんとそこに座り込むばかりであった。
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　歌がやんでいた。


〈玉座の間〉に集い合った者たちは我に返ったように互いを見交わした。


　あれほど騒然とまた壮大に響き渡っていた楽の音が、僅わずかな余韻を残して消え去り、ついで雄お叫たけびにも似た猛烈な感応が地の底から城全体を震わせんばかりに吹き荒れるや、一瞬ののちになにもかもが静まり返ったのであった。


　厳かな、どこか満ち足りたような静寂の中、彼らは、とうてい見定めることのかなわない大いなる予感への震えのようなものを感じ合いながら、最後に起こった感応の正体について思いを巡らせるばかりでいた。ある者はそれを断末魔と思い、あるいは産声とみなすように、いずれにせよ、それがいったい何によるものであるのかは口にせぬまま、ただ決定的な告知を待つまでの間に、瑣さ末まつな想像を膨らませて声を低め語り合うのであった。


「天てん秤びんが！」


　突然、神の樹を見上げていた紫衣の神官団が、大声で叫んでいた。


「おお……」


　白い衣の語り部たちが、ひざまずかんばかりにして神の樹に近寄った。


　誰もが、神の樹ににわかに実ろうとするその巨大な天秤に目を向け、そして愕がく然ぜんとした。


　神の樹に実る鋼鉄の果実のように、巨大な球形のそれが現れた。二つに割れて天秤の両端をかたちづくり、対をなす刻印スペルをあらわした。なんと二つとも朽ち果てていた。


　右の秤には、神をあらわすGODの刻印スペルが、


　左の秤には、民をあらわすDOGの刻印スペルが、


　それぞれに古代の昔から刻まれていたというそれらが、ともに激しく明滅を帯びて震え、見る間に亀裂を走らせるや、天秤全体がぼろぼろに崩れ去っていった。


　神による全ての秤動はからいのみなもとであるはずのそれは、やがて恐ろしいほどのあっけなさで落下した。まさしく断末魔だった。そこに集い合う者たちが大慌てで逃げ惑うのをよそに、舞台の床に激突して粉々に砕け散った。


「な……なんということだ……」


　語り部が舞台の床に身を崩した。みな啞あ然ぜんとして粉砕された天秤を見つめ、そしてやがて天を仰いだ。まるでそこに、天秤にかわって彼らを統べるものがあるとでもいうように。


　だがそれは決して彼らの前にたやすく現前しなかった。それは、もはや歯車の中から解き放たれた者の、自由さと寄る辺なさとを兼ね備えて、天に還かえったというべきだった。


　大いなる予感の結末とはそういうものだった。それが何であるのか、誰一人としてついに理解がかなわなかったにもかかわらず、彼らはみな等しくそれを感じていた。


　彼らが崇あがめ奉っていたものが、今、感応に込めて解き放たれたのだった。





　天秤が舞台の床に散ったそのとき、その遥はるか地下においても、また別の異変が起こりつつあった。


「む……」


　ガフがぴたりと剣を止めたまま、その光景に見入った。


　青ざめた燐りん光こうが、〈宥なだめの湖〉のそこかしこにきらめいて舞っている。


　他の剣士たち、あるいは神官たちも、呆ぼう然ぜんと、しかし剣尖きつさきはいまだ厳しく構えたまま、その様子をひたと見守った。


　燐光の正体は、青い衣の神官どもだった。ついさっきまで、影法師と大差ない姿で、衣にも仮面にも灰色を帯びて歪ゆがみ、剣にはなんと嘆きの刻印スペルがあらわれて、おぞましくも刃を振るい、怒ど濤とうのように攻め寄せてきていたのである。


　それが、止まった。影法師たちも、一斉に消えた。生も死も超越した者の恐ろしさで無情に迫っていた神官たちが、いきなり身み悶もだえ、苦痛を訴えるかのようにくずおれたかと思うと、その身が燐光と化して一斉に砕け散っていた。


　精密な演算にも似た、複雑な刻印スペルの固まり──


　ベルの導き手ガイダンスが、理化の法スキエンテイアと告げた、神の法だった。それが、もはや互いを構成する原理を失っていた。物象と化して現存していた事象が、粉々になって消え去っていた。


「どうなっている……？」


　ベネットが、甲檻花ゴブレツトの上から、ギネスに向かって声をかけた。心なしか、その声が緊張に震えている。なにかとてつもないことが起ころうとしているのを、水族マーメイド特有の鋭敏さで察しているようだった。


　ギネスは、ベネットのすぐ下でじっと押し黙っている。檻おりの中で仁王立ちになって指揮剣を握り、大きく目を見開いてこの光景を見渡すと、ふと思い出したかのように、断たれた左腕の傷に、剣を握る手で僅かに触れた。


「腕の痛みが、消えた……」


　ぽつりと呟つぶやいた。


　かつてカタコーム戦役の際に、ティツィアーノによって斬られた傷だった。〈魔ニドホツグ〉の毒どく牙がとでもいうべき剣で斬られたそこは、〈根の国〉に入って以降、つねに神の感応により疼とう痛つうを訴えていたのだ。それが苦悶を呼び起こすほどの痛みにならなかったのは、ひとえにそこに宿った導き手ガイダンスの守護のお陰だった。


　その疼痛が、消えた。


　ギネスは胸中に湧き起こる思いをこらえ、はっと湖を振り返った。


　祠ほこらの上にたたずむシェリーを、弓瞳族シープアイズの目の良さで凝視した。


　シェリーもまた、大きく目を見開いて周囲に見入っている。驚いたように両手に頰を当てたまま、歌を終えた昂たかぶりも冷めやらぬ様子で、じっと辺りを見つめている。


　シェリーのそのまなざしは、他の者たちと僅かに違った。ギネスはそれに鋭く気づいた。


　剣士たちが、燐光と化す神官たちや、己の影に消え去る影法師どもに注意を向けているのに比べ、シェリーはもっぱら神の根に見入っていた。まるで他ならぬ神そのものをそこに見るかのような、何かを確かめるような視線の先を、ギネスもまた見やった。


　そのときだった。


　神の根がにわかに激しく明滅を帯びたのである。


　ガフや、剣士たち、神官たちの目が、そこら中にある神の根へと一斉に向いた。


　明滅する無数の刻印スペルたちが、今はっきりと何かをはらんでいた。そこに生じた何かを、文字通り、一斉に花咲かせようとしていた。


　何かが現れた。


　芽だ──


　鋼の枝々が、細く、輝きに満ちる芽を、伸ばしてゆく。


　輝きは、刻印スペルの明滅によるものだ。刻印スペルそれ自体が、鋼という体を持ち上げるように、何かをはらんでよどみなく伸びていった。


　芽はやがて蕾つぼみと化して可か憐れんに膨らみ、震えた。とてつもない速度で熟すと、あちらこちらでその花の形質をあらわし、青く透き通る羽を咲かせていた。


　誰もが息をのんでその光景に見入った。


　剣尖がゆっくりと下げられた。鞘さやに収める身振りさえ、今起こっている変化を妨げるとでもいうように、みな静せい謐ひつに立ちすくんだ。


　ぱっ、と燐光が散った。


　萌ほう芽がしたそれらが一斉に花開き、青く澄みやかに輝く翅し粉ふんが弾はじけた。


　シェリーが、こみあげるものをこらえるように肩を震わせた。その足元に敷き詰められた演算も既に役割を終えて消えゆき、目の前には昂こう然ぜんとして咲き乱れる蝶ちようの花々があった。


　昏くらい地底の湖が、神々しくも青ざめた明滅に満ちた。シェリーは陶酔するように胸に手を当て、天井を見上げた。そこにも花々は等しく咲き誇ろうとしていた。


「神よ……」


　細く吐息に込めて呟きが零こぼれた。


　すると、まるでそれを合図きつかけとしたかのように、一斉に蝶の花が飛び立った。


　ひっそりとして音もなく──


　まるで青ざめた光の乱舞であった。


「おお……」


　剣士たちや神官たちが、等しく平らかに感嘆した。


　地底にあってにわかに花園と化すそこに、青い輝きに満ちた翅粉が降った。一羽一羽がめいめいに求める者を持つかのように、負傷した者たちのもとへと舞い飛び、身を寄せた。


「傷が……」


　今度の感嘆は驚愕といってよかった。


　なんと、その蝶の翅粉に触れただけで、たちまちのうちに傷が癒いえ、致命的な負傷に倒れていた者さえそのおもてに生気を取り戻してゆくのである。


「なんという音だ……」


　ベネットが、蝶の乱舞するさまに、せわしなく耳を開いたり閉じたりしながら呟いた。


「この音は……私には、眩まぶしい光だ。こうして細めていてさえ、耳の奥に響き渡る……」


　その肩口に、ふと一羽がとまった。青ざめて寄り添う燐光が、ベネットの傷口にはらはらと降りかかった。端整な眉まゆが驚きに跳ね上がった。


「聖灰か」


　とても信じられぬことだった。


「ギネス、これはいったい……何が起こったというのだ」


　こころなしひそひそと囁ささやくように、この異変がとても脆もろく、危ういものででもあるかのように、ベネットが訊きいた。


「判らない……でも……」


　ギネスは笑うような泣くようなどちらともつかぬ顔でベネットを見上げた。こちらは、とっくにへたへたと檻おりの中に座り込んでしまっていた。


「でも……なんだ？」


「聖灰は、何かを供犠いけにえとしてあらわれるものだ。死に至る灰は、犠牲者の身をもって浄化され、聖灰となる。いったい、何者を苗床に、この聖灰は現れている……？」


　言葉が尻しりすぼみになって消えた。ギネスは呆然として辺りを見渡した。はっとした。突如として癒いやしをもたらす蝶の乱舞に、大きく目を見開いた。


　同時に、左腕に導き手ガイダンスがあらわれ、なにごとか囁いている。


「まさか……」


　再び檻の天井を見上げた。その視線はベネットの姿を外れ、神の根の林立を見つめていた。確信があった。そしてその確信を恐る恐る反はん芻すうするように、呆然として呟いていた。


「神の亡なき骸がらだ……」


　その左腕の先で、導き手ガイダンスが、にこりと満足そうに微笑した。
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　暗い回廊にほのかな明りが舞った。


　ドランブイは顔を上げてそれを見た。両腕には、瀕ひん死しのシアンが抱かれている。


　シアンの肺はい腑ふに残る最後の生命が細く吐き出され、色濃い闇が二人の身を完全に包み込もうとした、そのときであった。


　蝶はなが一羽、どこからともなく飛んできた。青く透き通って燐光を帯び、小さな明りをともして回廊を渡るかのように、はらはらと光る翅粉を零して舞っていた。二人の頭上まで来ると、まるで何かを探り当てたかのようにそこで宙を巡り、そして嗅かぎ当てるようにして、横たわるシアンの肩口にとまった。


　突然、ドランブイのおもてが常ならぬ激情を帯びて蝶花はなを見据えた。


「神……」


　凄せい艶えんな表情で呟いた。怒りや憎悪といったものを遥はるかに通り越し、もはや清澄ささえたたえているかのような情念の響きがあった。


「そう……」


　小さく頷うなずいた。蝶がそろそろとシアンの身を降りていった。ドランブイの指先が白く闇を裂くように伸びていた。


「理由ことわりが、問われたのね……」


　冷ややかな艶つやめきを込めて、ドランブイの手が蝶に触れた。摑つかんだ。蝶はシアンの傷口に到達する寸前で、粉々に握り潰つぶされた。ぽっとドランブイの手の中で青く燐りん光こうがともった。翅粉が指の間から零れ落ち、シアンの身に降り注いだ。なすすべとてなかった。


　ドランブイの目がはっと見開かれた。真夜中をあらわす藍あい色の瞳ひとみの中で、青くきらめいて翅粉が舞った。


　はらはらとこまかな光の粒子がシアンの身にかかり、消え、染み入った。


　一拍の沈黙があった。


「ああ──」


　ドランブイが切として嘆息した。悲しみや痛み、悔やみ、そういったものを全てたたえていながら、そこに喜びの念を交えることで、更に悩ましく響いて回廊にこだました。そういう声音だった。


　どくん──音がした。


　ドランブイが他ならぬ水族マーメイドであることを示すその三枚耳ドライツエンが、ぴくりと跳ね上がってその音を聞いた。確かな鼓動の繰り返しと、吹き返す命の脈動を感じた。藍色の双そう眸ぼうが、一瞬だけ、ひどく熱をもって潤んだ。


　腕の中で、シアンの身が、目に見えるほどのとてつもない勢いで癒されていた。


　涙が零れた。


　頰を滑り落ち、シアンのおもてにかかった。


　ひゅっと、シアンの口が息を求めて喘あえいだ。


「ああ──」


　ドランブイのおもてが、凄絶な悲しみの中に、微笑を浮かべた。


「シアン……教えて」


　狂おしく呼んだ。


「これは、なんという敗北なの…‥」


　腕の中の生命が蘇よみがえるとともに、その周囲にわだかまる闇も退ひいていった。まるでそこに光がともるかのように、ドランブイの身までもが徐々に押しやられるようだった。


　ドランブイの手がしっかりとシアンの肩をつかんだ。抗あらがった。唇くちづけた。絡みついて引きずり込もうとすがった。それでも男は闇に還かえろうとしなかった。


　やがて、唇が離れた。


「いつでも裏切り続けるのね……」


　嘆きを呑のんでシアンを見つめ、ぞっとするほどの凄艶さで囁いた。


「そう、いつでも……けれども、神があなたを救うことだけは、許さない」


　その手が、シアンの身から離れて伸ばされた。


　損壊のひどい剣だった。青燐色ラピスラズリに輝くシアンの剣に、ドランブイの指先が触れた。鋼がおぞけをふるうかのように震えを帯びた。ENOLAの刻印スペルが悲鳴のように微かすかな明滅を帯びた。ドランブイがシアンを見み出いだし、捧ささげた剣だった。その同じ剣で、今、シアンを殺そうとしていた。何かが決定的に否定されるような感覚がドランブイを襲い、そしてそれが更に衝動となって剣を握らせた。


　冷ややかな殺意に満ちる手が、恐怖に震える剣を持ち上げようとした、まさしくそのときだった。


　ぴたりと手が止まった。


　同時に、ドランブイの耳が、また別の音に、ぴくりと跳ね上がった。


　直後に、声が聞こえていた。


「あれえ、こんな所に誰かいるぞ」


　実にのんびりとした声が、回廊の向こうから響いてきた。


「馬鹿っ、クラウド！」


　すぐさま、別の声がそれを叱しつ咤たしている。


「城のやつに決まってるじゃないのよ。少しは警戒しなさい」


　いたって無造作な抜剣の音がつづいた。慌てて剣を抜いた者を止めようとする気配がやかましく反響する。


「待てよう。怪我人じゃないのか、あれって」


「だからって、もう気づかれたわよ！　どうすんのよ！」


「この人数だろう。何もしなくたって、気づかれてるって」


「じゃあ、なおさら連絡を取られないうちに……」


「待てよ。俺に任せとけって。ミストが相手だと怖がっちゃうよ」


　どうやら足長族フロツギーを主とした集団のようだった。ずかずかと歩み寄ってくると、さすがに足長族フロツギー特有のしなやかさが足音をほとんど消していたといっても、十何人の集団である。目立つことこの上なかった。


　どうやらその内の一人が集団を制止し、代表するかたちでこちらに近づいてきた。


「なァ、困ってるんなら、何か手助けできると思うんだけどさ」


　なんとも無警戒な様子で声をかけながら、ドランブイのすぐ後ろに来て立ち止まった。


　ゆっくりと、ドランブイが声の主を振り返った。手は既に剣を放している。


　足長族フロツギーの青年が、にっこりと笑った。杖つえを突いているところを見ると、足が片方、不自由なことになっているのだろう。


「綺き麗れいな女ひとだなァ」


　ドランブイの艶あでやかな相そう貌ぼうに、惚ほうけたように呟つぶやいていた。


「俺、クラウドってんだ。〈悪アンダードツグ〉の者なんだけど、ちょっと事情があって、こんな所まで来ちまってさ」


　つくづく正直に言った。


「私は……」


　ドランブイが言いかけて口をつぐんだ。クラウドの視線に気づいたからだ。なんとも愛あい嬌きようのある目が、じっと食い入るように剣を見つめていた。


　そのまなざしは、ドランブイがその剣を執ることを警戒しているというよりも、ただ真っ直すぐその剣に興味を持っただけのようであった。


　ドランブイの手が、更に剣から離れた。クラウドはなおもそれを見つめ、やがてぽつりと呟いた。


「鳥だ……」


　ドランブイがまた別の表情かおになった。


「鳥？」


　クラウドがこくんと頷いた。


「風聞の鳥ウイデイールみたいな剣だ。水みず鋼がねの剣苗スパーデなんだろうけどさ。握り手を想定して鍛つくってあるのに……全然具体性がない。相手が誰だか判ってないんだ。良い出来だ。不思議だよ。どうやったらこんな剣が打てるんだろう。なんていうか……宛名のない風聞デイールみたいな剣だ」


　ひどく感嘆したように、一気にまくしたてた。


「あなたは、剣作家？」


　ドランブイが、クラウドの顔を覗のぞき込むようにして訊きいた。その女の身を、足元から暗い闇が覆ってゆくのに、クラウドは全く気づいていなかった。


「元は剣士だけどな。こうなっちまってさ」


　こつんと、自分の右足を、杖で叩たたいてみせた。


「そう……」


　ふいにドランブイの身がシアンから離れた。剣が無造作にクラウドの前に置かれるかたちになっていた。クラウドがその気になればいつでもその剣を手に取れる。まるで、突然現れたこのクラウドに、男の身も剣も受け渡すとでもいうようだった。


「この剣を療つなぐには、どうすればいいと思う？」


　クラウドのすぐ傍らに立って、そう問うていた。昏くらく沈むような肉桂シナモンの匂いが、かすかにクラウドの鼻をついた。


「要らんよ」


　クラウドの返答は明快だった。


「こいつを療つなぐのに、そう手は要らない。もともとの形を整えてやりゃあ、すぐに生き返るんじゃないかな。そういう剣だよ、こいつ。この、怪我してる男の人と、同じでさ」


「あなた……」


　ドランブイが、じっとクラウドを見やった。


「良い剣作家になれるわ」


　呟くようにそう口にしていた。冷然としたおもてが、ふっと微笑わらった。昏く沈むような表情かおでありながら、恐ろしく艶めいた微笑だった。


「え……」


　クラウドの顔が、ぽうっと赧あかくなった。


「いやあ、そうかなァ」


　まんざらではなさそうに頭を搔かいた。


「私の名は、ドランブイ」


　ぽつりとドランブイが言った。


「剣を、お願いするわ」


　一瞬、クラウドは言われた意味を受け取り損ねた。そこに、怒声が飛んだ。


「どういう状況なのよ！　クラウド！」


「怪我人が一名だよ。生きてる」


　のんびりと振り向いて、返答した。


「見れば判るわよ！」


　クラウドは肩をすくめた。すぐ背後でくすりと笑う声がした。クラウドは照れたように笑って目を戻した。そこにはもはや誰もいなかった。ただ回廊が延々と暗く延びているばかりである。クラウドはぎょっとなって女を捜した。


「あれぇ……」


　そこへ、更にミストが怒鳴り込んできた。


「あんたねえ、さっきっから、なにを一人でぶつぶつやってんのよっ！」


「一人ぃ!?」


　さすがに呆ぼう然ぜんとしてミストに質ただそうとするが、ミストはさっさと男の怪我の治療を指示すると、自らそれを手伝った。クラウドの言葉に耳を貸そうとするけぶりもない。


「おかしいなァ……」


　男と、その剣とを見比べながら、クラウドはしきりと首を傾げている。


「剣が……俺に、療つなげって、化けて出たかな」


　あまり釈然としない様子で、ぶつぶつと呟いた。





９




「ミストたちじゃないか！」


　すっ頓とん狂きような声が回廊にこだました。


　一斉に彼らが振り向いた。目を向ける前にもう既に誰か判っている。黒い髪の無貌のつぺらぼうの少女の姿──無特徴であることを特徴とするようなその姿に、唯一の特徴である巨大な剣を背負しよったさまが脳裏に浮かんでいた。そしてその通りの人物がそこにいたにもかかわらず──彼らは一様に、ふと首を傾げて、ベルを見た。


「おうい」


　クラウドがまず呑のん気きに手を振った。


「やあ。みんな、どうしてこんなところにいるんだよ。コリンズのひとたちまでさ」


　ベルが慌ててやって来ると、ミストが厳しい顔で答えた。


「カタコームと城がつながったのよ。あなたがここにいるってことは、もうここは城なのね？」


「城と……？」


　なんとも意想外の答えだった。


「確かにここは城だけど……」


　更に詳しいことを質ただそうとして、ふと言葉が消えた。みながじっと注ぐ視線が気になったためだ。まるでこいつは誰だろうとでも言っているみたいな目だった。


「なんだよ……」


　ちょっとどぎまぎして肩をすぼめた。


「あなた……なにか、変わったわ」


　ミストがやけに神妙な顔をして言った。


「なんていうのかしら、……綺麗になったわ。ええ、とても」


　さすがにぎょっとした。こんな所でいきなり言われる言葉ではなかった。ベルが目を丸くしていると、


「あなた、剣を変えた？」


　なんとそんなことまで言った。


　ベルは慌てて首を振った。


「そうね。そんなわけないわよね。それともその剣、成長したのかしら。こんな短期間に……」


　と、なおもミストはベルの背に負われた〈唸る剣ルンデイング〉を見つめた。


　つくづく巨大な剣だった。老いたユリ科の鋼の鈍重な姿の内には、恐るべき鋭利さで流麗な刃のかたちが秘められている。そのことを知っているミストたちではあったが、それ以上にその剣にはまるで畏い怖ふさえ起こさせるかのような、静かな力の気配がするのだった。無論これはミストたちの知るところではないが、アドニスによって激しく打ち砕かれていた剣尖きつさきも、いまではすっかり綺麗に復活している。


「生まれ続ける剣」


　ベルが呟つぶやくように言った。


「未然形アンテ・フエストウムにつくられた剣なんだって……ドランブイって剣作家の作品なんだ」


　ミストは意味が判らず、きなくさいような顔でベルを見やった。そのすぐ隣で、クラウドだけが判ったような顔で頷うなずいた。


「なるほどねえ」


　そしてふと、


「ドランブイ……」


　その名に聞き覚えがあるような顔で、なにやら考え込んでしまった。


「ところで、その様子だと、もう一戦やらかしたってことかしら？　ギネスたちは？」


「まあ……色々あってさ」


「詳しく訊ききたいところだけど……そう時間がないわね」


　難しい顔で腕を組み、ふと気づいたように顎あごをしゃくってベルの注意をうながした。


「そうそう。この男、あなたの敵か味方か判るかしら」


「男って……」


　ミストの示した方を見た。啞あ然ぜんとした。一人の男が足長族フロツギーたちの手で治療されている。その姿に、いきなり鋭いものを突きつけられたようになった。


　目を細め、胸元を握り締めるベルを、ミストが怪訝けげんそうに見つめた。


「私の……知ってる男だよ」


　やっとのことでそう口にしていた。


「味方、じゃないかもしれない。でも、大事な男なんだ。私にとって」


「どういうことよ」


「私に、剣を教えてくれた」


　今度は、ミストの方が驚いたような顔になった。


「あらあら」


「あなたたちが、助けてくれたんだ」


「まあ、助けたってほどでもないけど……」


　ベルは、じっとその男を見つめた。嘆きの刻印スペルを刻まれた刃を胸に受け、飢餓同盟タルトタタンの闇に飲み込まれていったはずの男だった。もう自分にとっては亡なき骸がらを、空っぽを意味するものでしかない存在である。それがどうしてこうも胸中を激しく揺さぶるのか。


　激しく胸をつく思いをこらえるその姿が、ミストには感慨にふけっているように見えたのだろうか、


「急がなきゃ、ベル」


　いくぶん申し訳なさそうに口を挟んだ。ベルは我に返って頷いた。


「カタコームの経路リゾームは、すごく不安定なのよ。いつまた閉じるか知れないわ。その前にギネスたちと連絡したいの。出来れば会いたいわ」


　ベルの決断は早かった。


「判った」


　それは同時に彼らと行動を共にすることをも意味していた。必然的に、ギネスたちと再び合流することになる。一度は互いに背を向け合った相手だった。しかも実際に放たれなかったとはいえ、弓をその背に向けて構えられている。


　だが、むしろそれでこそ、ベルは彼らと再会出来るのだといえた。あのまま法外の存在としてベルが彼らと別れるには、祝福と歓呼はあまりに決別の意味合いが強すぎた。ベネットがベルに向けて弓を引いたというそのことが、彼らとの距離を対等に定めていたのだ。


　弓が向けられた時点で、ベルは一人の剣士であり、敵対する者としての対等者だった。決して、存在の次元自体が違うような者ではなかった。そういう意味で、ベネットの弓撃の構えは、ベルへの最後の呼び掛けであり、手綱といえるものだった。


「ここを真っ直すぐゆけば、ギネスたちと会えるはずだ」


　ベルはそう言って男を見やった。足長族フロツギーたちの後衛が、担架を用意して男を乗せると、意を決して背を向けた。


「行こう」


　ベルの呼び掛けに、全員が機敏に反応した。


　ベルは先頭に立って足早に回廊を進んだ。この戦いに終止符を打つべく、真しん摯しにおもてを引き締めた。





　回廊に、藍あい色の衣がひるがえった。


　一団が去ってゆく様子を、冷然としたまなざしがじっと見つめた。


　男は最後まで闇に還かえろうとはしなかった。意識を失い、生命の灯ともしびさえ消え去ろうとしてなお、男の命運そのものが、闇に抱かれることを拒んでいた。


　男を連れ去る一団を、ドランブイはひっそりと見送った。


　そのすぐ傍らで、ふと気配が動いた。


　見やると、バンブーである。


　琥こ珀はく色の体毛をふさふさと揺らし、どちらを見ているとも知れぬ大きな目玉をきょろきょろ回し、ドランブイの足元から顔をのぞかせている。


　しなやかな指が伸びて、バンブーの頭を撫なでた。


　バンブーはうっとりと目を細め、その手に頰を寄せると、ぴょんとドランブイの胸に跳び込んだ。


　ドランブイはバンブーを胸に抱き、回廊を去りゆく一団へと、再び目を向けた。


　ふいに──


　バンブーの大きな口の間から、青く透き通るような燐りん光こうが零こぼれた。神の根から芽生えた蝶花はなとはまた違う、光の内にたっぷりと闇を含んだような暗く澄んだ青さだった。


　同時に、声がした。


「行こう……」


　奇妙な、どこか遠くから響くような声音に、ドランブイが頷いた。


「ええ……アドニス……」


　もうどこにもいない青年の名を、バンブーに向けて呼んだ。


　そうしてゆっくりと身を返し──


　闇の淵ふちに消え去った。





　回廊を抜けるとそこは青く透き通る花園だった。


　視界一面に咲き乱れる蝶花の群に、一同、ものの見事に絶句した。それほどの壮麗さだった。歩めば足元に青く翅し粉ふんが舞った。いかにも美しい夢幻の光景だった。


「こいつァ……」


　ベルは惚ほうけたように広大な湖の縁を進んだ。自然と、ミストたちもそれについてゆくかたちになった。湖は芽生えようとする蝶花でさざなみを帯びている。しばらく進む内に、誰もがその蝶の散らす翅粉を、聖灰と同じものだと了さとっていた。


　ふいにベルの目に軍勢が映った。咄とつ嗟さに、二つの陣営が対立の構えを取ろうとしているように見えていた。はっとして呼んだ。


「おうい！」


　ざわっと双方の陣が虚を衝つかれたように振り返った。


「ベル！」


　ベネットが真っ先にその名を口にした。


　つづいて、にわかに大勢の斉唱が辺りにこだました。


「ベル……！」


「ラブラック＝ベル！」


　まるで歓呼の声だった。剣士たちが一斉に剣を掲げた。驚嘆を込めてベルを迎えていた。


　いったい何者がこの事態を引き起こしたか、みな敏感に察しているようだった。その様子に、かえってベルがはたと疑問を抱いた。この光景はいったいどういうことなのか。


　剣士たちの中から、ギネスとベネットの乗る甲檻花ゴブレツトが飛び出した。ずしりずしりと重々しい音を立てて、ベルのもとへと一目散にやって来た。


「ベル、これはどういうことなんだ！　君が、神を斬ったのか？」


　ギネスの叫びに、ベルは内心であっとなった。


　その頭上を、蝶花の群にまじって、赤い翼の導き手ガイダンスが飛び渡っていった。何も具体的なことは告げなくとも、それがそうして飛んで、見上げるベルに大人の顔で微笑してみせるだけで、ベルに確信を起こさせていた。


「そうか……」


　呟つぶやいて、しみじみと辺りを見回した。そのベルのすぐ背後から、威勢のいい声が、叱しつ責せきにも似て飛んでいた。


「どういうことなのか、こっちが聞きたいわよ！」


「ミスト……？」


　今初めて気がついたとでもいうように、檻おりの中でギネスが目を丸くした。


　ミストは憮ぶ然ぜんとして頷うなずいた。じろっとベルを見て、それから、檻に入ったギネスの姿を睨にらんだ。そのなんとも道化た指揮者コンダクターの姿に、ミストの無言の叱しつ咤たが飛んでいた。またぞろみっともない真似をしているな、と目が怒っていた。同時に、ミストの存在など知らぬ素振りではしゃぐギネスの振る舞いを、責めていた。


　憤ふん懣まんやる方ないミストを敏感に察して、一族がくすくすと笑った。


　一方、ギネスはそれこそ知らぬ素振りで言った。


「やあ、君がここに来たということは……うまく僕の読み通りにことが運んでくれたということかな」


「そうよ」


　ぶすっと答える。


「だから、ここまで来たんじゃないの」


「ありがとう、愛してるよ」


　間髪容いれずにギネスが言った。いたって真摯な顔である。ミストはちょっと面白くなさそうに眉まゆを寄せたが、それ以上は何も言わなかった。代わりに、コリンズ一族を招いてその先をつづけさせた。


「ギネスどの、あなたがた一行を、お迎えに上がりました」


「ほう」


　ギネスがおどけたように目を丸くした。だが、その勿もつ体たいぶったような対応とは裏腹に、早くもそのおもてが喜色満面として笑んでいる。


「いったいどこへ、我々は迎合するのですかな」


「カタコームに」


　きっぱりとコリンズが言った。


「かつてない変動のときを、我らにとっての祝福とすべく、あなたがたをお迎えしたい」


　ギネスは内心に湧き起こる思いをこらえるように、


「喜んでその役をつかまつるべく──参じましょう」


　昂たかぶりに震える声で、そう応えていた。


　そしてベルを見やり、ちょっといたずらげな顔で笑んでみせた。靴の先で、紅色カメリアの制服衣装グラスウエアにくるめられて横たわっているものを、こっそり蹴けった。間違いなくそれは、ベルが真っ二つに斬り砕いたカタコームの宝剣だった。コリンズたちが見たら、何と言うか。


「君が、また私たちのところに戻って来てくれて、嬉うれしいよ、ベル」


　そう、甲檻花ゴブレツトの上から、ベネットが声をかけた。なんというのうのうとした言いい種ぐさか。ベルはちょっと怒ったような顔でベネットを見上げ、途端に噴き出した。


「よくいうよ」


　ベルは、ギネスとベネットの、なんとも不敵な面構えを見比べ、呆あきれたように肩をすくめてみせた。


「読み通りだって？」


　そんなことはちっとも聞いていない。ミストにならって、ちょっと憮然としてみせると、ギネスはいたって鷹おう揚ように頷いた。


「そうさ。その理由ことわりはまたいずれ説明するよ。とにかく僕はこれから急いでこの城を出なければいけない。カタコームの経路リゾームを通ってね。僕らはこのままいたら、また禁止民パラドツグスにされてしまうし……筆頭剣士どのとは、その点でまだ対たい峙じしているのでね」


　その当のガフは、こちらを──ベルを、じっと見つめている。


　剣はとっくに鞘さやに収められているが、一事あれば刹せつ那なの速さで抜き放ち、神官を率いて殺到してきそうな気配だった。


　実際にそうしないのは、シェリーが、ガフのすぐ傍らに立って、まるで彼らを制するかのように、同じくベルを見つめているからだ。


「ベル」


　ギネスが呼んだ。ベルはガフたちに目を向けたまま、小さく頷いた。


「君にも一緒に来て欲しい。見せたいものがあるんだ。僕は今こそ確信している。あのカタコームの宝剣に、どんな秘儀が隠されているのか。神なる思いの、一つのかたちを」


　ベルはちらりと天井を見上げ、蝶の乱舞をみはるかした。それからガフたちの方へ顔を向け、そちらに歩み出した。


　そのときにはもう、ギネスの陣とガフの陣が互いに向き合い、対峙の様相を取り戻そうとしている。


　二つの陣営の間を渡るように歩んで、ベルはガフのすぐ前にまで来た。


「ガフ、あんたは王なのか」


　どきりとするほど直ちよく截せつな問いだった。呼び掛けといってもいい。果たしてガフはベルの心根に応ずるように、確固として頷いてみせた。


「そうだ」


「じゃあ、私は、あんたのもとで、旅への〈鍵かぎ〉を奏でるってわけだ」


　今度はガフも簡単には頷かなかった。ただトパーズの瞳ひとみにいつもの聡明さをたたえて、ベルを見据えるばかりである。


　ベルは満足そうにくすりと笑った。それこそ花の咲くような笑みだった。


「少ししたら、戻ってくるよ。次の安息日辺りにね」


　そして、シェリーを向いて、お互いの果たしたことを祝うように拳こぶしを胸に当ててみせた。


「ベル……」


　たちまち、それまで毅き然ぜんとしていたシェリーのおもてが潤んだようになった。


「良い歌だった、シェリー」


「……はい」


　かろうじてシェリーは泣かなかった。たおやかな身に渾こん身しんの力を込めて微笑した。


「あなたの剣の唸うなりを聞きました。素敵でした。感じ入りました。怖いくらいに……」


　熱っぽく胸の内を述べた。


「ありがとう」


　ベルはそれこそ端整な剣士の風ふう貌ぼうで頷いてみせた。


「じゃあね。またしばらくしたら、顔を見せに来るよ」


　そのときこそ真に別れのときだった。シェリーもそれをしっかりと察したらしかった。それでも気丈に涙をこらえて、慎ましやかに一礼した。


　ベルはギネスたちを振り返った。


「行こう」


　途端に、ギネスとベネットが勇ましくもおどけたような微笑を浮かべた。


　ひゅん。指揮剣の空を裂く音が鋭く響いた。またたく間に剣士たちの剣が感応して震え、それぞれの握り手に強くその意思を伝えた。


「これより、我々は新地に赴く！」


　わあっと剣士たちが剣をふりかざして歓声を上げた。それを見つめる神官たちも、もはや必要以上に敵視する様子ではなかった。どこか好敵手を見送るような気配があった。あたかもベルの背後をベネットが弓撃をもって狙いすますことで互いをつなぎとめたように、彼らは仇きゆう手しゆとして互いに見交わし、中には遠間から剣をかざし合って、旧知のごとく別れを告げる者たちさえいた。


　一種、騒然として沸き立つ広間に、ひときわ高くギネスの声が飛んだ。


「ガフどの！　この次に我らが姿を見せるときは、あらためて〈鍵〉を要求する！　それまで、あなたは決して〈鍵〉を見み出いださないだろう！」


　そして、甲檻花ゴブレツトを巡らせて、回廊へと踏み出した。


「待て、ベル！」


　ガフが叫んだ。


「この国の神はどうなったのだ。死んだのか、滅んだのか！　お前が斬ったのか！」


　ベルは甲檻花ゴブレツトの傍らに立って、声を張り上げた。


「ああ、確かに斬った！　でも滅んじゃいない。死んだと思えば死んだ。死んでないと思えば、生きてそこにいるだろう。そこら中に！　この蝶ちようを見ろよ！」


　まるでキティ＝〈賢者ザ・オール〉のような、人を食ったような言動だった。そのことに気づいて、ベルは自分でくすくす笑った。


「どういうことだ！」


　果たしてガフが判然とせぬような顔でいる。


　ベルはすうっと息を込めた。そして、その場に居合わせる者すべての胸中にその刻印スペルを刻み込むように、朗々と叫び返していた。


「月することモーナークだ！」














Epilogue　旅人。ただ今ここに在りし
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　黎れい明めいの頃、時刻はまだ藍あいも濃い。


　聖星の輝きアースシヤインがまだ柔らかく天地を覆っている時分、ベルは一人、部屋を出た。


　中位東ミドルイーストの街にあって剣士たちの集落フアームをなす棟々の一つに、その部屋があった。都市パークを訪れたベルのために、ガフが用意した部屋だった。


　扉を開き、そのまま閉ざそうとして、ふと部屋の様子に目を向けた。ほとんど最後の確認として、じっと眺めやった。


　無骨で飾り気のない家具たちが、どこか寂しげに並んでいた。必要な荷物は、全て運び出している。後に残された物たちも、全て適当に処分されるだろう。記憶さえそこには残らない抜け殻のような気配をたたえて、部屋はひっそりと静まっているのだった。


　ベルは、そこに確かに自分がいたという証拠を探すように、部屋を見回した。


　部屋の奥にかけられた、もうぼろぼろの紅色カメリアの制服衣装グラスウエアが目に映った。


（必要なものは、全部運んだ……）


　あらためてその感慨が湧いていた。ほとんど確信だった。胸に右の拳を強く当て、目を閉じた。その部屋から持ち出すべき記憶もなにもかも、そこにあった。


　目を閉じたまま、背に負った剣の重みを全身で感じた。大地と自分とを結びつける、決定的な重さが、確かな足取りを与えてくれるものとして、しっかりと自分の背にあった。


　ゆっくりと目を開いた。淡うす藍あいの光が窓際に満ちてたゆたい、影は濃く、やがて朝の光とせめぎ合う準備をしているかのように見えた。


　くるりと背を向けた。ベルは無言で部屋に別れを告げた。ドアを閉め、鍵をかけた。封印の音が、離別を告げるように廊下にこだました。





　玄関口にある小部屋の小窓を叩たたくと、部屋の奥から宿舎の管理人が出てきた。


　壮齢を過ぎた頃の、月瞳族キヤツツアイズの男だ。早起きで、眠そうな顔もしていない。その顔が、ベルの恰かつ好こうを見て、ちょっと意表を衝つかれたような表情かおになった。


　ベルの出いで立たちはまるで神官の法衣だった。それも、赤い法衣だ。珍しげな目でその姿を見ながらも、管理人はむっつりとして何も言わなかった。彼にとってベルのその恰好は大した問題ではなかった。ベルのこれからの行為の方がよっぽど彼に衝撃を与え、脅かすものだった。


「良い部屋だった」


　そう言って、ベルは開かれた小窓の向こうに、部屋の鍵を置いた。


「宿屋じゃないんだよ」


　管理人の男が、少し皮肉ったような笑みを浮かべた。元は剣士だった精せい悍かんさを今なおたたえる顔に、その笑みは少し寂しげだった。


　ベルはおとなしく微笑を返した。


「行くのかね」


　ぽつりと管理人が呟つぶやいた。笑みはますます寂しそうになり、かすかな怒りにも似た色さえあった。


　ベルは真っ直すぐ相手を見つめ、微笑した顔のまま、小さく頷いた。


「……気が知れないね」


　管理人はベルの視線を避けるように目を伏せた。笑みが消えていた。代わってより濃く怒りが浮き出るようだった。


「まったく……、気が知れないね。本当に。あんたは何もかも捨てて行っちまうわけだ。仲間はどうするね。ガフ様は。あんたがせっかく手に入れたものは」


「必要なものは、もうみんな持ったよ」


　ベルは優しく相手を宥なだめるように言った。ついそういう口調になっていた。相手がなにも、けちをつけようというのではないことは判っていた。ただ、気が知れないだけで。


　管理人はちょっと驚いたようになってベルを見た。そして答えを恐れるような顔で、問うていた。


「あんたは、この都市パークが嫌いなのかね。この国が？　剣楽が？」


　ベルはかぶりを振った。


「好きさ」


　簡潔な返答に、管理人は少しほっとしたようだった。他の多くの民と同じように、彼にとってこの国は絶対だった。ベルはそれを少しも否定しない。そのことをようやく悟ったような顔で、管理人は続けて訊きいた。


「じゃあ、どうして。あんたの仲間は。ガフ様は。みんな捨てて行っちまうんだろう？」


「捨てやしないよ。行き先が違うだけさ」


「行き先……ね」


　管理人はまたちょっと皮肉そうに苦笑した。


「その、どこだか知らない場所へ……行くのかね」


　最初の問いを、呟くように繰り返した。ベルは黙って頷うなずいた。


「なあ、あんたも、本当は、気が知れないのじゃないか？　せっかくの地位も、名誉も、みんな捨てて行っちまうなんて」


「知ってるさ。私がこれ以上ないくらい、本気だってことを」


　ベルは相手の怒りをあらかじめ和ませるように、ひどく優しく告げていた。


「私は、自由になりたい。自分の由縁を知りたいんだ。もっと別の場所でも、自分を試みてみたい。そうしなきゃ、判らないことが多すぎるから」


　ベルの口調はいずれも確かな響きをもっていた。管理人は頷かざるをえなかった。それでも理解には遠く、ただ、ベルが行くことだけは確実だった。それは裏切りにも似て、止めようのないことだった。管理人は一瞬、裏切られたような恨めしげな顔になってベルを見やった。


「私は、行くよ」


　相手がまた何か口にする前に、ベルは告げた。


　そして、ちょっといたずらっぽく、小窓の向こうに置いた部屋の鍵かぎを指差し、それを受け取るよう促した。


「……気が知れないね。本当に」


　渋々と管理人は鍵を受け取った。それを握り締めた拳こぶしで、こつこつと頭を軽く叩き、じろりと睨にらむようにベルを覗のぞき込んだ。


　ベルはさっと一礼すると、静かに、ひどく鮮やかな素振りで、小窓に背を向けた。


　そのまま宿舎の玄関に向かう。すると、ちょっと寂しそうな、怒ったような声が、ぶっきらぼうにあとを追っていた。


「あんたの部屋は、いつでも空けておくよ」


　そして溜ため息をつくような気配とともに、その声がふと優しくなった。


「いつでも、また、戻っておいで」


　ベルは立ち止まりそうになった足を、しいて前に進めた。くすりと、相手にも聞こえるように笑いを零こぼした。そしてそのまま振り向かずに右の拳を振り上げて応こたえた。


「ありがとう」


　腕を下ろす動作で玄関の扉を開き、まっすぐ宿舎を出ていった。


　淡うす藍あいの空の下に出たベルの背後で、管理人が鍵をもてあますような金属音がちゃらちゃら鳴っていた。





　ベルは宿舎を回って、お堂にも似た建物に入った。中には大小さまざまの亀が、めいめいに飼い葉を食はんだり、巨おおきな甲羅に閉じこもって眠っていたりした。


　それらの甲俥花コースターの一つに、ベルが歩み寄った。巨きな乗用亀だった。


「行くよ」


　そう言って首の辺りを叩くと、ぬうっと角にも似た頭が出てきて、気難しそうな、それでいてどこかおどけたような焦げ茶色の目が、まばたきしてベルを映した。


　幌ほろのように加工された甲羅が持ち上がった。ふうっと鼻息を鳴らし、手足を伸ばすと、ベルを迎えるようにやや身を傾げて立ち上がった。


　ベルが幌に乗り込むと、その甲俥花コースターは〈唸る剣ルンデイング〉の重量さえものともせず、傾げていた身を平行に立たせ、若く瑞みず々みずしい灰緑色の肌を震わせてベルの合図を待った。


　ベルは、剣を御者台のすぐ後ろに置いて荷台に手を伸ばした。幌の中には既にいくばくかの荷物が載せられている。その中から、青銀色ブルージーンに光る両の掌てのひらほどの大きさの箱と、同じ色をした弦楽器とを手に、幌から出て、御者台に座った。


　そのときだった。


（どうして──）


　ふいに、楽器を抱えたベルの脳裏に、その言葉が思い浮かんだ。


　あの管理人が問うたように。


「どうして……」


　口に出して呟いた。


　あるいはその答えとして、ベルは、楽器の弦に指を触れた。


「行こう」


　誰にともなく、ただ、そう言った。


　Lone……


　指が弦を弾はじき、いんいんと響くと、それを合図きつかけとして亀がのそりと足を踏み出した。


　よく育てられた亀だった。ほとんど上下に揺れず、力強く歩み、お堂を出た。


　暁ぎよう闇あんに聖星の輝きアースシヤインが淡く透き通り、町並みは等しく深い紫色に染まっている。ベルを乗せた亀は特に急ぐ様子もなく確かな足取りで宿舎の敷地を外れて間道に入ると、そのまま本道へと進んだ。


　ベルはぎこちなくかき鳴らしていた楽器を脇に置くと、先ほど一緒に持って出た箱を手に取った。箱は自鳴琴オルゴールである。水みず鋼がねを加工して造った箱で、把手ハンドルのようなものが幾つかついており、その一つをきりきりと音を立てて回した。


　するとやけに流りゆう暢ちような音色が奏でられ、亀がベルの下でちょっと安心したように鼻息を鳴らした。


「ちぇ」


　ベルは亀の首筋を軽く足でこづいた。亀は知った風もなく、悠長に歩みを進めた。


　辺りに人影は少なく、ひっそりとしている。そこかしこで甘水を求めて飛び立つ鳥の声が聞こえ、ベルは、黎れい明めいのこの時間に一人旅立つ自分の影が、亀の影とともに色濃く道に延びるのを見つめた。


（どうして──）


　ふいにまたその問いが脳裏を去来した。


　ベルはくすりと笑って、悠々と唇を吊つり上げた。


（まったく、なんていう理由ことわりなんだろう）


　誰も見送る者はなかった。必要がなかったし、ベルがそれを望まなかった。もう既に別れは済んでいる。あとはその別れの記憶を、見送る者のまなざしに代えて、一人進むばかりだった。ベルは亀の背に揺られながら、鳴り響く自鳴琴オルゴールを両手に、暁光を見上げ、痛切な記憶の翳かげに身をひたしていった。
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　男は闇の中で目を覚ました。


　男の予期していたような、昏くらい闇ではない。淡く辺りを藍あい色に染める、聖星の輝きアースシヤインにひたされた優しい闇に、男はいくぶん怪訝けげんそうに身じろぎをした。碧あお色の目が油断なく辺りを見回し、尖とがった耳を動かす。すぐにそこがどこかの宿屋の一室であることを理解し、部屋に置かれたベッドに横たわるまでの経緯をあらかた推察したようだった。


　横たわったまま体の損傷を確かめ、刃で貫かれたはずの胸元に手を触れた。不思議なことに、どこもほぼ完治している。死さえ覚悟した傷が癒いやされていることに、うっそりと、自じ嘲ちようめいた苦い笑みを浮かべた。


　そのときだった。男の膝ひざの辺りで、何かが動いた。


　男の目が、ぎょっとしたように丸くなり、ついで、しげしげと細められた。


　ベッドのそばに椅子が置かれ、そこにベルが座っていた。といっても、今は男の膝に両腕と頭を乗せ、もたれかかるようにして眠っている。


　男を看みつづけている内に、疲れが出てきたのだろう。その小さな肩にかけた紅色カメリアの制服衣装グラスウエアの損傷が、体験した戦いの激しさを雄弁に物語っていた。


　激しい戦いを経て、平らかに眠りにつくベルのおもてを、男の手が触れた。頭を撫なで、よくやったとでもいうように、誉れを込めてその髪をかき分けた。


　とともに、男の身がするりとベッドから抜け出ていた。いかにも見事な動作だった。ベルの頭が柔らかく静かに沈んだ。


　男はベルを起こさぬよう、ほとんど音を立てずに部屋を回った。小机の上に置かれた、男の持ち物を見やり、それらを手にとった。壁にかけられた青い衣をまとうと、手にした古ぼけたパイプを懐にしまった。


　そのまま部屋を立ち去ろうとする男の目に、ひとふりの剣が、剣立てにかけられているさまが映っていた。


　男の目が細められた。つかつかと剣立てに歩み寄り、その剣を手に取った。


　抜剣の音アンコルクをかすかに響かせ、するすると刃を抜いた。聖星の明りを跳ね返して、青燐色ラピスラズリの輝きが闇に光った。なんとも端整な剣の姿だった。その刃の腹にはENOLAの刻印スペルも鮮やかに刻み込まれている。損壊などなきに等しかった。ただ僅わずかに剣の感応に、激しく砕かれたときの記憶が残るばかりである。だがそれも剣の強きよう靭じんな意志にとってみればなんということもなかった。


　さすがの男にも判らなかった。いったい誰がこれを療つないだというのか。並の剣作家の腕前ではなかった。


　その思案が、男の反応を僅かに遅らせた。


　ふいに、赤い鳥の羽根が、一つ、男の頭上から舞い落ちてきた。


　男がはっと見上げた。


　目の前で、いきなり巨大な翼が広がった。視野を埋める赤い羽根が整然と並んで翼をかたちづくるさまに、目を奪われたようになった。同時に、翼の中心にある、女の顔を見定めると、思わず感動の声を上げていた。


「そうか……」


　女の顔を持つ鳥に向かって、低く囁ささやいた。


「理由ことわりが、問われたか……」


　無貌のつぺらぼうの女は、静かなまなざしで男を見返している。そしてふと、その黒い瞳ひとみが、男の背後を見やった。


　男が素早くその視線の意味を悟って、ぎくりとしたようになった。


　同時に、声がした。


「シアン……」


　ベルが、男の背に向かって、そう呼んでいた。


　ふわりと、音もなく導き手ガイダンスが動いた。不思議な現実感で幻の姿が宙に舞い、ベルの立ち上がった椅子の背もたれに降り立った。


　その赤い翼を追うようにして、男がゆっくりとベルを振り向いた。


「俺の名を、覚えているのか」


　ベルはかぶりを振った。


「ガフが、あんたのことを、そう呼んでいるのを聞いた。それだけだよ」


「そうか」


　男が優しく微笑した。なんという残酷な笑みか。ベルは胸を貫かれるような思いに唇を嚙かんだ。もう忘れてしまった、動機のない感情だ。そんなものでも、まだ強く自分を衝つくのかと思うと、ちょっと悔しいような気持ちだった。


「ここは？」


「下方西アンダーウエストの街だよ。アマレット亭って名の宿屋。私が都市パークに来たときに世話になった」


　ふとベルは、この男に、これまでの自分の全てのいきさつを全て聞いて欲しいような気持ちに強くとらわれた。それで、口をつぐんだ。そのまま延々と話し続けかねないことが、無性に悔しかった。


「この剣は、いったい誰が療つないだ？」


「クラウドってやつさ。〈悪アンダードツグ〉の、元剣士。足を悪くして、今は剣作家をやってる。私の剣友の一人で……あんたの剣を鍛つくった、ドランブイって剣作家に、そいつを療ぐよう、頼まれたんだって」


「そうか……」


　男の微笑が、また違う色を帯びたようだった。ベルはたたみかけるようにつづけた。


「すぐに直ったって、その剣。私の〈唸る剣ルンデイング〉みたいに。きっと剣に込める意志のかたちが、他の剣苗スパーデとは根本的に違うんだろうってクラウドが言ってた」


　つい口数が多くなった。ベルは躍起になって無表情をつくろうとして──失敗した。もっとこの男に色々と聞いて欲しかった。都市パークに来て、自分がどれだけのことをやったか。どれだけ辛つらかったか。それらをどう自分が乗り越えてきたか。まるで泣き顔だった。ベルは我ながら情けない顔で男を見た。


　男は小憎らしいほど平然として、なにもかも判っているような素振りでいた。


「よくやったな、ベル」


　その声は一瞬でベルを貫いた。


　震えた。恍こう惚こつとさえなった。両腕を抱いて身を折り、狂おしいまでの激情をこらえた。


「く……っ」


　ベルの目から静かに涙が零こぼれ落ちた。呻うめいた。必死で嗚咽おえつを押し殺し、大声を上げて男の胸に飛び込んでいこうとする自分を抑えた。これはいったいなんという勝利か。もう悔しいなどと言ってられる状態ではなかった。ベルはひたすらに唇を嚙んでぎゅっと目を閉じ、激しく揺さぶられる我が身を抱き締めた。


　その様子を、男は相変わらずの平静さで見守っている。低く零れる嗚咽の声も知らぬげで、こんなことを言った。


「お前は、見事に神と民とを止揚した。お前のその剣で。止揚者よ、お前はお前の旅路に既についている。あとは自らの由縁を、旅の〈鍵かぎ〉に問うばかりだ」


　ベルがきっとなって顔を上げた。


「わ……判らないよ、私にはっ」


　拗すねた。そういってよかった。ベルは睨にらむように男を見た。涙がはらはらと零れた。


「止揚ってなんだよ。あんたが私に教えたってんなら、忘れたよ、私」


「教えたからといって、体得出来るものではないのでな」


　男が優しく笑んだ。手にしていた剣を納め、腰に佩はきながら言った。


「止揚とは、対立するものの、高次元の統合だ。否定し、かつ保存することだ。破壊し、かつ生成することだ。そしてまた、呪じゆ縛ばくし、かつ祝福することだ。それは、この世界でせきとめられ、抑圧されている多くの感応の情念を、すべからく解放するための戦おこないだ」


　そして、いきなりベルに向かって歩み寄った。ベルは僅かにあとずさり、そして男が真しん摯しな姿で立ち止まるのを凝然と見つめた。それはまるきり、別れを告げる者の姿だった。


「いいか、ベル。花が咲けば蕾つぼみは消える。果実がみのれば花もまた消える。消えたものは、新たに現れたものによって否定されたのだ。だが同時に、果実は、花がなくては実らない。よって、花は常に咲き、そのためにまた、蕾が必要とされる。全ては、果実という真実に到達するために、繰り返し歩まれる、一つの道のりだ。止揚とは、そのような、世界の月することモーナークの、尽きせぬ歩みをいう」


　男はひとことひとこと、確かめさせるように語った。


「あたかも永遠の郷愁を辿たどるように……それが、お前の剣の刻印スペルがあらわす理由ことわりだ。そしてお前は既にそれを知っている。お前の歩み続ける姿が、お前の無む何か有ゆう郷きようであることを」


　ベルは頷うなずいた。そうするしかなかった。男の最後の教えをこうして受ける以外に、なすすべとてなかった。いったいこれほどの口惜しさを、どうしてこの男はこうも平気で他者にもたらすことが出来るのか。


「もう、この導き手ガイダンスが、俺に風聞デイールすることもない」


　そして、なんと、こんなことさえ口にした。


「お前は、とっくに、教示者エノーラである俺の軛くびきから解放されている」


　つくづくずるい男だと、もはや呆あきれる思いだった。どうしてこれだけ優しく突き放すことが出来るのか。これはいったいなんという残酷さか。


「でも……あんたが、私に、旅の呪いを与えたんだ」


「誰も、お前を呪うことは出来ない。お前の呪いは、お前自身に由縁するものだ」


　ベルは、ほとんど無意識に手を伸ばして男の青い衣をつかんだ。思い切り引いた。物もの凄すごい力だった。さすがの男も、虚を衝つかれて引き寄せられた。


「判ってるよ……」


　ベルは男の胸元に額を押し当て、切として呟つぶやいた。


「あんたは亡霊だ。私はもうとっくの昔にあんたを叩たたっ斬ってるんだ。でもさ、でも……こういう出会い方があっても悪くないんじゃないかって思うんだよ。一度すっかり忘れて、また初めて出会うってのも、いいんじゃないかって……」


「そうか……」


　男が、僅かに口をつぐむ気配が伝わった。


　その一瞬だった。真実、ベルの中で勝利の気持ちが湧き起こっていた。男が飲み込んだ言葉は、ベルの頰に触れて、男の胸から直接伝わるようだった。


　では、共に旅に出るか──


　そういう言葉を、この男がいかなる動機で口にしようとしたのかは判らなかった。もしかするとそれさえ、男が意図した慰めだったのかもしれない。


　だが確かにそれはベルに伝わった。男の孤独への思いもまた同時に伝えられていた。


　果たして男はベルの肩に手を触れた。ゆっくりと引き寄せると、強くその胸に抱いた。


「お前は俺の希望だ」


　男が静かにそう囁くのを、ベルは確かに聞いた。


「旅の者ノマドにしろ、飢餓同盟タルトタタンにしろ、自らの由縁を求めて呪いを帯び、楽園世界にさまよう限り、いつまでも孤独な存在に過ぎない。俺はその孤独の現存を使命として生きている。いつか孤独の蕾が、理由ことわりの花によって否定されるために。……真の希望とは、己の存在の謎々エニグマの真っただ中にあって、孤独ではないと知ることなのだから」


　ベルは青い法衣を握り締め、男の匂いに包まれながら、その胸に頰寄せるように頷いた。


「お前はいつか、旅の者ノマドでもなく、飢餓同盟タルトタタンでもない、またそのどちらでもあるような、己というものがこの世に存在することを戦おこなう者を目指せ。それが、俺の願いだ」


　教えではなく──


　ベルはこのとき初めてこの男と対等になったのだと感じた。その感覚は大きなものを喪失した気持ちと一体となってベルの胸中に染み入った。陶然とした悲しみが込み上げてくると、その気持ちに自然と身を任せた。不思議と涙は零れず、ただただ穏やかな時間が心中に満ちていった。


　やがて男がベルから身を離した。ベルは作法通りに、爪先立って男の両頰に接吻キスした。まるで父親と娘がそうするように。ほとんど無意識の行為だった。男もまたベルの両頰に接吻を与えた。それから男はけわしさをそのおもてに帯び、旅の者ノマドの毅き然ぜんとした態度でベルから離れた。


「これから、どうするんだい」


「また、教え子を探すさ。それが、俺の全てだ」


　くすっとベルが笑った。


「懲りないね」


　男がけわしさの中で優しく微笑した。


「お前の旅路で、再会することを楽しみにしていよう。それで、俺の流浪に、少しは意味も浮かんでこようさ」


　それが最後の言葉になった。淡うす藍あいの闇に、ふわりと青い法衣がひるがえった。


「ばいばい、シアン」


　もう半ば背を向けた男に、ベルもまた別れを告げた。


　悠然として男は部屋を出ていった。静かに戸は閉まり、男の姿を完全に隠し去っていた。


　男は誰にも気づかれずにこの宿屋を出て、そして都市パークを離れるだろう。国境いを越え、どこへとも知れぬ生涯の旅路を辿るだろう。ベルは一方の膝ひざを抱いて椅子に座り、その様子を想像し続けた。


　すぐそばで導き手ガイダンスが赤い翼をたたみ、ひっそりとベルに寄り添っている。〈唸る剣ルンデイング〉は部屋の剣立てにたてかけられ、この一部始終を見守っていたかのように刃を鎮めていた。


　時刻が藍色を濃く帯びる頃になって、ベルはようやく眠った。男の眠っていたベッドに潜り込み、男が旅ゆくさまを夢に見た。
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「あの男ひとは、もう旅に出たの？」


　ベネットがやんわりと訊きいた。朝、目覚めて顔を合わせたときに、ベルの様子からすぐにそのことを察していたらしかった。


「うん」


　ベルが静かに頷くと、ベネットもまた和やかに頷いた。


「今度は、君の番だね、ベル」


　真摯にそう言ってくれるところに、ベネットの優しさがあった。


「ありがとう」


　心から礼を返した。


「でも、その前に見届けておかなきゃあいけないものがあるんでね」


　ベネットがくすりと笑った。ベルの口ぶりがどこか皮肉っぽかったからだ。理由は、彼らの先頭に立って歩くギネスにあった。


　彼らはみな、例のカタコームの祀し堂どうにいた。剣の苗場スパーデフアームの奥にあって、城にも似た雰囲気を持つお堂だった。カーネル＝コリンズを祀し長ちようとする、金牛宮トーラスと呼ばれるカタコーム四大不動宮の一つである。お堂の広間を抜け、カタコームの洞どう窟くつへと入っていった者たちは、総勢で五十名ほどにものぼる。ギネスの呼び掛けに応じて馳はせ参じた、元〈正義トツプドツグ〉の剣士たちを加え、ミストの一族や、他のコリンズに関わり深い〈悪アンダードツグ〉の剣士たちが、一行をなしてぞろぞろと集まってきたからだった。


　みな、これからいったい自分たちが何を見ようとしているのか、予想だにしていない。


　いつものごとく、ギネスが例の思わせ振りな態度に終始し、結局は何も具体的に説明しなかったからである。それがベルの皮肉っぽい口ぶりにあらわれていた。それでもみな、黙ってギネスについてきている。少なくともそれが、恐ろしく重要な事柄であることだけは、ギネスの厳しく思案にふけるような顔を見るまでもなく、判っていたからだ。


　カタコームに隠された、神の秘儀──ギネスは、そう言った。


　それは、民の死を中立者の立場でたたえるこのカタコームの存在に関わる謎であり、それが今、解き明かされるのだという。


　誰もが、単純な興味という以上の、何か自分たちの使命を見み出いだそうとでもするかのような面持ちである。ベルは、多くの剣士たちの厳粛な様子を見やり、ふと懸念を感じた。


　その理由は、他でもない。ベルが否応なく斬り砕かざるをえなかった、カタコームの宝剣のことである。本来その奪還が、ギネスの使命だったはずである。それを損壊させて、それでも使命は果たされたのか。コリンズ一族はそのことについてどう考えているのか。


　ギネスは黙して語らず、ただ何やら裁決を待つかのような緊張した様子で、カタコームの洞窟を奥へ奥へと進むばかりであった。


　やがてその長く奥深い回廊も尽き、目の前を広大な空間が広がった。


　もはや親しい光景とさえいっていい、死告鳥レイヴンの花園に、彼らは来た。


　天井に開いた巨大な洞あなからは鮮やかに陽射しが降り注ぎ、地下にそびえる白亜の祀堂を不思議な明るさで照らし出していた。漆黒の鳥花とりを咲かせる花園にあって、まるで建物自体が淡く輝きを帯びているようにも見え、天道墓地の呼び名にふさわしい光景といえた。


　その祀堂の面前、花園の真っただ中に、祭壇らしきものが設けられており、その周囲に、一見して祀士コリンズたちと判る様々な種族の者たちが、法衣にも似た出いで立たちで集い合っている。


　中でもベルの目を引いたのは、鮮やかな赤の法衣姿であった。思えば城では見掛けない色の法衣である。数は四名。その内の一人は、ここ金牛宮トーラスの長であるカーネル＝コリンズであり、ギネスはその姿をみとめるや、図ずう々ずうしくも祭壇のそばに寄って声をかけ、なにやらむずかしげなことを話し始めてしまった。


　剣士たちはみなめいめいに祭壇を囲むかたちで、これから何が起こるのかと、言葉少なに事態を見守る姿勢となった。


「何が起こるやら」


　ベルも真しん摯しに腕を組み、ベネットと並んで、ギネスとコリンズたちの様子を見守った。


　すると、赤い姿の四名の内、ふと一人がベルのところへ歩み寄ってきた。月瞳族キヤツツアイズの男である。相手が親しく笑みを見せて、ようやくそれが知己の相手であることに思いいたった。


「あんたは……」


　一見して清潔な印象のする男だった。銀がかった白い体毛としなやかな体たい軀くが、明るい赤の法衣をひるがえして一礼した。どちらかといえば青に近い碧あおの目がつとベルを見つめ、厳しくひきしまった剣士のおもてに、柔らかな笑みをにじませた。


「サンディ＝コリンズです。お見覚えをいただけておりますか？」


　どことない愛あい嬌きようが、むしろ男の弟を思い起こさせた。ベルは真面目な顔で頷うなずいた。他でもない、アドニスの兄だ。かつてティツィアーノ討伐で共に戦ったコリンズの一人だった。


「今は亡き父兄に代わり、獅子宮アイオーンの祀長を仕つかまつっております。ベルどのとベネットどのには、共に戦い、また我が不動宮に伝わる宝剣を見事取り戻していただき、感謝の念も尽きません。我ら一族、格別の厚意を寄せてこのたびの秘儀にお招きさせていただきました」


　なんとも絵になる慇いん懃ぎんさだった。ベルはちょっとどぎまぎして、思わずこちらもぺこりと頭を下げた。ベネットが耳みみ敏ざとくその様子を察し、くすくす笑いながらこれも丁寧に一礼している。


「あの……サンディ＝コリンズ」


　ベルは口ごもった。


（アドニスのことは知っているんだろうか）


　まず真っ先に気がいったのはそのことだった。自分が破壊した宝剣についての懸念が、その直後に思い起こされた。どちらにせよ、面と向かっては問いにくかった。


「ええ、ラブラック＝ベル」


　静穏に佇たたずむサンディに、


「その……赤い衣は？」


　つい、全然違うことを訊いた。だがこれがあながち的を外していなかった。サンディは微笑んで、軽く袖そでを翻してみせた。


「我らコリンズの秘儀に関わるものです。各不動宮の長であることを示し、本来ならば、父亡きあと、私よりもむしろアドニスが着るべきであった法衣なのですが」


　どきりとした。逆に、いきなり本題に触れられた気がした。


「アドニスが……」


　そのときふと、奇妙なおかしさがこみあげてきた。憮ぶ然ぜんとした顔で、格式張った法衣を着て立つアドニスの姿を想像したせいだった。


「あなたの方が、よっぽど似合うな」


　くすくす笑って言った。肩の力が抜けた。サンディも今のベルの気持ちを察したのだろうか。同じように笑むと、穏やかに話を振った。


「アドニスを、あなたが見送ったと聞いております」


「ギネスから？」


「はい」


　ベルはちょっと面おも映はゆくなった。


「知ってたんだ」


「恐らく、あの者にとって唯一取りうる道であったのだと思います。その場に、あなたのような方に立ち会っていただけたことが、私にとってもあの者にとっても、なによりの幸いです」


「うん……」


　ベルは素直に頷いた。正直なところを言えば悔しいと思わないわけではない。だがそれさえ含んで、痛切にアドニスは去っていった。サンディもまた、そのことを深く嚙かみ締め、アドニスの由縁を心得ていた。


「まるで、さ」


「はい」


「私と、同じ道を、正反対に、背中を向けてゆくみたいに、行ってしまった」


「そうですか」


　サンディはちょっと寂しそうに笑った。獅子宮アイオーンの祀長の血筋は、これでとうとうサンディ一人になってしまった。言葉にしないまでも、その思いがありありと見えるようだった。


「我々もまた、各々の針路に踏み込まねばならないということですね」


　それまで黙っていたベネットが、やんわりと口を挟んだ。


「私たちは、いったいここで、何を見ることになるのですか？」


　サンディはゆっくりとまた祀長としての顔に戻った。


「神の秘儀が、ここに明らかになるでしょう」


　そう言って、死告鳥レイヴンの花園の中央に設けられた、ベルの胸元ぐらいまでの高さしかない祭壇を指差した。


「剣が……」


　祭壇には、例の砕かれた宝剣と、もう一つの宝剣とが、交差するかたちで置かれている。そのことに、たった今気づいた。また、同じ祭壇に、なにかの図面と、幾つもの小瓶が、交差した剣を囲むようにして並べられてある。


　ベルは首を傾げた。ふとそれがどこかで見知った光景に思われていた。それは、砕かれた剣と、それにまつわる不吉な儀式だった。まさか、と思った。


「試験魔法エグザミネーシヨンとでも言うべき、秘儀なる魔法です」


　サンディがさらりと口にした。


　ベルは啞あ然ぜんとした。ベネットも愕がく然ぜんと身をこわばらせた。砕かれた剣をより強大な力をそなえて生き返らせる法は、その凶悪さと合わせて、二人とも骨身に沁しみて知っている。


「なんだって……」


　ベルの脳裏に、〈魔ニドホツグ〉と化したキールの無惨な姿がまざまざとよみがえってきた。


　まるで殺気立つかのようなベルとベネットに、サンディは物静かな様子を崩さず、切々として説いていた。


「この秘儀のゆえんは、全てが無事行われてのち、明らかになるでしょう。どうか鎮まる心で御覧下さい。カタコームの四大不動宮より、ここ金牛宮トーラスからは感応エキネスの刻印スペルなす剣が、我が獅子宮アイオーンからは脱出テイグゼの刻印スペルなす剣が持ち寄られております。また、同じく天蠍宮スコルピウスからは試者の灰が、宝瓶宮サダルメリクからは魔方陣の図面が、こうして一か所に集められております。これらこそ、我らコリンズが守る、もう一つの神の秘儀であるのです」


「もう一つの神……？」


　ベルはそのひとことにただならぬものを感じた。不思議と不吉な感じは全くしなかった。ただ、驚きがあった。傍らのベネットも同様に愕然とし、


「まったく、策士め……」


　ギネスのいる方を探して顔をしかめた。


　そのとき、当のギネスがこちらへ戻って来た。


「間もなく準備が整うようです。サンディ＝コリンズ。あと少しで陽がこの天道墓地にかかる。気が満ちようとしていると、コリンズの皆が言っております」


　サンディは頷いた。


「確かに……」


　敏感にこの洞どう窟くつ全体の気配を察するかのように辺りを見回した。それからまた深々とベルたちと一礼を交わすと、いたって端正な振る舞いで祭壇の方へ行ってしまった。


「ギネス！」


　ベネットが鋭く呼んだ。日頃の穏やかさがむしろこういうときの激しさを際立たせた。


「君はいったい、なにを企たくらんでいる？」


　ごまかしの利かない厳しい問いだった。両目を閉じている分、凄まじい迫力がある。


「さあね。僕もまだ知らない」


　それでもギネスはのんびりと返していた。


「けれども僕らは決して神を否定する者ではない。僕らが神を所有しようとする未熟さを、乗り越えようとするだけだ。そうだろう？　禍まが々まがしい魔法であれなんであれね」


「また君はそうやって……」


「見定めることだ。僕もこれから何が起こるのか、はっきりと知っているわけじゃない」


　ベネットは深々と溜ため息を吐いた。


「今こそ、堂々と君を背から討てる好機にも思われるんだがね、軍師どの」


　いかにも諦あきらめ切ったような素振りに、ギネスはにこっと笑ってベネットの肩を叩いた。


「判断は任せるよ」


　ベネットはぞんざいに頷いた。こうして見るといかにも凸でこ凹ぼこな二人だった。何もかもが食い違っているようで、いつでもぴたりと気息を合わせているのだから不思議だった。


「始まるぞ」


　ギネスが面白そうに顎あごをしゃくった。


　それからふと真面目な顔になると、ベルの傍らで呟つぶやくように言った。


「これが、君に見せたかったものだよ、ベル」


　ベルは黙って頷いた。目はぴたりと祭壇にあてられている。ここまできたら何もかも見届けてやろうという腹積もりだった。導き手ガイダンスも今は沈黙している。ベルは余計な疑問を抱かず、ただこの光景を見据えていた。


　祭壇の周囲を、コリンズたちが囲んだ。赤い法衣の四人がそれぞれに小瓶を手に取った。


　更にその周りを、若いコリンズたちが剣を構え、幼い従者たちが燐りん光こうをたたえた水を剣にかけた。剣尖きつさきが宙に様々な印スペルを描き、淡い光の線が、天洞から降り注ぐ陽光を交わして光る雨のように散っていった。


　赤い法衣の者たちが順々に小瓶の中身を祭壇の剣にかけた。透明な灰だった。それを図面通りに落とし、魔方陣を描き出してゆくのである。


　ふいに詠唱が始まった。幼い従者たちが、高い声で唄うたうようになにごとかを口ずさみ、青い燐に光る水をまいていった。


　ベルはぞっと鳥肌が立つのを覚えた。それが不吉さからか、それとも単純にこの光景に感動しているからか判らなかった。だが、いったい何に感動するというのか。いつか、牢ろうの中で、砕かれた〈唸る剣ルンデイング〉に同じように試者の灰をかけた時のことを思い出した。あれはいったいなんと呼ぶべき愚かな行為だったか。それともあれもまた必然として自分の経験すべき事柄であったのだろうか。〈唸る剣ルンデイング〉が見事に試者の灰さえ克服して、自らの感応をあらわしたように、コリンズたちのこの行為もまた、何か大事なものをはらんでのことなのだろうか。


　そんなことを思っているうちに、祭壇の上では劇的な変化が起こっていた。


　灰が描き出す再生の歌に導かれ、鋼の細胞たちが一斉に動き出したのである。剣がその刻印スペルをたたえながらも溶け出し、刃のかたちを失って躍り、鋼の群体が灰をその身に食はんでゆく。コリンズたちは今や誰もが詠唱していた。コリンズたちの剣が無数の刻印スペルを宙に描き出し、それを受けてふた振りの剣はさながら鋼の乱舞を見せるかのようだった。


　TIXE──


　脱出テイグゼをあらわす刻印スペルが、ベルによって二つに断たれたその身を、鋼の乱舞に立ち上がらせた。


　ECNES──


　感応エキネスをあらわす刻印スペルが、それを追って伸び、渦を巻いて灰をその身に染み入らせてゆく。


　やがて赤い法衣のコリンズたちがさっと身を引いた。一人が図面を素早く手にし、互いの顔を見合わせ、気息をはかるように手を掲げた。四人の手には最後の小瓶がそれぞれ握られ、鋼の群が二つの刻印スペルをたたえて天道を昇ろうとするかのように立ち上がり、周囲で見守る多くの剣士たちが嘆息したそのとき、残りの灰が一斉に鋼の乱舞に対して降り注がれていた。


　祭壇の上でとてつもない感応が満ち、鋼の細胞たちが声なき声で咆ほう哮こうを上げた。


「我らは今ここに秘儀をあらわした！」


　カーネル＝コリンズが粛然として叫んだ。


　それを合図きつかけに、輪を描いてコリンズたちが祭壇から離れた。


　宙に描かれていた最後の刻印スペルが、燐ひの雨となって祭壇に降り注ぎ、立て続けに剣を鞘さやに収める音が鳴り響く。高らかに詠唱が唱えられ、いんいんと余韻を残して天道を先んじて通り抜けていった。どこかでこの感応に呼応したか、死告鳥レイヴンが一羽、鋭く鳴いて、陽もまだ下りぬ空へと飛び立っていった。


「おお」


　誰からともない感嘆の呻うめきがにわかに広場に満ち、祭壇の上で、それはとうとうその姿をあらわしていた。


　みりみりと祭壇に亀裂が走った。鋼がその淡紅インペリアルトパーズの輝きも鮮やかに生長していた。さながら火に燃えた黄金の輝きだった。鋼が螺ら旋せんを描いて束を成した。根を伸ばし、幹をかたちづくった。祭壇が粉々に砕け散り、巨大な鋼の樹が根を土に穿はいた。


　それはまさしく秘儀だった。崩壊する祭壇があっという間に鋼の根にのみつくされた。


　周囲の土があっという間に食いつくされ、大量の養分を一瞬で吸い上げ、みるみる幹が育ってゆく。梢は祀し堂どうの高さを越えた辺りで生長を緩め、なおもひたすらに天道を昇ろうとするかのように僅わずかに震えたかと思うと、燦さん々さんと輝く鋼の葉を茂らせた。


　幹には、コリンズたちが剣尖で宙に描いた無数の刻印スペルがたたえられ、淡く明滅を繰り返し、ひそかなる鼓動を響かせるようだった。


　とてつもない感応と、存在の意志。無限に伸びゆこうとする何か。


　それはまさしく神の樹だった。


「なんてこった……」


　ベルは呆ぼう然ぜんとしてその巨大な樹に見入った。全身が感動に鳥肌立つようだった。背に負った〈唸る剣ルンデイング〉がひっきりなしに激しく感応して唸うなりを上げていた。


　その樹に感応し、なによりそこにたたえられた新たな刻印スペルに対して、まるで挑むかのように唸りを帯びていたのである。


　──ECNESTIXE


　それはそういう刻印スペルだった。


　自己からの脱出テイグゼ。


　自己への感応エキネス。


　TIXEの刻印スペルと、ECNESの刻印スペルとが、見事に極ひとつとなった、いかにも強烈な意志を抱いた刻印スペルであった。


「存すものエクネートシーズの名です」


　カーネル＝コリンズが、赤い法衣の四名を代表して、厳かに告げていた。


「これこそが、カタコームに伝わる、もう一つの神の秘儀なのです」


　その場に集った剣士たちの愕がく然ぜんとした顔の方こそ見物だった。自分たちが見ている目の前で、神の樹がもう一つ出来上がってしまったのだから無理もなかった。それぞれの身に帯びた剣が激しくこの樹に感応する様子に、呆然と戸惑いながらも、何かひどく切実なもののあることを察するばかりだった。


　カーネルは、樹を背に負うようにして穏やかに剣士たちの顔を見渡した。


「この、存いますものの名には、かつて城の神が自ら追放した、実存への思いが込められております。機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナの、複雑な情念のゆえんともいえるものです」


「実存とは……いかなるものの謂いいですかな」


　ギネスが、さすがにこの樹に呆あつ気けに取られながらも、剣士たちを代表するかたちで問うていた。


「存在の理由ことわりです」


　というのが、カーネルの粛然とした答えであった。


「機械仕掛けの神の情念とは、肉体を持たぬまま、ただ心だけを持ってしまったことをいいます。また、その存在を他者に拠よるしか、法のなかったことをいうのです。体格的存在を持たぬままに、神なる自我を芽生えさせ、民を支配するべく人格的存在への成長を自ら禁じ、ただひたすらに神格的存在を目指すしか法がなかった神の──」


　ふと、ベルは目を細めてその樹を見つめた。なんとはなしに、アドニスのことがひどく痛切に思い出されていた。生まれながらにして旅の呪いを身に負い、ついにその意味を見み出いだすことなくこの世から消えたアドニスのことが。


　そしてここに、生きるべき体を持たずに、心だけを持ってしまった、機械仕掛けの悲しい飢えがあった。鋼の細胞は、巨大に膨れ上がった心を入れる器ではあれ、ついに生存の実感を与えなかった。


　いつでも自分以外の誰かを理由ことわりに生き、存在した。それは存在しているのかしていないのか、決して証あかしを立てることの叶かなわぬ生存だった。そしてついには、己の存在の理由ことわりであるベルそのものになろうとして、他ならぬベルの刃に死を与えられた。


　ベルはここにきて初めて肺はい腑ふを抉えぐるかのような神の嘆きを聞いた気がした。自分には死がない。存在がただ終わり、最初から存在しなかったものとして消えてゆく他ない。その叫びが飢餓同盟タルトタタンの飢えの理由ことわりとなったほどに、それは痛恨に満ちた嘆きだった。


　民の死を食らって生長する鋼の細胞に痛悔の嘆きをたたえ、無数の意味をなさぬ刻印スペルをあらわしながら永えい劫ごうに伸び続ける獰どう猛もうな大樹の姿こそ、民には見えぬ機械仕掛けの神のもう一つの側面であった。


　そしてその嘆きを乗り越えようとする意志が、この樹には表明されていたのだ。ベルは〈唸る剣ルンデイング〉の感応に鋭くそれを察し、なによりもそのことにこそ感動していた。


　果たして、カーネルは言った。


「この樹は、そこからの脱出の感応に満ちています。また、自らの存在への感応にひたされております。他者の肉体に乗り移るという、神なる〈魔ニドホツグ〉の欲望は自ら止揚され、やがて、死告鳥レイヴンの花となりました」


　おお……


　剣士たちの大半がどよめいた。みな、城で神の根から無数の蝶花はなが咲くさまを目撃した者たちである。ギネスなど、昂たかぶりのあまり厳しくひき締めた顔を真っ赤にして、カーネルの言に聞き入っていた。


「死者の人格的存在を引き受けて訃ふ報ほうを伝えるこの特殊な鳥花とりは、もともと神の樹から生まれ出たものだったのです。実存への思いが、神の中に生まれたとき、それが神の中で鋭く矛盾を起こし、やがて城の神の樹から、株分けするように脱出し、感応に満ちてこのカタコームを形成しました」


　それこそ、城とカタコームとが一時的にせよつながったゆえんだった。みな等しくそれを理解する中、ギネスはつと前に出てカーネルと向き合った。


「神が、もう一つ、ここに出来上がるというわけですな。つまりは、機械仕掛けの神を中心とした秩序が」


「そう。そしてそれを画策した者こそが、コリンズの祖先なのです」


　カーネルはそのかつての時代に思いを馳はせるように語った。


「この赤い法衣こそがその証しといっていいでしょう。何故なら、この法衣こそが、かつて城で〈根の国〉を司つかさどる神官をあらわすものだったからです。その地位は低く、蔑べつ視しされておりました。城で権勢を脅かされていた者たちがコリンズのもとに集い、新たな栄光を求めて城を出て、もう一つの神を奉じようとしたのです。民に死を持つことを許す神を」


「だが城の神は、その新たなる意志の芽生えを否定し、以後、憎悪をもって繰り返しカタコームを攻撃した……」


　ギネスの言に、カーネルは静かに頷うなずいた。


「あなた方は、この樹を、どうするおつもりなのですか」


「斬ります」


　カーネルの返答は明快だった。


「幹を剣苗スパーデとして育て、双つの宝剣にこの刻印スペルを分けます。また、根は貴重な死告鳥レイヴンの苗となります。あとは焼いて精製することで、試者の灰として保存します。宝剣が今回のように損壊しても、再び復活するように。以上が、コリンズの始祖たちが、長い戦おこないの日々を経て見定めた、カタコームの秘儀なる法であり、もう一つの神の在り方であるのです」


　そうしてみな、感慨にふけるようにしてこの大樹を見上げた。


　樹はそれ以上伸びようとする気配もなく、清々として葉を茂らせ、自らを切断される瞬間を待っているかのようだった。


　ベルは真しん摯しにこの樹を見つめた。なんだか報われたような気分だった。これこそ、自分がその剣をもってこの国の神に問うた、その答えのような気がしていた。


「ラブラック＝ベルどの」


　ふいにカーネルが呼んだ。


　ベルは目を戻した。ぎょっとした。コリンズの者たちが、みな一様に期待のこもったまなざしをベルに向けているのである。この危ういほどに真っ直すぐなまなざしが、コリンズの者の特徴といっていいような気がした。


「なんだい」


　少々びくついたようになって訊きいた。


「四大不動宮の一致で決まったことなのですが」


「うん……」


「ベルどのにこの樹を斬ることをお頼みしたいのです」


「私に!?」


　目を丸くして自分の顔を指差した。まさか突然そんな重大な役を振られるとは思ってもいなかった。ないことに、周りの剣士たちがそれを聞くや一斉にベルを囃はやして叫んでいた。


「ラブラック＝ベル！」


「野蛮ビーステイなる美しさ！」


「その剣は神さえ刃にかける！」


　ほとんどからかっているようなものだった。ベネットやミストたちまで調子に乗って声を上げている。ベルは憮ぶ然ぜんとして──笑みを零こぼした。


「あなたは、城の神の情念をその剣で解き放った。あなたにこそこの秘儀の決着を見せていただきたいのです」


　カーネルが言った。その傍らでサンディが是非にと言葉を合わせた。赤い法衣のコリンズたちがあっという間にベルを囲み、いざなう者の姿でベルの返答を待った。


　ベルは苦笑した。


「私がこれを斬っても、そう大したことは起きないよ。きっともう一番大事なことは、済んでいるから」


　そう前置きしてから、〈唸る剣ルンデイング〉の柄つかに手を当てた。


「でも、私の剣を、この樹に試みさせてくれるってんなら、喜んで」


　わっと沸いた。もうお祭り騒ぎだった。剣士たちが願を懸けるかのように、ベルの腕や〈唸る剣ルンデイング〉に触れてきた。ベルも笑ってそれに応こたえ、拳こぶしをみなの肩に当てていった。もみくちゃにされるようにして、ベルはようやく樹の前に立った。


　肩口の鉄環がじゃらっと音を立てて外れ、振りかぶられた〈唸る剣ルンデイング〉の威容が観衆の目を打った。


　すうっと大きく息を吸い、肩を静めるようにして吐いた。剣尖きつさきを樹の梢に合わせて、天道に向けた。まるで居合いを申し込む者の姿で一礼した。


　剣は感応に満ち、さっそく白銀リリーホワイトに輝いてその内なる無尽の力を解き放たんと唸うなりを上げるや、槍やりの穂先にも似て鋭く優雅な形状フオルムをあらわにしている。


（世界を穿孔せよデユルヒ・ブレツヒエン──）


　それこそ剣の意志だった。


　そして目の前に厳然としてそびえる刻印スペルもまた、同じ至高を目指すものだった。


（報われるよなァ）


　ベルは満足げに笑みを浮かべた。そっと〈唸る剣ルンデイング〉に唇くちづけた。そのいかにも作為のない魅あやしい仕し種ぐさに、一瞬、剣士たちが痺しびれたようになった。


　赤い法衣のコリンズたちがベルの周囲に立ち、神の樹を囲んで、各々の手に燐りんの水を浴びせて次々と宙に印スペルを描いた。弔いを意味する印スペルが、祝福として光の雨を周囲に降らせてゆく。幼いコリンズたちが、若いコリンズの剣士たちにつき従って神の樹を囲み、高らかに弔いの文句を詠唱していった。


　気息はみるみる高まり、ベルの足がざっと音を立てて踏み込まれた。


「そっちに倒すよ」


　顎あごをしゃくって、注意を促した。


　にわかに、それまでに勝る感応が激しく剣に満ち、猛然とした唸りが、弔唱とともに花園に響き渡った。


　かっと目を見開いた。足の下で土くれが抉れ返った。渾こん身しんの力を込めた。〈唸る剣ルンデイング〉の超重量が一瞬にして消え、白銀の閃せん光こうと化して振るわれた。


　閃光が吸い込まれるようにして樹の幹に触れ、切り込み、通り抜けた。


　高らかな剣撃の音がその後につづき、いんいんとして響き渡る。一瞬遅れて、ぐらりと樹の梢が傾いた。さっとコリンズたちが退ひいた。ベルは剣を振り切った姿勢で目を上げ、ゆっくりと倒れゆく樹を見届けた。


（斬れた……）


　その感慨があった。斬る一瞬に、刃に満ちた神の樹の感応を察した。


　ゆけ、とそれは言っていた。他の多くの神に向け、止揚せる刃を掲げろと告げていた。


　轟ごう音おんを立てて神の樹が倒れた。コリンズの祝福と弔いの詠唱がつづいた。それは死を獲得した民たちの、多くの思いをたたえた弔歌だった。







この地に誇れり死の花よ


我らの亡なき骸がらをその根に穿はき


死の風聞デイールをたたえて飛ぶ鳥よ





その黒き花に寄せ、聖星の輝きアースシヤインに浴し、我らは問う


既に誰もが決しえて、もはや誰もが定めえぬ


我らの生と死を、慎んで問う


我らは貴き戦おこないを経た者をここに祀まつる


今こそ供えよひと振りの剣を、久しき恩おん讐しゆうを断ち奉まつれ





かの戦おこないに克かつえり同胞ともがらの、この我もまた末裔すえなるゆえに……


かの戦おこないに終ついえり同胞ともがらの、この我もまた末裔すえなるゆえに……







　カタコームでの秘儀に魅せられてのち、みなどこか思案にふける顔で、場を移していた。


「旅への〈鍵かぎ〉は、秩序における最大なる者の影にこそ存在する」


　ギネスが吠ほえた。早速、酒杯を幾つも空けている。


　一同、〈アマレット亭〉にいた。なんとも大所帯である。ここ近日、〈アマレット亭〉ほど繁盛している店もない。なにせギネスたちが引き連れて城を出てきた者たちの大半が、ここを定宿としていた。もともと都市パークの〈内〉にいた剣士たちを好んで泊めるところもなく、ハギスも当初はなにやら渋い顔をしていたが、この繁盛ぶりにもう何も言わなくなった。そればかりか剣士たちの全員がカタコームに剣を捧ささげる気でいるのを知るや、


「なんで早く言わない」


　怒ったようになって、宿を建て増しした。聞けば、


「俺も、いつかカタコームには世話になる身だ。あそこを守るために、何度も戦ったさ」


　と言う。お陰で、剣士たちは格安で宿を手に入れることとなった。


　そして今、コリンズの主だった面々も加えての宴席となり、大道に溢あふれんばかりの数が〈アマレット亭〉に集まる中、〈内〉も〈外〉もなく杯を交わし、ギネスの饒じよう舌ぜつはとどまるところを知らなかった。


「いいかい、ベル。〈鍵〉は秩序の中心の、その漆黒の影にある。黒い時刻、黒い方位とはそのことだ。そして僕らはそれを手に入れなければならない」


　ベルはくすくす笑って、この〈ほら吹きフアジーネーブル〉＝ギネスの弁舌に頷うなずいた。


「なるほどね」


　実をいえば、ベルは既にあらかたそれを察している。だが、ギネスが伝えたいことは、また別のことだった。


「僕らがそれを手に入れる理由ことわりは一つ。神なる秩序が失われてのち、等しく民の象徴となりうるものといったら、それしかないからだ。それこそが正しく民を統べる〈鍵〉となるのだ。ところでベル、君は、どうやって〈鍵〉を奏でるつもりなのかな？」


「さあ……」


　それについても見当はついている。正確には、そうするしかないという確信だった。だがそこでベルは敢えて首を傾げてみせた。


「僕らはこれから、カタコームを守りつつ、〈正義トツプドツグ〉と〈悪アンダードツグ〉とを止揚する戦いに赴かなければならない。君が神の情念を解放し、神と民とを止揚したように。そこで〈鍵〉は非常に重要な存在として、僕らと城の主族との戦いの渦中に置かれることになるだろう」


　こほん、とそこで咳せきを払い、


「君は、いかにして〈鍵〉を奏でるのだろうね」


　またその問いに戻った。真面目な顔の割には、目が笑っていた。


「私はいつでも私自身を試みるために、剣を振るっているさ」


　答えるともなく答えて、


「それにしても〈正義トツプドツグ〉と〈悪アンダードツグ〉とを止揚する……ねえ」


　感心したように言った。ギネスがにやりと笑った。


「必ずしも望まれた戦いではない。辛つらい戦いになるだろう。君のこれからと同じように。だがそれこそがパラダイス・シフトを導く最初の声になることは明らかだ。僕はその端緒が他ならぬ君の剣によって切り開かれたことに、大いに希望を寄せているのさ」


「そいつァ、どうも」


「君は常に破壊の中に生成を及ぼしてゆく。まるでそれがその剣の刻印スペルの効果だと言わんばかりにね。キールどのの剣の焰熱ほのおしかり、アドニスの剣の腐敗しかり。君のその剣は、旅の〈鍵〉に、いったい何をもたらすのだろうね」


「さあ、ね」


　ベルはさりげなくギネスの目を見やって、微笑した。


「僕らは、カタコームの秘儀を知ってしまった」


　ギネスが、ふいにぼそりと声を低めて言った。周囲では賑にぎやかな宴うたげが繰り広げられている。その中で、ギネスは実際、少しも酔っていないように見えた。


「その僕らと城の主族との、〈鍵〉を巡る戦いは、凄せい絶ぜつな争いになるだろうね。まず間違いなく、ガフどのは〈鍵〉の破壊を目もく論ろむ。それがあの人の目指す秩序のかたちだからだ。それはそれでいい。しかしそれは国の天てん秤びんを固定する考えだ。天秤は常に揺れることで、その秤動バランスをあらわすものさ。それが僕らの役割だ」


「色々と楽しいんだな、これから」


　あっけらかんとしてベルは言った。ギネスはまた不敵な笑みを見せた。


「僕は、これを、壁についての戦いだと思っている」


「壁……？」


「壁は、多くの行為を妨げるものであると同時に、その内側を守るものでもあるんだ。壁に妨げられていると思うか、それとも守られていると思うか。争いのゆえんはそこさ。そして〈鍵〉は、壁を越えるための高台だ。一分の隙間もない壁に、扉を出現させるための魔法だよ」


「じゃあ、私は、〈鍵〉になるのかな」


　ベルが冗談でも言うように呟つぶやいた。ぴくりとギネスの全身が反応した。とてつもない期待の念が、ギネスの中で渦巻いているのが目に見えるようだった。ギネスは今、必死でベルを祭り上げることを堪こらえていた。それはほとんど信仰に近かった。ベルを孤独にし、狂わせるものとしての信仰だった。


　ベルは目を細めてギネスを見た。尽きせぬ感謝の念を込めて、言った。


「私は、自分自身を試みるために剣を振るっている。そしてそのことが自分以外の誰かのためになったりも、誰かを傷つけたりもすることを、あんたたちから学んだんだ」


　そのとき、ふいに孤独が音もなく這はい寄ってくるのを感じた。ベルはしいてそれを退け、先をつづけた。


「あんたの言葉こそ私の希望だよ。私の剣が、破壊の中で何かを生み出せる可能性があるってことは、私に勇気を与えてくれる」


　ギネスはその目に激しい光をたたえて頷いた。


「僕らは……君を孤独にはしない。誓って。どんなに僕らが君に希望を見み出いだそうと、君を崇あがめることで君を独りにはしない。たとえそのために君に剣を向けることになろうとも、それだけは必ず……」


「判ってる」


　切実に囁ささやいた。


「判ってるよ」


　ギネスのおもてが奇妙に歪ゆがんだ。


「いずれ……争いの中で、〈鍵〉は破壊される……」


　とてつもない努力の末に、ギネスはそれ以上の言葉を飲み込んだ。ギネスがいかなる言葉をその先に続けるにせよ、それはベルに一つの強制を及ぼすことになる。それはギネスたちが、ベルの仲間であることを盾にした強制だった。自分たちの期待に応こたえないで、なにが仲間か。ギネスが望むと望まずとも、自然とそういう文脈になってしまうのだ。だから、ギネスは口をつぐんだ。


　ベルは聞かなかったふりをしつつ、宴に沸く店内を振り返りながら、小さく頷いた。


「私は、私を試みるために、剣を振るう。いつでも、どこでも」


　ぽつりと、繰り返し呟いた。また、それしか言えなかった。


　ふいにそのとき、店内の騒がしさがまた別の色を帯びた。


　原因は店の外にあった。ベルは自分を呼ぶ声を聞いた。


「なんだ……？」


　ふとギネスを見やると、なんとにやにや笑んでいた。つい今しがたの痛切な表情はどこへやら、まるでいたずらっ子の顔でベルを見ている。


　そこではじめて、ベネットやミストたちの姿が見えないことに気づいた。どきりとした。わけもなく胸が弾んだ。こういうときに意表を衝つかれることは、決して悪いことではなかった。店の外からベルを呼ぶ声が大きくなり、店内の者たちがベルを振り向いた。


「策士……か」


　ベルが困った顔で呟くと、ギネスがにっと笑んで立ち上がった。


「呼んでいるよ、君を」


　ベルは苦笑して立ち上がり、ギネスとともに店の外に出た。


　たちまちの内にひとだかりが出来た。ベルは一歩玄関先に出て、啞あ然ぜんとした。


　そこに巨おおきな亀がいた。二、三人で乗る、軽量の甲俥花コースターだ。


　ふとミストが傍らに立って、ベルの肩を叩たたいた。


「旅に出るには必要だと思って」


　びっくりしてベルはミストを見た。


「あなた、自分の足で歩いてゆくつもりだったんでしょう」


　いたずらっぽく笑うミストに、二の句がつげなかった。


「俺たちが持ってるやつん中から、いっとうベルが気に入りそうなやつを選んだんだけどな。どう？」


　クラウドが、亀の首を叩きながら言った。


　ベルは戸惑いながらもその亀を見た。高い丸屋根のような甲羅は幌ほろのように加工され、灰緑色に輝いている。堅い足と黄色い爪をつけた足首は力強く大地に立ち、角のように尖とがった口になんともいえぬ愛あい嬌きようがあった。なによりその目だ。獰どう猛もうそうでいておどけたような焦げ茶色の目に、いついかなる状況のもとでも、まっしぐらに進みゆこうとする意志を見た気がした。常々、ベルは亀についてそう思っていた。いつでもどこかへ向かってゆこうとするような雰囲気があるのだ。特にこいつのまなざしときたら、超然としてベルを見やるくせに、どこかベルを背に乗せるに値する者であるかどうか、自分をどこへ歩ませようというのか、試すような顔だった。


　一発で気に入った。それが顔に出た。わっと足長族フロツギーたちが沸いた。自分たちの財産を譲り渡すことに、こうまで喜べるのかとベルの方が呆あきれるくらいだった。


「名前は、あるの？」


　ベルが訊くと、


「ギムレットよ」


　ミストが誇らしげに答えた。


「よろしくな、ギム」


　早速、愛称で呼んだ。亀ギムは大きく鼻息をつくと、尖った頭を振った。まるでお前の演奏に期待する、とでもいうようだった。その点でベルには引け目があった。およそ剣以外の楽器に疎いのだ。この亀を奏でるための楽器さえ、自分では持ち合わせていなかった。


　するとそれを察したようにベネットが現れ、ベルの傍らに立って袖そでを引いた。


「私からは、これを贈るよ」


　なんとも流麗な出来の弦楽器が、戸惑うベルに渡された。つづいて手渡されたのは、一見して自鳴琴オルゴールと判る箱だった。場合によって違う音色が奏でられるよう、複数の把手ハンドルがついている。どちらの楽器も上等な水みず鋼がねで出来ていた。


「もしかして、あんたが造ったのか、これ」


「クラウドに手助けして貰もらってね。気に入って貰えたかな？」


　ベルは大きく頷うなずいた。ないことに、涙がにじんだ。こういうときに意表を衝かれるのは、決して悪いことではなかった。


「最初の旋律は、やはり自分の手で弾いた方が、動きも良いし、甲俥花コースターとの信頼を築きやすいからね」


　そう言って、ベネットはベルに頰寄せた。


「いってらっしゃい、ベル」


　いたって作法通りに、ベルの頰に唇くちづけた。ベルはそれを返し、またミストやクラウドたちにも片っ端から接吻キスして回った。


「僕らは、君を孤独にはさせない」


　ベルの接吻を受けてちょっと照れたようになりながら、ギネスが繰り返した。ベルは何度も頷いた。


「さて、では最後の品といこう」


　ギネスの声とともに、それまで店内にいたコリンズたちがやって来た。


「これを、ベルどの」


　サンディ＝コリンズが手渡したのは、なんと赤い法衣であった。


「こいつは……」


「我らの秘儀なる法衣です。城の法衣とは違い、水みず鋼がねの糸が無数に織り込んであります。ところどころに様々な筆記魔法グラマーの印スペルが記されているのは全て身を守るためで、旅への出いで立たちとしては、悪くないのではないでしょうか」


　とんでもなかった。ベルは胸が一杯になった。


　カタコームで聞いた、アドニスが着るはずだった、というサンディの言葉が、やけに痛切に思い出された。その衣は、アドニスと、また自分以外の多くの誰かと、生を交錯させるほどに交じり合った証あかしのようなものだった。


　世界に交じり合い、なお己を保って世界の色を身に帯びること──


　それこそ、ベルが痛切に望み、これからも手に入れてゆこうとする由縁だった。この赤い衣が、その象徴のように思われてならなかった。


　ベルは鮮烈にそこに立ち、みなと見交わした。ギネスがいて、ベネットがいた。ミストもクラウドも、その一族もいた。コリンズたち、ハギス、多くの剣士たちがいて、総出でベルを見送っていた。じわりと胸中にしみた。なんという豪勢な旅立ちか。今この訣けつ別べつに、悔いなどあろうはずもなかった。


「私は、確かにこの国で、生きた……」


　嚙かみ締めるように、ベルが言った。


「ありがとう」


　別れは、晴れやかに尽きた。
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　甲俥花コースターは大道を上って中位東ミドルイーストの街を越えた。藍あい色の煉れん瓦がに、そこが上方東トツプイーストの街だと知れた。街壁に沿って進んでゆくと、やがて大きな門が見えた。


　ベルはふと我に返った。別れの記憶から心を離し、慌てて亀を止めさせた。


　見上げれば、そこに巨大な門がそびえたっていた。


（ここから出て行ってやろう──）


　いつか見た原風景の声が、胸中にこだまするのをベルは聞いた。


（どこへ行くかは知らないけれど、ここではないどこかへ──）


　初めて〈唸る剣ルンデイング〉と出会ったときそのままに、心の中の門は堅く閉ざされており、今また眼前にそびえる門も同様だった。ベルはぶるっと身を震わせた。体中で得体の知れない力が急激に盛り上がってゆくように感じた。とうとうここまで来た。そういう感慨が力の源泉となって、もう少しでベルを門に向かって突進させるところだった。


　──ＥＥＥ……


　ベルの気配を敏感に察して〈唸る剣ルンデイング〉が低く唸うなりを帯びた。


　そのときだった。


「やあ、おめえさんはこの門に何か用かね」


　頭上から、太い声がかけられていた。


　続いて、門の櫓梢やぐらで光が点ともった。ベルは更に見上げた。男が一人、把灯ランタンを手にベルを見下ろしていた。壮齢を過ぎようとする水角族ミノタウロスの男だった。


「あんたは？」


「わしか？　わしはイクスってもんだ。ここの門衛だよ。もう長いことこの門と一緒して住んどる」


　一見して愚鈍そうな印象のくせに、そのまなざしは妙に鋭かった。柔和な印象が、武辺な剣士の風ふう貌ぼうに見事に溶け合っている。剣士としての健全な老いが、そこにあった。


「この門を出たいんだ。開けてくれないか」


　門衛はしげしげと、赤い衣のベルを見た。


「おめえさんは、どちらへゆくんだね」


　ベルの答えは明快だった。


「旅に出るのさ」


　その途端だった。門衛が相好を崩して笑んだ。


「ははあ」


　深々と頷いた。なにやら訳知り顔をしてみせる男に、ベルはちょっと眉まゆを寄せた。すると、なんとこんなことを言った。


「待っていたよ、おめえさんを」


「私を……？」


　ベルは目を丸くした。それは、思わぬ送迎だった。


「いつやら、おめえさんと同じように、旅に出ると言ってこの門を開けさせたひとがおる。ラブラック＝シアンという名の男さ。このひとだけじゃねえ。色々な者がここを通って出入りするが、特に旅の者ノマドはみんな誰でもこの門を通って出てゆくのさ。おめえさんが、シアンどののお弟子さんだということは、知っているよ。同じように、旅に出る気でいることもな。この門に関わることは、そうやって、何もかも事前に調べておくだて」


「へえ」


　ベルは素直に感心した。なによりこんな場面で親しく出迎えてくれる者がいることが驚きだった。


　だが門衛は、そこでちょっと難しい顔をしてベルを見つめた。


「シアンどのをここからお送りしたときのことは、今でも覚えておる。いやさ、この門を開く前のことをさね」


「うん？」


「わしは、こう訊きいたんだ。万端なのかいって」


　ベルはちょっと首を傾げた。


「わしらの家系は、代々剣士として以上に、この門を守ってきたんだ。そりゃあ多くの旅の者ノマドを送ってきた。だからわしらはみんな、そう訊くんだよ」


　門衛は、特になにかを誇る様子もなく、切々としてベルに言った。


「だってそうだろう。わしはこの門と一緒に暮らしてるようなもんだ。この門を、どんなやつがどんな理由で通るにしろ、その前にわしが門を開くと決めないことにはしようがねえだ。わしはいつでも、門を開くことが、門を通るやつのためになるか、神の御心にかなうか、都市パークのためになるのか、そもそもこの門にとって良いことか悪いことか、いっぺんにいろんなことを考えなきゃしようがねえだて。そうでなきゃ、この門に悪いだ。立派な門だろう？　こいつはわしにとって都市パーク全部と同じだ。時には、こいつを堅く閉ざすことで、大事なものを守らなけりゃしようがねえこともあるだ。判るだろう？　特に相手が旅の者ノマドの場合は、よけいに慎重にならなけりゃいけねえだ」


「うん。よく判る」


「で、おめえさんは、万端かね。見たところ何も心配は要らないって様子だが、もう一度、思い返してみてくれんかね。悲しいことや、恨んじまうようなことを、都市パークに置き去りにしてきちまったんじゃないかって。もしそうなら、それでもおめえさんがここを通る理由ってやつが、ちゃあんとおめえさんの中にあるのかを、確かめておくれ。あんたをここから送り出すことで、この門が悲しい目に遭っちまうことがないようにね」


　ベルは清々として笑んだ。十分な間を置いてから、短く、はっきりと答えた。


「万端さ」


　門衛はほうっと感心したように溜ため息を吐いた。


「良い顔だ。本当に、そいつがいっとう俺を安心させてくれるだ。喜ばしいことだて。おめえさんは大丈夫だ。この門にとって誇りになるくらいのもんを持ち合わせとるだ」


　ベルは肩をすくめた。悪い気分ではなかった。門衛の純朴な言葉になんとも面おも映はゆいようだった。


「さて、すぐに開くからちょっと待ってておくれな。その前に助手どもを叩たたき起こして来ないことには始まらんのさ。こいつはわし一人じゃ開けないほど立派な門だて。すぐに用意するから、そこで待ってておくれ。門があんたのことを覚えているように、なるべくあんたの顔を門に向けてな。それがこの門の名誉ってやつだ。じゃ、すぐに用意するよ」


　門衛はさも安心したように櫓梢やぐらを下りると、


「おい、とっとと起きねえか、ワイ！　ツェット！　おめえたち、お客さんだぞ！」


　太く大きな声で怒鳴りながら、門のすぐ脇に設けられた宿舎に入っていったのだった。


　途端に門の周辺が慌ただしくなり、ベルは亀ギムの上に足を放り出しながら、言われた通り門をじっと見つめた。きらびやかに門を飾る時計石オクロツクたちはそろそろ青ざめようとしていた。


　やがて、門を開くまでの間、ベルは再びその身を記憶の翳かげにひたしていった。
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　赤い衣に身を包んで登城したベルに、ガフが驚いたように目を見開いた。


「まさか──」


　だが、ベルの含んだような笑みを見るなり、


「……そうか。お前は、カタコームにいたのだったな」


　と合点したような顔で頷うなずいた。さすがにこの若い王も聡明さでは負けていない。すぐに、城の古い歴史に思い当たったようだった。


「へへ。どんなもんかな？」


　青玉サフイユの花道を下り、舞台への階段に足をかけながら、ベルが無邪気に訊いた。けれんみたっぷりに、マントをひるがえしてみせたりする。


「似合うぞ」


　ガフはちょっと渋い笑みを見せた。〈唸る剣ルンデイング〉を背負しよい、赤い衣をまとうさまは、確かにベルにぴたりと合っていた。端然として浮いたところがなく、どこか魅あやしく大人びた雰囲気さえたたえており、子供っぽい仕し種ぐさとないまざって不思議な魅力があった。


「俺はまたてっきりカタコーム戦役の際の制服衣装グラスウエアで現れるものと思っていたがな。それと同じように似合っている」


「ありがとう。──あの衣装は、さすがにもうぼろぼろでさ」


　けろりと笑って舞台の上に立った。新たな王にわざわざ衣装を褒めさせる者もない。ベルとガフはほとんど兄妹の親しさで向かい合っていた。


「あんたも、なかなか、さまになっているじゃないか」


　今、ガフは〈剣闘の間〉を司つかさどる黄牙アイボリーの衣を捨て、王として、彼らのいる〈玉座の間〉の象徴色である青い衣を身にまとっている。腰には厳かにも王国の剣を佩はき、威風堂々たる体たい軀くに王たる気質が満面とたたえられているかのようだった。


「やっぱり、あんたは王なんだ」


　つくづく感心して言った。


　それから、舞台を見回して、今更のようにぎょっとした。


「なんだい、こりゃ」


　舞台ばかりか、〈玉座の間〉のそこら中に、鋼の固まりが転がっているのである。一見して、制作の途中であることが判った。それも、剣ではない。


「新たな天てん秤びんを、造り出そうとしているのだ」


　というのが、ガフの大まじめな返答だった。


「天秤？」


　ガフは頷いた。そこではじめて、ベルは神の樹に生える天秤が枯れ落ちたことを知ったのだった。恐らくはベルが神の遺影を断った際に、その秩序の中核をなしていた天秤に異変が起きたのだろう。そうガフは言った。


　ベルは不思議と納得して、新たに造られようとする天秤たちを見やった。


（ガフらしいや）


　なんとなくそう思った。


　巨大なものから小さなものまで、暗中模索の様子そのままに、色々な天秤が所狭しと並んでいる。神の樹の幹に開かれた洞うろはそのまま塞ふさがらず、新たに扉が設置されていたが、その扉の周りにも、ごちゃごちゃと天秤が並べられていた。まるで天秤の博物館だった。


「神の樹に実っていたような万能な天秤は、今の我らの技術では到底造れんのだ。それほど精巧に、全ての民に対して公平に感応するよう鋼の意思を育てることは、不可能に近い。恐らくこれからは、そのときどきにおいて必要な天秤を、王の名のもとに造り、使い分けるしかあるまい」


　しみじみとガフが言った。別段、ベルを責めるような口調ではない。


　それが、ついに王の知恵を導き手ガイダンスとして授承せぬまま、新たな秩序を模索せねばならないガフの、最初の苦闘だった。そしてガフはいたって潔くそれを引き受けている。


「ねえ、ガフ」


「うむ？」


「……ありがとうな」


　ベルは見当外れなことを言った。別にベルのためにそうしているわけではないのだ。それでも、ガフが真しん摯しに王たろうとしていることが嬉うれしかった。だから礼を言った。


　ガフもそれを察したのだろう。


「礼は、ここでの責務を果たしてからだ」


　そして僅わずかに苦渋の色をおもてにあらわしたかと思うと、


「俺には、〈鍵かぎ〉を見み出いだすことは出来なかった」


　きっぱりとした態度で告白していた。これは、ベルが〈鍵〉の在あり処かを察していることを踏まえてのことである。


「お前には、可能なのか？」


　直ちよく截せつに訊いてきた。ベルは肩をすくめた。


「さあ。でも、試みることは出来るんじゃないかな」


　穏やかな確信を込めて返した。その態度に、ガフがふと目を細めた。


「ベルよ」


「うん？」


「……俺は、〈鍵〉については、もう一つの選択があるように思われるのだ」


　それこそベルを試みるかのような口ぶりだった。


　ベルはじっとガフを見つめた。その鮮やかなまでのまなざしはガフの胸中に鋭く切り込み、正確に相手の思惑を読んでいた。ベルの言葉は簡潔だった。


「封印だね」


　ガフは頷いた。


「将来に騒そう擾じようを招くものを、わざわざ公開する道理もない。いっそのこと、〈鍵〉などこの世に存在せぬことにし、それについてのあらゆる言説を禁ずるのだ」


「でも、あんたは、私がここに来るのを、迎えてくれたよ」


「お前の目的は知っている。お前が正当な道程を経て、旅を志していることも。だが、お前の剣友たちは違う。国に仇きゆうする闘争の象徴として、また秩序からの逃走経路として、〈鍵〉を求めているのだ。彼らはこの秩序の正当さに疑問を投げ掛けている。確かに、そのことでは、今となっては俺も彼らの言説を受け止めざるをえぬ。だが同時に、〈鍵〉を抗争の道具とするところに正当性はありえぬのだ。正当なる志のないところに成り立つのは、所しよ詮せん、無秩序な状況でしかない。俺自身にとって〈鍵〉の破壊がかなわぬのならば、このまま永遠に封印してしまうことが、俺の定める道理だ」


「そうだろうね」


　ベルはあっさりとガフを肯定した。といってギネスたちを否定するわけでもなかった。


「要するに、試されてるんだろう。あんたも、私も、みんな。私のやり方は、いつだって一つだ。もし何かに意志が秘められているんなら、私はそれを解放する。そこにある自分自身の由縁を探してね。それで、みんな、自由になればいい。試されるってのは、そういうことだ。もっとみんな自分の由縁を知ることが出来るかどうか、ってことを」


「ベル──」


　ガフは一瞬、言葉がつまったようになった。昂こう然ぜんと胸をふくらませ、深々と息をついた。


「俺は……お前を、ここで待っていた」


「うん」


「お前の行いは、俺に何を見出させるのだ？　秩序への闘争か、それとも逃走か？〈鍵〉を封印することか、破壊することか？」


「さあね。でも、飛び込んでみないと判らないところまで、私は来てるんだ。眺めてたって、埒らちは明かない」


　言うなり、剣袋の帯タイを外していた。じゃらっと鉄環が音を立てて外れ、ベルの背から解き放たれた〈唸る剣ルンデイング〉が物もの凄すごい勢いで剣尖きつさきを落としていった。それが舞台の床に突き立つ寸前、ベルの手が軽々と柄つかを握り、ぶん、と空気を弾はじき飛ばすようにして振り、構えた。


「黒い時刻、黒い方位……」


　ガフが呻うめくように言った。


「お前の剣はその謎々エニグマを解くのか」


　ベルは神の樹を振り返った。


「私は、私を試みる。そのために剣を振るってる」


　早くも唸りを帯びる剣を引っ提げ、無造作に神の樹へと歩み寄った。


　舞台の天窓からは燦さん々さんと陽光が降り注いでいる。神の樹に近づくにつれ、鋼の枝葉のつくり出す影は複雑さを帯びて交錯し、無数の刻印スペルの明滅とともにめくるめくような陰影のさざ波を振り零こぼしていた。ベルのおもてを、赤い衣を、またその白銀リリーホワイトに輝く刃を、影と光が色彩豊かに揺よう曳えいし、擦り抜けてゆく。


　ベルは猛たけ々だけしくも唇を吊つり上げた。得体の知れない高揚感が込み上げてきていた。剣が激しく唸りを帯び、自然と足が止まった。揺らめく影たちの真っただ中に立って厳しく剣尖を構え、その機を待った。眼前には巨大な断だん崖がいにも似た神の樹の幹があり、光と風とがその梢で渦を巻いていた。あたかも神の樹にさえ剣が感応し合うように、鋼の枝葉がざわめきを帯びて影を揺らした。


　ガフが息をのんだ。


　神の樹と厳しく対たい峙じするベルのもとに、枝々の落とす影が一斉に収しゆう斂れんしてゆくかのようだった。それはいったいいかなる現象であるのか。ともするとそこに揺らめく陰影が濃く無数の色彩を帯びてベルの中心に渦を巻き、何かを現そうとでもするようだった。


　ベルは目を閉じて、全身を剣の感応に委ゆだねた。このときのベルはほとんど無心といってよかった。ただひたすらに一いつ己この自分を感じ、その心身の質量に全てを任せた。


　剣の唸りはもはや舞台に満ちて響き渡り、ベルの面差しは静せい謐ひつに尽きた。影は音もなく渦巻いてひとところに収束し、ある一瞬、まるで全ての枝の落とす影がベルの眼前の一点に集められたようになった。


　あるいは全てが複雑な光の揺曳の見せた幻であっただろうか。ベルは突然、瞼まぶたを閉じた向こうに、自らの質量に匹敵する確固とした存在のあることを察していた。


　かっと目を見開いた。凄すさまじいまでの漆黒をそこに見ていた。


　剣尖が跳ねた。目にも留まらぬとはこのことだった。閃せん光こうが走り、切り抜けた。わだかまるかのような漆黒の影が一瞬で切り裂かれ、どこをどう斬ったとも知れぬ内に、ベルの目の前で、舞台の床が真っ二つに断たれたようになっていた。


「おおっ……！」


　ガフが叫んだ。もはや畏い怖ふに近い叫びだった。


　真っ二つに断ったと見えたのは、神の樹の作り出す陰影の坩堝るつぼであった。なんと水が渦巻くように、断たれたところへと影が流れ込み、陰影そのものが結晶化するかのごとく何かが現れていた。


　光晶石ならぬ、影晶石というべきか。深しん淵えんたる漆黒の固まりがみるみる形をなしてゆき、ベルを退かせた。そのときになって、ベルはようやく、断ち切った影の坩堝に、自分自身の影もまた含まれていたことを知ったのだった。


「ははっ……！」


　ベルのおもてに満面の笑みが溢あふれた。ぱちりと花の咲くような笑みだった。剣尖をいまだ厳しく構えたまま、陶然としてその楽器を見つめた。


　見紛うべくもなかった。かつてローハイド王のもとで対峙した、あの漆黒の鍵盤キーボード楽器ヴエツセルが、見事にそこに現れていた。


「なんと……」


　ガフが呆ぼう然ぜんとしてベルの傍らに立った。


「これが……旅への〈鍵〉か……まるで、飢餓同盟タルトタタンの影だ……」


　深甚なる感嘆と畏怖と疑問とが複雑に絡み合ったような声を出した。


　なんとも奇妙な楽器であった。全体が深い漆黒に満ち、二つの蓋ふたが堅く閉ざされていた。長方形の一片はゆるやかに湾曲し、一端が細長い文ふ机づくえのようになっている。三本の脚にはそれぞれ車輪が設けられ、この巨大な楽器を支えるさまはいかにもこの楽器がある種の生命を持ってそこに立っているかのようだった。


「似たようなもんなのかもな。旅の〈鍵〉も、飢餓同盟の飢えも、この神の樹の影から、生まれたんだ」


　ベルが言った。目は食い入るように楽器を見つめている。ふと、その視界の隅で赤い羽が舞い降りた。脳裏に導き手ガイダンスの声なき声が聞こえ、ベルはその内容をそのままガフに伝えていた。


「こいつァ、神の樹っていう馬鹿でかい存在の階層に沈み込んだ、一つの漆黒の影だ。神自身には、絶対に手出しが出来ない場所ってわけさ。この楽器は、世界に一つしかないのと同時に、神の影が落ちる、あらゆる場所に、無数に存在するんだ。私らのいる場所とは違う、どこでもない場所に、楽器の法テーマの核があって、そいつを呼び出す国ごとに、微妙に形を変えて、現れる」


　ガフは首を振った。とうてい見果てぬものを眼前に突きつけられたような顔だった。


　それは、民が用いた、最初の理化の法スキエンテイアであり、同時に、最後の魔法といえるものだった。いわば、神の法と鋭く矛盾をなす魔の法の、究極のかたちだった。いったい、誰が最初にその魔法を世界に施し、旅という行為を成し遂げたのか。最初の旅の者ノマドにふさわしく、もはやその者の名さえ伝わるすべがなかった。ただ、〈鍵かぎ〉が確かに存在するだけで──


「ふ、ふ、ふ……」


　ベルは奇妙な笑いを零した。全身が昂たかぶりに震えんばかりだった。同時に、ありったけの感応を込めた剣の唸うなりさえことごとく吸い込んでしまいそうな、この楽器のはらむ圧倒的な深淵に震え、唇を嚙かんで向かい合っていた。


　楽器本体とともに、長椅子が現れ、楽器の底辺から伸びる脚台のようなものと向かい合っているが、もとよりベルに、そこに座るつもりはない。


　ただ猛々しくも剣を構え、唸りに込めて〈鍵〉に見入るばかりである。


　ふいに──


　剣の感応に触れたかのように、〈鍵〉の蓋が、一つ、ひとりでに開き始めた。


　文机のようになっている一端であり、それが開かれるとともに、そこに収められている白と黒の、獣の歯のようなものが現れていった。


「これは……」


　ガフの呻くような声に、ベルが唇を吊り上げ、低く答えた。


「白い鍵と、黒い鍵さ……」


　蓋が開き切った。刹せつ那な、〈鍵〉の内部に、何かが満ちていった。


「ぬっ……」


　さすがのガフも瞠どう目もくした。


　ベルの剣の唸りに感応するように、〈鍵〉の内部でもまたふつふつと育ってゆくものがあった。ほとんど意志と呼びうるものだ。


　開かれた蓋の裏側の、漆黒の肌に、その育ちゆく意志が、刻印スペルのかたちをとって、現れていた。


　──NOWHERE


　それは、そういう刻印スペルであった。


　ぞっとベルの背筋を冷たいものが走った。ほとんど全身が鳥肌立っていた。傍らで、ガフが息をのむ気配が伝わっていた。二人とも、微動だに出来ない。恐るべき圧迫が〈鍵〉に現れた刻印スペルから放たれ、同時に、見る者の心身を引き摺ずり込もうとするかのような気配がひしひしと感ぜられるのだった。


（試されている……）


　ベルの胸中に、その思いが強く湧いた。


（旅の者ノマドも、飢餓同盟タルトタタンも、元は同じ根……か）


　刹那、凄せい絶ぜつなまでの感応が〈唸る剣ルンデイング〉に込められた。爆発的な唸りが生じ、ガフが弾はじかれたように退いた。


「お・お・お!!」


　猛然と吠ほえた。ガフにももはや止めようのない凄まじさだった。


　剣尖きつさきを振りかぶり、猛烈な勢いで突進した。白銀リリーホワイトの輝きが騒然と唸りを帯びて迅はしった。


　一瞬だった。ベルの脳裏をある種の既視感デジヤヴユが痛切に駆け巡っていた。


（アドニス──！）


　その名が浮かんだ。正確には、アドニスの剣を斬ったときの記憶だった。嘆きの刻印スペルを刻まれた〈錆びた爪ラステイネール〉の刃を斬り砕いたとき──


　一瞬の内に、破壊に込めてそれを全く別のものに変えさせたその力の源を、ベルはこのときはじめて自らの内に強く感じていた。


　──ＥＥＥＲＲＲＥＥＥ……！


　高らかに唸りを上げて──


〈唸る剣ルンデイング〉の燦さん然ぜんたる輝きが、漆黒の楽器目掛けて振り下ろされた。


　斬った。確かな手て応ごたえがあった。白銀の閃光が一直線に〈鍵〉を透過し、〈唸る剣ルンデイング〉の刃がものの見事に舞台の床に食い込んだ。あまりの剣筋の鋭さに、亀裂も何も生じなかった。剣身の半ばまでもが、床と同化したかのように切り込んでいた。


　剣撃の余韻が、いんいんと広間に響き、消えていった。


　ベルは一種、呆然として剣を見た。ゆっくりと剣を床から引き抜きながら、そろそろと目を〈鍵〉に向けた。


（今──何を斬った!?）


　その思いがあった。


「なんと……」


　遅れて、ガフが愕がく然ぜんとした声を上げた。


〈鍵〉はまるで水だった。あるいは影そのもののように、切れもせず、ただそこに在った。〈唸る剣ルンデイング〉の苛か烈れつな剣撃をその身に受けてなお、損傷一つなかった。


　だが、確かに手応えはあった。不思議な手応えだった。軽くもなく、重くもない。まるでこの世ならぬものを斬った、そうとしか言いようがなかった。


　そのとき──


　ベルの手の中で、〈唸る剣ルンデイング〉が猛たけ々だけしくも唸りを上げた。


「おおっ……」


「こいつァ……」


　ベルもガフも、同時にそれに気づいていた。


　なんと、〈鍵〉の本体はまるで損壊の跡がないくせに、ただ一つ、その刻印スペルだけが、まるで〈唸る剣ルンデイング〉の刃に断たれたかのように、二つに離れていたのだった。


　正しく、それは断たれていた。


〈鍵〉は生きた楽器だった。その漆黒の器に満たされた意志が、それを奏でる者に向けて、刻印スペルとして現れるのだ。そして今、その刻印スペルが切断され、また新たな意味をあらわしていた。ベルもガフも、言葉にはせずともそれを確信した。なにより、それまで現れていた嘆きの刻印スペルに感ぜられたような、不吉でいて魅惑的な、昏くら々ぐらとした暗さが全くなかった。


　代わりに、新たな感応がそこに満ちていた。


　ベルは声を聞いた。


（現存せよ──）


〈鍵〉が、刻印スペルに寄せてそう告げていた。それこそが旅への刻印スペルなのだと。まるで導き手ガイダンスの声なき声だった。そう思ったとき、ベルは〈鍵〉がもう一つの蓋を開くのを見た。


「〈鍵〉が……」


　呟つぶやくようなガフの声が、やけに遠くの方で聞こえていた。


「奏かなう……」


　大きな、一辺が湾曲した蓋が持ち上がり、支脚がそれにつがえられた。


　剣の唸りが、ふっつりと消えた。いや、その唸りはまったく〈鍵〉に引き受けられていた。耳を打つ沈黙が広間に満ちるとともに、にわかにベルの手に伝わるものがあった。


「うわ……」


　息をのんだ。これまで経験してきたあらゆる感応とも異質な、より根源的で巨大な意志が、剣を通してベルの中に流れ込んできた。まるでベルの胸中に何かを刻み込むかのように、それは輝かしくもベルに浸透した。正しくそれは刻まれていた。現存の刻印スペルが、ベルの奥深いところに触れて同化した。


（なんて、熱い……）


　ベルは今まさしく自らの魂に呪いと祝福の烙らく印いんが押されようとしているのを知った。なんという陶酔か。目の前をとてつもない広さで世界が広がるような感覚が襲った。同時に、目のくらむような光と影の奔流がベルという存在の周囲を躍り狂っていた。


　一切の音が消えた。


　凍りつくような沈黙に、何かがはぜた。


　Tone……


　ベルは、沈黙の中を、一いつ己この音が、洋々として果てしなく響いてゆくのを聞いた。


　ベルの目が見開かれた。そのまなざしが光と影の奔流から離れ、再び舞台の床に置かれた〈鍵〉を見み出いだしていた。


　漆黒の楽器もまた、ベルを見ているようだった。楽器のまなざしはベルを超え、ベルを起点として、にわかに無尽の広がりを持って世界を照らし出していった。


（唄うたってる……）


　一瞬ののち、ベルはそのまなざしが、〈鍵〉の奏でる旋律であることを知った。


　閃ひらめく剣撃の唸りを受けて、それは確かに唄っていた。白い鍵と黒い鍵とがひとりでに音を嚙み鳴らし、自在に奏でられていたのだ。


　聞いたこともない音色であり、旋律だった。そのくせ、どこか懐かしく、また粛然とした思いにかられる音だった。さながら、清涼として荒れ野を吹き抜ける一陣の風だった。


　ベルもガフも、もはや声さえない。心の底から、その旋律に魅了されていた。


（郷愁……）


　旋律に寄せる思いが、ぴたりとその言葉に重なった。じわりと熱いものが胸中にしみた。涙が出た。止まらなかった。静かにとめどなく、涙が溢あふれ、頰を濡ぬらした。


　旋律はたゆたい、流れ、鮮烈に一つのかたちをあらわしたかと思うと、僅わずかに遅れてもう一つの旋律のかたちが前の旋律のかたちを追いかけるようにして奏でられた。それまでのかたちを保ちつつそれを突き崩すように旋律が追い、常に新たになりながら旧ふるく、それでいて更に新たなかたちを追って旋律が始まってゆく。幾つもの旧守と革新が一連の旋律に寄せて奏でられ、音が次々と芽生え、蕾つぼみを膨らませて花が咲き、枯れゆくとともに果実を実らせ、また芽生えていった。


　なんという生々流転なる韻律か。


　月することモーナークそのもののように、それはベルの心身に深く鮮烈に浸透し、突き抜けた。傍らのガフに届き、果てなき響きを求めて広間に満ちて、ついには城中に、都市パークに、国中に届かんばかりにして広まっていった。


　ベルは、突如として耳に届いた旋律に、およそあらゆる民が驚きに打たれて天を仰ぎ、深甚として聞き入るさまが目に浮かぶようだった。さながら風聞の鳥ウイデイールのように、旋律は風に媒まかせて多くの民に答えを与えるだろう。そう思った。


　それは、ある問いに対する答えだ。自らの存在を行使する者、そこに自分が存在するということを行う者への、呪いと祝福として、ただ今そこに在るということを答える、極ひとつの存在感覚とでもいうべきものだった。


　いついかなる時と場所においても、誰もが、今という時間、そこという場所にしか存在しえない。それこそがあらゆる呪いであり祝福である。自らの存在の源泉だった。そして同時に、それこそが旅への刻印スペルのあらわす、現存の意味であるのだ。


　──NOW HERE


　今やベルはその刻印スペルが厳然と己の内部に刻み込まれたことを悟った。茫ぼう漠ばくとした世界が目の前に広がると同時に、ただ一いつ己この自分がそこに立って鮮やかに世界を穿うがち、佇たたずんでいることを知った。


（私は、生きてここに立っている──）


　そのなんと孤独なことか。誰も、全く同じ時空を共有することなど、出来はしないのだ。


　どれほど痛烈に互いの存在を切り結ばせようとも、決して互いの存在の感覚を触れ合わせるには至らない。いったいどれほどの共感を持ち、膨大な共有の念を抱けば、自己と他者が一つになったと言えるのか。


　だが同時に、それはなんという喜びか。ただそこに在るということがなくて、どうして互いに交じり合えるか。意志をもって接することが出来るのか。


　ほとんど言葉にはならぬ、激しく狂おしい想念として、ベルはそれらのことを思い抱き、涙に変えてあらわしていた。


　旋律はやがて終しゆう焉えんをかたちづくると、昂こう然ぜんとした余韻を残して消え去った。


　広間はいんいんとして響きをはらみ、沈黙に立ち返ってゆく。その舞台にあって、ベルとガフは粛然と立ち尽くした。二人とも、すぐには口がきけなかった。


　ただ黙して〈鍵かぎ〉を見つめ、白い鍵と黒い鍵とが、もとの整然とした様子で立ち並ぶさまに見入った。


　やがて──


　ぴしりと、漆黒の楽器に、一本の鮮やかな線が走った。それは白銀の閃せん光こうの跡そのままに楽器の肌を走り、内部に達して切断の痕あとを明らかにした。


　ベルもガフも、旋律が終わったときに、既にそれを察していた。ただ、そのあとに起こったことは、二人の予想を超えて起こっていた。


〈鍵〉は真っ二つになって崩れ落ちた。同時に内部の複雑な機構がばらばらにはじけとび、漆黒の肌に無数の刻印スペルが浮かび上がったかと思うと、一つ一つのつながりを失って砕け散った。そのときである。


　なんと〈鍵〉がもとの陰影の坩堝るつぼに姿を変じ、一瞬、そこに満ちる感応が楽器の内側に収束したかと思うと、にわかに四方八方に向けて飛散したのだった。


　これにはベルもガフも声さえなく、ただただ圧倒された。


　まるで目の前を影なす流星の群が飛び交うようだった。影の群は色とりどりの色彩に満ちて内部に光を揺らめかせ、およそあらゆる場所へと吹き飛んでいった。それはベルの影にも入り込んだし、ガフの影にも飛び込んでいった。ほとんど一瞬で全ての影が飛散したであろうに、その光景は鮮やかに尽きて二人の脳裏に焼きつくようだった。


　今度こそ本当に、沈黙が降りた。


　もう〈鍵〉はどこにもなかった。どこかにあり、それは無数の存在の影に沈み、召喚を待つこととなったのだ。それが、ベルには判った。そして自らの影に〈鍵〉を見出し、旅への旋律を聴く者こそ、この国における新たな旅の者ノマドのかたちをあらわすはずだった。


　ベルは、そっと剣に唇くちづけた。手にした〈唸る剣ルンデイング〉は、既に元の姿に戻っている。美しくもなんともない、ただの老いた鋼鉄の固まりの姿に。


　ベルは剣を背に収めた。赤い衣をひるがえし、神の樹の梢へ目を向け、そのまま天を仰いだ。静かな達成感が、しみるように込み上げてきた。


「斬れたんだ……」


　今更のように呟いた。


　なにより、これで、ギネスとガフとの抗争のゆえんが見事に断ち切られていた。それでも、互いの主張を戦わせることはなくならないだろうが、それが無惨な戦争になることはもうないはずだった。その戦争によって、〈鍵〉が永久に封じられたり、無意味に破壊されたりすることもなくなっていた。


　そればかりか、〈鍵〉は確かにベルの剣によって、その意思を解放したのだ。


　封印か破壊か。己の道のりは、闘争か逃走か。そのような問いに打ち勝ったがゆえの、ベルという存在を超えて届きえた旋律だった。


（ギネスのやつ、これを聴いただろうか……）


　ベネットが傍らについているのだ。聴いていないはずがない。ベルは一人そう合点して、くすりと笑った。


（〈鍵〉は、お前らみんなの影にあるぞォ）


　大きな声で、そう叫んでやりたかった。





「荒野への旅立ちだ……」


　ベルが悠然と胸を膨らませて天を仰いでいると、ふと、ガフが昂たかぶりもあらわに呟つぶやいた。


「豊ほう饒じようなる荒野への……」


　それが、〈鍵〉の奏でた旋律に、ガフが見出したものだった。


　ベルがちらりとガフを見た。ガフもまた感動にたえぬ目をベルに向けた。ベルは先を促すよう、頷うなずき返した。ガフの意味するところを、しっかりと聞いておきたかった。


　ガフは言った。


「俺はお前に問うた。破壊か封印か。闘争か逃走か。我らが神なる秩序を脱ぎ、民なる秩序を目指すとき、そのような、『あれかこれか』という思想を民に強いることになる。己の剣を天てん秤びんにかけることさえ、あるいは辛苦を経た選択の末のこととなろう。それこそが、荒野だ。何も手掛かりはなく、また、あらゆる可能性に満ちた、豊かなる荒れ野だ」


「豊かなる荒れ野……」


　ベルはその言葉を呟き返した。なんとなく、さすがはガフだと思った。


「まるで、今この瞬間、全ての民が、荒野を目指す旅の者ノマドとなったかのようだ。あるいは、いつしか本当に、全ての民が、神の定めた境界を越えて、往き来するようになるのかもしれん……」


　ガフにしては珍しいほどの巧舌だった。よほど心打たれている証拠だった。


　そしてまた王としてのガフは、場合によってはその感動さえ犠牲にして民を統べるのだろう。ベルはそんな風に思った。必要とあらば、新たな〈鍵〉さえ、この男は創造しようとするだろう。より完成され、統制された、秩序のかたちを目指して。


　ここにいるガフもまた、一つの戦おこないに身を投じようとしていた。いわば永遠の郷愁に我が身を投企する、その姿こそ、ベルに対するなによりの訣けつ別べつだった。


「試練の儀は果たされた」


　ガフは改めてベルに向き直ると、厳かに告げた。


「王としての宣言さえ、もはや要らぬ。見事だ」


「ありがとう」


　ベルはくすぐったそうに笑った。


　それから、ふと真顔になると、背負った剣の柄つかに手を伸ばして言った。


「……ガフ、あんたに返すものがあるんだ」


　ガフはすぐに察したようだった。何も言わず、ただ、ベルが剣から決闘許可証ドツグタツグを取り外すのを見守った。


「あんたに、持っていて欲しい」


　差し出したベルの手の上で、ちゃらっと鎖が音を立てた。ガフは静かに頷うなずいて、その小さな金属板を受け取った。


「預かろう。いつかまた、お前がこの国の舞台で、剣楽を奏でるときのために」


　そう言って、腰に佩はいた自分の剣の柄に、許可証タツグの鎖を巻いた。その振る舞いは、ひどく手慣れた印象を与えるものだった。それがガフの寂しさであり強さであるのだと、ベルは改めて気づかされていた。


「シアンどのの決闘許可証ドツグタツグも、同じように、俺が預かった……」


　遠く、その者の影を見るように、ガフが言った。


「そればかりではない。キールやティツィアーノや、多くの同胞たちの決闘許可証ドツグタツグを形見に、俺は剣を振るっている……」


「あんたは、その数だけ、許されているんだ」


　慰めともいえぬ、素直な感想だった。


「あんたの剣は、そう言っているよ」


　渋い微笑が、ガフのおもてに浮かんだ。


「お前のその言葉を、胸に刻もう……」


　その武骨な手が、ベルに触れてきた。ベルはちょっと面おも映はゆげに肩をすくめると、目を細めてその大きな掌てのひらに頰を寄せた。


「王として、また一介の剣士として、お前を見送ろう」


　兄妹の親しさでベルの頰を撫なで、力強く肩に手を置いた。


「さらばだ、ベル」


「ん……」


　振り上げたベルの拳こぶしが、ガフの分厚い胸を優しく叩たたいた。


「ばいばい、ガフ」


　穏やかな微笑に添えて、告げていた。





６




〈根の国〉に向かう階段を、赤い衣が淡うすい闇に沈み込むように下っていった。神の樹の根は、その鋼の肌にいぜんとして無数の刻印スペルの燐りん光こうをまたたかせている。その燐光の一つ一つが、地下へと下りるにつれ、芽生え、花咲かせようとしていた。


　カタコームとの経路リゾームは、既に閉ざされている。


　ベルは一人、階段を下った。


　やがて〈宥なだめの湖〉に来ると、そこは一面、蝶花はなの園であった。


　硬質でいて、柔らかく澄み、たゆたうような青い燐ひが、羅うす紗ぎぬにも似た蝶ちようの羽に、ひっそりとまたたいている。光の庭園ともいえる、およそ無数の青さに満ちた空間を、ベルの赤衣が通り過ぎていった。


　湖に近づくほどに空気は冷ややかさを帯び、湖面はさざ波一つ立たずに鎮まって、そこにも様々な青い蝶花はなは無数に芽吹いている。


　ベルは、冷然とたたずむ電気石トルマリンの橋を渡り、湖の中央に設けられた祠ほこらへ向かった。ひそやかな人影が、紫の衣をまとい、祠の縁へりに手を当て、静かに湖を眺めている。


　橋の下で、また幾羽かの蝶がはらりと咲いた。


　ベルと人影の間を、青いはばたきが、癒いやしの翅し粉ふんを光に巻かせて飛び立った。


　人影が静かに振り向いた。


「シェリー……」


　ベルが呼んだ。ほとんど囁ささやくようだった。


　シェリーはにこりと微笑み、ベルをその傍らに迎えた。


　湖の静けさは穏やかな沈黙に満ちていた。耳を打つような静寂ではない。花々のはばたきと微かすかな波紋、そして沈むように吹く微風があった。二人は、冷然とした光景にのぞんで並び合った。しばらくの間、どちらも何も言わずに目を花園に向けていた。


「みな、この花を、月するモーナーク蝶と呼んでいます。あなたが、あのとき、私たちに告げた言葉で」


　やがて、シェリーが口をきいた。


「この蝶花を見ていると、自分がどう変わったのか、判るような気がするの……。でも、実のところ、私は、少しも変わっていないのかもしれませんわね」


　どこか面白がるような言い方をした。嘆息のような吐息が、そのあとにつづいていた。


「……ただ、ほんの少し、気分が良くなったようなんです。いつか……あなたに、励まされたときのように」


　そこで、シェリーはベルを向いた。そのまなざしは、しのびやかに尽きて微笑わらっていた。


「あなたが、私たちに、この花園を贈り物としてあらわして下さったのだわ」


「恐れ入るよ」


　ベルは笑いを零こぼしてシェリーを見やった。いかにも面おも映はゆいようなことを、シェリーはよくも平然として言ったものだった。


「私が一人でこれをあらわしたんじゃないさ。……むしろ、あなたが命懸けで歌い、神に問うた、その答えなんじゃないかな、これ。私が、ただ剣を振るっただけじゃあ、きっと、こうはならなかったさ。それに、みんながいた」


「私は、神の巫女みことして、城に生きてきました」


　きっぱりと、シェリーは言った。


「神の鼓動のゆくえを、私は、この身に知り得ています。あなたは、あなた自身を一つの刃として、神の鼓動に斬り結んだのです。そして、この花が生まれた……」


　ベルはつと目をそらし、微笑した。我ながら寂しげな笑みだった。それだけは、どうにもしようがなかった。


　シェリーの手が、祠の縁へりに置かれたベルの手に触れた。


「あなたは、〈魔ニドホツグ〉でさえないのですね……」


　その言葉を、シェリーは、称たたえるように口にしていた。


「本当にね」


　ベルはちょっと唇を嚙かんだ。


「私が、いったい何者なのか、いったん判ったと思うと、すぐにまた別の答えが、もっと遠くにあるんだよ。本当に……果てしなく」


「あなたは、世界のためにそれを戦おこなうのですか」


　シェリーはなお誉れのごとくそう言ったものだった。


「この世の全ての民に、自分たちが何者であるのか、自ら証あかしを立てさせるために……」


　それは、およそこれまでに聞いたあらゆる言葉にまさって、厳しくベルを追い立てるものだった。


　ギネスは、ベル自身に、この世の全ての壁を開く〈鍵かぎ〉になるよう促し、ガフはそれによって、世界に茫ぼう漠ばくたる豊かな荒れ野をあらわすことを示唆した。アドニスも、シアンも、キティも、誰もかれもが、ベルに理由ことわりを求めていた。ベルにそれを負わせ、解決の道を、進むべきしるべを、示させようとしてきた。そしてシェリーの言は、その全てにまさって重くベルの上にのしかかった。


「私は……」


　呻うめいた。それでもなおベルは屹きつ然ぜんとして花園を見据えた。口の中で強く歯嚙みした。


　そしてふと、シェリーの言い方に気づいた。シェリーは、そうするのか、と問うように、ベルに告げていたのだ。


「シェリー、あなたは……」


　振り向くと、なんとこの可か憐れんな歌姫が、どこかはらはらしながらベルを見つめている。重ねた手が、ベルを励ますように握り締めてきた。ベルはこのときになってようやくシェリーが本当に自分を励ましていることに気づいていた。


「私は、私を試みるために、剣を振るう……」


　力強く頷うなずくシェリーを見て、ないことに語尾が震えた。


「はい」


　シェリーが先を促した。新たな屹然さで、ベルはつづけた。


「私は、私の剣に正当な地位を与える。私の天秤は、ここにある」


　ベルのもう一方の手が、自然と胸元に当てられた。拳の先に、自分の鼓動を感じた。


（どうして──）


　いつかこの鼓動を聞かなかったかと、心のどこかが囁いた。


　同時に、光と闇とが荘厳に交じり合う光景が、脳裏に浮かんだ。


　茫漠として広大な、神の心象風景に独り立ちのぞんだとき──


　その無限なる宇宙の景色において、極ごく微みのごとき自分が、ほとんど取るに足らぬ小さな鼓動によって息づいていることを知ったのではなかったか。


（ああ──そうだ）


　途端に、何もかもが平明として見えていた。奮い立つような思いが込み上げてきた。


「私に、世界を負う気は、ない。世界を、自分の心に包み込もうとも思わない」


　喚わめいた。焦熱を吐くようだった。ベルは腹の底から湧き上がる思いを、そのまま言葉に変えてあらわした。


「私は神に代わって民に何かをあらわそうなんて思わない。神に成り代わる気なんかない。ただ──ただ、人でありたい。世界に在って、一人の交じり合う者として……いたい。私は──私の名は、ベルだ。それ以外の、何者でもない。私は、本当に、ただの……小さい者ベルでしか、ないんだ。そして、それでも、私は世界に剣を振るって問いたい。私が何者なのかを。私の自由を。私の郷愁の由縁を、知りたい。それが、そんな自分が、誰かにとって、ほんの少しでも、価値ある者として感じられれば──私は、それでいい。でも、そのために、私は、自分のために、私自身を、犠牲に捧ささげるつもりは、ないんだ」


　高らかに宣言するように、ベルは言った。


　その一言一句を、シェリーは輝くようなまなざしをたたえて聞き入った。


「素敵です……とても」


　惚ほれ惚ぼれとして笑んだ。


「ただ、人であること」


　呟つぶやくようにベルの言を繰り返していた。まるで、己に与えられた福音を、陶然と口にする者の顔だった。


「ああ、ベル、私は思うのです。荒れ野における、新たな神と民の触れ合いとはいかなるものかを。また、魔の在り方を」


　ベルは黙して聞いた。今度はベルの番だった。シェリーの目指すべきところを、ここでしっかり聞いておきたかった。


「魔法アンチ・テーマは、その発祥において、神の法テーマと鋭く矛盾し、対をなすものとして、民の手に渡りました……」


　まるで口ずさむように、シェリーは言った。


「魔的なものの向こうには、常に神的な光景が広がっています。そしてそれは、己の楽を通して神に己の生存を語とうことを、民に教えました。人なる者の始まりとして……たとえ、機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナがそれを望んではいなかったとしても。そして、神も民も新たな地平に赴くとき、剣も歌も、いつか魔法であることをやめるのでしょう」


　ベルは反射的に頷いていた。なぜだか、脳裏に、漆黒の楽器が思い浮かんだ。神なる影にひそみ、今や民なる影の全てにそのかけらを解き放った、旅への〈鍵〉が。


「そうして、民は一つの独立した法テーマを手に入れるのです。もう、魔法は要らないと、神の法に向けて、唱えるときが来るのです。やがてまた、新たに神との出会いをはかるために──」


　そこで、シェリーのおもてがにっこりと笑みに包まれた。


「私、魔女になろうと思います」


　まるで夢見るように告げていた。ベルはぽかんとした。


「魔女……？」


　シェリーはこくんと頷いた。


「だって、私は、神の愛を問うために、最後の魔として、あの歌をこの城に呼び出し、唄うたったのですもの。これからは、巫女であることをやめて、魔女として、唄おうかと思ってますの」


　シェリーの青紫の瞳ひとみが、ベルの黒い瞳とじっと見つめ合った。


「いいね」


　ベルが言った。


　うふっ。途端に、二人とも噴き出した。くすくすと笑い、まるで姉妹の親しさでじゃれ合うようだった。


「最高だ、シェリー。是非、あなたの魔女としての歌を聴いてみたいもんだ」


「ええ、ベル。本当に……」


　そして、ふと、シェリーの声が尻しりすぼみになって消えた。


　うつむいた顔の向こうから、代わって、子供のようなすすり泣きが聞こえてきた。


「シェリー」


　ベルは優しく囁ささやいてシェリーの肩を抱いた。


「泣かないって、決めたのに」


　さも悔しそうに、ベルの肩に顔を押しつけてきた。


「泣いては、あなたの顔が、よく見えないから……」


　しゃくり上げた。


　ベルはシェリーの背を宥なだめるように撫なで、そっと頰寄せると、その涙を口に含むように、愛いとしく唇くちづけた。


　シェリーは顔を真っ赤に染めてたおやかに泣き濡ぬれ、やっとのことでそのおもてをベルの肩から離すと、ひたとベルを見つめた。


「あなたは、行くのですね」


「気分を良くしにね」


　ベルがにっと笑うのに、


「帰ってきて下さい……」


　掠かすれる声で、言った。


「シェリー……」


「判っています」


　シェリーは顔をくしゃくしゃにして遮った。


「ここがあなたの故郷でないことは……そうなりえないことは、判っています。でも、帰ってきて下さい。ここに。私がいるこの国に。そして、私の歌を、また……お礼にって……私の、感謝の……私……」


　もはや言葉にならなかった。ベルは優しく頷き返した。


「喜んで」


　ほとんど互いの額を触れ合わせる間近さで、ベルは微笑に込めて囁いた。


「そうさ。私は、どこまでもどこまでも巡り帰ってゆく他、どうにも仕方がないようなんでね。いつか、帰ってくるよ。この国にも。そして、あなたの歌を聴きに、ここに来る。そこで、お互いの旅の話が、出来るように……」


　シェリーはまたくしゃっと泣き濡れた。精一杯の力で、ベルの衣をつかんだ。込み上げる嗚咽おえつをどうにかこらえ、ベルの両頰に唇づけた。つと涙を振り零こぼすと、ゆっくりと震えながらおもてを上げていった。


　楚そ々そとしてまばたき、潤んだ目でベルを見つめた。


　ふと、微笑わらった。渾こん身しんの力で、冴さえやかに濡れて咲く花のような笑顔だった。


「さようなら、ベル」


　ベルは込み上げてくる愛しさを嚙かみ締め、そっと、小さく頷き返した。


「ばいばい、シェリー」


　癒いやしの蝶花はなが舞う淡い光の園で、二人、別れを告げていた。





７




　門にはめこまれた時計石オクロツクたちのきらびやかな装飾は、藍あい色を薄れさせ徐々に青ざめようとしていた。


　ベルは自然と記憶の翳かげから身を離し、現実の光景の中にまなざしを立ち戻らせた。


　門は要所に魔法を施された堅けん牢ろうなものだった。水角族ミノタウロスの門衛たち三人が、まさしく鍵かぎを開く様子で三か所の刻石を回し、閉グラツセから開オールへと、刻印スペルの効果を変転させてゆく。


　ベルは子供のように足を投げ出し、徐々に開かれる門と、その周囲を動き回る門衛たちのきびきびとした動作を見守った。


　その足の下で、ふと、亀が首を伸ばした。それまでは、門が開くまでの無ぶ聊りようとばかりに四肢と頭部を甲羅に収めていたものが、急に頭だけ出すと、唸うなるように鼻息を鳴らし、街の方を振り向いたのだった。


「ギム……？」


　ベルがはっとして身を起こした。この亀花は特別、勘が良かった。甲羅の外からベルが見つめていると、視線を感じて何の用かとばかりに頭を出すほどである。


　そのギムレットが、今や四肢を出し、がっしりと大地に身を立たせて振り向いていた。


　ベルは一瞬、そのまま身をひるがえして街に戻ろうとするのではないかと案じた。


　そしてその同じ一瞬で、ギムレットの動作のわけを知った。


　街へと続く道に、一人の、小さな白い人影が、地べたにちょこんと尻しりをついてこちらを見ているのである。


　ベルのおもてに、自然と微笑が浮かんだ。


　人影は、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉だった。


　相変わらず、どこを見ているとも知れぬ虚うつろなまなざしを赤い瞳にたたえて、こちらを向いていた。茫ぼう漠ばくとして焦点を定めず、まるでその瞳の赤さに世界の全てを一様に溶かし込もうとでもするかのように、解釈も同情もなくただ眺望する目。端整な出来栄えの人形のように、どこか物悲しささえたたえているかのようなその美しい無心の目が、このときだけは確かにベルを見ていた。


　ベルは僅わずかに目を見開いたが、実際それほど驚いていない自分に気づいた。最後にはどこかで会うだろうという気持ちが働いていたせいである。それほどこの者はベルに不思議な安心感を与えていた。


「やあ、キティ」


　その不思議な安心感が、あるいは、そのまま言葉となって、ベルの口をついて出た。


「一緒に……来るか？」


　それは、多くの別離に際して、これまでただ一人、この無為とした少年にのみ、ベルがかけた言葉だった。


　長い耳はいぜんとしてだらりと垂れ下がり、ベルの誘いに反応する様子もない。


　ベルはくすりと笑った。


　何かを期待していたわけではなかった。もし期待するものがあったとすれば、他ならぬ、この茫漠として動かぬ態度だったかもしれない。


　ふいに──


　キティのおもてが動いた。


　赤い瞳がベルから離れたかと思うと、漂うようにして、門の方に寄せられた。


　ベルは反射的にその視線を追った。


　ほとんど同時に、門衛たちの掛け声があった。いんいんとして響く金属音がそれにつづき、ベルはついに門がその封印を解かれたことを知った。


　最後に大きな閂かんぬきが外されると、水角族ミノタウロスたちの太い腕が、門の両脇から鎖を引いていった。


「ようせ」


「ようせ」


　門衛たちが交わす掛け声とともに、徐々に門がその堅固さを解き、開かれてゆく。


　にわかにベルの中で高鳴るものがあった。足元でギムレットがのそりと動くと、まるで挑む者の姿で門に向かった。


　はっとした。


　亀の動きとは逆に、ベルは目を走らせた。街へと続く道に顔を出したときには、もう誰もいなかった。


　キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉は、まったくもっていつもの唐突さで現れ、そして消えていった。


　ベルのおもてに、また微笑が浮かんだ。


「……ばいばい、キティ」


　素っ気ない言葉に、自然と親しさを込めて、囁ささやいた。


　そうしてベルは足元のギムレットとともに、敢然と門を向いたのだった。鈍く猛たけ々だけしい鎖の音とともに、徐々に左右に引き離される門はベルの中の原風景を決定的に打ち破った。


　いつでもベルの心の中の門は閉ざされてきた。いかにも開けぬ堅牢さで立ちはだかり、それでいて、そこにしか正当な出口がないことを告げていた。


　ベルはしいて昂たかぶりを抑えることなく、鼓動の高鳴りに身を任せ、心が原風景から跳躍する瞬間を見守った。


「やあ、もう少しだて」


　二人の助手に鎖を引かせながら、門衛長のイクスが声をかけてきた。


「懐かしみにかられとったのかね？　あいさ、おめえさんは今さっき、街を振り向いていたよ」


　ベルがなんともつかぬ顔でいると、門衛長はにこりと笑って言った。


「なァに、懐かしみは大事な荷物だて。おめえさんはみんな荷物を持って出とる。まったく、あんたに限っては何もかも安心だて。本当に大したものさね」


　くすりとベルは笑った。


「褒めるのは、まだ早いさ」


　心は跳躍のそのときに昂ぶっている。自然と手が弦楽器に伸びた。その瞬間だけは、何がなんでも自分の手で弾きたかった。


　門衛長は大きく頷うなずくと、門を向いて高らかに叫んだ。


「開──門！」


　まるで勝かち鬨どきだ。


　ベルは威勢よく弦を弾はじいた。ギムレットが力強い足取りで動き、開け放たれた門に身を寄せると、大きく踏み越えた。そこはもう都市パークの外だった。


　ベルの眼前を、暁の輝きをやどして薄紫に輝く山々の稜りよう線せんが広がった。いったいなんという広大な光景か。ベルは嬉うれしさと誇らしさに奮い立ちながら微笑んでいた。


「頑張れよう！」


「達者でなあ！」


　背後で、門衛たちが手に手に剣を執り、天に向かって突き上げ、歓呼をたたえてベルを見送っている。


　ベルは右の拳こぶしを振り上げて歓呼に応こたえた。そして弦楽器を拙つたない手ながらも喜びを込めて弾き、それにつられてか、ギムレットもまたベルの足元で逞たくましくも悠々と歩み続けた。


　山へと通ずる渓谷に向かって、ベルを乗せたギムレットが丘をのぼっていったときには、もう時計石オクロツクの色も青ざめかけて、天は銀がかった紫も晴れやかに澄んでいった。


　雲の隙間から陽の光がうっすらと漏れ、複雑な明暗が流れるようにたゆたい、ベルの姿をぼんやりとした明りと影とに輪郭をぼやけさせていた。


　聖星アースがいまだ天に輝いて浮かび、その淡い光を締め出すようにして、門は再び閉ざされていった。鎖が引かれ、堅牢にも左右から閉じ込んでゆく門の隙間を、ふと、助手の一人の目に、なにかが通り過ぎていったように思われた。朧おぼろとして明滅するような、気にも留まらぬさりげなさで、それは一瞬のうちにいなくなっている。


　助手は首を傾げた。だがすぐに門衛長の叱しつ咤たに気を取り直すと、そのまま鎖を引いて門を閉じ切り、厳重に閂をかけたのだった。





　門の外の暁ぎよう闇あんに、白い小柄な人影がぽつんと座り込んだ。


　赤い瞳ひとみになんら意志らしいものをあらわすことなく、しばらくの間、そのまま聖星を戴いただく山々の稜線を向いていた。ベルを乗せたギムレットが、軽快にも歩みを進め、山の腹に溶けて消えるのを、じっと見守っているようであった。


　そしてふと、何かが契機となってこの無為なる少年を動かしたのか、ひょっこりと立ち上がると、そのまま、どこへともない様子で歩き出していた。


　しばらく歩いては座り込み、またちょっと歩くと、ぺたりと尻をついて、甘水を求めて降りてきた鳥花につつかれたりしてまた歩き出す。ふらふらとあっちこっちに、行きつ戻りつしながら、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉は、黙々とベルのあとを追ったのだった。





　ベルはすぐ後ろに〈唸る剣ルンデイング〉を横たえ、弦楽器を自鳴琴オルゴールに持ち替えると、ギムレットが丘をのぼってゆくのに任せた。芝生は朝露を帯びて濡ぬれ、かすかな霧がたちこめている。


　渓谷の入り口にさしかかるとともに、せせらぎの音が聞こえた。ベルはちらりとやってきた道を振り返った。


　都市パークは遠く離れ、六方に伸びた六芒形ヘキサグラムが一望出来た。これまで経て来た道のりさながらに、幾つもの黄レンガの道イエローブリツクロードがうねるように延びている。ベルが今いるところ、向かう先には、道らしい道はなかった。ベルは再び稜線を向いた。感慨があとから来た。自分はもう振り向くことはないだろうと思った。そのことが喜ばしくもあり、寂しくもあった。そのおもてには自然と穏やかな微笑が浮かんでいた。


　しばらくすると辺りを木立ちが覆い、霧は深く、青く芳香に満ちた光が、浅あさ葱ぎ色の下生えにただよっていた。ギムレットがぶるっと鼻息を鳴らし、ふんばって山道を歩いた。


　渓谷の両肩は徐々に厳しくけわしさを帯び、かたわらに浅瀬があらわれると、昇り始めた朝陽の淡い明りに青く染まっていた。その青い川底で、小さな丸石たちが眠れる宝石に似て沈んでいる。


　ベルは腰に下げた小さな鞄かばんの中から小瓶を取り出した。中から小さな水晶の粒を幾つか取り出すと、一つとって口に放った。水晶を嚙かむと、封じられていた清水が口中にしみ渡り、うとうととしかけた頭を冴さえさせた。小瓶をしまって、干した蜂の花ロータスビーの包みを取り出し、中身を少しちぎって食べた。甘みと辛みとを等しくかみ締め、また一つ水晶を口に放った。そのおもてはきりっと引き締まり、やはり穏やかな微笑を帯びていた。


　道ともない道は自然と川の流れに入り、向こう岸に出る直前、ベルは足元でギムレットが僅わずかに身を止めようとするのを感じた。ベルは自鳴琴オルゴールの留め金をかけると、ギムレットの足を止めさせた。ギムレットは川の水を飲み、流れに沿った砂地に、薄荷の葉が香り高く生い茂っているのを見つけると、角のように尖とがった顔を茂みに突っ込んでそれを食はんだ。


　自鳴琴オルゴールが再び鳴った。


　川から出て道を進み、霧が冷たく晴れ出すとともに、徐々に辺りの風景がけわしさを増した。木立がまばらになり、やがて吹きつけてくる風に抗せぬように、枯れ枝が目立ち始めた。道床から下生えが消え、鉱青色アズライトの岩が見え、やがてそれが褐色に変わっていった。


　乾いた風が音を立てて吹き込んだ。ギムレットの蹴けった石がからからと音を立てて転がっていった。道をのぼるにつれ、辺りはますます荒れ果て、寒々として乾き切っていた。


　ベルは赤い衣のフードをかぶった。衣の内側に縫い込まれた筆記魔法グラマーの印スペルのお陰で、衣の中は一定の温度に保たれていた。だが唇は乾き、喉のどがひりついた。かさかさとした埃ほこりが舞い、ベルはまた一つ、水晶の粒を口に放った。


　ふいに──


　何かが聞こえていた。空耳かとも思ったが、背筋にひどく寒々としたものを感じていた。


（止まれ──）


　風が囁いた。男のものとも女のものともつかぬ、奇妙に癇かんに障さわる声だった。


　ぞくり。衣の下で、ベルは肌が粟あわ立つのを感じた。右手が自然と背後の〈唸る剣ルンデイング〉に伸び、左手では用心深く自鳴琴オルゴールを握っている。


　ギムレットがきなくさいものを嗅かいだように荒々しく鼻息を鳴らした。空気はますます乾燥し、殺伐としてベルたちを包み込んでいた。とともに、なんとも重くべったりとしたものがのしかかってくるような感覚があり、ちりちりと首筋が逆立った。


（止まれ──）


　それは、声なき声で、嘆くように脳裏に響いた。


（ゆくな──）


（戻りもするな──）


（侵犯者よ──）


（この境界領域に踏み込んだ罪を覚えよ──）


　おうおうと、ギムレットが顔を振り上げ、鋭く吠ほえた。


「こいつァ……」


　ベルは今やはっきりとこの異変の渦中にいることを知った。辺りはいつの間にか森閑として静まり返り、荒れ果てた、殺風景な光景の真っただ中にあった。木々も石もみな等しく死に絶え、褐色に染まり、わだかまるような空気がじわじわと圧力をかけてきていた。


　ベルはふと、あちこちで、かさついた岩々の陰に伏し、倒れるもののあることに気づいた。ベルのまなざしがそちらを向いたことを、わだかまる空気が悟ったかのように、いくばくかの悪意を込めて風が吹いた。岩陰から、ころりとそれが転がり出た。虚ろな眼がん窩かがベルを見た。白骨の遺体がそこかしこで転がり、けたたましく嘲あざ笑わらうかのようだった。


　ベルはごくりと唾つばを飲んだ。にわかに悪意が辺りに満ち、剣尖きつさきをどこへ向ければいいかも判らぬまま、じっとりと冷たい汗が湧いた。


　──ＥＥＥ……


　剣が唸うなりを帯びた。


　ギムレットの歩みが、目に見えて遅くなった。一方では、目に見えず、無味無臭でいて、ひどく肌に障るなにかが音もなくとりつき、たかった。ベルは身をよじり、地べたに叩たたきつけられそうになるその圧力に耐えた。


「ちぃ……」


　低く舌打ちした。眼前をきっと見据えた。乾き切り、尖った岩が、急な坂道をなして延びている。信じられなかった。坂道はどこまでもどこまでも延びている。ベルは反射的に後ろを振り向いた。まるで永遠に奈落へと向かうように、渓谷の岩肌が真っ直すぐ続いていた。ぞっとした。まるっきりそこは空間ごと閉ざされていた。天は灰色の不吉な色に染まり、そこから音もなく瘴しよう気きが降り注ぐようだった。


「なんだ、ここは」


　凝然として呟つぶやいた。その視界の隅を、ふと、赤い羽根が舞い落ちていった。


　また別の、声なき声が、そのあとにつづいた。


（境界領域だ──）


　赤い翼が、ベルの頭上にひるがえった。


（ある国の神の結界と、別の国のそれとが触れ合って出来る、どちらの国ともつかぬ、境界上の薄明世界──）


「導き手ガイダンス！」


　ベルが叫んだ。


　巨おおきな赤い鳥が、大人のベルの顔に静せい謐ひつな微笑をたたえてベルを見下ろしていた。


「よし……」


　ベルは自鳴琴オルゴールの留め金をかけ、ギムレットを止めさせた。力強く剣を握ると、ギムレットの上で立ち上がり、颯さつ爽そうとしてそれを振りかぶった。剣の唸りに、一瞬、肌に障るものたちがしりぞいたように感じた。


「こいつらはなんだ、導き手ガイダンス。この……妙な気配は」


（警告者サイレーン──）


　というのが、導き手ガイダンスの素早いいらえだった。


（機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナの結界の圧迫と、ここで死んだ者の思念とが交じり合って出来た、無明の存在──いわば、霊格的存在とでもいうべきもの……。姿はなく、声もなく、思念の影が、ここから国の境界を越えて出てゆこうとする者を引き止め、自らの内に飲み尽くそうとするのだ……）


「へえ」


　猛たけ々だけしくもベルは笑んだ。


　ギムレットから跳び降りると、永遠に続くのではないかと見える坂道に向かって、厳しく剣尖を構えた。


「面白い！」


　それが、導き手ガイダンスのあらわした知に対する、ベルの直ちよく截せつな感想だった。


　自分はまだまだ知らないことが多い。そのことがとてつもなく喜ばしかった。同時に、自分の中にある確かなものが、この肌に障る声なき警告者サイレーンに、ベルを決定的に取り込むことを許さないでいることを知った。


　ベルの奥深くに刻まれた、旅への刻印スペルが、今、ベルを内側から守り、導いて、新たな道のりに奮わせていた。


「消えろ、亡霊ども！　私はお前たちに飲み込まれるには、あまりにも生きてここにいるぞ！」


　おおお──


　おおお──


　まるで飢餓同盟タルトタタンの嘆きさながらに、この、境界を越えることに敗れた者たちの思念が、尽きせぬ怒りと憎悪とをもってベルに降り注いだ。みしみしと足元で岩肌が音を立てて軋きしんだ。それほどの重圧だった。


　ベルはなお鋭く眼前を見据え、剣尖を構えた。猛烈な圧迫の中で〈唸る剣ルンデイング〉が激しく唸りを帯び、ひと振りとして振るっておらぬのに、その姿は白銀リリーホワイトに輝いて鋭利な姿をあらわしている。


「そうか……」


　ベルは渦巻く思念の向こうに、より大きな圧迫の源泉の存在を、敏感に感じ取った。


「壁ってな、こういうことか」


　それは、ベルがまだ見ぬ、また別の国にあって己の存在に飢える機械仕掛けの神の、巨大な気配の一端といえるものだった。


　昂こう然ぜんとしてベルは剣を振りかぶった。


　──ＥＥＥＲＲＲＥＥ……！


〈唸る剣ルンデイング〉がひときわ鋭く唸りを上げ、ベルは高々と剣尖を掲げ、身をそらせると、ありったけの感応を込めて振るった。


　さながら爆風だった。白銀が光景を一いつ閃せんし、激しく切り裂いた。またたく間に辺りが揺れ出し、さんざめくような警告者サイレーンたちの哀れな嘆きがこだました。


　ベルは剣を右手に振りかざし、素早くギムレットの背に戻ると、自鳴琴オルゴールを左手に握り、留め金を外した。親指で把手ハンドルの軸をずらし、激しい音が奏でられた。


　ギムレットが怒りを込めるようにして足を踏み出した。眼前の岩肌を穿うがつように坂道を上り、いかにも止めようのない勢いで驀ばく進しんした。


　渓谷はさきほどの無尽の様子をすっかり失って、明らかな出口をあらわしている。


　おおお──


　おおお──


　警告者サイレーンたちの呪うような声を、剣の一閃に束ねて切り裂き、ベルは爛らん々らんと目を輝かせて天を振り仰いだ。


　ギムレットは一気に渓谷を走り抜け、みるみる空は広くなり、暁の輝きと夜の名残とがめくるめいて壮絶にせめぎあった。


　やがて渓谷の向こうからベルたちの全身に朝の光が満ちて聖星の輝きアースシヤインにないまざり、輝く空に溶けるその母たる星の静謐な姿があらわれた。


　乗り越えた。ほとんど跳んでいた。まるで空に浮かぶ聖星アースを目指して跳ぶように、渓谷の坂を背後に遠ざけ、ギムレットの足が雄々しくも新たな地平を踏み締めた。


　ベルは高く剣を振り上げ、新たなその光景を見た。


　叫んだ。


　赤い衣をひらめかせ、高らかに勝かち鬨どきを上げた。


　Lin、とひとつ、澄んだ音がした。


　胸元では、時計石オクロツクが陽の光を呑のんで透き通り、今や澄みやかに青ざめて黎れい明めいの時刻を告げている。


　時至りて、青く空を抱くように。


　しばらくは、くすみそうにない色だった。
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　渓流が[image: 〓]む光こうに映えて輝き、生い茂る緑の葉の裏にその光を照り返している。光は踊り、水は流れ、沢はせせらぎに満ちてたゆたっている。


　森の抱くその光景に、ただ一つ抗あらがうように、ある一角だけ、黒く濁る水があった。


　どれほどの時間、そこにそうしてわだかまっていただろうか。


　森の巨大な浄化の力に徐々に押しやられ、黒濁の色を薄められながらも、それはそこにあって、ただ黙々と時が至るのを待っていた。


　きっかけは、もはや何とも定めがたい。


　徐々に、その黒濁の色と、清流の姿とが、せめぎあい、相争う内に、黒濁の中に清々と、清流の中に黒々と、互いの色を交じり合わせていった。その果てのことだった。


　川底の小さな丸石たち、明るい砂と泥の中、多くの水媒花さかなたちが咲き誇って行き交う狭はざ間まに、一つの種子がひっそりと根づいていた。屹きつ然ぜんと芽生え、水の中に注がれる光に赤々とした葉をたたえ、黒濁の液体をしたたらせながら、清流に抗あらがって伸びていた。


　やがて淡い水に全てが飲み込まれ、また淡い水の中にその身にまとう黒い影を溶かし切ってしまうと、ただ一つ、そこに生え出ることのかなった蕾つぼみに、ほころびを生じさせた。


　蕾はわななき、清流に怯おびえながらも、もはやそれを呑のんでなお自身の生命を成り立たせることを欲して、やがて、花を咲かせていった。


　赤い、燃えるような花だ。


　蕾は花弁に変じてその水媒花さかなの身を包み、間もなくそれさえも清流の穏やかな流れに押しやられると、花弁の中心から、小さな花の本体が現れていた。


　ふっつりと枝から離れ、水底にさまよい、それは、黄色い目に黒い瞳ひとみを横に走らせ、水みな面もにたゆたう天の光を仰いだ。八つの脚が柔らかく水になびき、赤い肌を清流にささくれさせ、小さなその身でもがき、呼吸を繰り返し、嘆くような怒るような目を辺りに向けていた。死にもの狂いで黒濁の液体を吐いて身を守ろうとあがき、そして呆あつ気けなく清流に吹き飛ばされた。


　およそ本来の生を全うすべき環境とはかけ離れた場所で、それは得体の知れないものを食らい、呪うように我が身を生き続けさせた。


　それは、いかなる辛苦も等しくその身に引き受けねばならなかった。その生を恨み、己がただそこにいるというだけのことにもがき、暴れた。


　だがそれでもなお、死は一向に訪れなかった。そればかりか、その赤い肌には清流の青みさえ帯びていった。肺はい腑ふを灼やくようだった呼吸は徐々に優しく甘くなり、もがき暴れていた腕はそのまま力強く泳ぐすべを覚えていった。


　嘆きがあり、怒りがあった。それらを経て訪れたものに、それはいくばくかの抵抗を感じながらも従った。


　それは生存を知った。


　誰も知ることのない、淡い水に灼かれながら生まれ育ったという、一つの狂おしい辛苦の経験が過ぎた。〈八つ手ネグローニ〉の花は、その赤い身に他の色さえ交えて帯びてゆきつつ、己の生存を戦おこなった果てに自らの存在がゆっくりと世界に受け止められていったことを悟った。


　今こそ世界に、その生命のかたちをした孔あなが穿うがたれたのだ。


　黄色く輝く目が、黒い横長の瞳をたたえて、生まれたときの不思議さで天の光を仰いだ。


　次々と新たな清流が渦巻き、流れ、その身を運んでゆく。


　八つの脚が柔らかくその流れをとらえ、漂った。流れに身を媒まかせてきたかと思うと、ついとまた赴くままに身をひるがえした。生まれ落ちた世界に抗い続けてきたその力を、今やその身にとって正当なるものとして振るった。


　やがて支流が出合い、大きな流れの中に出た。


　その目が、深くうねりゆく先を見やった。それまでに比べて遥はるかに巨大な空間が、目の前に現れていた。〈八つ手ネグローニ〉の花は、僅わずかに身をこわばらせ、ためらうように脚を漂わせると、ひどく用心しながらも、思い切って飛び込んでいった。


　流れは尽きない。どこまでも広がり、うねり、続いてゆく。


　巨大な流れの中を、〈八つ手ネグローニ〉の花は、時に抗い、時に従いながら、まるで何かを探し求める者の姿で漂った。どこまでも漂い続け、迷いながらもそこに生存するしかない身にさえ、いつか、一つの安らうべき在あり処かを見定めることがあるように──


　それは、どこへともなく泳ぎ出していった。







（了）















『ばいばい、アース』あとがき







　若かった。


　本作は一九九六年、デビュー後第一作として企画されたものである。


　当時は、角川文庫とスニーカー文庫の両編集氏が同時に新人の担当編集となるという、やや変則的な体制にあった。ゆえに当時のスニーカー文庫で流行していたヤングアダルト向け「剣と魔法もの」を意図しつつも、主に指導するのは今で言う「一般書籍」の編集氏であった。加えてまだ未成年の著者に読者のニーズなどつかめようはずもなく、また当時のインターネットはまだ気軽に情報を収集出来るようなものでもなかった。


　そもそも──ニーズというのは欠落感のことであって今の日本にそんな大層なしろものがあるものか、あるとしたら経済格差に対するストレスを欠落感に置き換えて昇華を試みているだけのことで、そんなちょこざいな欠落感など知ったことか、せっかくファンタジーなのだから現実にはありえないような深刻で異質な欠落感そのものを書いた方が面白いじゃないか──という若気の至りとしか言いようのない精神で書いたのであるからして、二つの異なる編集カラーと相まって、それはもう中身と箱とラッピングがでたらめの、勢いだけは奇妙に激しい作品となったのだった。


　脱稿は三年後の九九年頃だったかなと記憶している。


　当時、この冲方丁という人は、やたらと小説技法の「習得段階」にこだわっていた。


　といって今もこだわっているのだが、要するに小説を主題・世界・人物・物語・文体の五つの側面に分けて考え、上から順に身につけていこうというものであった。そして本作では「主題と世界」の構築と発見に特化して修練するのであって、それ以外はひとまず忘れる──という、理にかなっているようで、はなはだ無謀な作品作りを心がけた。


　結果、三百枚の予定が二千数百枚に変へん貌ぼうした。中身の方が箱よりでかい。ラッピングする手段すら咄とつ嗟さに見あたらない。当然とても文庫では収められず、当時の編集氏が手練を駆使し、最終的には、カバー・イラストは敬愛する天野喜孝氏が個展で発表された『ＮｅｗＹｏｒｋＮｉｇｈｔｓ　II』を丸ごと使用させていただくという豪華にして巨大な装丁となった。


　そうしてやっと、ハードカバー二分冊の計六千九十円として刊行が決まったのである。


　もはやこの時点でニーズもくそもありません。当時の文庫本十二冊分の値段です。それでも買って下さる方がいたことに日本の出版業界の奥深さを感じずにはいられません。


　一部では妙にもてはやされ、一部では完全に無視され、たいていは「なにこれ、本？　辞書？」と眉まゆをひそめられ、めでたく「地雷新人」の異名をちょうだいすることとなった記念碑的作品（？）となったのであります。


　苦かった。


　その後、『マルドゥック・スクランブル』というしろものを脱稿して出版業界をしばし流浪するのだが、流浪の一因は本作にあったと言ってさしつかえないと思う。


　とはいえ変に充実していた。「あいつは暴走機関車だ」とささやかれ、あらゆる企画が突っ返されるようになった。そのくせ、暴走なんて言ったってレールの上を走っていることに変わりないんだから上等じゃないか何が悪いんだ──という気概だけは売るほどあった。


　楽しかった。


　あえてデタラメなことをしてやろうというのではなく、この上なく真面目に取り組んでいながら、世間の主流から面白いほど外れてゆく自分を、ときに憎みつつも、やはりどこかで笑って楽しんでいたのだろう。加藤登紀子の『時には昔の話を』じゃないが、嵐のような毎日だった。まさに息が切れるまで走ってスッ転んで大けがをして酒で癒いやした。


　そういえばコーヒー一杯でファミレスに一日いた。どの時代も若者像は不変らしい。


　ははは、なんだ今と大して変わらねえな──などと微笑ほほえましく回想にひたれるのも、正直なところ、文庫復刊のお仕事がひととおり終わった今だからこそなのである。


　なんと言っても、復刊というのは、実に骨が折れるものなのだと思い知った。


　二〇〇七年の今の自分の前に、一九九六年の自分が現れれば、もはや殺し合いである。


　子供の頃、体育の授業中に、教師の目を盗んでバスケットボールのゴールの上によじ登ってそのまま落ちて骨を砕いたことがあるが、そんな感じだった。


　──どんな感じか伝わりにくいかと思いますが、とにかくそんな感じだったのです。


　そもそも創作者というのは自己否定の産物のような存在なのであって、去年の自分など踏みつけて進み、一昨年の自分など蹴け飛とばして唾つばを吐き、さらにそれ以前の自分など薄汚い亡霊に等しく墓の下に送り込んでしかるべきである。


　──にもかかわらず、復刊というのは、そんな昔の自分との、いわば共同作業なのです。


　一文一文、校正を進めるごとに、突如として、娘さんをお嫁に下さいお父さん、と口にする／されたかのごとき猛烈な緊迫感が走り、目もくらむほどの火花が飛び散るのである。


　分かりにくいかと思いますがそんな緊迫感なのです。


「頑固じじい！」「この若造！」──みたいな、ね。


　一行修正すれば全体がどんどん変わって行くため、全く別物にしてしまうか、そのままほとんど手をつけずに済ませるか、という胃がねじ切れそうな選択を迫られてしまう。


　初稿時の若造の熱量を、阻害することなく今の力量で整えるなどというのは、まったくもって無茶であった。編集部からの指摘を、客観的な第三者視点としてお借りしつつ、最低限の修正を加えるだけで精一杯。とにかく脂汗がだらだら垂れてくる。胃がしくしくする。鬼のような形相になって子供に泣かれる。踏んだり蹴ったりである。


　それでいて、ときおり今の自分を揺さぶるような一文に出くわすと、思わずにやりと笑みが浮かぶ反面、ここ数年の自分に異議を唱えられた気がして、やたらと腹が立つ。


　だが、そんな煩はん悶もんの中でも、


《しばらくは、くすみそうにない色だった。》


　という一文や、


《「あまりにも生きてここにいるぞ！」》


　などは、なるほど復刊されるだけの生命力は、まだあるのかな──と、目の前で娘の手を握る男に蹴りをくれるのを我慢することを覚えたお父さんという感じで思うのである。


　ところで冲方丁という人に妙齢の娘はいないのですが、物の喩たとえなのです。


　そうした煩悶を経て、ようやくゲラを返し、文庫の姿になって戻ってきて、ようやく、目の前にあるものに憤激せず、落ち着いて眺められるといった塩あん梅ばい。


　よくもまあ、新人がこれほど無茶な我わが儘ままを通して業界で生き残ったものである。


　業界の懐の深さのあらわれであるのは確かで、生き残ったというよりも、なんだか分からないが生かされたと言った方が当たっているかもしれない。


　それにしても帯の文句は悪役プロレスラー入場を彷ほう彿ふつとさせ、テーマソングでも聞こえてきそうだ。それと、相変わらず、どこか外から来た異邦人の扱いであるところがデビュー時からの足跡を端的にあらわしているようで、生かされているなあと感謝である。


　陰は陽に、陽は陰に。


　長らく「値の張る絶版本」であった本作が、こうして再び日の目を見ることが出来たのも、多くの方の厚意があってこそである。


　デビュー時にして初刊行時の担当氏、有意義な復刊コンセプトを示して下さった復刊時の初期担当氏、やたらとエロい帯のフレーズを考案して下さった現担当氏、ややこしい造語だらけの原稿に校正を入れて下さった方々、渋くて恰かつ好こういいデザインに仕上げて下さったデザイナー氏に、尽きせぬ感謝を。


　また本作復刊の企画時に、国と言語の違いを超えて、表紙のカバーイラストを快く引き受けていただき、常に予想を超える素晴らしい絵を仕上げて下さったキム・ヒョンテ氏に、心より御礼を。


　そして本作の初刊行時に好意をもって読んで下さった方々、今新たに手にとって下さった全ての方々、その一人一人に、ありがとうございます。


　またどこかでお会いしましょう。







二〇〇七年十一月　　冲方　丁　　拝　　
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